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は し が き

平成元年（ ）年にスタートした流体科学研究所は、平成 （ ）年にその前

身である高速力学研究所の創立より 周年を迎えた。令和元年（ ）年には つ

目の年号である「令和」における第一歩を踏み出している。

流体科学研究所では、流体科学の基礎研究を基盤とした先端学術領域との融合、お

よび重点科学技術分野への応用に関する世界最高水準の研究を推進すること、また以

て社会の諸問題解決に貢献すること、さらに研究活動を通じて国際水準の次世代研究

者および技術者を育成することを使命と目標に掲げている。平成 年 月に策定し

た 「世界の研究者が集う流体科学分野の世界拠点の形成」に基づき第 期

中期目標・中期計画を遂行、環境・エネルギー、人・物質マルチスケールモビリティ、

健康・福祉・医療に関わるイノベーションの創成と諸問題の解決、統合解析システム

の構築、自律型流動科学の創成に取り組んでいる。来る令和 年には の改訂

を予定している。

本研究所は、平成 年度に流体科学分野の共同利用・共同研究拠点に認定され、

スーパーコンピュータなどの大型高性能研究設備の整備や研究体制の充実に努め、共

同研究の進展を図ってきた。平成 年度からは共同利用・共同研究拠点「流体科学

国際研究教育拠点」として認定更新を受け、環境・エネルギー、人・物質マルチスケ

ールモビリティ、健康・福祉・医療の 研究クラスターを設置、新展開を図っている。

さらに平成 年には次世代流動実験センター、平成 年に国際研究教育センタ

ー、平成 年に航空機計算科学センターを設置し、低乱熱伝達風洞や衝撃波関連実

験設備をはじめ、世界的な実験設備を駆使した研究を推進するとともに、国際交流の

活性化と支援、航空に特化したプロジェクト研究を実施するなど、活動の幅をさらに

拡げている。創立 周年となった平成 年にはフランス・リヨン大学に附属リヨン

センター（材料・流体科学融合拠点）を設置し、国際交流のさらなる深化を図ってい

る。来る令和 年度には、アンモニア燃焼・耐アンモニア材料連携研究の拠点事業を

開始予定である。今後も、長年をかけ構築してきたこれらの強みをさらに発展させ、

さらなる国際展開と研究力向上を目指していきたいと考えている。

本研究所の教員は、東北大学大学院工学研究科、情報科学研究科、環境科学研究科、

医工学研究科等において学生の教育・研究指導に協力しているほか、国内外からの研

究員や研究生の受け入れによる共同研究や研修を積極的に進め、グローバル化を先導

する研究教育機関として人類社会に貢献すべく努力している。

本研究活動報告書は、令和 年度の研究・教育・社会活動についての資料をまとめ

たものである。本研究所は、今後も流体科学の国際研究教育拠点として、先端融合領

域の新しい学問体系を構築するとともに、特にコロナ禍を経て大きく変化する時代に

対応していく所存である。今後ともご支援ご鞭撻を御願い申し上げるとともに、本研

究所の活動について、忌憚のないご意見を頂ければ幸甚である。

令和 年 月 日 流体科学研究所長

丸田 薫
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１．沿 革 と 概 要
東北大学流体科学研究所の前身である高速力学研究所は、昭和 年 月、高速力

学に関する学理およびその応用の研究を目的として設立され、平成 年に創立 周

年を迎えた。創立当時、工学部機械工学科水力学実験室では、沼知福三郎教授が流体

工学、特に高速水流中の物体まわりに発生するキャビテーション（空洞）の基礎研究

に優れた成果を挙げ、これが船舶用プロペラや発電用水車、ポンプの小型化・高速化

などの広汎な応用面をもつことから、内外の研究者ならびに工業界から注目され、こ

れらに関する研究成果の蓄積が研究所設立の基礎となった。当初は 部門をもって設

立されたが、その後、我が国の機械工業における先端技術の研究開発に必要不可欠な

部門が逐次増設され、昭和 年には 部門にまで拡充された。また、昭和 年に

は附属施設として気流計測研究施設が創設され、学内共同利用に供された。その後、

昭和 年には既設の附属施設を改組拡充して｢衝撃波工学研究センター｣が設置され

た。

本研究所は、平成元年に高速力学研究所の改組転換により、研究所名を｢流体科学

研究所｣に改め、 部門、 附属施設（衝撃波工学研究センター）として発足した。

また、平成 年には非平衡磁気流研究部門の時限到来により電磁知能流体研究部門が

新設された。さらに、平成 年 月には、大部門制への移行を柱とした研究所の改

組転換を実施し、｢極限流研究部門｣、｢知能流システム研究部門｣、｢ミクロ熱流動研

究部門｣、｢複雑系流動研究部門｣の 大部門が創設されるとともに、衝撃波工学研究

センターの時限到来により｢衝撃波研究センター｣が新設され、 大部門、 附属施設

として発足した。平成 年 月には、衝撃波研究センターを改組拡充し、実験と計

算の つの研究手法を一体化した次世代融合研究手法による研究を推進する附属施

設として「流体融合研究センター」が設置された。また平成 年 月から 年間、

｢先端環境エネルギー工学（ケーヒン）寄附研究部門｣が設置された。さらに平成 年

月から 年間、｢衝撃波学際応用寄附研究部門｣が設置された。平成 年 月には、

本研究所における異分野研究連携を一層活性化するとともに、エネルギー問題の解決

に貢献するため、｢流動創成研究部門｣、｢複雑流動研究部門｣、｢ナノ流動研究部門｣と

附属｢未到エネルギー研究センター｣からなる、 研究分野、１附属研究センターへと

改組し、平成 年には共同研究部門「先端車輌基盤技術研究（ケーヒン）」が新設さ

れ、産学連携が深化している。平成 年、共同研究部門先端車輌基盤技術研究（ケ

ーヒン）Ⅱが継続して設置され、本研究所は の研究分野を持つ世界最先端の流体

科学研究拠点となっている。

本研究所には、平成 年に我が国の附置研究所として初めてスーパーコンピュータ

が設置され、これを活用し分子流、乱流、プラズマ流、衝撃波などの様々

な分野で優れた成果を挙げてきた。それらの成果と発展性が認められ、平成 年には

へ、さらに平成 年には と からなる新システ

ムへと機種更新が図られた。平成 年 月から 年間｢可視化情報寄附研究部門｣が

－1－
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新設されると共に、流れに関する研究データーベースの構築が開始された。平成 年

には からなる「次世代融合研究システム」が新たに導入され、

平成 年には に更新された。平成 年、

からなる新システムに更新された。実験計測とコンピュータシミュレーシ

ョンとが高速ネットワーク回線で融合された新しい流体解析システムの開発、さらに

は、新しい学問分野の開拓を目指し日夜研究を推進している。

また、平成 年度より低乱熱伝達風洞を中心とする低乱風洞実験施設が「次世代

環境適合技術流体実験共用促進事業」に採択され、民間への共用が図られている。平

成 年度には、衝撃波関連実験施設を加えて、所内措置により次世代流動実験研究

センターを設置し、両実験施設の共用促進事業を推進している。平成 年度より、

先端研究基盤共用促進事業（共用プラットフォーム形成支援プログラム）が新たに始

まり、「風と流れのプラットフォーム」の参画機関となっている。

こうした本研究所の研究教育活動並びに大型設備の運用を支援するために、所内措

置により平成 年に未来流体情報創造センターを設置し、最先端研究を進めるとと

もにスーパーコンピュータの効率的な運用が行われている。さらに本研究所は、平成

年に次世代流動実験センター、平成 年に国際研究教育センター、平成 年に

航空機計算科学センターを設置し、低乱熱伝達風洞や衝撃波関連実験設備をはじめと

する世界的な実験設備を駆使した研究を一層推進するとともに設備の共用を図り、国

際交流の活性化と支援、航空に特化したプロジェクト研究を実施するなど、活動の幅

をさらに拡げている。平成 年にはフランス・リヨン大学に附属リヨンセンター（材

料・流体科学融合拠点）を設置し、国際交流のさらなる深化を図っている。

本研究所は、流体科学の拠点として、様々な活動を展開している。平成 年 月

には、衝撃波研究センターを中心に世界の中核的研究拠点（ ）を目指す、「複雑媒

体中の衝撃波の解明と学際応用」の 形成プログラム研究が開始された。平成

年 月には、本研究所主催で第 回高度流体情報国際会議を開催し、国内外の参加

者を通じて新しいコンセプトの「流体情報」を世界に発信した。本研究所は、その後

毎年、本国際会議を主催している。平成 年度から平成 年度まで流体融合研究セ

ンターを中心に「流体融合」に関する国際会議を毎年開催してきた。平成 年 月

には、本研究所を中核として、 世紀 プログラム「流動ダイナミクス国際研究教

育拠点」が発足し、平成 年 月までの 年間、次世代の人材を育成する研究教育

プログラムが実施された。平成 年度より、毎年、「流動ダイナミクスに関する国際

会議」を 世紀 プログラム（平成 年～平成 年）、グローバル プログラ

ム（平成 年～平成 年）、および本研究所（平成 年～）が主催している。

平成 年 月からの国立大学法人化に伴い、本研究所も中期目標・中期計画を策

定して研究教育活動を行った。平成 年 月からは、エアロスペース、エネルギー、

ライフサイエンス、ナノ・マイクロの 研究クラスターを立ち上げ、分野横断的な研

究を推進しており、平成 年度からは前年度に活動を終了した流体融合研究センタ

ーの成果を基に立ち上げた融合研究クラスターを加えた 研究クラスター体制とな
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新設されると共に、流れに関する研究データーベースの構築が開始された。平成 年

には からなる「次世代融合研究システム」が新たに導入され、

平成 年には に更新された。平成 年、

からなる新システムに更新された。実験計測とコンピュータシミュレーシ

ョンとが高速ネットワーク回線で融合された新しい流体解析システムの開発、さらに

は、新しい学問分野の開拓を目指し日夜研究を推進している。

また、平成 年度より低乱熱伝達風洞を中心とする低乱風洞実験施設が「次世代

環境適合技術流体実験共用促進事業」に採択され、民間への共用が図られている。平

成 年度には、衝撃波関連実験施設を加えて、所内措置により次世代流動実験研究

センターを設置し、両実験施設の共用促進事業を推進している。平成 年度より、

先端研究基盤共用促進事業（共用プラットフォーム形成支援プログラム）が新たに始

まり、「風と流れのプラットフォーム」の参画機関となっている。

こうした本研究所の研究教育活動並びに大型設備の運用を支援するために、所内措

置により平成 年に未来流体情報創造センターを設置し、最先端研究を進めるとと

もにスーパーコンピュータの効率的な運用が行われている。さらに本研究所は、平成

年に次世代流動実験センター、平成 年に国際研究教育センター、平成 年に

航空機計算科学センターを設置し、低乱熱伝達風洞や衝撃波関連実験設備をはじめと

する世界的な実験設備を駆使した研究を一層推進するとともに設備の共用を図り、国

際交流の活性化と支援、航空に特化したプロジェクト研究を実施するなど、活動の幅

をさらに拡げている。平成 年にはフランス・リヨン大学に附属リヨンセンター（材

料・流体科学融合拠点）を設置し、国際交流のさらなる深化を図っている。

本研究所は、流体科学の拠点として、様々な活動を展開している。平成 年 月

には、衝撃波研究センターを中心に世界の中核的研究拠点（ ）を目指す、「複雑媒

体中の衝撃波の解明と学際応用」の 形成プログラム研究が開始された。平成

年 月には、本研究所主催で第 回高度流体情報国際会議を開催し、国内外の参加

者を通じて新しいコンセプトの「流体情報」を世界に発信した。本研究所は、その後

毎年、本国際会議を主催している。平成 年度から平成 年度まで流体融合研究セ

ンターを中心に「流体融合」に関する国際会議を毎年開催してきた。平成 年 月

には、本研究所を中核として、 世紀 プログラム「流動ダイナミクス国際研究教

育拠点」が発足し、平成 年 月までの 年間、次世代の人材を育成する研究教育

プログラムが実施された。平成 年度より、毎年、「流動ダイナミクスに関する国際

会議」を 世紀 プログラム（平成 年～平成 年）、グローバル プログラ

ム（平成 年～平成 年）、および本研究所（平成 年～）が主催している。

平成 年 月からの国立大学法人化に伴い、本研究所も中期目標・中期計画を策

定して研究教育活動を行った。平成 年 月からは、エアロスペース、エネルギー、

ライフサイエンス、ナノ・マイクロの 研究クラスターを立ち上げ、分野横断的な研

究を推進しており、平成 年度からは前年度に活動を終了した流体融合研究センタ

ーの成果を基に立ち上げた融合研究クラスターを加えた 研究クラスター体制とな

－ －

った。平成 年 月には、本研究所を中核として、グローバル プログラム「流

動ダイナミクス知の融合教育研究世界拠点」が発足し、平成 年 月までの 年間、

世紀 の活動をさらに発展させた国際研究教育プログラムが実施された。平成

年度から第二期中期目標・中期計画期間が開始した。本研究所は平成 年度から

の 年間、流体科学分野の共同利用・共同研究拠点に文部科学省より認定され、関連

コミュニティーと連携しながら流体科学研究拠点としての活動を展開してきた。さら

に、平成 年度には本研究所を中核とする卓越した大学院拠点形成支援補助金「流

動ダイナミクス知の融合教育研究世界拠点」が採択され、 年間教育研究活動を展開

した。

本研究所では、平成 年 月に策定した 「世界の研究者が集う流体科

学分野の世界拠点の形成」のもとに、平成 年度から始まった第 期中期目標・中

期計画を決定し、第 期・第 期中期目標期間中に形成してきた つの研究クラスタ

ーを「環境・エネルギー」、「人・物質マルチスケールモビリティ」、「健康・福祉・医

療」の 研究クラスターへ改編し、これらに関わるイノベーションの創成と諸問題の

解決、統合解析システムの構築、自律型流動科学の創成を目指している。平成 年

度からは共同利用・共同研究拠点「流体科学国際研究教育拠点」として認定を受け、

グローバル化を先導する研究教育機関として人類社会に貢献すべく努力している。来

る令和 年度には の改訂も予定している。

以上のように、本研究所は液体、気体、分子、原子、荷電粒子等の流れならびに流

体システムに関する広範な基礎・応用研究の成果によって、内外の関連する産業の発

展に大きく貢献してきた。さらに、流体科学に関する様々な先導的研究と、その成果

を基盤として、本研究所を中心とした各分野の国際会議の開催をはじめ、国内外の研

究機関との共同研究、研究者・技術者の養成、学部・大学院学生の教育活動などを活

発に行って学術の振興と高度人財育成に貢献してきた。

これまでの多くの優れた研究成果は学界からも高い評価を得、昭和 年には、沼

知福三郎名誉教授の「翼型のキャビテーション性能に関する研究」に対し、また、昭

和 年には、伊藤英覚名誉教授の「管内流れ特に曲がり管内の流れに関する流体力

学的研究」に対し、それぞれ日本学士院賞が授与された。昭和 年には、沼知福三

郎名誉教授が文化功労者に顕彰された。その後、谷 順二名誉教授が英国物理学会の

フェローに選出された。平成 年には、伊藤英覚名誉教授が二人目の文化功労者に

顕彰された。上條謙二郎名誉教授（平成 年）、南部健一名誉教授（平成 年）、圓

山重直教授（平成 年）に紫綬褒章が授与された。寒川誠二教授（平成 年）、高

木敏行教授（平成 年）、大林 茂教授（平成 年）、丸田 薫教授（平成 年）、

早瀬敏幸教授 平成 年 、小林秀昭教授（平成 年）、太田 信教授（平成 年）

に文部科学大臣表彰・科学技術賞が授与された。国際的には、伊藤英覚名誉教授と南

部健一名誉教授に対して 賞（米国機械学会、 ）、上條謙次郎名誉教授に対

して 賞（米国潤滑学会、 ）と 賞（米国自動車学会、 ）、谷 順

二名誉教授に対して 賞（米国機械学会、 ）、橋本弘之名誉
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教授に対して 賞（国際微粒化学会、 ）、高山和喜名誉教授に対して

メダル（独マッハ研究所、 ）、新岡 嵩名誉教授に対して 金賞（国際燃

焼学会、 ）などの評価の高い賞が授与されている。さらに日本機械学会、日本物

理学会、応用物理学会、日本流体力学会、日本混相流学会、日本燃焼学会、日本伝熱

学会等の国内の学会賞を得た高水準な研究も多く、流体科学の研究拠点に相応しい評

価を得ている。

令和 年 月現在、世界を翻弄するコロナ禍が継続しており、あらゆる面で世界の

大きな変化が予想される。この困難な時期を乗り越えるとともに、変化のための機会

ととらえ、学術の高度化、人類社会へのより多くの貢献を目指していく。そのため、

の改訂、流体科学の見える化に着手し、高度のデジタル化やカーボンニュ

ートラルなどの社会課題に対応、ニューノーマルにおけるより力強い活動に向け、研

究所構成員が一丸となり取り組む所存である。

－4－



－ －

教授に対して 賞（国際微粒化学会、 ）、高山和喜名誉教授に対して

メダル（独マッハ研究所、 ）、新岡 嵩名誉教授に対して 金賞（国際燃

焼学会、 ）などの評価の高い賞が授与されている。さらに日本機械学会、日本物

理学会、応用物理学会、日本流体力学会、日本混相流学会、日本燃焼学会、日本伝熱

学会等の国内の学会賞を得た高水準な研究も多く、流体科学の研究拠点に相応しい評

価を得ている。

令和 年 月現在、世界を翻弄するコロナ禍が継続しており、あらゆる面で世界の

大きな変化が予想される。この困難な時期を乗り越えるとともに、変化のための機会

ととらえ、学術の高度化、人類社会へのより多くの貢献を目指していく。そのため、

の改訂、流体科学の見える化に着手し、高度のデジタル化やカーボンニュ

ートラルなどの社会課題に対応、ニューノーマルにおけるより力強い活動に向け、研

究所構成員が一丸となり取り組む所存である。

－ －

２．組織・職員の構成

組織
所長 運営会議 令和2年7月1日現在

副所長

教授会

　航空機計算科学センター（ACS） 　高等研究機構新領域創成部

各種委員会

サポート部門

研究部門

流動創成研究部門

未到エネルギー研究
センタ－

附属施設

　非平衡分子気体流研究分野

　分子熱流動研究分野

　量子ナノ流動システム研究分野

　分子複合系流動研究分野

　先端車輌基盤技術研究（ケーヒン）Ⅱ

　先進流体機械システム研究分野

　複雑衝撃波研究分野

　計算流体物理研究分野

　流動データ科学研究分野

　高速反応流研究分野

研究支援室

　地殻環境エネルギー研究分野

　エネルギー動態研究分野

　システムエネルギー保全研究分野

　混相流動エネルギー研究分野

共通施設

　マルチフィジックスデザイン研究分野

リヨンセンター
(材料・流体科学融合拠点)

　流動システム評価研究分野

　流動ダイナミクス研究分野

　図書室（研究支援室）

　研究技術班

　先進材料・流体設計研究分野

　未来流体情報創造センター（AFI）

　国際研究教育センター（GCORE）

事務部

　エネルギー科学技術研究分野

　先端エネルギー工学研究分野

  次世代電池ナノ流動制御研究分野

　工場

　高速流実験室

　企画情報班

　機器開発班

　計測技術班

　共同利用班

　総務係

　経理係

　用度係

技術室

　伝熱制御研究分野

　電磁機能流動研究分野

　知能流体制御システム研究分野

　融合計算医工学研究分野

　生体流動ダイナミクス研究分野

　航空宇宙流体工学研究分野

　グリーンナノテクノロジー研究分野

　次世代流動実験研究センター（AFX）

　宇宙熱流体システム研究分野

共同研究部門

ナノ流動研究部門

　ナノ流動応用研究分野

　自然構造デザイン研究分野

複雑流動研究部門

　生体ナノ反応流研究分野
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職員の構成 （各年 現在）

年度

職名
平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

教 授 （ ） （ ） （ ）

准教授 （ ） （１）

講 師 － － － － －

助 教

技術職員

特任教授 － －

特任准教授

特任講師 － － － － －

特任助教 － －

事務職員

限定正職員 － －

小 計 （ ） （ ）

准職員等

合 計 （ ） （ ）

※ （ ）内数字は客員教授（寄附研究部門教員を含む）を示し外数である。

 
准（時間雇用）職員職種別数

平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

教育研究支援者 － － －

産学官連携研究員 － － －

フェロー － － －

研究支援者 － － －

学術研究員 － －

技術補佐員

事務補佐員

合計

客員研究員（外国人）

平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

－6－



－ －

職員の構成 （各年 現在）

年度

職名
平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

教 授 （ ） （ ） （ ）

准教授 （ ） （１）

講 師 － － － － －

助 教

技術職員

特任教授 － －

特任准教授

特任講師 － － － － －

特任助教 － －

事務職員

限定正職員 － －

小 計 （ ） （ ）

准職員等

合 計 （ ） （ ）

※ （ ）内数字は客員教授（寄附研究部門教員を含む）を示し外数である。

 
准（時間雇用）職員職種別数

平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

教育研究支援者 － － －

産学官連携研究員 － － －

フェロー － － －

研究支援者 － － －

学術研究員 － －

技術補佐員

事務補佐員

合計

客員研究員（外国人）

平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

－ －

３．研究活動

 

流動創成研究部門

（部門目標） 

 

流動創成研究部門は、科学技術イノベーションを志向した、流体の物性や流体シ

ステムにおける流動下での新たな機能の創成とその応用に関する研究を行うことを

目的とする。電磁流体、生体流動、航空宇宙における流れの解明と新機能創成を通

じ、学術の発展ならびに革新的工学技術の確立に貢献する。 
 
（主要研究課題）

⚫ 電磁場による流動下での新たな機能創成

⚫ 次世代知的流体制御デバイス・システムの創成

⚫ 計測融合シミュレーションによる医療工学研究

⚫ 生体器官内の流動ダイナミクスの解明

⚫ 航空宇宙システムの革新、安全、ものづくりの研究

⚫ 次世代宇宙機の革新的熱・流体制御システムの創成

⚫ 自然と調和するエネルギーシステムの設計

⚫ 流体機械システムの最適化、強靱化、知的化

（研究分野）

電磁機能流動研究分野

知能流体制御システム研究分野

融合計算医工学研究分野

生体流動ダイナミクス研究分野

航空宇宙流体工学研究分野

宇宙熱流体システム研究分野

自然構造デザイン研究分野

流動データ科学研究分野

注：令和 年度は実質的な構成員がいないため、分野の研究活動は記載していない。
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電磁機能流動研究分野

（研究目的）

電磁機能流動研究分野では、電磁場下で機能性を発現する「イオン液体」および「プラズマ流体」

に関し、時空間マルチスケールでの熱流動特性の解明や電場による知的な制御法に関する研究を行

っている。また、電場下において物理的および化学的機能性を創成することで、エネルギー・環境

分野や新素材創製プロセスにおける革新的技術シーズの創出を目指している。

（研究課題）

電場と伸長流動場を用いたナノ繊維配向制御による高強度セルロース単繊維の創製

イオン液体静電噴霧による二酸化炭素分離吸収

電磁場・熱流動場連成解析による小型永久磁石同期モータの損失予測と高性能化

（構成員）

教授（兼担）小原 拓、准教授 高奈 秀匡、技術職員 中嶋 智樹

（研究の概要と成果）

電場と伸長流動場を用いたナノ繊維配向制御による高強度セルロース単繊維の創製

木材繊維（パルプ）を機械的、および化学的にナノオーダーまで解繊することによって生成さ

れるセルロースナノファイバー（ ）は、幅数十 、長さ数 µm の高アスペクト比を有する高結

晶性微細繊維であり、軽量および高強度、低熱膨張等の優れた機械特性を有する環境適合型新素

材として、近年大きな注目を集めている。本研究分野においては、 を原料とする高強度セル

ロース単繊維創製を目指し、米国ワシントン大学およびスウェーデン王立工科大学との共同研究

により、交流電場による配向制御と従来の伸長流動場による配向法を組み合わせた革新的なセル

ロース単繊維創製法を開発した。 の交流電場を印加した際には、単繊維中の 配向度が

から に向上する明確な配向促進効果が得られ、引張強度および靭性がそれぞれ お

よび 増加する顕著な材料特性の向上が示された。

イオン液体静電噴霧による二酸化炭素分離吸収技術の実証

イオン液体は不揮発性や難燃性などの性質を有し、種々のガスを選択的に吸収可能であること

から、イオン液体を二酸化炭素（ ）の分離回収技術に応用するための研究開発が活発化してい

る。本研究分野においては、イオン液体への 吸収が気液界面で生じることに着目し、ナノオ

ーダーの超微小液滴を生成することで得られる、比表面積効果による効率的な 吸収を目指し

ている。イオン液体として を用い、 で置換されたアク

リル製チャンバー内でイオン液体静電噴霧を行うことで、 吸収量を評価した。また、散乱光強

度の変化から生成液滴径を計測した結果、 以下の液滴が連続的に生成されることが明らか

となった。チャンバー内でイオン液体静電噴霧を 分間行った場合、 印加時には 吸収

量が無電場に対して約 向上し、イオン液体静電噴霧による顕著な 吸収促進効果が示され、

本技術の有効性が実証された。

電磁場・熱流動場連成解析による小型永久磁石同期モータの損失予測と高性能化

内燃機関の排ガス規制や原油価格の高騰による低燃費車への高まる需要、地球環境への関心の

高まりから内燃機関における電動化が急速に推し進められている。特に、駆動用の電動モータに

おいては、小型・軽量でありながらも高出力なモータが求められており、モータの更なる低損失

化および高効率な冷却システムを構築することが極めて重要な技術課題となっている。本研究に

おいては、永久磁石同期モータ（ モータ）を対象として、モータ内に空気流を導入する内部

冷却法を新たに提案した。電磁場と熱流動場の連成解析により本モータの損失分布を明らかにす

るとともに、高速回転するモータ内部の複雑流動場を解明することに成功した。さらに、冷却効

率を評価することにより、最適作動条件を示すことで、本研究で提案する小型高出力な モー

タ実現に向けた重要な知見を得た。
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－ －

電磁機能流動研究分野

（研究目的）

電磁機能流動研究分野では、電磁場下で機能性を発現する「イオン液体」および「プラズマ流体」

に関し、時空間マルチスケールでの熱流動特性の解明や電場による知的な制御法に関する研究を行

っている。また、電場下において物理的および化学的機能性を創成することで、エネルギー・環境

分野や新素材創製プロセスにおける革新的技術シーズの創出を目指している。

（研究課題）

電場と伸長流動場を用いたナノ繊維配向制御による高強度セルロース単繊維の創製

イオン液体静電噴霧による二酸化炭素分離吸収

電磁場・熱流動場連成解析による小型永久磁石同期モータの損失予測と高性能化

（構成員）

教授（兼担）小原 拓、准教授 高奈 秀匡、技術職員 中嶋 智樹

（研究の概要と成果）

電場と伸長流動場を用いたナノ繊維配向制御による高強度セルロース単繊維の創製

木材繊維（パルプ）を機械的、および化学的にナノオーダーまで解繊することによって生成さ

れるセルロースナノファイバー（ ）は、幅数十 、長さ数 µm の高アスペクト比を有する高結

晶性微細繊維であり、軽量および高強度、低熱膨張等の優れた機械特性を有する環境適合型新素

材として、近年大きな注目を集めている。本研究分野においては、 を原料とする高強度セル

ロース単繊維創製を目指し、米国ワシントン大学およびスウェーデン王立工科大学との共同研究

により、交流電場による配向制御と従来の伸長流動場による配向法を組み合わせた革新的なセル

ロース単繊維創製法を開発した。 の交流電場を印加した際には、単繊維中の 配向度が

から に向上する明確な配向促進効果が得られ、引張強度および靭性がそれぞれ お

よび 増加する顕著な材料特性の向上が示された。

イオン液体静電噴霧による二酸化炭素分離吸収技術の実証

イオン液体は不揮発性や難燃性などの性質を有し、種々のガスを選択的に吸収可能であること

から、イオン液体を二酸化炭素（ ）の分離回収技術に応用するための研究開発が活発化してい

る。本研究分野においては、イオン液体への 吸収が気液界面で生じることに着目し、ナノオ

ーダーの超微小液滴を生成することで得られる、比表面積効果による効率的な 吸収を目指し

ている。イオン液体として を用い、 で置換されたアク

リル製チャンバー内でイオン液体静電噴霧を行うことで、 吸収量を評価した。また、散乱光強

度の変化から生成液滴径を計測した結果、 以下の液滴が連続的に生成されることが明らか

となった。チャンバー内でイオン液体静電噴霧を 分間行った場合、 印加時には 吸収

量が無電場に対して約 向上し、イオン液体静電噴霧による顕著な 吸収促進効果が示され、

本技術の有効性が実証された。

電磁場・熱流動場連成解析による小型永久磁石同期モータの損失予測と高性能化

内燃機関の排ガス規制や原油価格の高騰による低燃費車への高まる需要、地球環境への関心の

高まりから内燃機関における電動化が急速に推し進められている。特に、駆動用の電動モータに

おいては、小型・軽量でありながらも高出力なモータが求められており、モータの更なる低損失

化および高効率な冷却システムを構築することが極めて重要な技術課題となっている。本研究に

おいては、永久磁石同期モータ（ モータ）を対象として、モータ内に空気流を導入する内部

冷却法を新たに提案した。電磁場と熱流動場の連成解析により本モータの損失分布を明らかにす

るとともに、高速回転するモータ内部の複雑流動場を解明することに成功した。さらに、冷却効

率を評価することにより、最適作動条件を示すことで、本研究で提案する小型高出力な モー

タ実現に向けた重要な知見を得た。

－ －

融合計算医工学研究分野 
（研究目的）

融合計算医工学研究分野では、細胞レベルから循環器系までの生体内流動現象を対象として、

先端生体計測、大規模数値計算、およびそれらを一体化した計測融合シミュレーションにより、

循環器系疾病の機序の解明と次世代医療機器の創成に関する研究を行っている。

（研究課題）

循環器系の計測融合シミュレーションに関する研究

生体模擬チップの開発と細胞の低酸素応答に関する研究

腫瘍血管網における流動現象に関する研究

（構成員）

教授 早瀬 敏幸、准教授 船本 健一、助教 宮内 優、技術職員 井上 浩介

（研究の概要と成果）

循環器系の計測融合シミュレーションに関する研究

心臓・大動脈系の磁気共鳴画像計測融合 血流解析、 次元超音波計測融合 血流

解析システムの開発および日常連続血圧 推定デバイスの開発に関する研究を行った。

血流解析の研究では、上行大動脈、大動脈弓、下行大動脈の 血流解析を行い、本手法に

より大動脈系の血流動態を正確に再現できる可能性が示された。また左心室の内部構造を考慮し

た数値解析を行った結果、大動脈弁形状が心室内の血流場に与える影響が明らかになった。

血流解析システムに関する研究では、陽解法の血流解析アルゴリズムを用いた場合の実現可

能性について知見を得た。 推定デバイスの研究では、一定時間の脈拍数計測データと循環動

態モデル、循環調節系逆モデルによる日常連続血圧推定の実現可能性が示された。

生体模擬チップの開発と細胞の低酸素応答に関する研究

酸素分圧・力学的刺激・化学的刺激の つの因子を同時制御しながら細胞群に対するそれらの

複合作用の観察を可能にする「 生体模擬チップ」を用い、生体内の低酸素微小環境の再現

と細胞群の低酸素応答に関する研究を行った。がん組織内の微小環境（がん微小環境）を模擬し

た実験では、ハイドロゲル内に混合したヒト乳腺がん細胞（ 細胞）の周囲環境に酸素

濃度勾配を生成して観察を行った。その結果、低酸素環境下のがん細胞が酸素濃度の高い方向に

遊走することや、細胞培養液に添加した抗がん剤（チラパザミン）の効果は低酸素環境下におい

てより発揮されることなど、酸素濃度の不均一性ががん細胞の挙動に与える影響が明らかになっ

た。また、デバイス内に血管内皮細胞の単層を形成し、酸素濃度と細胞培養液の流れを制御した

ときの血管内皮細胞の集団的遊走と形態変化の観察と解析を行った。血管内皮細胞を低酸素負荷

と流れ負荷に同時に暴露した直後は、血管内皮細胞の遊走が急激に増加し、流れ方向への配向が

促進されることが明らかになった。

腫瘍血管網における流動現象に関する研究

抗がん剤治療は血流を介した全身的な治療であるため、副作用を最小限に抑え、がん細胞にの

みに集中的に治療薬を輸送することが求められる。本研究では、間質領域における酸素や薬物の

輸送現象の正確かつ詳細な理解を目的に、血管内腔からの物質の漏出を考慮した物質輸送解析手

法を提案した。血管内腔、間質、血管壁を介した物質輸送を、物質の移流拡散方程式と

の式によってモデリングし、それらの方程式を連成した弱形式を有限要素法によって

離散化した。 次元の検証問題において血管壁上における濃度ジャンプが精度よく再現され、解

析解との誤差が要素幅に対して 次精度で減少することを確認した。さらに、提案手法の妥当性

の確認に加えて、血管壁における溶質の透過係数が間質における濃度分布に与える影響について

定量的に調べた。溶質の透過係数を変化させた場合、血管内腔の拡散係数に比べて間質の拡散係

数が小さいために、血管内腔に比べて間質における濃度分布が大きく変化することが分かった。
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－ －

生体流動ダイナミクス研究分野

（研究目的）

生体流動ダイナミクス研究分野では、主に血流・血管・心筋・骨など（生体軟組織・硬組織）

に対する知識・知見をもとに血流や時系列変化を考慮に入れ、治療効果を最大限に引き出した医

療機器の開発および評価法の確立を目指し、医療に貢献することを目的とする。現在は生体器官

モデルの開発および国際標準化の開発、脳動脈瘤内血流の推定・可視化、ステント・穿刺針等の

医療機器の開発および評価、ステント等の性能評価法の確立に関する研究を行っている。

（研究課題）

血管等、軟硬組織モデルに関する研究および開発

生体外循環システムの開発

脳動脈瘤の血流に関する研究、特に機械学習や医療画像を用いた血流の特徴抽出や血流算出

法の開発

アブレーションカテーテル、血管カバー等の新医療機器に対する評価法の開発

医療機器開発の基準・標準化法の開発、特に骨モデルの国際標準の策定、国内コンソへの参

加

流れに対するタンパク質・細胞挙動に関する研究

血管に関するインプラント、脳動脈瘤用ステントの最適化デザインに関する研究

（構成員） 
教授 太田 信、特任准教授 小助川 博之、助教 安西 眸、特任助教 （～ ）、

技術職員 戸塚 厚

（研究の概要と成果）

血管や骨等、軟硬組織モデルに関する研究

脳動脈瘤、大動脈 瘤 の血管モデルや口腔内・心筋モデルを、 ハイドロゲルを用いて作製

する方法を開発している。これらは、手術シミュレーションなど術前の治療方針の立案、術者の

医療技術の向上や、治療用デバイスの開発、デバイスの評価に役立つ。将来的には、大きな死因

を占める脳卒中等の血管・血流系の疾患や、整形外科的疾患に対して、低侵襲で安全で素早い治

療の提供、動物実験等の代替実験システムの提供、医療デバイスの標準化などに寄与するものと

期待できる。本年度は、 ハイドロゲルを直接成型できる プリンタの開発を行った。この

プリンタについて、 で発表を行った 年 月 。

また、社会実装形態として 株式会社は本年度 月に資金調達を行い、 月には

に選出された。

脳動脈瘤の血流に関する研究

脳動脈瘤の発生、形性、破裂には瘤内の血流が大きく関与していると考えられている。瘤内の

血流状態を調べるため、 を用いた血流解析を行っている。しかしながら、 解析の計算コス

ト高く、医療現場で使用するにはハードルが高い。このため、今年度、多数の患者の血流を素早

く推定する手法を考案した。具体的には深層学習の方法を取り入れることによって、可能にした。

本件は、新聞等で取り上げられ、招待講演等を行った。

病変および疾患抽出法の開発

現在の脳動脈瘤などの識別は、放射線科などで医師が確認することで行っている。近年医療用

画像が格段に増加し、医師の過重労働や不足の問題が生じている。これに対して血管の標準形状

を提唱した。具体的には血管形状および座標の平均が抽出可能な手法を開発し、再構築を試みた。

さらに、自動ラベリング法を追加した。その結果、疾患における血管の座標との定量的比較が可

能になり、血管疾患の同定や標準血流の構築などが可能になることが示唆された。
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－ －

生体流動ダイナミクス研究分野

（研究目的）

生体流動ダイナミクス研究分野では、主に血流・血管・心筋・骨など（生体軟組織・硬組織）

に対する知識・知見をもとに血流や時系列変化を考慮に入れ、治療効果を最大限に引き出した医

療機器の開発および評価法の確立を目指し、医療に貢献することを目的とする。現在は生体器官

モデルの開発および国際標準化の開発、脳動脈瘤内血流の推定・可視化、ステント・穿刺針等の

医療機器の開発および評価、ステント等の性能評価法の確立に関する研究を行っている。

（研究課題）

血管等、軟硬組織モデルに関する研究および開発

生体外循環システムの開発

脳動脈瘤の血流に関する研究、特に機械学習や医療画像を用いた血流の特徴抽出や血流算出

法の開発

アブレーションカテーテル、血管カバー等の新医療機器に対する評価法の開発

医療機器開発の基準・標準化法の開発、特に骨モデルの国際標準の策定、国内コンソへの参

加

流れに対するタンパク質・細胞挙動に関する研究

血管に関するインプラント、脳動脈瘤用ステントの最適化デザインに関する研究

（構成員） 
教授 太田 信、特任准教授 小助川 博之、助教 安西 眸、特任助教 （～ ）、

技術職員 戸塚 厚

（研究の概要と成果）

血管や骨等、軟硬組織モデルに関する研究

脳動脈瘤、大動脈 瘤 の血管モデルや口腔内・心筋モデルを、 ハイドロゲルを用いて作製

する方法を開発している。これらは、手術シミュレーションなど術前の治療方針の立案、術者の

医療技術の向上や、治療用デバイスの開発、デバイスの評価に役立つ。将来的には、大きな死因

を占める脳卒中等の血管・血流系の疾患や、整形外科的疾患に対して、低侵襲で安全で素早い治

療の提供、動物実験等の代替実験システムの提供、医療デバイスの標準化などに寄与するものと

期待できる。本年度は、 ハイドロゲルを直接成型できる プリンタの開発を行った。この

プリンタについて、 で発表を行った 年 月 。

また、社会実装形態として 株式会社は本年度 月に資金調達を行い、 月には

に選出された。

脳動脈瘤の血流に関する研究

脳動脈瘤の発生、形性、破裂には瘤内の血流が大きく関与していると考えられている。瘤内の

血流状態を調べるため、 を用いた血流解析を行っている。しかしながら、 解析の計算コス

ト高く、医療現場で使用するにはハードルが高い。このため、今年度、多数の患者の血流を素早

く推定する手法を考案した。具体的には深層学習の方法を取り入れることによって、可能にした。

本件は、新聞等で取り上げられ、招待講演等を行った。

病変および疾患抽出法の開発

現在の脳動脈瘤などの識別は、放射線科などで医師が確認することで行っている。近年医療用

画像が格段に増加し、医師の過重労働や不足の問題が生じている。これに対して血管の標準形状

を提唱した。具体的には血管形状および座標の平均が抽出可能な手法を開発し、再構築を試みた。

さらに、自動ラベリング法を追加した。その結果、疾患における血管の座標との定量的比較が可

能になり、血管疾患の同定や標準血流の構築などが可能になることが示唆された。

－ －

航空宇宙流体工学研究分野

（研究目的）

航空宇宙流体工学研究分野では、数値流体力学（ ）に加えて、最先端の情報科学技術、実験

計測技術を駆使し、流体物理から航空機システムまで、航空宇宙流体工学に関わる多種多様な工

学問題の解決に取り組んでいる。

（研究課題）

航空宇宙流体の現象解明とデータ科学を駆使した先進的数値計算工学に関する研究 
低次元化モデルと観測値を用いた流体計算の高速化・高精度化に関する研究 
磁力支持天秤装置を用いた空力実験・高解像非定常数値計算による流体場の詳細解析 

（構成員）

教授 大林 茂、助教 焼野 藍子、技術職員 小川 俊広、奥泉 寛之

（研究の概要と成果）

航空宇宙流体の現象解明とデータ科学を駆使した先進的数値計算工学に関する研究

航空宇宙流体で問題となる乱流遷移や流れの剥離、後流渦干渉など、流体の非線形現象に関連

する種々の未解決問題の解明や制御に取り組んでいる。航空旅客機の層流翼開発を目指し、実レ

イノルズ数域を対象とした大規模並列化による後退翼周りの直接数値計算による解析を実施して

いる。今年度は、レイノルズ数やマッハ数をさらに実機条件に近づけるため、さらなる計算の大

規模化の試みを始めている。また、微小な壁面粗さの自然遷移に与える影響についての研究では、

一つ一つの粗さを構造格子で解像した平板境界層の直接数値計算を実施している。今年度はこれ

までのトルミーン・シュリヒティング波の遷移に与える影響についての解析を三次元流れ計算に

拡張し、二次元計算での場合と比較して、結果の整合性を確認した。現在、三次元の平板境界層

のその他の遷移に対する影響も調べるために、入り口境界層での人工擾乱の与え方に関しさまざ

まな検証を実施している。今後は、微小粗さ形状の最適化について手法も含めて検討していく。

その他にも、流体場の特徴構造抽出法の一つである動的モード展開に着目した、亜音速ジェッ

ト噴流から発生する音の発生機構の解明や、構造強度を考慮した航空機胴体の最適化も実施して

いる。

低次元化モデルと観測値を用いた流体計算の高速化・高精度化に関する研究

工学分野の数値シミュレーションの精度向上のため、計測データを積極的に利用したデータ同

化援用工学の実現を目指している。中でも、航空機搭載型ライダを活用した乱気流の事前推定を

見据え、データ同化による、高速かつ高精度の乱気流推定のための数値実験を実施している。現

在は、航空機に影響のある乱気流をとらえる高解像 計算により、実際に航空機事故の発

生した過去の事例を再現し、晴天乱気流の発生機構の詳細解析を行った。今後は、乱気流予測を

さらに高速化・高精度化すると同時に、乱気流遭遇時の飛行制御構築に取り組む。

その他、航空機体の最適設計のためには高速かつ高精度な数値モデルが必要であるが、データ

同化によるパラメータチューニングによる、新しい乱流モデルの構築にも取り組んでいる。企業

との共同研究では、シュリーレン画像データから得られる非定常データを用いて、燃焼器内の噴

霧ペネトレーションモデルや、燃焼モデルの高精度化をすることができた。

磁力支持天秤装置を用いた空力実験・高解像非定常数値計算による流体場の詳細解析

磁力により風洞内に模型を浮遊させることで支持干渉の影響を無くした実験を可能にする磁力

支持天秤装置による計測技術の確立、各種模型の空気力測定の実施により、様々な新しい流体力

学的知見を得られている。スーパーコンピュータを用いた大規模並列計算による高精度な非定常

計算を援用し、今年度はその結果から、特徴的な周波数成分の抽出もおこなっている。今年度か

らは、データ同化による風洞実験デジタルツインを実現する取り組みを開始した。
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－ －

宇宙熱流体システム研究分野

（研究目的）

宇宙熱流体システム研究分野では、宇宙機が惑星大気に突入する際の空力加熱・空力現象の

解明、極限熱環境下で長期間に亘るミッションを担う次世代の宇宙機へのサーマルソリューショ

ンの創出を目的としている。前者は特に、機体に流入する熱流束を高精度に計測・推算する手法

を開発し、機体設計に役立てることを目指し、後者では惑星探査機の限られた電力、重量のリソ

ースの中で内部機器の排熱を高効率に行える熱制御デバイス／システムの開発を目指している。

さらに火星飛行機に代表される流体力を利用した新しい惑星探査システム（

）を提案し、世界初の実現に向けて研究を進めている。

（研究課題）

宇宙機が惑星大気に突入する際の空力特性・空力加熱現象の解明

次世代宇宙機の熱制御デバイスおよび革新的熱制御システムの研究・開発

大気を有する惑星における航空機などの流体力を利用した新しい探査システムの研究

先進熱流体可視化計測技術の研究

（構成員）

教授 永井 大樹、助教 藤田 昂志、学術研究員 常 新雨、技術職員 高橋 幸一

（研究の概要と成果）

宇宙機が惑星大気に突入する際の空力特性・空力加熱現象の解明

宇宙機が惑星大気に突入する際のカプセル遷音速動的不安定現象に着目し、その現象解明に向

けてスパコンを用いた 解析と実験の両面から取り組んだ。 では、 の開発したソルバ

である を利用し、カプセル周りの流れ場の詳細を調べた。また実験では、 の遷音速

風洞を利用し、動的不安定現象を抑制する新規カプセル形状を見出した。さらに今年度は火星以

遠の深宇宙から地球に向けて帰還する新たなサンプルリターンカプセル形状に対して弾道飛行装

置や低速風洞試験によってその空力特性を調査した。 
次世代宇宙機の熱制御デバイスおよび革新的熱システムの開発・開発

気液二相流を利用した熱制御デバイス（ 、 、

など）の研究・開発を行った。自励振動ヒートパイプでは、そのターン数が性能に及ぼ

す影響を内部流動から明らかとした。今年度より、天文衛星などの高感度センサや月面での水素

液化機などの排熱用に極低温ループヒートパイプの研究開発をはじめ、その試験装置を構築した。

また宇宙機の軽量化に資する、 サンドイッチ型自励振動ヒートパイプの数値モデル化に取り

組み、その輸送性能と内部流動との関係性について調べた。また生命科学、理学、工学が一体と

なって取り組んでいる、宇宙での生命培養装置、 の開発に取り組み、その熱システム設計

に貢献している。

大気を有する惑星における航空機などの流体力を利用した新しい探査システムの研究

火星飛行機の研究の新たな試みとして、小型衛星を利用した サイズ（ × × ）の

超小型飛行機の概念検討を実施した。その主翼として柔軟膜などを提案し、翼周りの流れ場と膜

振動、空力性能との関係性を詳細に調べた。回転翼機を用いた火星の縦穴探査ミッションを目的

とした火星ヘリ用のローターブレードの空力特性調査／流れ場可視化を行った。

先進熱流体可視化計測技術の研究

超音速で弾道飛行する物体表面上の圧力分布を計測するために、高速応答型感圧塗料の研究開

発を行っている。今年度は、感圧塗料の感度特性や応答性を調べることを中心に研究を進めた。

また新たな参照画像取得方法を提案し、その基礎試験を行っている。 
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－ －

宇宙熱流体システム研究分野

（研究目的）

宇宙熱流体システム研究分野では、宇宙機が惑星大気に突入する際の空力加熱・空力現象の

解明、極限熱環境下で長期間に亘るミッションを担う次世代の宇宙機へのサーマルソリューショ

ンの創出を目的としている。前者は特に、機体に流入する熱流束を高精度に計測・推算する手法

を開発し、機体設計に役立てることを目指し、後者では惑星探査機の限られた電力、重量のリソ

ースの中で内部機器の排熱を高効率に行える熱制御デバイス／システムの開発を目指している。

さらに火星飛行機に代表される流体力を利用した新しい惑星探査システム（

）を提案し、世界初の実現に向けて研究を進めている。

（研究課題）

宇宙機が惑星大気に突入する際の空力特性・空力加熱現象の解明

次世代宇宙機の熱制御デバイスおよび革新的熱制御システムの研究・開発

大気を有する惑星における航空機などの流体力を利用した新しい探査システムの研究

先進熱流体可視化計測技術の研究

（構成員）

教授 永井 大樹、助教 藤田 昂志、学術研究員 常 新雨、技術職員 高橋 幸一

（研究の概要と成果）

宇宙機が惑星大気に突入する際の空力特性・空力加熱現象の解明

宇宙機が惑星大気に突入する際のカプセル遷音速動的不安定現象に着目し、その現象解明に向

けてスパコンを用いた 解析と実験の両面から取り組んだ。 では、 の開発したソルバ

である を利用し、カプセル周りの流れ場の詳細を調べた。また実験では、 の遷音速

風洞を利用し、動的不安定現象を抑制する新規カプセル形状を見出した。さらに今年度は火星以

遠の深宇宙から地球に向けて帰還する新たなサンプルリターンカプセル形状に対して弾道飛行装

置や低速風洞試験によってその空力特性を調査した。 
次世代宇宙機の熱制御デバイスおよび革新的熱システムの開発・開発

気液二相流を利用した熱制御デバイス（ 、 、

など）の研究・開発を行った。自励振動ヒートパイプでは、そのターン数が性能に及ぼ

す影響を内部流動から明らかとした。今年度より、天文衛星などの高感度センサや月面での水素

液化機などの排熱用に極低温ループヒートパイプの研究開発をはじめ、その試験装置を構築した。

また宇宙機の軽量化に資する、 サンドイッチ型自励振動ヒートパイプの数値モデル化に取り

組み、その輸送性能と内部流動との関係性について調べた。また生命科学、理学、工学が一体と

なって取り組んでいる、宇宙での生命培養装置、 の開発に取り組み、その熱システム設計

に貢献している。

大気を有する惑星における航空機などの流体力を利用した新しい探査システムの研究

火星飛行機の研究の新たな試みとして、小型衛星を利用した サイズ（ × × ）の

超小型飛行機の概念検討を実施した。その主翼として柔軟膜などを提案し、翼周りの流れ場と膜

振動、空力性能との関係性を詳細に調べた。回転翼機を用いた火星の縦穴探査ミッションを目的

とした火星ヘリ用のローターブレードの空力特性調査／流れ場可視化を行った。

先進熱流体可視化計測技術の研究

超音速で弾道飛行する物体表面上の圧力分布を計測するために、高速応答型感圧塗料の研究開

発を行っている。今年度は、感圧塗料の感度特性や応答性を調べることを中心に研究を進めた。

また新たな参照画像取得方法を提案し、その基礎試験を行っている。 

－ －

自然構造デザイン研究分野

（研究目的）

自然構造デザイン研究分野では、自然が作り出した「形」とそこでの「流れ」を解明することを

目的として、不均質な地下き裂岩体における移動現象を評価し、複雑システムを利用した持続的

なエネルギーシステムの設計に関する研究を行っている。

（研究課題）

パーシステントホモロジーに基づく岩石構造の定量化と流動現象との関係

不確実性を考慮した貯留層評価

粒子トレーサーを用いた岩石構造推定法の検討

（構成員）

教授 兼担 伊藤 高敏、助教 鈴木 杏奈、学術研究員 、

（研究の概要と成果）

パーシステントホモロジーに基づく岩石構造の定量化と流動現象との関係

岩石内の流れは、き裂構造に支配される。本研究では、き裂構造と流動特性との関係を理解す

るために、き裂ネットワークパターンの解析に位相幾何学の手法の一種であるパーシステントホ

モロジーを適用した。昨年度導出した、画像データを用いた浸透率の推定式を補正し、解析者の

主観によらずに浸透率を推定する手法を考案した。また、人工的なき裂ネットワークの画像だけ

でなく、岩石の 次元画像、 次元画像に適用することで、それらの実験結果、シミュレーショ

ン結果と調和的な推定ができたことを示した。さらに、き裂ネットワークにおけるトレーサー応

答を取得し、き裂構造とトレーサー応答との関係を明らかにした。その結果、トレーサー応答を

用いて、パーシステントホモロジーによって記述されるき裂構造、特に亀裂の面積の情報を推定

できる可能性を明らかにした。

不確実性を考慮した貯留層評価

シミュレーションモデルが構築できたとしても、その結果は、あくまで、仮定したモデルに依

存しており、また、計測時にも多分なエラーが含まれていることが予想される。ここで、モデル

のエラーや、計測のエラーを適切に考慮することで、将来予測の信頼性が担保できる。本研究で

は、我々は無作為抽出最尤法を用いて、モデルのエラーや、計測のエラーを考慮した。パラメー

タフィッティングを行い、構成パラメータの事後分布を獲得することで、将来予測に与えるエラ

ーの影響を評価した。フィールドデータへの適用を実施し、モデルの違いによって将来予測が変

わることを示した。また、 プリンタを用いた実験的検証を行った。 プリンタを用いることに

よって、既知の構造を作製できる。結果、簡易な熱移動モデルを用いて、き裂の表面積を推定で

きることを示すことができた。また、モデルのエラーや計測のエラーを詳細に考慮でき、不確実

性評価の妥当性を示すことができた。

粒子トレーサーを用いた岩石構造推定法の検討

ナノ・マイクロ粒子にはいくつかの機能性が期待されており、大きさや形状を制御できること

が強みとなっている。本研究では、ナノ・マイクロ粒子の大きさを利用して、き裂性媒体中の構

造に関する新たな情報取得を試みる。シリコンウェハー上に単一のき裂と岩石マトリックスを作

製したマイクロモデルを用いて、流動実験を行い、各時間における各液滴からの粒子径の頻度分

布を測定した。異なるサイズの粒子の移行挙動は異なることを発見した。従来型の溶質トレーサ

ーを用いることで、粒子トレーサーと溶質トレーサーの違いを検証した。特に、溶質トレーサー

の場合、一部の優先流路の情報のみが反映され、その他大部分の流路の情報が反映されない場合

があることを明らかにし、粒子トレーサーの優位性を示すことができた。
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流動データ科学研究分野

（研究目的）

流動データ科学研究分野では、流体解析に数理的・データ科学アプローチを融合させることで、

家電などの小型のものから、自動車・航空機などの大型のものまでを対象として、流体機械とそ

のシステムの最適化、強靭化、知的化に貢献する研究に取り組んでいる。

（研究課題）

流体機械の多目的設計最適化

流体解析・設計における不確かさ評価

代替モデリングによる流体解析・設計の高効率化

（構成員）

教授（兼担）大林 茂、准教授 下山 幸治

（研究の概要と成果）

流体機械の多目的設計最適化

革新的な工学設計を創出する方法として、「進化計算」をコア技術とした多目的最適化手法を開

発し、流体機械の設計事例への応用に取り組んでいる。相反する設計目的の下に存在する様々な

最適設計案を見つけ出し、それらに潜在する特徴的な情報を機械的に抽出することで、新たな設

計知識の発見に役立てている。

今年度は、超音速旅客機の静粛化・低抵抗化の両立を目指した、多目的の設計最適化を実施し

た。形状データの作成から、格子生成、流体解析、性能データの抽出、そして形状最適化までを

一貫して行うフレームワークを構築した。その結果、静粛化と低抵抗化の間には明確な相反関係

があることを確認するとともに、静粛化と低抵抗化を両立するために重要となる旅客機形状の設

計指針を、流体力学的な見地から打ち出した。

流体解析・設計における不確かさ評価

実世界に見られる流体現象は、無数の「不確かな」物理要因が複雑に絡み合って発生する。流

体現象の再現を目的とした数値解析は通常、こういった不確かさの存在を無視して単純化される

ことが多く、その結果は実現象とかけ離れたものとなる。そこで本研究では、流体解析の中で不

確かさに対する物理量の挙動を定量的に評価することで、流体現象の正しい再現や流体機械の信

頼性設計に役立てている。

今年度は、ブレーキシステムの鳴き騒音発生メカニズムの不確かさに着目した設計最適化に取

り組んでいる。鳴き騒音に影響する形状や材料物性のパラメータ化、および鳴き騒音の不確かさ

の定量化について検討し、計算モデルおよびアルゴリズムの選定と併せて、最適化計算の実施に

向けて準備を進めている。

代替モデリングによる流体解析・設計の高効率化

工学設計の現場では、与えられた設計要求を満足する設計案が得られるまでのターンアラウン

ドタイムの短縮が望まれている。そこで本研究では、設計案の形状変化に対する性能の複雑な応

答を数学式として記述する「代替（サロゲート）モデル」を開発している。これにより、形状の

異なる任意の設計案についてその性能を瞬時に推定できるようになり、流体解析および設計の時

間短縮に役立てている。

今年度は、性能の応答を大域成分と局所成分に分けて記述することで、局所ノイズの影響を受

けることなく性能の大域的応答を精度良く近似できる、複合型の代替モデルを開発した。また、

本開発モデルを最適化アルゴリズムと組み合わせることで、流体力学の世界に見られる多峰性最

適化問題において、局所最適解に陥ることなく大域的最適解に効率良く到達できることを数値実

験で確認した。さらに、翼型の空力最適化問題にも応用し、本開発モデルの有効性を実証した。
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－ －

流動データ科学研究分野

（研究目的）

流動データ科学研究分野では、流体解析に数理的・データ科学アプローチを融合させることで、

家電などの小型のものから、自動車・航空機などの大型のものまでを対象として、流体機械とそ

のシステムの最適化、強靭化、知的化に貢献する研究に取り組んでいる。

（研究課題）

流体機械の多目的設計最適化

流体解析・設計における不確かさ評価

代替モデリングによる流体解析・設計の高効率化

（構成員）

教授（兼担）大林 茂、准教授 下山 幸治

（研究の概要と成果）

流体機械の多目的設計最適化

革新的な工学設計を創出する方法として、「進化計算」をコア技術とした多目的最適化手法を開

発し、流体機械の設計事例への応用に取り組んでいる。相反する設計目的の下に存在する様々な

最適設計案を見つけ出し、それらに潜在する特徴的な情報を機械的に抽出することで、新たな設

計知識の発見に役立てている。

今年度は、超音速旅客機の静粛化・低抵抗化の両立を目指した、多目的の設計最適化を実施し

た。形状データの作成から、格子生成、流体解析、性能データの抽出、そして形状最適化までを

一貫して行うフレームワークを構築した。その結果、静粛化と低抵抗化の間には明確な相反関係

があることを確認するとともに、静粛化と低抵抗化を両立するために重要となる旅客機形状の設

計指針を、流体力学的な見地から打ち出した。

流体解析・設計における不確かさ評価

実世界に見られる流体現象は、無数の「不確かな」物理要因が複雑に絡み合って発生する。流

体現象の再現を目的とした数値解析は通常、こういった不確かさの存在を無視して単純化される

ことが多く、その結果は実現象とかけ離れたものとなる。そこで本研究では、流体解析の中で不

確かさに対する物理量の挙動を定量的に評価することで、流体現象の正しい再現や流体機械の信

頼性設計に役立てている。

今年度は、ブレーキシステムの鳴き騒音発生メカニズムの不確かさに着目した設計最適化に取

り組んでいる。鳴き騒音に影響する形状や材料物性のパラメータ化、および鳴き騒音の不確かさ

の定量化について検討し、計算モデルおよびアルゴリズムの選定と併せて、最適化計算の実施に

向けて準備を進めている。

代替モデリングによる流体解析・設計の高効率化

工学設計の現場では、与えられた設計要求を満足する設計案が得られるまでのターンアラウン

ドタイムの短縮が望まれている。そこで本研究では、設計案の形状変化に対する性能の複雑な応

答を数学式として記述する「代替（サロゲート）モデル」を開発している。これにより、形状の

異なる任意の設計案についてその性能を瞬時に推定できるようになり、流体解析および設計の時

間短縮に役立てている。

今年度は、性能の応答を大域成分と局所成分に分けて記述することで、局所ノイズの影響を受

けることなく性能の大域的応答を精度良く近似できる、複合型の代替モデルを開発した。また、

本開発モデルを最適化アルゴリズムと組み合わせることで、流体力学の世界に見られる多峰性最

適化問題において、局所最適解に陥ることなく大域的最適解に効率良く到達できることを数値実

験で確認した。さらに、翼型の空力最適化問題にも応用し、本開発モデルの有効性を実証した。

－ －

複雑流動研究部門

（部門目標） 

 

複雑流動研究部門は、流体科学の基盤となる、幅広い時空間スケールの多様な物理・

化学過程が関わる複雑な流動現象の解明とその応用に関する研究を行うことを目的

とする。燃焼反応流、複雑系熱・物質移動、キャビテーション、衝撃波など、流動現

象の普遍原理の解明および数理モデル構築を通じ、学術の発展ならびに革新的技術の

創成を推進する。

（主要研究課題）

⚫ 高速反応流の基礎現象解明と予測制御技術の高度化

⚫ マルチスケールにおける複雑系熱・物質移動現象の解明と制御

⚫ キャビテーションによる複雑流動現象の解明と流体機械システムの高度化

⚫ 固気液媒体中の衝撃波複雑伝播挙動の解明と学際的応用研究

⚫ 大規模数値解析による流体力学の普遍的・汎用的原理の発見と現象解明

（研究分野）

高速反応流研究分野

伝熱制御研究分野

先進流体機械システム研究分野

複雑衝撃波研究分野

計算流体物理研究分野
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－ －

高速反応流研究分野 
（研究目的）

燃焼は、温度、濃度、速度、高温化学反応、物性値変化といった多次元のダイナミックスが複

合した現象であり、航空・宇宙推進、環境・エネルギー分野の代表的研究課題である。本研究分

野では、多様な極限環境における反応流や燃焼現象の解明、反応機構、高速燃焼診断法および解

析手法の研究を行い、航空・宇宙推進、燃料改質装置や環境適合型新コンセプト燃焼技術の開発

と予測制御技術の高度化を目指している。

（研究課題）

液体アンモニア噴霧の構造解明と噴霧火炎の安定化研究

非等方性せん断乱流中に形成される予混合火炎の構造

高温・高圧環境下のアンモニア／空気予混合気の層流燃焼速度

３ プリンタにより製作された気流噴射弁の高圧噴霧特性および火炎安定範囲

（構成員）

教授 小林 秀昭、准教授 早川 晃弘、技術職員 工藤 琢

（研究の概要と成果）

液体アンモニア噴霧の構造解明と噴霧火炎の安定化研究

燃料アンモニアは水素と同様のカーボンフリー燃料であり、温室効果ガス排出削減に向けた新

しい燃料として期待されている。しかし、気体アンモニアを燃料とするガスタービンではボンベ

に貯蔵された液体アンモニアを気化、圧縮するシステムを要するため、必要なエネルギーが増加

し、総合効率が低下する要因となっていた。本研究は液体アンモニアを直接噴霧燃焼させること

によりこれらの問題を解決することを目指したもので、大気圧開放環境においてアンモニア噴霧

燃焼の安定化に成功した。本研究は産総研、 との共同研究であり、東北大学よりプレス発表

された。

非等方性せん断乱流中に形成される予混合火炎の構造

予混合乱流燃焼の研究はこれまで等方性乱流が仮定され、乱流燃焼モデルも等方性乱流に対し

て構築されてきた。しかしエンジンインテークやガスタービン燃焼器の入り口部には境界層が発

達し、せん断流に起因する非等方性乱流が支配的となる。本研究では代表的な非等方性乱流場で

ある管内境界層が発達する予混合円管噴流に対して乱流火炎を形成させ、 等による火炎

構造観測と熱線風速計による詳細な乱流計測により、非等方性乱流場の縦渦および横渦が火炎構

造に及ぼす影響を明らかにした。

高温・高圧環境下のアンモニア／空気予混合気の層流燃焼速度

ガスタービンなどでは高温・高圧環境下で燃焼が行われる。本研究では、加熱した定容容器内

を球状に伝播するアンモニア／空気層流予混合火炎に対して高速度シュリーレン撮影を行い、混

合気初期圧力 、 までの層流燃焼速度および 長さを実験的に求めた。そ

の結果、混合気温度の上昇に伴う燃焼速度の増加率は、メタン火炎よりアンモニア火炎の方が大

きいことを明らかにした。

３ プリンタにより製作された気流噴射弁の高圧噴霧特性および火炎安定範囲

３ プリンタは複雑な構造も自在に形成可能であり、ジェットエンジンなど航空推進系の部品

を効率的に製作し性能を試験することができる。しかし、微細な羽根構造の支持や隙間部の大き

さに限界があって、精密機械加工による製品と性能が異なる場合がある。本研究では、金属３ プ

リンタで製作したガスタービン燃焼器用気流噴射弁の高圧環境における特性を計測し、製造上の

制約に起因するインナースワーラおよびアウタースワーラの空気比が噴霧性能と火炎安定限界に

及ぼす影響を明らかにした。本研究は航空推進系製造企業との共同研究による。
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－ －

高速反応流研究分野 
（研究目的）

燃焼は、温度、濃度、速度、高温化学反応、物性値変化といった多次元のダイナミックスが複

合した現象であり、航空・宇宙推進、環境・エネルギー分野の代表的研究課題である。本研究分

野では、多様な極限環境における反応流や燃焼現象の解明、反応機構、高速燃焼診断法および解

析手法の研究を行い、航空・宇宙推進、燃料改質装置や環境適合型新コンセプト燃焼技術の開発

と予測制御技術の高度化を目指している。

（研究課題）

液体アンモニア噴霧の構造解明と噴霧火炎の安定化研究

非等方性せん断乱流中に形成される予混合火炎の構造

高温・高圧環境下のアンモニア／空気予混合気の層流燃焼速度

３ プリンタにより製作された気流噴射弁の高圧噴霧特性および火炎安定範囲

（構成員）

教授 小林 秀昭、准教授 早川 晃弘、技術職員 工藤 琢

（研究の概要と成果）

液体アンモニア噴霧の構造解明と噴霧火炎の安定化研究

燃料アンモニアは水素と同様のカーボンフリー燃料であり、温室効果ガス排出削減に向けた新

しい燃料として期待されている。しかし、気体アンモニアを燃料とするガスタービンではボンベ

に貯蔵された液体アンモニアを気化、圧縮するシステムを要するため、必要なエネルギーが増加

し、総合効率が低下する要因となっていた。本研究は液体アンモニアを直接噴霧燃焼させること

によりこれらの問題を解決することを目指したもので、大気圧開放環境においてアンモニア噴霧

燃焼の安定化に成功した。本研究は産総研、 との共同研究であり、東北大学よりプレス発表

された。

非等方性せん断乱流中に形成される予混合火炎の構造

予混合乱流燃焼の研究はこれまで等方性乱流が仮定され、乱流燃焼モデルも等方性乱流に対し

て構築されてきた。しかしエンジンインテークやガスタービン燃焼器の入り口部には境界層が発

達し、せん断流に起因する非等方性乱流が支配的となる。本研究では代表的な非等方性乱流場で

ある管内境界層が発達する予混合円管噴流に対して乱流火炎を形成させ、 等による火炎

構造観測と熱線風速計による詳細な乱流計測により、非等方性乱流場の縦渦および横渦が火炎構

造に及ぼす影響を明らかにした。

高温・高圧環境下のアンモニア／空気予混合気の層流燃焼速度

ガスタービンなどでは高温・高圧環境下で燃焼が行われる。本研究では、加熱した定容容器内

を球状に伝播するアンモニア／空気層流予混合火炎に対して高速度シュリーレン撮影を行い、混

合気初期圧力 、 までの層流燃焼速度および 長さを実験的に求めた。そ

の結果、混合気温度の上昇に伴う燃焼速度の増加率は、メタン火炎よりアンモニア火炎の方が大

きいことを明らかにした。

３ プリンタにより製作された気流噴射弁の高圧噴霧特性および火炎安定範囲

３ プリンタは複雑な構造も自在に形成可能であり、ジェットエンジンなど航空推進系の部品

を効率的に製作し性能を試験することができる。しかし、微細な羽根構造の支持や隙間部の大き

さに限界があって、精密機械加工による製品と性能が異なる場合がある。本研究では、金属３ プ

リンタで製作したガスタービン燃焼器用気流噴射弁の高圧環境における特性を計測し、製造上の

制約に起因するインナースワーラおよびアウタースワーラの空気比が噴霧性能と火炎安定限界に

及ぼす影響を明らかにした。本研究は航空推進系製造企業との共同研究による。

－ －

伝熱制御研究分野

（研究目的） 
伝熱制御研究分野では、光学計測技術を用いて極限環境やマイクロ・ナノスケールにおける熱・

物質移動現象の可視化とその制御に関する研究を行っており、低環境負荷エネルギーシステムの

開発や相変化による伝熱促進技術に応用している。また、極限環境下における熱伝導率や物質拡

散係数などの熱物性計測に関する研究を行っている。

（研究課題）

複雑環境系におけるタンパク質の物質拡散制御に関する研究

マイクロスケール熱流動現象の解明とその冷却システムへの応用に関する研究

衝突噴流による自然対流の温度境界層制御に関する研究

保護熱板法による熱物性高精度計測と伝熱特性評価に関する研究

超臨界流体による汚染土壌の改質・浄化に関する研究

（構成員）

教授 小宮 敦樹、助教 神田 雄貴（ ～）、技術職員 守谷 修一

（研究の概要と成果）

複雑環境系におけるタンパク質の物質拡散制御に関する研究

多孔質体構造や微細孔を有する膜を用いた複雑環境下におけるタンパク質の物質移動制御に関

する研究を行っている。この研究では、光干渉計を用いて非定常濃度場を高精度計測することによ

り、膜構造が物質輸送現象にどのような影響を及ぼすかについて評価を行っている。実験結果よ

り、膜構造の違いにより透過物質量が制御可能であることを明らかにした。本研究は

およびオーストラリア国立大学との共同研究として進めてきた。

マイクロスケール熱流動現象の解明とその冷却システムへの応用に関する研究

微小領域における高熱流束冷却を実現するため、マイクロチャネルを用いた相変化伝熱の現象

解明に関する研究を行っている。多層マイクロチャネルを異径配置することで、低過熱度条件に

おける高熱伝達率実現に向けた研究を進めてきた。特に、マイクロチャネル内での相変化現象を

精緻可視化し、マイクロチャネル沸騰冷却のメカニズム解明と安定した高熱流束冷却実現の条件

について評価を行ってきた。

衝突噴流による自然対流の温度境界層制御に関する研究

加熱垂直平板上に形成される自然対流の温度境界層を光学干渉計により精緻可視化し、伝熱促

進に向けた温度境界層厚さの外部擾乱の受容性を解明している。可視化実験および数値シミュレ

ーションにより、ある流速範囲の微量噴流を付加することで低レイリー数領域における自然対流

の共鳴現象が生じ、伝熱面全体の平均ヌセルト数の増加が確認された。本研究はオーストラリア

国立大学との共同研究として進めてきた。

保護熱板法による熱物性高精度計測と伝熱特性評価に関する研究

物体の全放射率を保護熱板（ ）法を用いて測定し、その伝熱形態の特性を評価する研究を行

っている。数 オーダーの高精度温度制御により測定による誤差を極限まで抑え、全放射率の新

たな測定法を提案してきた。提案した方法では、測定が困難とされている低放射率の測定も可能

となり、広範な全放射率の計測を可能とした。

超臨界流体による汚染土壌の改質・浄化に関する研究

超臨界条件下における作動流体内の特異な熱物質輸送現象と物質との相互作用を利用した高効

率低環境負荷の汚染土壌改質手法確立に向けた研究を進めている。高圧可視化セルを製作し、超

臨界条件下における熱・物質移動現象を実験的に正確に捉え、高効率分離促進技術に資する物性

値の測定を行ってきた。併せて超臨界条件下における熱物質輸送現象の数値計算法を確立した。
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－ －

先進流体機械システム研究分野

（研究目的）

キャビテーション等が引き起こす複雑気液二相流動現象の解明と、それを応用した次世代流体

機械システムの高性能化を目指した研究を行っている。

（研究課題）

翼形におけるキャビテーション消滅現象の解明 
スリットインデューサによる不安定現象抑制手法の開発

相変化を伴う気液二相流の熱輸送過程に関する研究

（構成員）

教授 伊賀 由佳、助教 岡島 淳之介、技術職員 守谷 修一

（研究の概要と成果）

翼形におけるキャビテーション消滅現象の解明 
通常、翼形に発生するキャビテーションは、キャビテーション数、すなわち主流圧力を低下さ

せると発達し、体積が大きくなっていく。しかし、 翼形の特定の迎角では、キャビテ

ーション数の低下に伴い、一旦初生し、発達したキャビテーションが、その後消滅し、再び発生

するような特異な状況となることがわかった。この消滅現象は、シートキャビティが周期的に破

断し、クラウドキャビティの放出を伴う遷移状態で生じる。そこで本研究では、この消滅のメカ

ニズムの解明を目的に、キャビテーションタンネル実験において、消滅現象の前後の破断周波数

を計測した。その結果、本翼形は、他の翼形では見られない圧力低下に対するくさび型の周波数

特性を有することがわかった。また、本翼形の特性を理解するために、低乱熱伝達風洞を用いて

翼形の境界層特性を油膜法で計測した。キャビテーションタンネル実験とレイノルズ

数を合わせて実験を行い、迎角ごとの乱流遷移の様相を明らかにした。

スリットインデューサによる不安定現象抑制手法の開発

角田宇宙センターとの共同研究のもと、液体ロケットエンジンターボポンプのより簡易な

キャビテーション不安定現象の抑制手法の開発を目的に、 枚翼に対称にスリットを開けたイン

デューサを用いた抑制手法の可能性を検討している。実験の結果、スロート近傍に対称スリット

を設けたインデューサでは、高流量および低流量条件下のいずれでも、超同期旋回キャビテーシ

ョンとキャビテーションサージによるポンプの振動が大幅に抑制されることを確認した。スリッ

ト位置・幅・深さについてポンプ性能をおとさず、不安定現象を抑制できる最適な位置形状をス

ーパーコンピューティングにより検討した。また、発生する超同期旋回キャビテーションでは、

キャビティの振動周波数ではなく、周方向の伝播速度比が、インデューサの回転数変化に対して

一定値となることがわかった。

相変化を伴う気液二相流の熱輸送過程に関する研究

沸騰現象での熱輸送を支配する固体壁面上で形成する液膜の形成メカニズムや固気液三相接触

線での蒸発現象、加熱物体からの伝熱がキャビテーションへ及ぼす影響など、相変化を伴う複雑

な気液二相流のエネルギー輸送過程の解明を目指している。物体からの熱がキャビテーションに

与える影響およびキャビテーションが有する熱伝達性能を実験的に評価した。加熱した

翼形に発生するキャビテーションについて、加熱効果を考慮した修正キャビテーション数を用い

てキャビティ長さを整理できることを示した。さらに、特定の条件下において、非加熱時には観

察されない、加熱環境下特有のキャビテーション様相が発生することを発見した。また、加熱部

を有する絞り流路を用いてキャビテーションの熱伝達特性を計測し、キャビティ後端で強い熱伝

達が生じることを明らかにした。
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－ －

先進流体機械システム研究分野

（研究目的）

キャビテーション等が引き起こす複雑気液二相流動現象の解明と、それを応用した次世代流体

機械システムの高性能化を目指した研究を行っている。

（研究課題）

翼形におけるキャビテーション消滅現象の解明 
スリットインデューサによる不安定現象抑制手法の開発

相変化を伴う気液二相流の熱輸送過程に関する研究

（構成員）

教授 伊賀 由佳、助教 岡島 淳之介、技術職員 守谷 修一

（研究の概要と成果）

翼形におけるキャビテーション消滅現象の解明 
通常、翼形に発生するキャビテーションは、キャビテーション数、すなわち主流圧力を低下さ

せると発達し、体積が大きくなっていく。しかし、 翼形の特定の迎角では、キャビテ

ーション数の低下に伴い、一旦初生し、発達したキャビテーションが、その後消滅し、再び発生

するような特異な状況となることがわかった。この消滅現象は、シートキャビティが周期的に破

断し、クラウドキャビティの放出を伴う遷移状態で生じる。そこで本研究では、この消滅のメカ

ニズムの解明を目的に、キャビテーションタンネル実験において、消滅現象の前後の破断周波数

を計測した。その結果、本翼形は、他の翼形では見られない圧力低下に対するくさび型の周波数

特性を有することがわかった。また、本翼形の特性を理解するために、低乱熱伝達風洞を用いて

翼形の境界層特性を油膜法で計測した。キャビテーションタンネル実験とレイノルズ

数を合わせて実験を行い、迎角ごとの乱流遷移の様相を明らかにした。

スリットインデューサによる不安定現象抑制手法の開発

角田宇宙センターとの共同研究のもと、液体ロケットエンジンターボポンプのより簡易な

キャビテーション不安定現象の抑制手法の開発を目的に、 枚翼に対称にスリットを開けたイン

デューサを用いた抑制手法の可能性を検討している。実験の結果、スロート近傍に対称スリット

を設けたインデューサでは、高流量および低流量条件下のいずれでも、超同期旋回キャビテーシ

ョンとキャビテーションサージによるポンプの振動が大幅に抑制されることを確認した。スリッ

ト位置・幅・深さについてポンプ性能をおとさず、不安定現象を抑制できる最適な位置形状をス

ーパーコンピューティングにより検討した。また、発生する超同期旋回キャビテーションでは、

キャビティの振動周波数ではなく、周方向の伝播速度比が、インデューサの回転数変化に対して

一定値となることがわかった。

相変化を伴う気液二相流の熱輸送過程に関する研究

沸騰現象での熱輸送を支配する固体壁面上で形成する液膜の形成メカニズムや固気液三相接触

線での蒸発現象、加熱物体からの伝熱がキャビテーションへ及ぼす影響など、相変化を伴う複雑

な気液二相流のエネルギー輸送過程の解明を目指している。物体からの熱がキャビテーションに

与える影響およびキャビテーションが有する熱伝達性能を実験的に評価した。加熱した

翼形に発生するキャビテーションについて、加熱効果を考慮した修正キャビテーション数を用い

てキャビティ長さを整理できることを示した。さらに、特定の条件下において、非加熱時には観

察されない、加熱環境下特有のキャビテーション様相が発生することを発見した。また、加熱部

を有する絞り流路を用いてキャビテーションの熱伝達特性を計測し、キャビティ後端で強い熱伝

達が生じることを明らかにした。

－ －

複雑衝撃波研究分野

（研究目的）

複雑衝撃波研究分野では、人体への影響が少ない非侵襲な衝撃波医療技術の発展と超音速域に

おける空気力学計測技術の向上を目指し、固気液三相の全ての媒体内で伝播する複雑な衝撃波挙

動の基礎現象の解明およびその学際応用を行っている。

（研究課題）

物体干渉による爆風低減の機序解明に関する研究

衝撃波圧力の制御に関する研究

超音速自由飛行体の空気力学的計測技術の確立

（構成員）

教授（兼担） 永井 大樹、特任准教授（兼担） 大谷 清伸

（研究の概要と成果）

物体干渉による爆風低減の機序解明に関する研究

エネルギー物質の瞬間的な開放によって発生する爆風（衝撃波圧力）の低減は、衝撃波と生体

との干渉による生体損傷に関連して、衝撃波医療応用分野において重要な研究課題である。爆風

（衝撃波圧力）の低減のため、衝撃波と固体粒子、液体粒子、多孔質体や粗面等との干渉による

低減効果の検証が行われている。本研究では、水液滴群、および網状媒体と衝撃波干渉による衝

撃波圧力低減効果の機序解明のため、微小爆薬（アジ化銀ペレット）起爆によって発生する球状

衝撃波と水液滴群および複数重ね合わせた網状媒体を干渉させる実験を実施した。火薬による発

生衝撃波威力は、薬量と発生衝撃波圧力をスケール則で評価することができ、室内実験可能な小

質量の火薬での模擬で現象把握が可能である。高速度光学可視化計測および圧力計測により各媒

体との干渉により衝撃波の伝播速度が低下し、ピーク過剰圧が低減することを明らかにした。特

に、衝撃波発生直後に干渉させた場合に、より効果的に圧力低減することが分かった。

衝撃波圧力の制御に関する研究

衝撃波圧力のピーク過剰圧、パルス幅、負圧（膨張波）発生等を制御して発生させる新たな衝

撃波発生方法の確立に取り組んでいる。水で満たした円管内（単純形状閉空間）で発生した衝撃

波圧力が大きく増幅し、管壁との距離、管厚さによって増幅効果が変化すること、更に衝撃波が

伝播、干渉する媒体（水、金属材料等）の音響インピーダンス（音速と密度の積）が重要なパラ

メーターとなっていることを明らかにした。また、数値解析を用いて実験結果の検証および効率

的なピーク過剰圧発生条件の検討を行った。そして、数値解析にて空気中における膨張波のみ発

生させる装置開発の検討を行った。今後、本装置の開発によって生体損傷を及す可能性が示唆さ

れている膨張波の生体との作用（干渉挙動）の解明が期待される。

超音速自由飛行体の空気力学的計測技術の確立

次世代流動実験研究センター衝撃波関連施設設置の弾道飛行装置において、繰り返し実験が容

易で使用頻度が高い一段式軽ガス銃方式での実験において模型射出条件を見直して、射出可能最

高速度の更新を行った。最高速度がマッハ （秒速 メートル）となり、射出速度が秒速

メートルから メートルとより幅広い速度域での模型の自由飛行実験が可能になり、実験検証

可能な応用現象の拡大に貢献した。

また、次世代の超音速旅客機開発のためのソニックブーム低減効果実証地上実験における計測

技術の確立に取り組んでいる。 と共同研究で行っている弾道飛行装置による屋外での超音速

自由飛行試験において、今年度は発生衝撃波圧力のレイパス上の 点以上の複数点での同時圧

力計測を行って、近傍場から機体長の 倍程度までの遠方場での圧力計測が行えることを示し、

地上でのソニックブーム模擬実験において本実験手法の有用性を示すことができた。
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－ －

計算流体物理研究分野 
（研究目的）

計算流体物理研究分野では、流動現象の大規模数値シミュレーションに関する研究、すなわち

新しいシミュレーション技術の開発とその応用研究を行っている。さらに数理解析的アプローチ

による流体力学の基礎研究を行っている。

（研究課題）

複雑形状物体・移動変形する物体を含む流れの高精度数値解法の開発

乱流の統計的性質の研究

流れの安定性と渦構造のダイナミクス、数理流体力学

（構成員）

教授 服部 裕司、准教授 廣田 真

（研究の概要と成果）

複雑形状物体・移動変形する物体を含む流れの高精度数値解法の開発

自然現象や産業技術においてわれわれが遭遇する流れは、一般に複雑な形状をもつ物体や運動・

変形する物体を含んでいる。これを高い精度で数値解析により捉えることは従来の方法では困難

であったが、われわれは埋め込み境界法による複雑形状物体を含む流れの高精度数値解法を開発

し、基礎研究としての精度検証、およびこれを応用する研究を行っている。

本年度は、昨年度に続いて多孔質材料の利用による空力騒音低減の基礎研究を行った。高速鉄

道のパンタグラフ騒音の低減を念頭に置き、円柱を過ぎる流れから発生する空力音について、円

柱に多孔質材を貼り付けた場合の空力音を、多孔質材を連続体として扱う連続モデルと小円柱に

より表現する微視的モデルの 種類のモデルにより研究した。均質化理論により両モデルの結果

が定量的に合致することを示し、両モデルの対応関係と妥当性を示した。

乱流の統計的性質の研究

乱流の統計的性質の解明は、数値流体力学において広く必要とされる乱流モデルの改良のほか、

流体関連機器の性能向上や現象の解明のために重要である。乱流の統計的性質を主に直接数値シ

ミュレーションにより研究し、乱流モデルの開発を行っている。

本年度は、昨年度に続いて後退翼における圧縮性三次元境界層の乱流遷移の抑制を目的とする

研究を行った。後退翼上に発達する三次元境界層の乱流遷移をモデル化するため、局所平行流近

似を模擬した直接数値シミュレーションによる解析を行い、低波数と高波数の横流れ不安定モー

ドの飽和レベルに対するスケール則を提案した。また、これらの二次不安定性解析により、高波

数モードの方が乱流遷移を引き起こしにくく、層流化にはたらくモードであることが明らかにな

った。

流れの安定性と渦構造のダイナミクス、数理流体力学

流動現象の解明のために渦運動の理解は重要な役割を果たす。渦の動力学の立場から、渦構造

のもつ特性・多様性・普遍性を解明することを目標とし、さまざまな渦構造や流れの安定性とダ

イナミクス、さらに数理流体力学について研究している。

本年度は、らせん渦の不安定化過程を直接数値シミュレーションにより研究した。まず、楕円

型不安定性と曲率不安定性について、理論的に求められている固有モードが線形不安定性として

あらわれることを確認した。次に、楕円型不安定性の固有モードを微小擾乱として与えた場合の

非線形発展を解析した。レイノルズ数が小さい場合には最初の不安定性は粘性効果による渦核の

拡大の結果、共鳴条件が失われて減衰に転じる。レイノルズ数が大きい場合には最初の不安定性

が非線形段階まで成長し、渦核を乱流化する。最終的には渦核の拡大にしたがって隣接するらせ

んとの相互作用が強くなり、渦構造は崩壊に至ることが明らかとなった。
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計算流体物理研究分野 
（研究目的）

計算流体物理研究分野では、流動現象の大規模数値シミュレーションに関する研究、すなわち

新しいシミュレーション技術の開発とその応用研究を行っている。さらに数理解析的アプローチ

による流体力学の基礎研究を行っている。

（研究課題）

複雑形状物体・移動変形する物体を含む流れの高精度数値解法の開発

乱流の統計的性質の研究

流れの安定性と渦構造のダイナミクス、数理流体力学

（構成員）

教授 服部 裕司、准教授 廣田 真

（研究の概要と成果）

複雑形状物体・移動変形する物体を含む流れの高精度数値解法の開発

自然現象や産業技術においてわれわれが遭遇する流れは、一般に複雑な形状をもつ物体や運動・

変形する物体を含んでいる。これを高い精度で数値解析により捉えることは従来の方法では困難

であったが、われわれは埋め込み境界法による複雑形状物体を含む流れの高精度数値解法を開発

し、基礎研究としての精度検証、およびこれを応用する研究を行っている。

本年度は、昨年度に続いて多孔質材料の利用による空力騒音低減の基礎研究を行った。高速鉄

道のパンタグラフ騒音の低減を念頭に置き、円柱を過ぎる流れから発生する空力音について、円

柱に多孔質材を貼り付けた場合の空力音を、多孔質材を連続体として扱う連続モデルと小円柱に

より表現する微視的モデルの 種類のモデルにより研究した。均質化理論により両モデルの結果

が定量的に合致することを示し、両モデルの対応関係と妥当性を示した。

乱流の統計的性質の研究

乱流の統計的性質の解明は、数値流体力学において広く必要とされる乱流モデルの改良のほか、

流体関連機器の性能向上や現象の解明のために重要である。乱流の統計的性質を主に直接数値シ

ミュレーションにより研究し、乱流モデルの開発を行っている。

本年度は、昨年度に続いて後退翼における圧縮性三次元境界層の乱流遷移の抑制を目的とする

研究を行った。後退翼上に発達する三次元境界層の乱流遷移をモデル化するため、局所平行流近

似を模擬した直接数値シミュレーションによる解析を行い、低波数と高波数の横流れ不安定モー

ドの飽和レベルに対するスケール則を提案した。また、これらの二次不安定性解析により、高波

数モードの方が乱流遷移を引き起こしにくく、層流化にはたらくモードであることが明らかにな

った。

流れの安定性と渦構造のダイナミクス、数理流体力学

流動現象の解明のために渦運動の理解は重要な役割を果たす。渦の動力学の立場から、渦構造

のもつ特性・多様性・普遍性を解明することを目標とし、さまざまな渦構造や流れの安定性とダ

イナミクス、さらに数理流体力学について研究している。

本年度は、らせん渦の不安定化過程を直接数値シミュレーションにより研究した。まず、楕円

型不安定性と曲率不安定性について、理論的に求められている固有モードが線形不安定性として

あらわれることを確認した。次に、楕円型不安定性の固有モードを微小擾乱として与えた場合の

非線形発展を解析した。レイノルズ数が小さい場合には最初の不安定性は粘性効果による渦核の

拡大の結果、共鳴条件が失われて減衰に転じる。レイノルズ数が大きい場合には最初の不安定性

が非線形段階まで成長し、渦核を乱流化する。最終的には渦核の拡大にしたがって隣接するらせ

んとの相互作用が強くなり、渦構造は崩壊に至ることが明らかとなった。

－ －

ナノ流動研究部門 

（部門目標） 

 

ナノ流動研究部門は、熱流体に関わるナノマイクロスケールの現象や物性に関わる

基礎科学の展開や新分野創成を目的とする。電子・分子スケールの物質・運動量・エ

ネルギー輸送メカニズムの解明や生体およびデバイス内におけるナノスケール流れ

の特性の発見を通じ、学術の深化・発展ならびに革新的ナノ熱流体デバイスや医療技

術の創成を推進する。

（主要研究課題） 
 
⚫ 強い非平衡状態にある気体流れの物理現象と輸送現象の解明と応用

⚫ ナノスケール流動現象・界面現象の解明と応用

⚫ 流体分子の量子性が影響する流動現象の解明と応用

⚫ プラズマ流と生体環境に関わる現象解明とプラズマ医療への応用

⚫ 分子スケールの物理現象が支配する大規模複合系における輸送現象の解明と応用

⚫ 革新的流動デバイスや流体の創成と応用

（研究分野） 
 
非平衡分子気体流研究分野  

分子熱流動研究分野

量子ナノ流動システム研究分野

生体ナノ反応流研究分野  

分子複合系流動研究分野

ナノ流動応用研究分野（客員）   

注：令和 年度は実質的な構成員がいないため、分野の研究活動は記載していない。 
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非平衡分子気体流研究分野 
（研究目的）

非平衡分子気体流研究分野では、希薄気体流れやマイクロスケール気体流れ、および低温プラ

ズマなど、分子間衝突が非常に少なく強い非平衡性を示す流れを取り扱う。このような流れは連

続体と見なされず、原子・分子・イオン・電子の視点から取り扱わなくてはならないが、近年の

微細加工技術の発展からその工業的な重要性は年々高まっている。本研究分野では、このような

流れの物理現象を解明するとともに、産業への応用研究を行っている。

（研究課題）

クヌッセン力により駆動するマイクロ物体の輸送に関する研究

ライデンフロスト液滴の自己推進現象に関する研究

ボルツマン方程式の新しい数値解法に関する研究

（構成員）

教授 兼担 小原 拓、准教授 米村 茂

（研究の概要と成果）

クヌッセン力により駆動するマイクロ物体の輸送に関する研究

気体分子の平均自由行程程度の長さスケールで物体表面に温度変化がある場合、高温表面付近

の気体分子は高エネルギーになり、低温表面付近の分子は低エネルギーになる。はじめ気体が静

止しているとすると、正味の分子数流束がゼロであるので、物体表面の微小領域に高温側から入

射する分子の数と低温側から入射する分子の数は等しい。しかし、高温側の分子は低温側の分子

より運動量が大きいので、物体表面は高温側から低温側に向かう向きに剪断力を受ける。一方で、

気体はその反作用として低温側から高温側に向かう向きに力を受け流れ始める（熱ほふく流）。こ

のように、平均自由行程程度の長さスケールで気体に温度変化がある場合、物体表面に力が働き、

その力はクヌッセン力と呼ばれる。クヌッセン力が生じる時には流れも生じて現象が複雑になる

ため、良く分かっていない。本研究では、クヌッセン力を解明し、よく理解することにより、マ

イクロスケールの物体の輸送に応用することを目的としている。我々が数値的に予測しているクヌッ

セン力の生成が共同研究者である山口浩樹名古屋大学准教授の実験により再現された。

ライデンフロスト液滴の自己推進現象に関する研究

ライデンフロスト温度以上に加熱したノコギリ歯状のラチェット表面に水滴を落とした場合、

水滴がノコギリ歯の構造に対して決まった方向に自己推進される現象が報告されている。また、

ラチェット表面の構造をサブミクロンサイズまで小さくすると推進速度が大きくなる実験結果が

報告され、これについてはラチェット表面と水滴の温度差により、ラチェット斜面に誘起される

熱ほふく流によって自己推進されるという理論的仮説が提案されている。本研究では、熱ほふく

流をふくめ、この現象に対する分子気体力学的効果を分析し、その推進メカニズムを究明する研

究を行っている。令和２年度には、水滴表面で入射・散乱する分子によってもたらされる剪断応

力（推進力の源）について、その分子がどこから、どのような運動量を持って入射するのかを数

値シミュレーションにより分析し、推進力生成の様子を詳細に調べることにより、その推進力生

成メカニズムを考察して理論式を構築した。理論式によって予測された剪断応力分布と数値シミ

ュレーションによって得られた剪断応力分布は非常によく一致した。つまり、推進力生成メカニ

ズムが理論的に説明できたと言える。

ボルツマン方程式の新しい数値解法に関する研究

分子気体流れの数値解析には従来 法が広く用いられて来た。しかし、その確率論的な手法

に特有の統計的ゆらぎの大きさから低速なマイクロ流れを精度よく解析するためには膨大な計算

負荷が要求される。本研究では、分子間衝突を分子間相対速度の漸進的な回転により表し、速度

分布関数の滑らかな時間発展を求める、ボルツマン方程式の新しい解法を開発するものである。
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非平衡分子気体流研究分野 
（研究目的）

非平衡分子気体流研究分野では、希薄気体流れやマイクロスケール気体流れ、および低温プラ

ズマなど、分子間衝突が非常に少なく強い非平衡性を示す流れを取り扱う。このような流れは連

続体と見なされず、原子・分子・イオン・電子の視点から取り扱わなくてはならないが、近年の

微細加工技術の発展からその工業的な重要性は年々高まっている。本研究分野では、このような

流れの物理現象を解明するとともに、産業への応用研究を行っている。

（研究課題）

クヌッセン力により駆動するマイクロ物体の輸送に関する研究

ライデンフロスト液滴の自己推進現象に関する研究

ボルツマン方程式の新しい数値解法に関する研究

（構成員）

教授 兼担 小原 拓、准教授 米村 茂

（研究の概要と成果）

クヌッセン力により駆動するマイクロ物体の輸送に関する研究

気体分子の平均自由行程程度の長さスケールで物体表面に温度変化がある場合、高温表面付近

の気体分子は高エネルギーになり、低温表面付近の分子は低エネルギーになる。はじめ気体が静

止しているとすると、正味の分子数流束がゼロであるので、物体表面の微小領域に高温側から入

射する分子の数と低温側から入射する分子の数は等しい。しかし、高温側の分子は低温側の分子

より運動量が大きいので、物体表面は高温側から低温側に向かう向きに剪断力を受ける。一方で、

気体はその反作用として低温側から高温側に向かう向きに力を受け流れ始める（熱ほふく流）。こ

のように、平均自由行程程度の長さスケールで気体に温度変化がある場合、物体表面に力が働き、

その力はクヌッセン力と呼ばれる。クヌッセン力が生じる時には流れも生じて現象が複雑になる

ため、良く分かっていない。本研究では、クヌッセン力を解明し、よく理解することにより、マ

イクロスケールの物体の輸送に応用することを目的としている。我々が数値的に予測しているクヌッ

セン力の生成が共同研究者である山口浩樹名古屋大学准教授の実験により再現された。

ライデンフロスト液滴の自己推進現象に関する研究

ライデンフロスト温度以上に加熱したノコギリ歯状のラチェット表面に水滴を落とした場合、

水滴がノコギリ歯の構造に対して決まった方向に自己推進される現象が報告されている。また、

ラチェット表面の構造をサブミクロンサイズまで小さくすると推進速度が大きくなる実験結果が

報告され、これについてはラチェット表面と水滴の温度差により、ラチェット斜面に誘起される

熱ほふく流によって自己推進されるという理論的仮説が提案されている。本研究では、熱ほふく

流をふくめ、この現象に対する分子気体力学的効果を分析し、その推進メカニズムを究明する研

究を行っている。令和２年度には、水滴表面で入射・散乱する分子によってもたらされる剪断応

力（推進力の源）について、その分子がどこから、どのような運動量を持って入射するのかを数

値シミュレーションにより分析し、推進力生成の様子を詳細に調べることにより、その推進力生

成メカニズムを考察して理論式を構築した。理論式によって予測された剪断応力分布と数値シミ

ュレーションによって得られた剪断応力分布は非常によく一致した。つまり、推進力生成メカニ

ズムが理論的に説明できたと言える。

ボルツマン方程式の新しい数値解法に関する研究

分子気体流れの数値解析には従来 法が広く用いられて来た。しかし、その確率論的な手法

に特有の統計的ゆらぎの大きさから低速なマイクロ流れを精度よく解析するためには膨大な計算

負荷が要求される。本研究では、分子間衝突を分子間相対速度の漸進的な回転により表し、速度

分布関数の滑らかな時間発展を求める、ボルツマン方程式の新しい解法を開発するものである。

－ －

分子熱流動研究分野 
（研究目的）

液体中を熱・物質・運動量が輸送される特性は、マクロには熱伝導率や粘性係数など熱流体物

性値として与えられるものであるが、その値の大きさを決定しているのは物質を構成する分子間

の相互干渉である。また、異なる物質あるいは異なる相の間の界面や固体・ソフトマターの微細

構造中の液体など、マクロな熱流体物性が成り立たない系が、近年のナノテクノロジー応用では

重要となっている。分子熱流動研究分野では、特に液体やソフトマターを対象に、分子動力学シ

ミュレーションを主な手法として、その熱・物質・運動量輸送特性を解析している。熱流動現象

のメカニズムを制御することにより新しい熱流動現象を「設計」することを志向し、マクロな熱

流動現象の分子スケール機構を解明する。また、熱流体現象のメカニズムの本質的な理解に基づ

いて、連続体流体力学が記述し得ない微細スケール熱流体現象の解明と諸問題の解決に寄与する

ため、ナノスケール熱流体現象を分子及び連続体の両側から追究する。

（研究課題）

熱媒液体の熱流体物性を決定する分子動力学メカニズムの研究

固液界面および微細構造における物質輸送の研究

固液界面における熱輸送特性と熱抵抗発生メカニズムの研究

ソフトマターの構造と熱輸送特性

（構成員）

教授 小原 拓、助教 、特任助教 松原 裕樹

（研究の概要と成果）

熱媒流体の熱流体物性を決定する分子動力学メカニズムの研究

液体や高分子媒質中の熱伝導や粘性は、分子の力学的エネルギーや運動量が分子間あるいは分

子内の相互作用により伝搬される現象である。工業的に重要な媒質中の熱伝導と粘性を支配する

分子動力学機構を明らかにして、将来の熱媒体設計のための基礎データを蓄積するため、独自に

開発した熱流束の解析法を各種の典型的な液体やソフトマターにおける熱・運動量輸送に適用し、

分子の形状や電荷など分子スケール構造の影響を解析している。これにより、各種媒質の特徴的

な熱流体物性値の発現メカニズムや分子中の官能基がなす役割などを解明しつつある。

固液界面および微細構造における物質輸送の研究

固液界面における溶媒・溶質分子の吸着・脱離や、これに影響する界面近傍の液体構造と物質

輸送特性は、固体表面の薬液処理やダイナミックコーティングなどにおいてプロセスの成否を決

定する重要な因子である。主に半導体製造工程における 表面の処理を対象として、狭い空間

内に閉じ込められた液体中の物質輸送特性を解析している。

固液界面における熱輸送特性と熱抵抗発生メカニズムの研究

固体・液体が接する界面の熱抵抗は、異相・異種物質の熱輸送メカニズムが異なることに起因

して不可避のものであるが、近年はパワー半導体の放熱・熱利用などと関連して、その低減が大

きな技術的課題となっている。固液界面の熱輸送メカニズムを解明すると共に、界面活性分子の

導入や界面修飾などの技法により熱抵抗の低減技術の確立を目指している。

ソフトマターの構造と熱輸送特性

異なる種類のポリマーを交互に積層して一定の厚みをもつ膜を構成する 交互

累積 膜や、樹脂やパラフィン等の母材に高熱伝導率のカーボンナノマテリアルを分散させて熱

伝導特性を強化したナノコンポジットなど、ソフトマターはその設計自由度や広い材料選択性か

ら熱媒や熱界面材料として大きな可能性をもつ。熱輸送特性の分子スケールメカニズムの解明により、

分子種の選択、配向の制御、電荷の調整、層厚の調整などにより最適設計を行う技術を確立する。
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量子ナノ流動システム研究分野

（研究目的） 
流体の流動現象には、原子・分子のスケールで生じる「化学反応」が流体のマクロな物質輸送

現象に大きく影響する場合がしばしば見受けられる。量子ナノ流動システム研究分野では、この

ような流体の「量子性」が熱流動現象に影響を及ぼす系を対象にして、その量子効果を取り込ん

だ様々な手法を用いてその性質を解明し、工学的に応用することを目的として研究を行っている。 
（研究課題）  

電場下における金属結晶内の炭素拡散に関する分子論的解析 
化学気相体積法における薄膜生成プロセスの量子・分子動力学的解析 
生体分子システム内における液液相分離およびイオン透過現象に関する研究 

（構成員）

教授 徳増 崇、助教 馬渕 拓哉（学際科学フロンティア研究所）

（研究の概要と成果）

電場下における金属結晶内の炭素拡散に関する分子論的解析

との共同研究により、電場がかかった状態における鉄内部の炭素原子の拡散現象に

関する研究を行っている。本年度は、鉄内部の炭素原子の輸送特性について解析を行った。系の

ポテンシャルは ポテンシャルを用いて表現した。その結果、構築され

た計算系は鉄の熱膨張率の実験結果を良く再現できることが明らかとなった。また、電場強度を

大きくしても炭素の拡散性にはそれほど影響せず、ほぼ一定値となることが明らかとなった。ま

た、この計算結果は通常の平均二乗変位から計算された値より若干大きくなることがわかった。

次に鉄内部の構造の温度依存性について解析を行った。 ポテンシャルを用いて 構造や

構造の鉄の内部エネルギーを分子動力学法で計算し、熱力学的積分法を用いて鉄の安定状態を決

定した。その結果、このシステムでは鉄は という比較的低い温度で相転移を起こし、実験結

果を正確に表せないことが明らかとなった。来年度はポテンシャルエネルギ 等を調整し、より実

験値に近い自由エネルギーを持つ計算系を構築するとともに、この鉄内部の炭素拡散の計算を行

って鉄の構造と炭素拡散の因果関係を明らかにする予定である。

化学気相体積法における薄膜生成プロセスの量子・分子動力学的解析

反応性力場分子動力学法を用いて基板表面に薄膜を成長させ、プロセスパラメータが膜質に及

ぼす効果について研究している。本年度は、 × 表面に対して、 および （ 、

）から構成される二元系の気体分子組成を供給し、成長した 薄膜の組成及び結晶性に及ぼす

影響について解析を行った。解析の結果、 および から構成される 薄膜は、 含有量の

増加に伴う結晶性の低下が相対的に抑制されており、導電性を始めとするデバイス特性を向上さ

せることが示唆された。今後は本シミュレーション技術を 、 、 などの化合物成長や、原

子層成長法に応用することを目指して研究を進める予定である。

生体分子システム内におけるイオン透過現象に関する研究 馬渕助教

本研究では量子化学計算により得られたホッピングの際のエネルギー障壁を再現できるよう

法に基づいた反応力場を構築し、ホッピング機構を考慮した独自の反応性プロトン輸送シ

ミュレータを用いて、イオンチャネルにおけるプロトン輸送象に関する研究を行っている。本年

度は、イオンチャネルの細孔を模したカーボンナノチューブモデル細孔を用いて、細孔径、屈曲

度など形状を特徴づける構造パラメータとプロトン輸送特性との相関を解明した。その結果、細

孔径により水素結合状態が変化することでプロトン輸送経路に大きな影響があることが明らかと

なった。今後は、細孔内部に分子修飾することで、より複雑な形状における輸送メカニズムを解

明していく予定である。
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量子ナノ流動システム研究分野

（研究目的） 
流体の流動現象には、原子・分子のスケールで生じる「化学反応」が流体のマクロな物質輸送

現象に大きく影響する場合がしばしば見受けられる。量子ナノ流動システム研究分野では、この

ような流体の「量子性」が熱流動現象に影響を及ぼす系を対象にして、その量子効果を取り込ん

だ様々な手法を用いてその性質を解明し、工学的に応用することを目的として研究を行っている。 
（研究課題）  

電場下における金属結晶内の炭素拡散に関する分子論的解析 
化学気相体積法における薄膜生成プロセスの量子・分子動力学的解析 
生体分子システム内における液液相分離およびイオン透過現象に関する研究 

（構成員）

教授 徳増 崇、助教 馬渕 拓哉（学際科学フロンティア研究所）

（研究の概要と成果）

電場下における金属結晶内の炭素拡散に関する分子論的解析

との共同研究により、電場がかかった状態における鉄内部の炭素原子の拡散現象に

関する研究を行っている。本年度は、鉄内部の炭素原子の輸送特性について解析を行った。系の

ポテンシャルは ポテンシャルを用いて表現した。その結果、構築され

た計算系は鉄の熱膨張率の実験結果を良く再現できることが明らかとなった。また、電場強度を

大きくしても炭素の拡散性にはそれほど影響せず、ほぼ一定値となることが明らかとなった。ま

た、この計算結果は通常の平均二乗変位から計算された値より若干大きくなることがわかった。

次に鉄内部の構造の温度依存性について解析を行った。 ポテンシャルを用いて 構造や

構造の鉄の内部エネルギーを分子動力学法で計算し、熱力学的積分法を用いて鉄の安定状態を決

定した。その結果、このシステムでは鉄は という比較的低い温度で相転移を起こし、実験結

果を正確に表せないことが明らかとなった。来年度はポテンシャルエネルギ 等を調整し、より実

験値に近い自由エネルギーを持つ計算系を構築するとともに、この鉄内部の炭素拡散の計算を行

って鉄の構造と炭素拡散の因果関係を明らかにする予定である。

化学気相体積法における薄膜生成プロセスの量子・分子動力学的解析

反応性力場分子動力学法を用いて基板表面に薄膜を成長させ、プロセスパラメータが膜質に及

ぼす効果について研究している。本年度は、 × 表面に対して、 および （ 、

）から構成される二元系の気体分子組成を供給し、成長した 薄膜の組成及び結晶性に及ぼす

影響について解析を行った。解析の結果、 および から構成される 薄膜は、 含有量の

増加に伴う結晶性の低下が相対的に抑制されており、導電性を始めとするデバイス特性を向上さ

せることが示唆された。今後は本シミュレーション技術を 、 、 などの化合物成長や、原

子層成長法に応用することを目指して研究を進める予定である。

生体分子システム内におけるイオン透過現象に関する研究 馬渕助教

本研究では量子化学計算により得られたホッピングの際のエネルギー障壁を再現できるよう

法に基づいた反応力場を構築し、ホッピング機構を考慮した独自の反応性プロトン輸送シ

ミュレータを用いて、イオンチャネルにおけるプロトン輸送象に関する研究を行っている。本年

度は、イオンチャネルの細孔を模したカーボンナノチューブモデル細孔を用いて、細孔径、屈曲

度など形状を特徴づける構造パラメータとプロトン輸送特性との相関を解明した。その結果、細

孔径により水素結合状態が変化することでプロトン輸送経路に大きな影響があることが明らかと

なった。今後は、細孔内部に分子修飾することで、より複雑な形状における輸送メカニズムを解

明していく予定である。

－ －

生体ナノ反応流研究分野 
（研究目的）

大気圧における低温プラズマの流れは、熱、光、化学種、荷電粒子、衝撃波などの生成や輸送が

簡便に行えるため、近年これらの特徴を利用した殺菌や治療法の研究が進められている。本研究

分野では、細胞の活性化や不活性化過程の解明、プラズマ殺菌法の開発、気液プラズマの反応流

動機構の解明、水中放電現象やナノ流動現象の解明などにより、プラズマの流れと生体の相互作

用について明らかにし、次世代医療技術として期待されている「プラズマ医療」の基礎学理の構

築ならびに応用をすすめ、国民の健康を守る新しい医療技術の創成を目指している。

（研究課題）

 プラズマを模擬した電荷刺激に対する細胞応答

殺菌用プラズマ活性化微細気泡生成法の開発

水中ストリーマの進展機構

単一キャビテーション気泡内の圧力計測法の開発 
（構成員）

教授 佐藤 岳彦、助教 （ ～）、技術職員 中嶋 智樹

（研究の概要と成果）

プラズマを模擬した電荷刺激に対する細胞応答

プラズマ発生時に発生するパルス電流を模擬した電流による細胞応答についての研究を進めて

きたが、プラズマとパルス電流刺激を直列回路で発生させ、プラズマによる化学的刺激と電気的

刺激を同時に検証する手法を開発した。本手法により、プラズマ処理した培養液に細胞を暴露し

た場合、電気的刺激のみを与えた場合、これらを組み合わせた場合の細胞応答を明らかにし、化

学的刺激を受けた細胞の方が電気的刺激の感受性が高まることを明らかにした。

殺菌用プラズマ活性化微細気泡生成法の開発

台湾国立交通大学で開発されたプラズマ活性水（ ）生成装置を

利用し、プラズマ生成ガスを含む微細気泡を大量に発生させる装置を開発した。この装置は、石

英管内に給電電極、石英管の周囲に接地電極を配置し、ガスを供給し電圧を印加すると電極表面

と石英管内壁との間でプラズマが発生する。ポンプで容器内の水を循環させたとき、水流出口を

部分的に塞ぐように石英管先端を配置することで、生成したプラズマガスを含む大量の微細気泡

の発生に成功した。これにより、水中の溶存オゾンや硝酸イオン濃度を 倍程度に増大させるこ

とに成功した。

水中ストリーマの進展機構

水中ストリーマの進展速度が秒速 を超える機構を明らかにするために、先駆的に形成され

る水和電子チャネルの存在の検証を進めた。プラズマが生成する水和電子は微量であり検出するた

めにスカベンジャーを用いた検出法の開発を進めた。また、山形大学ならびに東北大学との共同研

究によりストリーマ進展時の表面電位の時空間変化を計測し電荷の移動が高速で起きていること

を突き止めた。レーザーによる水和電子の生成検出との比較による水和電子の存在を特定する手法

の開発を進めた。 
単一キャビテーション気泡内の圧力計測法の開発 

水中でレーザーを集束し生成するレーザー誘起気泡内の圧力測定法を、圧力と電極間距離の積と

絶縁破壊電圧の関係を規定するパッシェンの法則を用いて開発した。これにより、短時間で低圧か

ら高圧まで変化する単一キャビテーション気泡内の圧力を計測し、気泡最大径時の圧力を推定した。

得られた圧力は、今まで考えられていた圧力よりも高いため、さらに精度を高めた圧力計測法の開

発を進めた。
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分子複合系流動研究分野

（研究目的）

ナノスケールからマクロスケールに渡る多くの工業・産業プロセスにおいては、分子レベルの

物理が複合的に関与する熱流動現象が数多く見られる。特に、デバイス表面での放熱性能の向上

による次世代半導体デバイスの限界性能向上、熱流動特性や機械特性の最適化による新規高分子

素材の探索・設計には、界面での熱流動特性や不均質媒体における分子スケール構造と輸送特性

の相関など、多角的な視点での現象理解が不可欠となっている。そこで、分子動力学法をはじめ

とした大規模数値シミュレーションにより、熱流体工学におけるミクロスケールの熱・物質輸送

現象およびマクロな熱流体物性を支配するミクロスケールメカニズムの解明を目指して研究を行

っている。また、複合的なシミュレーションおよび解析技法の統合によって、複雑な分子熱流体

現象の解明を目標としている。

（研究課題）

（自己組織化単分子膜）—溶媒界面の分子スケール構造と輸送特性の研究

架橋高分子材料の熱流動特性・機械特性に関する分子・メゾスケール解析

データ科学を用いた液体や高分子材料の多次元物性の解析

（構成員）

教授 兼担 小原 拓、准教授 菊川 豪太

（研究の概要と成果）

—溶媒界面の分子スケール構造と輸送特性の研究

自己組織化単分子膜（ ）をはじめとした分子スケールの表面修飾技術は、固体表面の物理化

学的特性を制御する技術として、種々のプロセスやデバイスへの応用が進んでいる。ここでは、

界面における輸送特性に着目し分子レベルから解明している。半導体産業におけるデバイス冷却

技術に着目し、 など有機分子表面修飾を用いた実装技術の開発に向け基礎的検討を行っている。

このため、分子動力学シミュレーションを用いて、種々の 種を適用した固体基盤と溶媒との界

面における界面熱輸送特性や有機分子修飾界面における液体の親和性を解析している。

架橋高分子材料の熱流動特性・機械特性に関する分子・メゾスケール解析

航空機や自動車など産業的にも利用が進んでいる高分子複合材料の開発には、内部の分子スケ

ール構造や相分離構造の制御によって、機械的・化学的特性のみならず熱流動特性を最適化する

ことが必要とされている。また、多成分の混合によって、材料に新たな機能性を付与することが産

業的に重要となっている。分子動力学法や粗視化スケールの粒子動力学手法、密度汎関数理論に基

づく高分子構造形成シミュレーションなどスケール複合的な解析手法を構築し、有用な熱流動特

性や機械特性を有する高分子材料の探索・設計を目指して研究を行っている。特に、化学反応に

よる架橋形成を再現する分子シミュレーション手法が必要となるため、量子化学計算による反応経

路およびエネルギー予測、反応モデルを組み込んだ分子シミュレーションおよび粗視化スケールの

シミュレーション（反応 法）を相互に連携した技術開発を行っている。

データ科学を用いた液体や高分子材料の多次元物性の解析

液体や高分子の物性を自在に設計し、所望の物性を持つ新規材料を創発することは、広範な科

学技術分野において重要な課題である。しかしながら、分子種のバリエーションや材料の組み合

わせが膨大であるため、高効率な設計・探索するには革新的なアプローチが必要となる。ここで

は、機械学習技術を援用し、液体や高分子材料の設計・探索を容易にするための （マテリアル

ズ・インフォマティクス）プラットフォーム構築を目指す。自己組織化マップ（ ）やクラスタリ

ング手法などの機械学習と分子シミュレーションの解析を融合し、分子スケール構造要因と物性と

の相関を明確にすることで、設計要求に応じた材料の選定を実現することを目標としている。
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分子複合系流動研究分野

（研究目的）

ナノスケールからマクロスケールに渡る多くの工業・産業プロセスにおいては、分子レベルの

物理が複合的に関与する熱流動現象が数多く見られる。特に、デバイス表面での放熱性能の向上

による次世代半導体デバイスの限界性能向上、熱流動特性や機械特性の最適化による新規高分子

素材の探索・設計には、界面での熱流動特性や不均質媒体における分子スケール構造と輸送特性

の相関など、多角的な視点での現象理解が不可欠となっている。そこで、分子動力学法をはじめ

とした大規模数値シミュレーションにより、熱流体工学におけるミクロスケールの熱・物質輸送

現象およびマクロな熱流体物性を支配するミクロスケールメカニズムの解明を目指して研究を行

っている。また、複合的なシミュレーションおよび解析技法の統合によって、複雑な分子熱流体

現象の解明を目標としている。

（研究課題）

（自己組織化単分子膜）—溶媒界面の分子スケール構造と輸送特性の研究

架橋高分子材料の熱流動特性・機械特性に関する分子・メゾスケール解析

データ科学を用いた液体や高分子材料の多次元物性の解析

（構成員）

教授 兼担 小原 拓、准教授 菊川 豪太

（研究の概要と成果）

—溶媒界面の分子スケール構造と輸送特性の研究

自己組織化単分子膜（ ）をはじめとした分子スケールの表面修飾技術は、固体表面の物理化

学的特性を制御する技術として、種々のプロセスやデバイスへの応用が進んでいる。ここでは、

界面における輸送特性に着目し分子レベルから解明している。半導体産業におけるデバイス冷却

技術に着目し、 など有機分子表面修飾を用いた実装技術の開発に向け基礎的検討を行っている。

このため、分子動力学シミュレーションを用いて、種々の 種を適用した固体基盤と溶媒との界

面における界面熱輸送特性や有機分子修飾界面における液体の親和性を解析している。

架橋高分子材料の熱流動特性・機械特性に関する分子・メゾスケール解析

航空機や自動車など産業的にも利用が進んでいる高分子複合材料の開発には、内部の分子スケ

ール構造や相分離構造の制御によって、機械的・化学的特性のみならず熱流動特性を最適化する

ことが必要とされている。また、多成分の混合によって、材料に新たな機能性を付与することが産

業的に重要となっている。分子動力学法や粗視化スケールの粒子動力学手法、密度汎関数理論に基

づく高分子構造形成シミュレーションなどスケール複合的な解析手法を構築し、有用な熱流動特

性や機械特性を有する高分子材料の探索・設計を目指して研究を行っている。特に、化学反応に

よる架橋形成を再現する分子シミュレーション手法が必要となるため、量子化学計算による反応経

路およびエネルギー予測、反応モデルを組み込んだ分子シミュレーションおよび粗視化スケールの

シミュレーション（反応 法）を相互に連携した技術開発を行っている。

データ科学を用いた液体や高分子材料の多次元物性の解析

液体や高分子の物性を自在に設計し、所望の物性を持つ新規材料を創発することは、広範な科

学技術分野において重要な課題である。しかしながら、分子種のバリエーションや材料の組み合

わせが膨大であるため、高効率な設計・探索するには革新的なアプローチが必要となる。ここで

は、機械学習技術を援用し、液体や高分子材料の設計・探索を容易にするための （マテリアル

ズ・インフォマティクス）プラットフォーム構築を目指す。自己組織化マップ（ ）やクラスタリ

ング手法などの機械学習と分子シミュレーションの解析を融合し、分子スケール構造要因と物性と

の相関を明確にすることで、設計要求に応じた材料の選定を実現することを目標としている。

－ －

共同研究部門
先端車輌基盤技術研究（ケーヒン）Ⅱ

（研究目的）

東北大学流体科学研究所は、次世代技術の研究をもとに、ケーヒンとの共同研究を実施するこ

とにより環境性能に優れた魅力ある製品開発に直結した新しい価値創出を目指す。

 電動車輌の熱制御及び熱源となる損失の低減が要請されており、本研究では、熱制御へ向け

た回転磁場中でのエネルギー損失の解明と特性評価・解析技術を確立し、電動車輌の高効率・

省電力への貢献を目指す。

 電動車輌のモータ、バッテリー間の電力を制御するパワーコントロールユニット の現行

冷却システムでは熱輸送能力に限界がある。本研究では、現行システムの冷却性能を大きく

凌駕する高熱流束冷却システムの実現を目指す。

 近年、電動車輌の消費電力削減に加え、乗員の快適性向上や車室内空間拡大などのニーズを

バランス良く満たす空調ユニットの小型・低負荷が求められている。本研究では、空調ユニッ

ト内部の冷風・暖風混合の物理的なメカニズムを解明し、熱流体シミュレーション解析精度

の向上を図り、最適化設計技術の構築を目指す。

（研究課題）

電動車輌に向けた熱マネ・熱制御、モータ高効率化に向けた電動化技術の研究

電動車輌用高熱流束冷却システム研究

小型・低負荷空調ユニットの熱流動可視化と高精度予測及び最適化研究

（構成員）

教授 兼坦 大林 茂、小宮 敦樹、准教授 兼坦 高奈 秀匡、下山 幸治、

助教 兼坦 岡島 淳之介、アドバイザリーフェロー 仲野 是克、

特任准教授 客員 相澤 秀幸

（研究の概要と成果）

電動車輌に向けた熱マネ・熱制御、モータ高効率化に向けた電動化技術の研究

熱制御へ向けた、回転磁場中でのエネルギー損失の解明と特性評価・解析技術を確立し、高効

率 小型化限界設計を確立する。応力依存 特性等の鉄損影響因子を定量評価することが可能と

なり、損失分布の予測が可能となった。さらに、電磁場・熱流動場連成解析により、モータの

次元損失分布と冷却すべき個所の正確な把握が可能となり、高効率 小型化限界設計の上で重要

な知見を得た。

電動車輌用高熱流束冷却システム研究

現行の冷却性能を大きく凌駕する高熱流束冷却システムを開発し、 の小型化設計を実現す

る。異径マイクロチャネル構造による沸騰伝熱促進技術を用いて、高熱伝達率を実現した。さら

に、チャネル径変化率を最適化し得る、マイクロチャネル伝熱計算手法を構築した。また、乱流

伝熱促進技術開発においては、温度境界層を精緻可視化し、伝熱促進機構を定量的に評価した。

温度境界層制御による伝熱性能向上手法を 仕様検討に応用開始。

小型・低負荷空調ユニットの熱流動可視化と高精度予測及び最適化研究

実験式による物理現象の反映（ 解析条件の関数化）を行い、乱流シミュレーション技術の

向上を図り、 開発（形状最適化）に貢献する。 モデルによる解析では、実測データ

と 解析を同化させることで高度な関数化を実現し、解析精度の改善が可能となった。さらに、

所望の速度場と温度場を同時に満たす を設計するための多目的最適化手法を構築した。
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未到エネルギー研究センター

（センター目標）

 

未到エネルギー研究センターは、流体科学における多様なエネルギー研究の連携に

より、基盤エネルギーおよび新エネルギー分野において、高効率で無駄の無い革新的

なエネルギー利用体系を実現するため、従来有効なエネルギー変換が困難であった未

到エネルギーの変換やエネルギー貯蔵、輸送、および保全に関する研究を行う。

（主要研究課題）

⚫ 知的ナノプロセスを用いた革新的グリーンナノデバイスの研究

⚫ 地球環境問題とエネルギー問題の解決を目指した地殻の高度利用

⚫ 高エクセルギー効率燃焼による高効率なエネルギー利用体系の構築

⚫ センシング技術、材料評価技術等を用いた保全の最適化

⚫ 次世代自律型多相水素エネルギーシステムの創成

⚫ エネルギー問題の解決に寄与する科学技術エネルギー政策

⚫ 先端的な未到エネルギー関連工学に関する研究

⚫ ナノ流動現象の解析・制御による次世代電池システムの理論設計

（研究分野）

グリーンナノテクノロジー研究分野

地殻環境エネルギー研究分野

エネルギー動態研究分野

システムエネルギー保全研究分野

混相流動エネルギー研究分野

エネルギー科学技術研究分野 客員

先端エネルギー工学研究分野

（外国人客員）

次世代電池ナノ流動制御研究分野

（兼務）

 
注：令和 年度は実質的な構成員がいないため、分野の研究活動は記載していない。 
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未到エネルギー研究センター

（センター目標）

 

未到エネルギー研究センターは、流体科学における多様なエネルギー研究の連携に

より、基盤エネルギーおよび新エネルギー分野において、高効率で無駄の無い革新的

なエネルギー利用体系を実現するため、従来有効なエネルギー変換が困難であった未

到エネルギーの変換やエネルギー貯蔵、輸送、および保全に関する研究を行う。

（主要研究課題）

⚫ 知的ナノプロセスを用いた革新的グリーンナノデバイスの研究

⚫ 地球環境問題とエネルギー問題の解決を目指した地殻の高度利用

⚫ 高エクセルギー効率燃焼による高効率なエネルギー利用体系の構築

⚫ センシング技術、材料評価技術等を用いた保全の最適化

⚫ 次世代自律型多相水素エネルギーシステムの創成

⚫ エネルギー問題の解決に寄与する科学技術エネルギー政策

⚫ 先端的な未到エネルギー関連工学に関する研究

⚫ ナノ流動現象の解析・制御による次世代電池システムの理論設計

（研究分野）

グリーンナノテクノロジー研究分野

地殻環境エネルギー研究分野

エネルギー動態研究分野

システムエネルギー保全研究分野

混相流動エネルギー研究分野

エネルギー科学技術研究分野 客員

先端エネルギー工学研究分野

（外国人客員）

次世代電池ナノ流動制御研究分野

（兼務）

 
注：令和 年度は実質的な構成員がいないため、分野の研究活動は記載していない。 

 

－ －

グリーンナノテクノロジー研究分野 
（研究目的）

グリーンナノテクノロジー研究分野では、革新的グリーンナノデバイスの研究を行っている。

具体的には、発電デバイス（量子ドット太陽電池・熱電変換素子など）、低消費電力デバイス（量

子ドット レーザー・新材料トランジスタ・スピンデバイス・センサーデバイスなど）やこれ

らを組み合わせたナノエネルギーデバイスシステムの開発を行っている。独自に開発してきた超

低損傷原子層レベルプロセス技術を駆使し、ナノ物質やナノ構造の持つ本来の特性を引き出すこ

とで、このようなデバイス開発が初めて可能となる。

（研究課題）

高精度量子ドット作製技術とエネルギー変換デバイス、光デバイス、電子デバイス、スピン

デバイスへの応用に関する研究

プラズマ・ビームプロセスによる新材料エッチングおよび表面反応に関する研究

高品質低温金属酸化物 窒化物薄膜の形成技術の開発と新デバイスへの展開に関する研究

超低損傷表面改質・ドーピング・エッチング技術の開発と新デバイスへの展開に関する研究

（構成員）

教授 寒川 誠二、助教 都甲 将（～ ）、特任助教 大堀 大介（ ～）、

技術職員 尾崎 卓哉

（研究の概要と成果）

高精度量子ドット作製技術とエネルギー変換デバイス、光デバイス、電子デバイス、スピン

デバイス、表面界面濡れ性制御デバイスへの応用に関する研究

東北大学・国立交通大学・国際ジョイントラボラトリーを中核として、産業技術総合研究所お

よび台湾半導体研究センターと連携することで、人工知能 チップの技術基盤となる 世

代の三次元異種機能・異種材料集積されたトランジスタを世界で初めて開発した。中性粒子ビー

ムエッチングを マイクロ の作製に展開し、発光効率を５倍に向上できることが分かった。

また、シリコン量子ナノピラー構造は、間隔をフォノンの平均自由行程と電子の平均自由行程の

間に制御することで、フォノン輸送と電子輸送を独立に制御し、発熱と電子のフォノン散乱を抑

制して電子の移動度を３桁向上させることに成功した。

プラズマ・ビームプロセスによる新材料エッチングおよび表面反応に関する研究

シリコンに比べて原子層加工が難しい 加工に関して 中性粒子ビームによる表面反応を

解析し、吸着層と反応生成物の離脱速度の関係より、従来ガスケミストリーに比べて原子層レベ

ルのエッチング反応制御が実現でき、高選択原子層加工が実現できることが分かった。その結果、

デバイス特性が大幅に向上することが分かった。

高品質低温金属酸化物 窒化物薄膜の形成技術の開発と新デバイスへの展開に関する研究

ネオブ は、量子コンピューターに用いられる超伝導共振器の電極材料として利用が期待さ

れている。しかしながら、 電極表面に形成される自然酸化膜の影響で、共振周波数の 値が劣

化することが知られており、表面酸化膜の制御が極めて重要である。 を中性粒子ビームで加工

し、その後中性粒子ビーム酸化にて表面を で覆うことで、高い 値が得られることが分か

った。

超低損傷表面改質・ドーピング技術の開発と新デバイスへの展開に関する研究

酸素中性粒子ビームおよび窒素中性粒子ビームとプレカーサを組み合わせることで 、

および の原子層堆積に成功し、高品質極薄薄膜の形成に成功した。
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地殻環境エネルギー研究分野

（研究目的）

地球環境問題とエネルギー問題の解決を目指した、地殻の高度利用のための大規模流動現象の

解明と予測および制御に関する研究を行っている。特に、非在来型エネルギー資源として注目さ

れるシェールオイル、メタンハイドレート、再生可能エネルギーの一種であり、かつ日本に豊富

な地熱、地球温暖化対策などに関わる課題について従来にない新たなアプローチで取り組んでい

る。

（研究課題）

非在来型エネルギー資源の生産増進法の研究

大深度陸上／海底地層を対象とした地殻応力測定法の開発

非在来型資源開発のための多成分時間周波数信号処理による微小地震検出

（構成員）

教授 伊藤 高敏、助教 椋平 祐輔

（研究の概要と成果）

非在来型エネルギー資源の生産増進法の研究

非在来型資源であるタイトオイル（含、シェールオイル）、メタンハイドレートおよびオイルサ

ンドを対象としてフラクチャリングなどの流体刺激による生産増進法の研究を行っている。本年

度は、メタンハイドレート開発にフラクチャリングを応用する研究の一環として、温水もしくは

薬液をフラクチャーに注入することで周囲のメタンハイドレートを積極的に分解させ、フラクチ

ャーに沿った地層の浸透率を大きくして生産流路とする方法を検討し、数値シミュレーションに

よって必要な注入流体および注入時間など条件を明らかにした。

大深度陸上／海底地層を対象とした地殻応力測定法の開発

石油・天然ガスならびに地熱貯留層の挙動評価、 地中貯留層からの漏洩を防ぐキャップロッ

クの健全性評価、あるいは地震メカニズムの解明などの観点から 級大深度の地殻応力を正し

く評価することが必要されている。そこで本研究では、深度数 における地殻応力の原位置測定

を可能とする実用的な方法を提案して実証することを目指している。その一環として、ボーリン

グで回収される円柱状の地下岩石コア試料が切削の際に生じる応力解放で楕円状の断面形状にな

る原理に基づき、コア直交面内に作用する最大と最小成分それぞれを測定できる方法を提案し、

その原理の検証ならびに深度 で ℃の超臨界地熱環境に適用できる測定ツールの開発を企

業 社との共同によるＮＥＤＯプロジェクトとして進めている。今年度は、前年度の結果を踏ま

えて改良した測定ツールの実証試験を神岡鉱山の坑道から鉛直に掘削した坑井で実施して成功し

た。また、深度数 の超臨界地熱井を想定した大型の測定ツールを実際に試作し、掘削機メーカ

ーの地表設備を用いたコア掘削試験を行って正常に動作することを確認した。

非在来型資源開発のための多成分時間周波数信号処理による微小地震検出

能動的地熱開発や非在来型資源開発等の次世代型地下流体エネルギー開発では、注水や生産に

ともなう応力変化により発生する微小地震を、貯留層のモニタリング手法として用いている。微

小地震はその名の通り、自然地震に比して放出されるエネルギーが小さく、ノイズに近いレベル

の微小な信号を、高い確度で検出する必要がある。既存の手法では、単純に地震波の振幅の時間

変化を検出する手法が主であるが、本研究では、現行の計算機の能力を存分に生かし、時間周波

数帯域での粒子軌跡の形状を評価し、 波到来時の直線的な軌跡を抽出することに成功した。本

手法を、オランダグローニンゲンガスフィールドのフィールドデータに適用した。その結果、モ

ニタリングを行うオランダ王立気象研究所の地震カタログが検出することができなかった微小地

震も検出することに成功した。
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地殻環境エネルギー研究分野

（研究目的）

地球環境問題とエネルギー問題の解決を目指した、地殻の高度利用のための大規模流動現象の

解明と予測および制御に関する研究を行っている。特に、非在来型エネルギー資源として注目さ

れるシェールオイル、メタンハイドレート、再生可能エネルギーの一種であり、かつ日本に豊富

な地熱、地球温暖化対策などに関わる課題について従来にない新たなアプローチで取り組んでい

る。

（研究課題）

非在来型エネルギー資源の生産増進法の研究

大深度陸上／海底地層を対象とした地殻応力測定法の開発

非在来型資源開発のための多成分時間周波数信号処理による微小地震検出

（構成員）

教授 伊藤 高敏、助教 椋平 祐輔

（研究の概要と成果）

非在来型エネルギー資源の生産増進法の研究

非在来型資源であるタイトオイル（含、シェールオイル）、メタンハイドレートおよびオイルサ

ンドを対象としてフラクチャリングなどの流体刺激による生産増進法の研究を行っている。本年

度は、メタンハイドレート開発にフラクチャリングを応用する研究の一環として、温水もしくは

薬液をフラクチャーに注入することで周囲のメタンハイドレートを積極的に分解させ、フラクチ

ャーに沿った地層の浸透率を大きくして生産流路とする方法を検討し、数値シミュレーションに

よって必要な注入流体および注入時間など条件を明らかにした。

大深度陸上／海底地層を対象とした地殻応力測定法の開発

石油・天然ガスならびに地熱貯留層の挙動評価、 地中貯留層からの漏洩を防ぐキャップロッ

クの健全性評価、あるいは地震メカニズムの解明などの観点から 級大深度の地殻応力を正し

く評価することが必要されている。そこで本研究では、深度数 における地殻応力の原位置測定

を可能とする実用的な方法を提案して実証することを目指している。その一環として、ボーリン

グで回収される円柱状の地下岩石コア試料が切削の際に生じる応力解放で楕円状の断面形状にな

る原理に基づき、コア直交面内に作用する最大と最小成分それぞれを測定できる方法を提案し、

その原理の検証ならびに深度 で ℃の超臨界地熱環境に適用できる測定ツールの開発を企

業 社との共同によるＮＥＤＯプロジェクトとして進めている。今年度は、前年度の結果を踏ま

えて改良した測定ツールの実証試験を神岡鉱山の坑道から鉛直に掘削した坑井で実施して成功し

た。また、深度数 の超臨界地熱井を想定した大型の測定ツールを実際に試作し、掘削機メーカ

ーの地表設備を用いたコア掘削試験を行って正常に動作することを確認した。

非在来型資源開発のための多成分時間周波数信号処理による微小地震検出

能動的地熱開発や非在来型資源開発等の次世代型地下流体エネルギー開発では、注水や生産に

ともなう応力変化により発生する微小地震を、貯留層のモニタリング手法として用いている。微

小地震はその名の通り、自然地震に比して放出されるエネルギーが小さく、ノイズに近いレベル

の微小な信号を、高い確度で検出する必要がある。既存の手法では、単純に地震波の振幅の時間

変化を検出する手法が主であるが、本研究では、現行の計算機の能力を存分に生かし、時間周波

数帯域での粒子軌跡の形状を評価し、 波到来時の直線的な軌跡を抽出することに成功した。本

手法を、オランダグローニンゲンガスフィールドのフィールドデータに適用した。その結果、モ

ニタリングを行うオランダ王立気象研究所の地震カタログが検出することができなかった微小地

震も検出することに成功した。

－ －

エネルギー動態研究分野 
（研究目的）

エネルギー・環境問題解決に資するため、低エクセルギー損失燃焼を指向したマイクロ燃焼、

微小重力場燃焼、高温酸素燃焼、アンモニア燃焼、リーンバーン エンジンの基礎、大規模素反

応数値計算などの新コンセプト燃焼技術、燃焼・化学反応を伴う熱流体の動態に関する研究を行

っている。国内自動車 社、大学、産総研等との連携による 革新的燃焼技術プロジェクトを

経て、 （自動車用内燃機関技術研究組合）による後継研究に取り組んでいる。

（研究課題）

温度分布制御マイクロフローリアクタによる各種燃料の着火・燃焼特性、熱分解に関する研究

マイクロ燃焼の基礎および応用研究（熱源用マイクロコンバスタ→密閉式燃焼ヒータ）

燃焼限界の統一理論構築のための「きぼう」実験棟における宇宙燃焼実験

高温酸素燃焼の技術開発

アンモニア燃焼反応モデルの構築

リーンバーンエンジンの着火・燃焼技術の基礎研究

大規模素反応数値計算

（構成員）

教授 丸田 薫、准教授 中村 寿、助教 森井 雄飛、助教 （本務 数理科

学連携研究センター）、技術職員 手塚 卓也

（研究の概要と成果）

温度分布制御マイクロフローリアクタによる各種燃料の着火・燃焼特性、熱分解に関する研究

より精密な化学種計測や反応機構構築へと発展している。 年度には微燃性の混合冷媒の燃焼特

性、ジメチルエーテルの低温酸化反応に誘起されるメタンの低温反応、直接火炎式燃料電池との組合

せにおける燃料依存性把握など、多面展開を継続している。

マイクロ燃焼の基礎および応用研究（熱源用マイクロコンバスタ→密閉式燃焼ヒータ）

マイクロコンバスタを発展した長円型のヒータユニットを用いた、 主導による食品焼成炉

ユーザとの実証研究を経て開発を完了した。ユーザ企業の旧設備比 ％の燃料消費量削減を達成。

燃焼限界の統一理論構築のための「きぼう」実験棟における宇宙燃焼実験

平面火炎と とを包含する燃焼限界統一理論構築を目指す微小重力燃焼実験では、

宇宙実験に向けた装置開発のため航空機による短時間微小重力実験を実施した。また三次元拡散・

熱的モデルによる解析により、球状火炎の分裂挙動を捕らえた。

高温酸素燃焼の技術開発

高温空気燃焼技術（ ）の発展版となる高温酸素燃焼技術の産学連携研究を継続している。

アンモニア燃焼反応モデルの構築（中村准教授）

ニトロメタンの熱分解を用いて、 と炭化水素の相互反応について、テキサス 大学と共

同研究を実施した。

リーンバーンエンジンの着火・燃焼技術の基礎研究

革新的燃焼技術を経て 研究を継続、リーン着火支配因子の解明を進めている。

大規模素反応数値計算（森井助教）

素反応機構を組み込んだ数値流体解析の負荷を大幅に削減可能な独自の数値計算アルゴリズム

の開発に成功、同手法を用い、ノッキングの直接数値解析を実現した。

上記の他、自動車・重工各社等との共同研究を継続。簡易反応機構構築、有害排出特性把握等

を実施中である。博士三年（村上）が で を、手塚技術職員が科学

技術分野の文部科学大臣表彰（研究支援賞）を受賞した。
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システムエネルギー保全研究分野

（研究目的）

システムエネルギー保全研究分野では、発電所などの大規模複雑システムや輸送機械の保全の

高度化を目的として、機械の長寿命化やエネルギー効率の向上をもたらす材料や省電力デバイス

の開発、さらに構造物の健全性を高めるため基盤技術の開発を行っている。新たに開発した材料

プロセスやセンシング技術、材料評価技術等を用いることにより省エネルギーかつ高効率な機械

システムの実現を目指し、材料の機能性を高める低環境負荷粉末成形プロセス、電磁現象を利用

した先進的な非破壊材料評価法について研究を進めている。

（研究課題）

動的な界面（粒界）の制御技術を用いた高性能・多機能材料の開発

中低温塑性プロセスによる高機能材料成形技術の開発

センサ・アクチュエータの高度化のための電磁機能性材料の開発

電磁センシングによる水素脆性メカニズムの解明

（構成員）

教授（兼担）内一 哲哉（ ～）、准教授 三木 寛之

（研究の概要と成果）

動的な界面（粒界）の制御技術を用いた高性能・多機能材料の開発

本研究分野では金属粉末から薄板を直接成形するサステナブルなプロセスとして、圧縮応力と

せん断応力を原料粉に同時に負荷する圧縮せん断法を提案している。本研究では焼結による成形

が難しい純銅粉末について、常温圧縮せん断法と温間圧縮せん断法を組み合わせた手法により、

成形時の昇温に伴い粉末表面に生成される酸化物を大幅に抑制することに成功し、大気雰囲気下

であっても粉末原料から延性を有する銅成形材を作製可能であることを明らかにした。

中低温塑性プロセスによる高機能材料成形技術の開発

素粉末混合法を用いた新しい合金材料作製手法として、圧縮せん断法に加熱プロセスを加えた

手法（加熱圧縮せん断法）を提案し、合金化プロセスに関する研究を行った。その結果、従来の

溶融プロセスに比べて十分に低い温度の加熱圧縮せん断法により、 と の混合粉末から

系の合金相を得ることに成功した。さらに、投入せん断ひずみ量によって相組織が変化するこ

とを見出し、成形時のせん断ひずみが一定量以上の成形体においては加工硬化された工業的な真

鍮（ 合金）圧延材と同程度の引張強度を有することを明らかにした。

センサ・アクチュエータの高度化のための電磁機能性材料の開発

本研究分野では変形を受けてもある条件下において形状を回復する性質を持つことが特徴であ

るメタ磁性形状記憶合金の小型環境発電デバイスへの適用を提案している。 系メタ磁性

形状記憶合金粉末を常温圧縮せん断法により厚さ μ の板材に成形し、磁気構造相転移を駆

動原理とする環境発電デバイスに適用した。その結果、従来の同薄膜積層材を用いたデバイスに

比べて最大電力密度で約 倍の高い発電効率を得ることに成功した。

電磁センシングによる水素脆性メカニズムの解明

脱炭素社会の実現のため、水素用材料として用いられているオーステナイト系ステンレス鋼の

水素脆性メカニズムを明らかにすることが重要かつ急務である。水素脆化の要因として、オース

テナイト相の安定性と水素脆性感受性に相関があることが知られているが、相変態したマルテン

サイト相が脆性メカニズムにどのように寄与するかについては統一的な見解が得られていない。

本研究では、電磁非破壊的手法の一つである渦電流試験によりオーステナイト系ステンレス鋼の

マルテンサイト相分析を行うことで水素脆性メカニズムの解明に取り組み、水素チャージがオー

ステナイト系ステンレス鋼 のマルテンサイト変態に影響を及ぼすことを明らかにした。
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システムエネルギー保全研究分野

（研究目的）

システムエネルギー保全研究分野では、発電所などの大規模複雑システムや輸送機械の保全の

高度化を目的として、機械の長寿命化やエネルギー効率の向上をもたらす材料や省電力デバイス

の開発、さらに構造物の健全性を高めるため基盤技術の開発を行っている。新たに開発した材料

プロセスやセンシング技術、材料評価技術等を用いることにより省エネルギーかつ高効率な機械

システムの実現を目指し、材料の機能性を高める低環境負荷粉末成形プロセス、電磁現象を利用

した先進的な非破壊材料評価法について研究を進めている。

（研究課題）

動的な界面（粒界）の制御技術を用いた高性能・多機能材料の開発

中低温塑性プロセスによる高機能材料成形技術の開発

センサ・アクチュエータの高度化のための電磁機能性材料の開発

電磁センシングによる水素脆性メカニズムの解明

（構成員）

教授（兼担）内一 哲哉（ ～）、准教授 三木 寛之

（研究の概要と成果）

動的な界面（粒界）の制御技術を用いた高性能・多機能材料の開発

本研究分野では金属粉末から薄板を直接成形するサステナブルなプロセスとして、圧縮応力と

せん断応力を原料粉に同時に負荷する圧縮せん断法を提案している。本研究では焼結による成形

が難しい純銅粉末について、常温圧縮せん断法と温間圧縮せん断法を組み合わせた手法により、

成形時の昇温に伴い粉末表面に生成される酸化物を大幅に抑制することに成功し、大気雰囲気下

であっても粉末原料から延性を有する銅成形材を作製可能であることを明らかにした。

中低温塑性プロセスによる高機能材料成形技術の開発

素粉末混合法を用いた新しい合金材料作製手法として、圧縮せん断法に加熱プロセスを加えた

手法（加熱圧縮せん断法）を提案し、合金化プロセスに関する研究を行った。その結果、従来の

溶融プロセスに比べて十分に低い温度の加熱圧縮せん断法により、 と の混合粉末から

系の合金相を得ることに成功した。さらに、投入せん断ひずみ量によって相組織が変化するこ

とを見出し、成形時のせん断ひずみが一定量以上の成形体においては加工硬化された工業的な真

鍮（ 合金）圧延材と同程度の引張強度を有することを明らかにした。

センサ・アクチュエータの高度化のための電磁機能性材料の開発

本研究分野では変形を受けてもある条件下において形状を回復する性質を持つことが特徴であ

るメタ磁性形状記憶合金の小型環境発電デバイスへの適用を提案している。 系メタ磁性

形状記憶合金粉末を常温圧縮せん断法により厚さ μ の板材に成形し、磁気構造相転移を駆

動原理とする環境発電デバイスに適用した。その結果、従来の同薄膜積層材を用いたデバイスに

比べて最大電力密度で約 倍の高い発電効率を得ることに成功した。

電磁センシングによる水素脆性メカニズムの解明

脱炭素社会の実現のため、水素用材料として用いられているオーステナイト系ステンレス鋼の

水素脆性メカニズムを明らかにすることが重要かつ急務である。水素脆化の要因として、オース

テナイト相の安定性と水素脆性感受性に相関があることが知られているが、相変態したマルテン

サイト相が脆性メカニズムにどのように寄与するかについては統一的な見解が得られていない。

本研究では、電磁非破壊的手法の一つである渦電流試験によりオーステナイト系ステンレス鋼の

マルテンサイト相分析を行うことで水素脆性メカニズムの解明に取り組み、水素チャージがオー

ステナイト系ステンレス鋼 のマルテンサイト変態に影響を及ぼすことを明らかにした。

－ －

混相流動エネルギー研究分野 
（研究目的）

本研究分野では、超並列分散型コンピューティングと先端的光学計測の革新的融合研究に基づ

くマルチスケール先端混相流体解析手法の開発・体系化を目指している。さらに、高密度水素に

代表される自律型再生可能エネルギーシステムとそれに伴うリスク科学の創成を目的とした基盤

研究を推進している。特に数値解析の手法としては近年その発展が著しいクラスター型の並列計

算による分散型コンピューティング手法を積極的に取り入れ、計測結果の分散型取りこみと並列

計算の融合研究により高精度の混相流体システムとエネルギーリスク緩和手法を確立することを

目標としている。

（研究課題）

超高密度自律型水素エネルギーシステム開発における混相流体工学的アプローチ

極低温ファイン粒子噴霧を用いたスーパードライ型半導体洗浄システムの開発

メガソニック場における気泡挙動の解明とナノデバイス洗浄への応用

（構成員）

教授 石本 淳、助教 落合 直哉（～ ）

（研究の概要と成果）

超高密度自律型水素エネルギーシステム開発における混相流体工学的アプローチ

近い将来、燃料電池車への水素充填圧は 以上まで高圧化されるので、新型の水素貯蔵法、

充填法、安全管理法を開発する必要があるが水素エネルギー密度高効率化には高度なリスク管理

技術を要する。さらにリスクアセスメントならびに新エネルギー複合化による高密度水素製造・

輸送・貯蔵・充填・走行に関わるトータルシステムの創成に関わる研究が重要視されてくるもの

と考えられるため、流体－構造連成科学的アプローチからなる先端研究を実施した。まず、 分

間高速充填連成解析システムの開発を行い、 高圧水素高速充填現象に関する流体－材料連

成コンピューティングにより気相状態と材料応力分布の同時解析が可能となった。続いて水素貯

蔵タンクの亀裂発生と水素漏えい・拡散予測を行い、材料側のクラック成長と水素漏えい時にお

ける濃度拡散の連成解析が可能となった。

極低温ファイン粒子噴霧を用いたスーパードライ型半導体洗浄システムの開発

サブミクロン・ナノオーダ極低温ファイン粒子の有する高機能性に着目し、ヘリウムを使用し

ない新型の一成分ラバルノズル方式によって生成される超音速極低温微細粒子噴霧の活用による

環境調和型半導体ウエハ洗浄技術の開発を目的としている。本年度の研究においては、固相変化

を伴うラバルノズル内一成分液体窒素混相流に関し モデルに基づく基礎方程式系を展開

し、計測融合型スーパーコンピューティングを用いた固体窒素粒子生成と超音速混相熱流動特性

に関する検討を行った。さらに、固体窒素粒子によるミクロ的見地から熱伝達特性の解明を行う

ため、加熱ウエハ表面に衝突する単一固体窒素粒子に対し同様の数値モデルを適用し、粒子蒸気

相変化による潜熱輸送を考慮した超高熱流束冷却特性に関する数値解析的検討を行った。

メガソニック場における気泡挙動の解明とナノデバイス洗浄への応用

メガソニック場中の気泡挙動制御を可能にするために、メガソニック場における気泡挙動を解

明することを目的としている。従来の研究では、音響場中の気泡挙動解析のために球状気泡を仮

定した気泡力学的取り扱いが行われてきたが、球状気泡の仮定は、気泡間もしくは気泡壁面間の

干渉が小さい場合のみ妥当と考えられ、気泡力学による解析には限界がある。

そこで本研究では、数値流体力学を用いて、メガソニック場中の非球状気泡挙動の数値シミュ

レーションを行い、振動場中の気泡挙動において特徴的である、 力による並進

運動や壁面近傍での非球状崩壊などが再現可能であることを確認した。
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次世代電池ナノ流動制御研究分野

（研究目的） 
近年の地球温暖化問題、原発問題などから、クリーンなエネルギー源（太陽電池・リチウム電

池・燃料電池）の開発が世界的に急がれている。これら電池内部は様々なナノスケールの構造体

で構成されているため、電池内部の反応物質の輸送現象は通常の連続体理論を用いた解析が困難

である。次世代電池ナノ流動制御研究分野では、これら電池内部で起こっている反応物質の流動

現象を、スーパーコンピュータを用いた大規模量子 分子動力学法により解析し、次世代電池の設

計指針に応用している。

（研究課題） 
固体高分子形燃料電池内部の物質輸送・構造特性に関する研究

固体高分子形燃料電池炭化水素系アイオノマーの触媒表面吸着状態に関する研究

全固体 イオン電池固体電解質 活物質内 イオン輸送特性に関する研究 
（構成員） 

教授 徳増 崇、助教 馬渕 拓哉（学際科学フロンティア研究所） 
（研究の概要と成果） 

固体高分子形燃料電池内部の物質輸送・構造特性に関する研究 
固体高分子形燃料電池内部の物質輸送特性と構造特性の相関を分子シミュレーションにより解

析する研究を行っている。今年度は新たに開始された プロジェクトの中で、特に① の化

学・機械劣化連成シミュレーター開発 ②製造プロセスから触媒層構造を予測するシミュレータ

ー開発 ③発電性能を予測するマルスケールシミュレーター開発 の 課題について研究を行っ

た。その結果、特筆すべき結果としては、①の課題について、粗視化動力学法を用いて化学劣化

が生じた高分子膜を模擬し、その機械的特性を分子動力学法により解析した。その結果、粗視化

法を用いたモデルは従来の 法によるものに比べ、よりよく実験結果を再現できることが確認

された。また、高分子電解質膜内部の イオンの輸送特性を表すパラメータ 拡散係数、電荷輸

送係数、電気浸透係数 の含水率依存性を により解析することができた。

固体高分子形燃料電池炭化水素系アイオノマーの触媒表面吸着状態に関する研究

固体高分子形燃料電池カソード触媒層として有力視されている炭化水素系アイオノマーの白金

触媒への吸着状態を解析する研究を行っている。本年度は芳香族炭化水素系イオノマーとして考

えている の分子モデルの作成を行った。疎水部の左の部分や親水基については、ベンゼン

環のどの位置に次のベンゼン環やスルホ基が結合するかによって複数の組み合わせが考えられ、

分子の初期構造が変化するが、本モデルでは 型のモデルと 型のモデルの つを検討した。次にこ

のモデルに対して、分子間ポテンシャルを構築した。ポテンシャルは を用

いた。来年度は分子構造を確定させ、白金表面上のイオノマーの状態の計算を行う予定である。

全固体 イオン電池固体電解質 活物質内 イオン輸送特性に関する研究 
現行 イオン電池の電解液を固体電解質で置き換えた全固体電池内部の イオン輸送特性を分

子シミュレーションにより解析する研究を行っている。本年度は、固体電解質内部の イオン伝

導特性解析については、 の構造 構造 や、原子のサイトの占有状況、 と の

入れ替わりにより イオンの拡散性が増加する現象に関する情報を得た。来年度はこの情報をベ

ースに分子動力学法で固体電解質内部の イオン輸送を解析するシミュレーターを構築する予定

である。活物質内部の イオン伝導特性解析については、量子化学計算により正極活物質

の構造に関する情報を得た。しかしこれを分子モデルで再現すると非常に大規模な構造になるこ

とが判明したため、来年度は の構造をベースに正極活物質内部の イオン輸送現象のシミ

ュレーションを行う予定である。
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次世代電池ナノ流動制御研究分野

（研究目的） 
近年の地球温暖化問題、原発問題などから、クリーンなエネルギー源（太陽電池・リチウム電

池・燃料電池）の開発が世界的に急がれている。これら電池内部は様々なナノスケールの構造体

で構成されているため、電池内部の反応物質の輸送現象は通常の連続体理論を用いた解析が困難

である。次世代電池ナノ流動制御研究分野では、これら電池内部で起こっている反応物質の流動

現象を、スーパーコンピュータを用いた大規模量子 分子動力学法により解析し、次世代電池の設

計指針に応用している。

（研究課題） 
固体高分子形燃料電池内部の物質輸送・構造特性に関する研究

固体高分子形燃料電池炭化水素系アイオノマーの触媒表面吸着状態に関する研究

全固体 イオン電池固体電解質 活物質内 イオン輸送特性に関する研究 
（構成員） 

教授 徳増 崇、助教 馬渕 拓哉（学際科学フロンティア研究所） 
（研究の概要と成果） 

固体高分子形燃料電池内部の物質輸送・構造特性に関する研究 
固体高分子形燃料電池内部の物質輸送特性と構造特性の相関を分子シミュレーションにより解

析する研究を行っている。今年度は新たに開始された プロジェクトの中で、特に① の化

学・機械劣化連成シミュレーター開発 ②製造プロセスから触媒層構造を予測するシミュレータ

ー開発 ③発電性能を予測するマルスケールシミュレーター開発 の 課題について研究を行っ

た。その結果、特筆すべき結果としては、①の課題について、粗視化動力学法を用いて化学劣化

が生じた高分子膜を模擬し、その機械的特性を分子動力学法により解析した。その結果、粗視化

法を用いたモデルは従来の 法によるものに比べ、よりよく実験結果を再現できることが確認

された。また、高分子電解質膜内部の イオンの輸送特性を表すパラメータ 拡散係数、電荷輸

送係数、電気浸透係数 の含水率依存性を により解析することができた。

固体高分子形燃料電池炭化水素系アイオノマーの触媒表面吸着状態に関する研究

固体高分子形燃料電池カソード触媒層として有力視されている炭化水素系アイオノマーの白金

触媒への吸着状態を解析する研究を行っている。本年度は芳香族炭化水素系イオノマーとして考

えている の分子モデルの作成を行った。疎水部の左の部分や親水基については、ベンゼン

環のどの位置に次のベンゼン環やスルホ基が結合するかによって複数の組み合わせが考えられ、

分子の初期構造が変化するが、本モデルでは 型のモデルと 型のモデルの つを検討した。次にこ

のモデルに対して、分子間ポテンシャルを構築した。ポテンシャルは を用

いた。来年度は分子構造を確定させ、白金表面上のイオノマーの状態の計算を行う予定である。

全固体 イオン電池固体電解質 活物質内 イオン輸送特性に関する研究 
現行 イオン電池の電解液を固体電解質で置き換えた全固体電池内部の イオン輸送特性を分

子シミュレーションにより解析する研究を行っている。本年度は、固体電解質内部の イオン伝

導特性解析については、 の構造 構造 や、原子のサイトの占有状況、 と の

入れ替わりにより イオンの拡散性が増加する現象に関する情報を得た。来年度はこの情報をベ

ースに分子動力学法で固体電解質内部の イオン輸送を解析するシミュレーターを構築する予定

である。活物質内部の イオン伝導特性解析については、量子化学計算により正極活物質

の構造に関する情報を得た。しかしこれを分子モデルで再現すると非常に大規模な構造になるこ

とが判明したため、来年度は の構造をベースに正極活物質内部の イオン輸送現象のシミ

ュレーションを行う予定である。

－ －

リヨンセンター（材料・流体科学融合拠点）

（センター目標） 

 

フランス・リヨン大学 (INSA Lyon, École Centrale de Lyon) に教員と学生が滞

在し、共同研究を推進する。特に、材料科学と流体科学の融合分野におけるリヨン大

学との連携により安全・安心・健康な社会の実現に寄与する工学領域の開拓を目指す。 

（主要研究課題）

⚫ 流動システムの知的センシングと評価に関する研究

⚫ 情報処理流体力学と材料分析との融合による知的材料システムの設計

⚫ 時空間マルチスケールにおける流動ダイナミクスの解明

（研究分野）

流動システム評価研究分野

先進材料・流体設計研究分野

流動ダイナミクス研究分野（兼務）

－35－



－ －

流動システム評価研究分野

（研究目的）

流動システム評価研究分野では、次世代輸送システムおよびエネルギーシステムの高信頼化に

関わるセンサと評価・予測技術の研究、ならびに構造物健全性監視への知的センシングの応用に

関する研究を行っている。

（研究課題）

渦電流磁気指紋法を用いた構造材料の残留ひずみ評価

渦電流試験法を用いたエンジン燃焼室の劣化・損傷評価

電磁非破壊評価による水素脆性メカニズムの検討

電磁非破壊評価による炭素繊維強化プラスチックの炭素繊維配向評価

（構成員）

教授 内一 哲哉、助教 武田 翔、技術補佐員 佐藤 武志

（研究の概要と成果）

渦電流磁気指紋法を用いた構造材料の残留ひずみ評価

構造物の健全性評価のために、構造材料に生ずる残留応力と残留ひずみを定量的に評価するこ

とが求められている。本研究分野では磁気計測に基づいた新しい非破壊評価試験法である渦電流

磁気指紋法を提案し、鉄鋼材料における残留応力と残留ひずみ評価への適用可能性について検討

を行っている。渦電流磁気指紋信号の軌跡形状が炭素鋼や電磁鋼板などの様々な鉄鋼材料の弾性

域圧縮応力に対して、敏感に変化することを X 線応力測定との比較から明らかにした。さらに渦

電流磁気指紋法に基づく定量的な残留応力評価を行うために磁気特性のモデル化を提案し、その

妥当性を示した。

渦電流試験法を用いたエンジン燃焼室の劣化・損傷評価

ロケットの繰り返し運用のためには、ロケットの信頼性を支配し、かつ最も過酷な環境にさら

されるロケットエンジン燃焼室の損傷度を定量的に評価する手法の確立が求められている。本研

究分野では渦電流試験法により燃焼室銅合金のクリープ疲労による亀裂を検出・評価することを

検討している。再使用ロケットエンジン燃焼室を模擬した試験体の燃焼試験実施後に渦電流試験

を適用し、亀裂の検出性についてその有効性を示すとともに、亀裂発生前の材料劣化評価法の確

立に向けた課題を抽出した。

電磁非破壊評価による水素脆性メカニズムの検討

高圧水素ガス利用機器用材料として期待されるオーステナイト系ステンレス鋼の水素脆化にお

いて、そのメカニズムに対して相変態したマルテンサイト相がどのように寄与するかについては、

統一的な見解が得られていない。本研究分野ではこのメカニズムを解明するため、水素脆性評価

試験において、電磁非破壊評価手法によるマルテンサイト変態に伴う透磁率変化の定量的評価を

行った。その結果、電磁非破壊評価手法により、水素添加による水素脆化の兆候や疲労亀裂形態

の変化、亀裂進展時のマルテンサイト変態の局所的変化の定量的評価などが可能であることを示

すとともに、そのメカニズムについてマルテンサイト相の安定性の観点から議論を行った。

電磁非破壊評価による炭素繊維強化プラスチックの炭素繊維配向評価

炭素繊維強化プラスチックはその構造が複雑であり、かつ損傷挙動も複雑であることから非破

壊試験を適用することが難しい。本研究分野では、炭素繊維の導電性に着目し渦電流試験を用い

て、炭素繊維の配向や破断を評価する非破壊試験法の検討を行っている。製造時の炭素繊維の巨

視的ミスアライメントを検出・評価するために、渦電流試験プローブの構造について最適化を行

うとともに、取得した信号の空間周波数に着目した信号処理法を検討した。プリプレグを用いた

積層構造の 層目までの配向誤差を定量的に評価できることを確認した。
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流動システム評価研究分野

（研究目的）

流動システム評価研究分野では、次世代輸送システムおよびエネルギーシステムの高信頼化に

関わるセンサと評価・予測技術の研究、ならびに構造物健全性監視への知的センシングの応用に

関する研究を行っている。

（研究課題）

渦電流磁気指紋法を用いた構造材料の残留ひずみ評価

渦電流試験法を用いたエンジン燃焼室の劣化・損傷評価

電磁非破壊評価による水素脆性メカニズムの検討

電磁非破壊評価による炭素繊維強化プラスチックの炭素繊維配向評価

（構成員）

教授 内一 哲哉、助教 武田 翔、技術補佐員 佐藤 武志

（研究の概要と成果）

渦電流磁気指紋法を用いた構造材料の残留ひずみ評価

構造物の健全性評価のために、構造材料に生ずる残留応力と残留ひずみを定量的に評価するこ

とが求められている。本研究分野では磁気計測に基づいた新しい非破壊評価試験法である渦電流

磁気指紋法を提案し、鉄鋼材料における残留応力と残留ひずみ評価への適用可能性について検討

を行っている。渦電流磁気指紋信号の軌跡形状が炭素鋼や電磁鋼板などの様々な鉄鋼材料の弾性

域圧縮応力に対して、敏感に変化することを X 線応力測定との比較から明らかにした。さらに渦

電流磁気指紋法に基づく定量的な残留応力評価を行うために磁気特性のモデル化を提案し、その

妥当性を示した。

渦電流試験法を用いたエンジン燃焼室の劣化・損傷評価

ロケットの繰り返し運用のためには、ロケットの信頼性を支配し、かつ最も過酷な環境にさら

されるロケットエンジン燃焼室の損傷度を定量的に評価する手法の確立が求められている。本研

究分野では渦電流試験法により燃焼室銅合金のクリープ疲労による亀裂を検出・評価することを

検討している。再使用ロケットエンジン燃焼室を模擬した試験体の燃焼試験実施後に渦電流試験

を適用し、亀裂の検出性についてその有効性を示すとともに、亀裂発生前の材料劣化評価法の確

立に向けた課題を抽出した。

電磁非破壊評価による水素脆性メカニズムの検討

高圧水素ガス利用機器用材料として期待されるオーステナイト系ステンレス鋼の水素脆化にお

いて、そのメカニズムに対して相変態したマルテンサイト相がどのように寄与するかについては、

統一的な見解が得られていない。本研究分野ではこのメカニズムを解明するため、水素脆性評価

試験において、電磁非破壊評価手法によるマルテンサイト変態に伴う透磁率変化の定量的評価を

行った。その結果、電磁非破壊評価手法により、水素添加による水素脆化の兆候や疲労亀裂形態

の変化、亀裂進展時のマルテンサイト変態の局所的変化の定量的評価などが可能であることを示

すとともに、そのメカニズムについてマルテンサイト相の安定性の観点から議論を行った。

電磁非破壊評価による炭素繊維強化プラスチックの炭素繊維配向評価

炭素繊維強化プラスチックはその構造が複雑であり、かつ損傷挙動も複雑であることから非破

壊試験を適用することが難しい。本研究分野では、炭素繊維の導電性に着目し渦電流試験を用い

て、炭素繊維の配向や破断を評価する非破壊試験法の検討を行っている。製造時の炭素繊維の巨

視的ミスアライメントを検出・評価するために、渦電流試験プローブの構造について最適化を行

うとともに、取得した信号の空間周波数に着目した信号処理法を検討した。プリプレグを用いた

積層構造の 層目までの配向誤差を定量的に評価できることを確認した。

－ －

高等研究機構新領域創成部

（部目標） 

 

工学研究科が有する分子スケールからの材料科学・材料強度・構造力学によるアプ

ローチ、流体研の有する最適設計ツール、それに新規に採用される教員による非巡航

時の空力解析を統合することで、航空機分野においてマルチフィジックスデザインと

いう新規学術領域を創成する。 

（主要研究課題）

⚫ 異なる物理モデルをつなぐ高精度な練成解析手法の研究

（研究分野）

マルチフィジックスデザイン研究

分野
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マルチフィジックスデザイン研究分野

（研究目的）

現代工学の基幹分野である材料・流体・設計は、それぞれ独立に存在、活用されており、これ

らを包括的かつシームレスに扱う分野が存在しない。このような背景の下、本研究分野では「流

体科学、材料科学、設計学、データサイエンスの融合による新たな融合領域『マルチフィジック

スデザイン』の創成」を目的とする。さらに、航空工学・産業への適用を基盤として、学生教育

及び企業との共同研究を通じた社会実装までを広く展開する。

（研究課題）

航空機主翼設計への適用を目指した異なる物理を繋ぐ連成数値解析手法に関する研究

一般座標系マルチフィジックス シミュレーション

データ科学と次元縮約モデルを用いた流体構造連成数値解析

複数のハードウェアを対象とした高精度流体解析ソルバーの開発と基盤技術構築

（構成員）

教授（兼担） 大林 茂、岡部 朋永、助教 阿部 圭晃

（研究の概要と成果）

航空機主翼設計への適用を目指した異なる物理を繋ぐ連成数値解析手法に関する研究

航空機設計において、材料の原子スケールから機体の最適設計（空力・構造のマクロスケール）

までを一貫して扱う材料・構造・空力のシームレスデザインの確立には、非線形性の強い流体・

構造連成問題と設計最適化の双方を両立する必要がある。複合材航空機主翼設計に関して、前年

度までに確立した一方向連成解析に基づく繊維種を変えた構造設計ツールを拡張し、流体力と構

造力の釣り合い状態における構造寸法最適化を行えるようになった。これを用いて現在、空力性

能向上と構造軽量化を実現する多目的最適設計を進めている。

一般座標系マルチフィジックス シミュレーション

一般座標系において定式化した （ ）法を、マルチフィジ

ックス解析に適用する基礎技術の構築と複合材 プリンターの実現に向けた社会実装を行う。

これまでに非圧縮性流体の に に基づく繊維入りの樹脂流れ解析用ツール

の構築を行い、 プリンターの造型を模擬する相変化現象の解析を進めた。また新たに、高温溶

融金属の物性計測法に関する流動現象の数値解析を始め、溶融金属液滴のガスジェットによる浮

遊安定性の流体的機構を明らかにする研究を行い、高温時の安定化に関する新たな知見を得た。

データ科学と次元縮約モデルを用いた流体構造連成数値解析

流体構造連成解析における計算コストの削減を目指し、次元縮約モデルを用いた解析手法が注

目されている。しかし、既存の手法は変形する境界を含んだ流れ場の次元縮約モデルを構築する

ことが難しいため、本研究では新たな次元縮約モデルの活用に関する研究を進めている。今年度

は自励振動する円柱周り流れへの の適用性を調べ、物体境界の表現方法や流体場の離散化に

用いる格子トポロジーによりデータの再現性に大きく違いが生じることを明らかにした。

複数のハードウェアを対象とした高精度流体解析ソルバーの開発と基盤技術構築

近年、 に代表されるアクセラレータを利用した数値計算の高速化が着目されており、様々

なアクセラレータを効率良く利用する数値解析技術の構築が必要となっている。本研究では複数

のハードウェア（ ベクトル計算機）を対象とした高精度流体解析ソルバーの開発を行っ

ており、現在は での高効率実行を目指した非構造高次精度流体ソルバーの構築を

進めている。前年度までに特定した計算カーネルのベクトル化を進め、複数ベクトル機での並列

計算実行が可能な状態となった。今後、東北大サイバーサイエンスセンターの資源等を用いた大

規模解析を進めていく。
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－ －

マルチフィジックスデザイン研究分野

（研究目的）

現代工学の基幹分野である材料・流体・設計は、それぞれ独立に存在、活用されており、これ

らを包括的かつシームレスに扱う分野が存在しない。このような背景の下、本研究分野では「流

体科学、材料科学、設計学、データサイエンスの融合による新たな融合領域『マルチフィジック

スデザイン』の創成」を目的とする。さらに、航空工学・産業への適用を基盤として、学生教育

及び企業との共同研究を通じた社会実装までを広く展開する。

（研究課題）

航空機主翼設計への適用を目指した異なる物理を繋ぐ連成数値解析手法に関する研究

一般座標系マルチフィジックス シミュレーション

データ科学と次元縮約モデルを用いた流体構造連成数値解析

複数のハードウェアを対象とした高精度流体解析ソルバーの開発と基盤技術構築

（構成員）

教授（兼担） 大林 茂、岡部 朋永、助教 阿部 圭晃

（研究の概要と成果）

航空機主翼設計への適用を目指した異なる物理を繋ぐ連成数値解析手法に関する研究

航空機設計において、材料の原子スケールから機体の最適設計（空力・構造のマクロスケール）

までを一貫して扱う材料・構造・空力のシームレスデザインの確立には、非線形性の強い流体・

構造連成問題と設計最適化の双方を両立する必要がある。複合材航空機主翼設計に関して、前年

度までに確立した一方向連成解析に基づく繊維種を変えた構造設計ツールを拡張し、流体力と構

造力の釣り合い状態における構造寸法最適化を行えるようになった。これを用いて現在、空力性

能向上と構造軽量化を実現する多目的最適設計を進めている。

一般座標系マルチフィジックス シミュレーション

一般座標系において定式化した （ ）法を、マルチフィジ

ックス解析に適用する基礎技術の構築と複合材 プリンターの実現に向けた社会実装を行う。

これまでに非圧縮性流体の に に基づく繊維入りの樹脂流れ解析用ツール

の構築を行い、 プリンターの造型を模擬する相変化現象の解析を進めた。また新たに、高温溶

融金属の物性計測法に関する流動現象の数値解析を始め、溶融金属液滴のガスジェットによる浮

遊安定性の流体的機構を明らかにする研究を行い、高温時の安定化に関する新たな知見を得た。

データ科学と次元縮約モデルを用いた流体構造連成数値解析

流体構造連成解析における計算コストの削減を目指し、次元縮約モデルを用いた解析手法が注

目されている。しかし、既存の手法は変形する境界を含んだ流れ場の次元縮約モデルを構築する

ことが難しいため、本研究では新たな次元縮約モデルの活用に関する研究を進めている。今年度

は自励振動する円柱周り流れへの の適用性を調べ、物体境界の表現方法や流体場の離散化に

用いる格子トポロジーによりデータの再現性に大きく違いが生じることを明らかにした。

複数のハードウェアを対象とした高精度流体解析ソルバーの開発と基盤技術構築

近年、 に代表されるアクセラレータを利用した数値計算の高速化が着目されており、様々

なアクセラレータを効率良く利用する数値解析技術の構築が必要となっている。本研究では複数

のハードウェア（ ベクトル計算機）を対象とした高精度流体解析ソルバーの開発を行っ

ており、現在は での高効率実行を目指した非構造高次精度流体ソルバーの構築を

進めている。前年度までに特定した計算カーネルのベクトル化を進め、複数ベクトル機での並列

計算実行が可能な状態となった。今後、東北大サイバーサイエンスセンターの資源等を用いた大

規模解析を進めていく。

－ －

次世代流動実験研究センター

（設置目的）

東北大学流体科学研究所には世界トップクラスの大型実験設備が設置されており、これら施設

で得られた実験データは、流体科学の境界を押し広げ、さまざまな産業分野に応用されてきた。

次世代流動実験研究センターは、これらの施設の中から低乱風洞実験設備と衝撃波関連施設を利

用した実験技術に関する研究開発および運用管理を行い、これらの施設の学術利用及び産業利用

に供することを目的として、平成 年 月に設置された。

そよ風（ ）から大気圏突入速度（ ）までの幅広い速度域での流体実験が可能な次世代

流動実験研究センターの実験設備は、世界にたぐいない性能と計測技術で、流体科学の発展と日

本企業の産業競争力強化への貢献を目指している。

（構成員）

特任准教授 大谷 清伸、シニアフェロー 小西 康郁

（概要）

次世代流動実験研究センター低乱風洞実験施設は、低乱熱伝達風洞、小型低乱風洞、低騒音風

洞からなる実験施設である。主となる低乱熱伝達風洞は流体現象の基礎及び応用研究を目的とし

て、昭和 年 月に設置された単路回流式の低速風洞である。本風洞は低乱れ、低騒音、優れた

気流の一様性を示すように設計され、密閉型測定部の断面は対辺 の正八角形をしており、最大

、開放型測定部の断面は対辺 の正八角形で、最大 の一様性の高い流れを作るこ

とが可能である。特に、密閉型測定部では気流の乱れ強さは 以下と極めて低く、世界的に

も優れた風洞設備である。これらの性能を生かして、層流から乱流への遷移といった乱れが低い

風洞でなければ計測が難しい流れ場の基礎研究や企業の製品開発および技術力向上に貢献してき

た。近年では、国内有数の最大風速を生かした企業利用も行われている。

一方、同センター衝撃波関連施設は弾道飛行装置と大型衝撃波管からなる高速流体現象実験研

究を対象とした実験施設である。弾道飛行装置とは、静止した気体中へ高速で飛翔体を射出する

装置である。本装置は平成 年に設置され、飛翔体射出速度が の亜音速から最高

の極超音速領域までの広い速度範囲で大型の測定部内を自由飛行させることができる世界最高性

能の装置である。本装置を用いて、気体中の高速自由飛行実験、水中突入実験、固体への高速衝

突実験等が可能であり、航空宇宙、材料開発、地球物理分野をはじめとする様々な分野における

基礎および応用実験が行え、高速度流体現象に関わる学術的研究開発に貢献している。
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未来流体情報創造センター

（設置目的）

地球環境と調和し、人類の新たな発展に貢献する基盤科学技術を先導するには、複雑な流動現

象を大規模数値計算により解明し、仮想現実感・可視化技術により将来を予想することが必要不

可欠である。本センターでは、スーパーコンピュータを駆使して、複雑な流動現象を数値シミュ

レーションするとともに、厖大な実験データを高速処理し、未知の現象を明らかにする。さらに

目的に叶った複雑流動を実現するための制御法や設計法の開発も行う。

（概要）

平成 年 月にスーパーコンピュータ を導入し、その後、平成 年 月の

、平成 年 月の と への更新、平成 年 月の

と への更新、さらに平成 年 月の 、 と

への更新を経て、これまで、重点研究課題に対する国際研究プロジェクトの実施など、乱流、

分子流、プラズマ流、衝撃波などの様々な流体科学の分野で優れた成果を挙げてきた。近年の、

流動科学における戦略的技術課題の解決に対する強い社会的要請に応えるため、本研究所では平

成 年 月スーパーコンピュータシステムを を中心とする

次世代融合研究システムに更新した。流体科学研究のより一層の進展を図るとともに、社会的に

重要な諸課題の解決に貢献している。

終了プロジェクト課題

令和 年度に終了したプロジェクト課題は次のとおりである。

終了したプロジェクト課題一覧 
 

区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

計画研究 大林 茂 航空宇宙流体の先進的数値計算工学に関する研究 

計画研究 下山 幸治 
流体設計の最適化および不確かさ解析のための高

速近似解法の研究 
公募共同

研究 
早瀬 敏幸 

乱流・非乱流共存流動場における流動構造とエネ

ルギ・スカラ輸送機構 
公募共同

研究 
中村 寿 

ノッキング末端ガス自着火現象における燃料反応

特性の影響

公募共同

研究 
小宮 敦樹 

表面修飾ナノ粒子サスペンションのナノスケール

界面現象に関する研究 
公募共同

研究 
小宮 敦樹 

公募共同

研究 
岡島 淳之介 

回転円すいを用いた高粘度液体の揚水パターンの

遷移

公募共同

研究 
佐藤 岳彦 

プラズマ－生体界面における活性種挙動の大規模

数値解析
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未来流体情報創造センター

（設置目的）

地球環境と調和し、人類の新たな発展に貢献する基盤科学技術を先導するには、複雑な流動現

象を大規模数値計算により解明し、仮想現実感・可視化技術により将来を予想することが必要不

可欠である。本センターでは、スーパーコンピュータを駆使して、複雑な流動現象を数値シミュ

レーションするとともに、厖大な実験データを高速処理し、未知の現象を明らかにする。さらに

目的に叶った複雑流動を実現するための制御法や設計法の開発も行う。

（概要）

平成 年 月にスーパーコンピュータ を導入し、その後、平成 年 月の

、平成 年 月の と への更新、平成 年 月の

と への更新、さらに平成 年 月の 、 と

への更新を経て、これまで、重点研究課題に対する国際研究プロジェクトの実施など、乱流、

分子流、プラズマ流、衝撃波などの様々な流体科学の分野で優れた成果を挙げてきた。近年の、

流動科学における戦略的技術課題の解決に対する強い社会的要請に応えるため、本研究所では平

成 年 月スーパーコンピュータシステムを を中心とする

次世代融合研究システムに更新した。流体科学研究のより一層の進展を図るとともに、社会的に

重要な諸課題の解決に貢献している。

終了プロジェクト課題

令和 年度に終了したプロジェクト課題は次のとおりである。

終了したプロジェクト課題一覧 
 

区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

計画研究 大林 茂 航空宇宙流体の先進的数値計算工学に関する研究 

計画研究 下山 幸治 
流体設計の最適化および不確かさ解析のための高

速近似解法の研究 
公募共同

研究 
早瀬 敏幸 

乱流・非乱流共存流動場における流動構造とエネ

ルギ・スカラ輸送機構 
公募共同

研究 
中村 寿 

ノッキング末端ガス自着火現象における燃料反応

特性の影響

公募共同

研究 
小宮 敦樹 

表面修飾ナノ粒子サスペンションのナノスケール

界面現象に関する研究 
公募共同

研究 
小宮 敦樹 

公募共同

研究 
岡島 淳之介 

回転円すいを用いた高粘度液体の揚水パターンの

遷移

公募共同

研究 
佐藤 岳彦 

プラズマ－生体界面における活性種挙動の大規模

数値解析

－ －

区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

公募共同

研究 
安西 眸 チャンバー内の血流解析

公募共同

研究 
小宮 敦樹 

実際の構造を反映させた多孔質材料内部の固気反

応を伴う物質移動と構造変化の大規模シミュレー

ション

公募共同

研究 
高奈 秀匡 

公募共同

研究 
宮内 優 

血管壁上の微細構造を考慮した血流解析のための

分子動力学解析に基づくグリコカリクスの数理モ

デリング

公募共同

研究 
鈴木 杏奈 

複雑地下構造内の流体流動シミュレーションによ

る地下構造の逆解析

公募共同

研究 
徳増 崇 

固体高分子形燃料電池における触媒層乾燥・形成

プロセスの分子動力学シミュレーション

公募共同

研究 
大林 茂 

公募共同

研究 
永井 大樹 

火星探査航空機高高度試験機の多自由度空力―飛

行連成計算と飛行制御最適化による動的特性理解

公募共同

研究 
大林 茂 

実気象条件下におけるソニックブーム評価関数の

開発

公募共同

研究 
大林 茂 混相流中における移動物体周りの数値予測

公募共同

研究 
下山 幸治 

深層学習を用いたマルチスケール格子の多目的最

適化

公募共同

研究 
大林 茂 航空機体と可動エンジンとの統合解析

共同研究 徳増 崇 
数値計算を用いた炭化水素系イオン交換膜用高分

子構造の提案

共同研究 菊川 豪太 熱遷移流に対する大規模分子動力学解析

共同研究 小宮 敦樹 
ふく射伝熱と自然対流乱流場の相関メカニズムの

解明

共同研究 岡島 淳之介 
を用いたイチゴ栽培施設における温風暖房の

動作状況把握および改善

共同研究 菊川 豪太 
相変態を伴う高分子材料のマルチスケール数値解

析

共同研究 服部 裕司
スーパーコンピュータを用いた乱流渦のトポロジ

カル特性に関する解析

共同研究 小原 拓 液体・界面の輸送特性の分子動力学解析
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区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

共同研究 分子メカニズムの解析による濡れ機構の解明

共同研究 石本 淳 飛行する回転中空円筒の実験と数値解析

共同研究 菊川 豪太
分子シミュレーションを用いた固液界面の気泡形

成の解析

共同研究 徳増 崇
固体酸化物電解質膜内の酸素イオン

伝導に関する分子動力学的解析

共同研究 服部 裕司
鏃とベアーシャフトを過ぎる流れの数値シミュレ

ーション

共同研究 下山 幸治
低レイノルズ数領域での運動翼の動的空力特性推

算

共同研究 大林 茂 離島間を結ぶ飛行車両についての実現性の検討

共同研究 米村 茂
マイクロ・ナノスケールの表面構造による熱的駆

動力の研究

共同研究 内一 哲哉
による複合鉄基構造材料解析のためのシミ

ュレーション開発

共同研究 小原 拓
マイクロ・ナノスケールの温度場により物体に働

くクヌッセン力に関する研究

一般研究 廣田 真
圧縮性境界層流れの遷移予測と制御のための直接

数値解析

一般研究 徳増 崇
化学気相堆積法および原子層堆積法による成膜メ

カニズムの分子動力学的解析

一般研究 小林 秀昭
高圧雰囲気のガスタービン燃焼器内における液体

アンモニア噴霧燃焼に関する研究

一般研究 菊川 豪太
有機分子修飾界面におけるナノスケール熱輸送解

析

一般研究 岡島 淳之介 相変化熱流動のマルチスケール数値解析

一般研究 下山 幸治
小型・低負荷空調ユニットの熱流動可視化と高精

度予測及び最適化研究

一般研究 徳増 崇
イオンが混入した高分子電解質膜内部の イ

オン分布解析

一般研究 伊賀 由佳 
均質媒体モデルを用いた高速気液二相現象の数値

解析 

若手研究 阿部 圭晃 
モーフィングフラップを用いた翼後流渦列の能動

制御 

特定研究 石川 拓司 微生物懸濁液の数値シミュレーション 
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区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

共同研究 分子メカニズムの解析による濡れ機構の解明

共同研究 石本 淳 飛行する回転中空円筒の実験と数値解析

共同研究 菊川 豪太
分子シミュレーションを用いた固液界面の気泡形

成の解析

共同研究 徳増 崇
固体酸化物電解質膜内の酸素イオン

伝導に関する分子動力学的解析

共同研究 服部 裕司
鏃とベアーシャフトを過ぎる流れの数値シミュレ

ーション

共同研究 下山 幸治
低レイノルズ数領域での運動翼の動的空力特性推

算

共同研究 大林 茂 離島間を結ぶ飛行車両についての実現性の検討

共同研究 米村 茂
マイクロ・ナノスケールの表面構造による熱的駆

動力の研究

共同研究 内一 哲哉
による複合鉄基構造材料解析のためのシミ

ュレーション開発

共同研究 小原 拓
マイクロ・ナノスケールの温度場により物体に働

くクヌッセン力に関する研究

一般研究 廣田 真
圧縮性境界層流れの遷移予測と制御のための直接

数値解析

一般研究 徳増 崇
化学気相堆積法および原子層堆積法による成膜メ

カニズムの分子動力学的解析

一般研究 小林 秀昭
高圧雰囲気のガスタービン燃焼器内における液体

アンモニア噴霧燃焼に関する研究

一般研究 菊川 豪太
有機分子修飾界面におけるナノスケール熱輸送解

析

一般研究 岡島 淳之介 相変化熱流動のマルチスケール数値解析

一般研究 下山 幸治
小型・低負荷空調ユニットの熱流動可視化と高精

度予測及び最適化研究

一般研究 徳増 崇
イオンが混入した高分子電解質膜内部の イ

オン分布解析

一般研究 伊賀 由佳 
均質媒体モデルを用いた高速気液二相現象の数値

解析 

若手研究 阿部 圭晃 
モーフィングフラップを用いた翼後流渦列の能動

制御 

特定研究 石川 拓司 微生物懸濁液の数値シミュレーション 

－ －

区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

特定研究 澤田 惠介 
高次精度非構造格子法の高度化と航空宇宙分野に

おける活用 

継続・進行中のプロジェクト課題一覧

令和 年度末現在、継続・進行中のプロジェクト課題は次のとおりである。 

継続・進行中のプロジェクト課題一覧 
 

区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

一般研究 永井 大樹 
大気圏再突入カプセルの動的不安定現象に関する

研究

一般研究 中村 寿 
温度分布制御型マイクロフローリアクタを用いた

各種燃料・電解液溶媒・冷媒の燃焼特性に関する

研究

一般研究 森井 雄飛 
ガソリンエンジン高効率化に向けた異種燃料添加

による燃焼促進効果の調査

一般研究 服部 裕司 修正 法の応用研究

一般研究 服部 裕司 機械学習による乱流モデル開発のための基礎研究

一般研究 服部 裕司 
渦構造の不安定化過程の直接数値シミュレーショ

ン研究

一般研究 徳増 崇 
分子シミュレーションを用いた固体電解質／活物

質内 イオン輸送特性の解明

一般研究 徳増 崇 
次世代形燃料電池膜電極接合体内部の物質輸送に

関する数値シミュレーション

一般研究 徳増 崇 金属結晶内の炭素拡散に関する分子論的解析

一般研究 小林 秀昭 
スクラムジェット模擬燃焼器内部流における気流

境界層抽気時の水素 空気燃焼ガス噴射による燃

焼特性に関する数値解析

特定研究 河合 宗司 
航空宇宙工学に関わる圧縮性流体の高精度数値シ

ミュレーション研究

特定研究 岡部 朋永 
複合材料の熱・機械特性に関するマルチスケール

数値解析

特定研究 大西 直文 
低温弱衝突磁化プラズマ中の不安定輸送現象に関

する数値的研究

特定研究 大西 直文 
プラズマアクチュエータによる気流制御メカニズ

ム解明に向けた放電・流体の連成数値解析
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区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

特定研究 大西 直文 
無電極プラズマ推進システムの実用化に向けた数

値的研究 

特定研究 水藤 寛 大規模疎行列の通信隠蔽反復法の検討 
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区分 研究代表者名 プロジェクト課題 開始 終了

特定研究 大西 直文 
無電極プラズマ推進システムの実用化に向けた数

値的研究 

特定研究 水藤 寛 大規模疎行列の通信隠蔽反復法の検討 

－ －

論文発表

 平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

オリジナル論文 英語

オリジナル論文 英語以外

国際会議での発表

国内会議での発表

合 計

 

オリジナル論文とは、査読のある学術誌あるいはそれに相当する評価の高い学術誌、

等に掲載された査読付き原著論文、ショートノート、速報および招待論文、解

説論文などを指す。査読のない ､論文、講演要旨、アブストラクトなどは除外

する。

上記オリジナル論文に該当するものを除く。

著書・その他 *3

平成 年 平成 年 平成 年 令和元年 令和 年

解説・総説・大学紀要等

著 書

合 計

著書・その他の項目は 項に含まれないものである。
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４．研究交流

国際交流

国際会議等の主催

令和２年度に流体科学研究所の教員が主たる役割を果たして開催された国際会議

等の一覧を下表に示す。

開催期間 会 議 名 議長等
参加

人数
開催地

令和
小林秀昭 名

サウジアラビア

スワル

オンライン

令和 太田 信 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和 丸田 薫 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和

～
石本 淳 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和

～
石本 淳 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和
太田 信 名

宮城県

仙台市

オンライン

－46－



－ －

４．研究交流

国際交流

国際会議等の主催

令和２年度に流体科学研究所の教員が主たる役割を果たして開催された国際会議

等の一覧を下表に示す。

開催期間 会 議 名 議長等
参加

人数
開催地

令和
小林秀昭 名

サウジアラビア

スワル

オンライン

令和 太田 信 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和 丸田 薫 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和

～
石本 淳 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和

～
石本 淳 名

宮城県

仙台市

オンライン

令和
太田 信 名

宮城県

仙台市

オンライン

－ －

国際会議等への参加

（件数）

国際共同研究

（件数）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

個別共同研究

公募共同研究

リーダーシップ共同研究

合 計

 

国内交流

                                                      （件数） 

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

民間等との共同研究

受託研究等

寄附金

個別共同研究

公募共同研究

リーダーシップ共同研究

合 計

 

国立大学法人東北大学共同研究取扱規程に基づいて、民間機関等から研究者（共同研究員）

および研究経費等を受け入れて行った研究。

国立大学法人東北大学受託研究取扱規程等に基づき、他の公官庁または会社等から委託を

受けて行った研究。

国立大学法人東北大学寄附金事務取扱要項による寄附金。

上記 項に該当しない研究で、研究費或いは研究者の受け入れがあるか、または共著論文

（講演論文集等を含む）のある共同研究。公募共同研究およびリーダーシップ共同研究を

除く。

 

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

国外開催

国内開催

合 計
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－ －

５．経費の概要
運営費交付金

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

人件費

物件費

合 計

（ 単位：百万円 ）

外部資金

平成 年度＊ 平成 年度＊ 平成 年度＊ 令和元年度＊ 令和 年度＊

科学研究費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

預り補助金

寄附金

合 計

（ 単位：百万円 ＊間接経費を含む ）
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５．経費の概要
運営費交付金

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

人件費

物件費

合 計

（ 単位：百万円 ）

外部資金

平成 年度＊ 平成 年度＊ 平成 年度＊ 令和元年度＊ 令和 年度＊

科学研究費

受託研究費

共同研究費

受託事業費

預り補助金

寄附金

合 計

（ 単位：百万円 ＊間接経費を含む ）

 

－ －

科学研究費

平成 年度＊ 平成 年度＊ 平成 年度＊ 令和元年度＊ 令和 年度＊

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

基盤研究

基盤研究

基盤研究

基盤研究

挑戦的萌芽

研究

挑戦的研究

（萌芽）

若手研究

若手研究

若手研究

研究活動

ｽﾀｰﾄ支援

外国人特別

研究費

奨励研究

特別研究員

奨励費

新学術領域

研究

※国際共同

研究強化

国際共同

研究強化

合 計

（ 単位：千円 ＊間接経費を含む ）

※国際共同研究強化は研究期間の初年度に一括して交付が行われるため、金額については採択年度にのみ

計上している。

（１）研究課題
（単位：千円）

研究種目 代表者＊ 研究課題
令和２年度

交付金額
採択年度

基盤
寒川 誠二

量子ドットによる光電スピン情報変換基盤の構

築
平

寒川 誠二
無欠陥ナノ周期構造によるフォノン場制御を用

いた高移動度半導体素子
令２

基盤
大林 茂

非定常３次元渦流れの計測融合シミュレーショ

ン法の開発
平
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（単位：千円）

研究種目 代表者＊ 研究課題
令和２年度

交付金額
採択年度

基盤
佐藤 岳彦

先駆水和電子チャネル形成仮説による水中プラ

ズマ超高速電荷移動機構の学理構築
令元

太田 信
ヘルスケア衣環境のための光ファイバセンサを

導入したウェアラブルシステム
平

藤田 昂志
電気的マイクロデバイスによる動的空力制御の

研究とフライト実証
平

丸田 薫
光改質励起反応および非平衡過程活用による超

希薄燃焼のための革新的着火法の創成
令２

高奈 秀匡
低環境負荷シードフリー高効率 発電の高性

能化実証研究
令２

基盤
小宮 敦樹

タンパク質高品位結晶化の実現に向けた物質拡

散の時空間能動制御
平

早瀬 敏幸
核磁気共鳴画像計測融合血流シミュレーション

による血管内皮細胞のはく離予測 平

徳増 崇
固体高分子形燃料電池の高性能化に関する触媒

層内マルチスケール物質輸送現象の解明 平

内一 哲哉
渦電流磁気指紋信号の電磁解明と塑性ひずみ非

破壊評価法への適用 
平

船本 健一
血液脳関門模擬チップによる虚血再灌流障害の

機序解明と防止技術の開発 令元

船本 健一
ヒトウイルス受容体を介した血液脳関門突破機

構に基づくエクソソームの脳細胞標的化
令元

大谷 清伸
自由飛行物体にかかる非定常空気力を明らかに

する非定常マルチカラー 技術の実現
令２

中村 寿
アミノラジカル再結合反応の解明と高圧・高湿

条件のアンモニア燃焼反応モデルの開発 令２

小林 秀昭
高温高圧下における液体アンモニアおよびアン

モニア水溶液の噴霧燃焼実現と現象解明
令２

鈴木 杏奈
超臨界 フラクチャリングによる新たな地熱

開発の展開
令２

太田 信
プリンタ用 材料の構造および熱物性と適

応部位の解明
令２

基盤
大谷 清伸

種々音響インピーダンス材料閉空間を用いた新

規衝撃波発生手法の開発 平

山口 隆平 脳動脈瘤の進展・破裂抑止と弾性壁効果 令元

高奈 秀匡
微小流路でのナノ繊維静電配向機構の解明によ

る革新的セルロース単繊維創製法の確立 令元
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（単位：千円）

研究種目 代表者＊ 研究課題
令和２年度

交付金額
採択年度

基盤
佐藤 岳彦

先駆水和電子チャネル形成仮説による水中プラ

ズマ超高速電荷移動機構の学理構築
令元

太田 信
ヘルスケア衣環境のための光ファイバセンサを

導入したウェアラブルシステム
平

藤田 昂志
電気的マイクロデバイスによる動的空力制御の

研究とフライト実証
平

丸田 薫
光改質励起反応および非平衡過程活用による超

希薄燃焼のための革新的着火法の創成
令２

高奈 秀匡
低環境負荷シードフリー高効率 発電の高性

能化実証研究
令２

基盤
小宮 敦樹

タンパク質高品位結晶化の実現に向けた物質拡

散の時空間能動制御
平

早瀬 敏幸
核磁気共鳴画像計測融合血流シミュレーション

による血管内皮細胞のはく離予測 平

徳増 崇
固体高分子形燃料電池の高性能化に関する触媒

層内マルチスケール物質輸送現象の解明 平

内一 哲哉
渦電流磁気指紋信号の電磁解明と塑性ひずみ非

破壊評価法への適用 
平

船本 健一
血液脳関門模擬チップによる虚血再灌流障害の

機序解明と防止技術の開発 令元

船本 健一
ヒトウイルス受容体を介した血液脳関門突破機

構に基づくエクソソームの脳細胞標的化
令元

大谷 清伸
自由飛行物体にかかる非定常空気力を明らかに

する非定常マルチカラー 技術の実現
令２

中村 寿
アミノラジカル再結合反応の解明と高圧・高湿

条件のアンモニア燃焼反応モデルの開発 令２

小林 秀昭
高温高圧下における液体アンモニアおよびアン

モニア水溶液の噴霧燃焼実現と現象解明
令２

鈴木 杏奈
超臨界 フラクチャリングによる新たな地熱

開発の展開
令２

太田 信
プリンタ用 材料の構造および熱物性と適

応部位の解明
令２

基盤
大谷 清伸

種々音響インピーダンス材料閉空間を用いた新

規衝撃波発生手法の開発 平

山口 隆平 脳動脈瘤の進展・破裂抑止と弾性壁効果 令元

高奈 秀匡
微小流路でのナノ繊維静電配向機構の解明によ

る革新的セルロース単繊維創製法の確立 令元

 

－ －

（単位：千円）

研究種目 代表者＊ 研究課題
令和２年度

交付金額
採択年度

基盤
菊川 豪太

ソフトな有機表面材料によって発現する界面親

和性に関する分子論的メカニズムの解明 令元

太田 信
革新的脳血管治療デバイス：フローダイバータ

ーの省資源非臨床評価システムの構築 平

服部 裕司
大規模数値解析を用いた管楽器の発音機構の解

明とその応用 
令元

落合 直哉
超音波キャビテーションによる洗浄・殺菌の数

値予測に関する研究
令２

米村 茂
マイクロ・ナノスケールの表面構造を用いて熱

的に駆動する動力機構の構築 令２

小原 拓
液体熱物性の予測・設計を志向した分子動力学

データ基盤の確立 
令２

椋平 祐輔
坑井検層による地球物理データが導く微小地震

き裂面方向逆解析のベイズ統計学的展開
令元

挑戦的研

究（萌芽）
伊賀 由佳

油中析出実験と乱流解析による革新的キャビテ

ーションモデルの開発 
平

船本 健一
ヒト胎盤チップによる胎児機能不全の予防法の

探索 
平

三木 寛之
せん断塑性変形による三次元粉末造形技術の確

立 
令元

佐藤 岳彦
プラズマを利用したキャビテーション気泡内圧

力・ガス種リアルタイム同時計測 
令２

小林 秀昭
高圧ロケット燃焼における気液混相拡散火炎の

レーザー誘起蛍光計測の研究 
令２

若手研究
奥泉 寛之

回転する球状物体に作用する臨界レイノルズ数

付近の流体力計測 平

安西 眸
数値流体力学解析と 炎症のマッピングによ

る脳動脈瘤成長メカニズムの解明 平

焼野 藍子
非定常 非一様流れ大域的安定性解析による乱

流マルチスケール相互作用の解明
令元

馬渕 拓哉
反応分子動力学法を用いたアルカリ形燃料電池

用高イオン伝導性電解質膜の理論設計
令元

藤田 昂志
誘電エラストマ型柔軟膜翼の能動的形状制御に

よる空力性能向上
令元

阿部 圭晃
アーキテクチャに依存しない超高次精度かつ低

散逸の複雑形状周り非定常乱流数値解析
令元

宮内 優
多階層スケールの流動解析による赤血球と内皮

グリコカリックスの力学的相互作用の解明
令元
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（単位：千円）

研究種目 代表者＊ 研究課題
令和２年度

交付金額
採択年度

若手研究
数値計算による熱輸送特性の解明手法の確立 令２

研究活動

スタート

支援

神田 雄貴
革新的汚染土壌改質に向けた超臨界流体中の溶

解現象の高時空間分解能計測とモデル化
令２

令２

特別研究

員奨励費
常 新雨

撥水性多孔質を通過する凝縮流の素過程理解に

基づくループヒートパイプ凝縮器の機能化
平

村上 雄紀 燃料改質による 無排出エンジンの開発：分

子レベル反応の解明から自動性能予測へ
令元

上根 直也 分子流体工学および反応工学の融合解析による

法の成膜メカニズム解明
令２

髙橋伸太郎
超高精度燃焼反応モデル実現に向けた可燃性冷

媒の特異着火現象の解明
令２

吉村 僚一 ライダ観測データ同化および最適飛行制御を用

いた乱気流揺動低減技術の開発
令２

国際共同

研究強化

（ ）
丸田 薫 令元

内一 哲哉
マルテンサイト変態可視化システムと 線

による水素脆性メカニズムの解明
令元

計

＊ ：学外からの分担者分も含む

（２）採択率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

申請件数

採択件数

採択率

特別研究員奨励費を除く

継続を含む
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（単位：千円）

研究種目 代表者＊ 研究課題
令和２年度

交付金額
採択年度

若手研究
数値計算による熱輸送特性の解明手法の確立 令２

研究活動

スタート

支援

神田 雄貴
革新的汚染土壌改質に向けた超臨界流体中の溶

解現象の高時空間分解能計測とモデル化
令２

令２

特別研究

員奨励費
常 新雨

撥水性多孔質を通過する凝縮流の素過程理解に

基づくループヒートパイプ凝縮器の機能化
平

村上 雄紀 燃料改質による 無排出エンジンの開発：分

子レベル反応の解明から自動性能予測へ
令元

上根 直也 分子流体工学および反応工学の融合解析による

法の成膜メカニズム解明
令２

髙橋伸太郎
超高精度燃焼反応モデル実現に向けた可燃性冷

媒の特異着火現象の解明
令２

吉村 僚一 ライダ観測データ同化および最適飛行制御を用

いた乱気流揺動低減技術の開発
令２

国際共同

研究強化

（ ）
丸田 薫 令元

内一 哲哉
マルテンサイト変態可視化システムと 線

による水素脆性メカニズムの解明
令元

計

＊ ：学外からの分担者分も含む

（２）採択率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 令和元年度 令和 年度

申請件数

採択件数

採択率

特別研究員奨励費を除く

継続を含む

 

－ －

受託研究費
（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 事業名 研究題目 受入金額

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構
寒川 誠二

研究成果展開事業（ ）／

ディスプレイ向け フルカラー指

向性マイクロ の開発

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
鈴木 杏奈 

戦略的創造研究推進事業 ／

地下資源開発に資する「流れ」と「構

造」の逆解析

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
菊川 豪太 

戦略的創造研究推進事業（ ）／

分子修飾界面における固液・固体間

界面熱抵抗のナノスケール解析およ

びソフトな固液界面における界面親

和性の定量評価手法の開発

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
早瀬 敏幸 

研究成果展開事業 産学共創プラッ

トフォーム共同研究推進プログラム

（ ） ／生理学的データ統合シ

ステムの構築による生体埋込型・装

着型デバイス開発基盤の創出に関す

る国立大学法人東北大学による研究

開発

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
寒川 誠二 

戦略的創造研究推進事業（ ）／

超低損傷プロセス

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
小原 拓 

戦略的創造研究推進事業（ ）／

分子界面修飾とナノ熱界面材料によ

る固体接合界面熱抵抗低減

受託研究

独立行政法人石油

天然ガス・金属鉱物

資源機構 

伊藤 高敏 

国内石油天然ガスに係る地質調査・

メタンハイドレートの研究開発等事

業／液体遮水剤（水ガラス）のメタ

ンハイドレート貯留層への適用性検

討

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
菊川 豪太 

戦略的イノベーション創造プログラ

ム（ ）第 期「統合型材料開発シ

ステムによるマテリアル革命」／高

分子材料の硬化反応に伴う架橋ネッ

トワーク形成に関する反応散逸粒子

動力学シミュレーション技術開発

受託研究

技術研究組合リチ

ウムイオン電池材

料評価研究センタ

ー 

徳増 崇 

先進・革新蓄電池材料評価技術開発

（第 期）／分子シミュレーション

を用いた固体電解質 活物質内 イ

オン輸送特性の解明 

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 寒川 誠二 国際科学技術協力基盤整備事業／

における超低損傷加工
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－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 事業名 研究題目 受入金額

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

丸田 薫 

先導研究プログラム/エネルギ

ー・環境新技術先導研究プログラム

／自動車の早期低炭素化を実現する

内燃機関／燃料組成の開発 

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

徳増 崇 

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向け

た共通課題解決型産学官連携研究開

発事業／共通課題解決型基盤技術開

発／高効率・高出力・高耐久 を

実現する革新的材料の研究開発事業

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

大林 茂 

次世代複合材創製・成形技術開発／

研究開発項目①複合材時代の理想機

体構造を実現する機体設計技術の開

発

受託研究
国立研究開発法人

海洋研究開発機構 
大林 茂 

科学技術試験研究委託事業／風と流

れのプラットフォーム

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

小林 秀昭 

カーボンリサイクル・次世代火力発

電等技術開発／次世代火力発電技術

推進事業 アンモニア混焼火力発電

技術の先導研究 液体アンモニア直

接噴霧ガスタービンシステムの研究

開発

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

伊藤 高敏 

超臨界地熱発電技術研究開発／臨界

地熱資源への調査井掘削に資する革

新的技術開発／二重解放コアを用い

た地殻応力測定法の研究開発

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

大林 茂 

先導研究プログラム エネルギ

ー・環境新技術先導研究プログラム

／航空分野における現行接合以上の

信頼性を達成するマルチマテリアル

接合・最適成形技術の開発

受託研究

国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 
伊藤 高敏 

国内石油天然ガスに係る地質調査・

メタンハイドレートの研究開発等事

業／大水深浅層未固結砂泥堆積層に

対するフラクチャリング有効性評価

受託研究

国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 
大谷 清伸 弾道飛行装置を用いた超音速飛翔体

近傍場圧力計測手法の研究（その３）

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 
徳増 崇 

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向け

た共通課題解決型産学官連携研究開

発事業／共通課題解決型基盤技術開

発／長寿命化・高性能化達成のため

の設計シミュレーターの開発

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
早瀬 敏幸 

研究成果展開事業 センター・オブ・

イノベーション プログラム

さりげないセンシングと日常人間ド

ック
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－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 事業名 研究題目 受入金額

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

丸田 薫 

先導研究プログラム/エネルギ

ー・環境新技術先導研究プログラム

／自動車の早期低炭素化を実現する

内燃機関／燃料組成の開発 

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

徳増 崇 

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向け

た共通課題解決型産学官連携研究開

発事業／共通課題解決型基盤技術開

発／高効率・高出力・高耐久 を

実現する革新的材料の研究開発事業

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

大林 茂 

次世代複合材創製・成形技術開発／

研究開発項目①複合材時代の理想機

体構造を実現する機体設計技術の開

発

受託研究
国立研究開発法人

海洋研究開発機構 
大林 茂 

科学技術試験研究委託事業／風と流

れのプラットフォーム

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

小林 秀昭 

カーボンリサイクル・次世代火力発

電等技術開発／次世代火力発電技術

推進事業 アンモニア混焼火力発電

技術の先導研究 液体アンモニア直

接噴霧ガスタービンシステムの研究

開発

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

伊藤 高敏 

超臨界地熱発電技術研究開発／臨界

地熱資源への調査井掘削に資する革

新的技術開発／二重解放コアを用い

た地殻応力測定法の研究開発

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 

大林 茂 

先導研究プログラム エネルギ

ー・環境新技術先導研究プログラム

／航空分野における現行接合以上の

信頼性を達成するマルチマテリアル

接合・最適成形技術の開発

受託研究

国立研究開発法人

産業技術総合研究

所 
伊藤 高敏 

国内石油天然ガスに係る地質調査・

メタンハイドレートの研究開発等事

業／大水深浅層未固結砂泥堆積層に

対するフラクチャリング有効性評価

受託研究

国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 
大谷 清伸 弾道飛行装置を用いた超音速飛翔体

近傍場圧力計測手法の研究（その３）

受託研究

国立研究開発法人

新エネルギー・産業

技術総合開発機構 
徳増 崇 

燃料電池等利用の飛躍的拡大に向け

た共通課題解決型産学官連携研究開

発事業／共通課題解決型基盤技術開

発／長寿命化・高性能化達成のため

の設計シミュレーターの開発

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
早瀬 敏幸 

研究成果展開事業 センター・オブ・

イノベーション プログラム

さりげないセンシングと日常人間ド

ック

 

－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 事業名 研究題目 受入金額

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
鈴木 杏奈 

プログラム 若手デジタル連携

研究（地域資源に対する社会受容性

の向上とスムーズな合意形成を加速

させるデータ駆動型ネットワークモ

デルの開発

受託研究 文部科学省 内一 哲哉 

国家課題対応型研究開発推進事業

（英知を結集した原子力科学技術・

人材育成推進事業）

配管減肉のモニタリングと予測に基

づく配管システムのリスク管理

受託研究
国立研究開発法人

科学技術振興機構 
武田 翔 

研究成果展開事業 センター・オブ・

イノベーション プログラム

ポストコロナ社会を健やかに過ごす

ためのウェアラブルヘルスモニタリ

ング複合センサ開発に向けた基盤研

究

受託研究

独立行政法人石油

天然ガス・金属鉱物

資源機構 

鈴木 杏奈 

地熱発電技術に関する委託研究「地

熱貯留層評価・管理技術」における

トレーサ解析業務

計
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－ －

共同研究費
（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

共同研究 民間共同研究 石本 淳 

クリーニング装置ノズル部で

の微小固体 粒子生成過程のシ

ミュレーション技術に関する共同

研究

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 
バイオナノ材料を用いた太陽電池

素材の開発

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 

プラズマエッチングにおけるフロ

ロカーボンポリマー制御方法に関

する研究

共同研究 民間共同研究 太田 信 

共同研究 民間共同研究 丸田 薫 
燃料の分子構造と点火から火炎伝

播の促進に関する研究

共同研究 民間共同研究 小宮 敦樹 
熱分布や振動を排除した空間での

ウイスキー熟成

共同研究 
国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 
中村 寿 

炭化水素燃料の反応機構簡易化手

法に関する研究 

共同研究 民間共同研究 小宮 敦樹 材料の放射特性評価技術の開発

共同研究 民間共同研究 中村 寿 
廃棄物焼却炉における 生成挙

動の解明

共同研究 民間共同研究 下山 幸治 
流体工学におけるトポロジー最適

化を応用した 製造製品の研究

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
計算機シミュレーションを活用し

たノズルの新規開発

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 エッチング加工の量産技術開発 

共同研究 民間共同研究 内一 哲哉 
炭素繊維強化プラスチックの線維

配向検査技術の開発 

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
水流シミュレーションによる水ア

トマイズノズルの新規開発 

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
光ファイバー内蔵孔井内分布型流

量計の新規開発 

共同研究 
国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 

永井 大樹 極低温における熱制御技術 
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－ －

共同研究費
（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

共同研究 民間共同研究 石本 淳 

クリーニング装置ノズル部で

の微小固体 粒子生成過程のシ

ミュレーション技術に関する共同

研究

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 
バイオナノ材料を用いた太陽電池

素材の開発

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 

プラズマエッチングにおけるフロ

ロカーボンポリマー制御方法に関

する研究

共同研究 民間共同研究 太田 信 

共同研究 民間共同研究 丸田 薫 
燃料の分子構造と点火から火炎伝

播の促進に関する研究

共同研究 民間共同研究 小宮 敦樹 
熱分布や振動を排除した空間での

ウイスキー熟成

共同研究 
国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 
中村 寿 

炭化水素燃料の反応機構簡易化手

法に関する研究 

共同研究 民間共同研究 小宮 敦樹 材料の放射特性評価技術の開発

共同研究 民間共同研究 中村 寿 
廃棄物焼却炉における 生成挙

動の解明

共同研究 民間共同研究 下山 幸治 
流体工学におけるトポロジー最適

化を応用した 製造製品の研究

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
計算機シミュレーションを活用し

たノズルの新規開発

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 エッチング加工の量産技術開発 

共同研究 民間共同研究 内一 哲哉 
炭素繊維強化プラスチックの線維

配向検査技術の開発 

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
水流シミュレーションによる水ア

トマイズノズルの新規開発 

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
光ファイバー内蔵孔井内分布型流

量計の新規開発 

共同研究 
国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 

永井 大樹 極低温における熱制御技術 

 

－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

共同研究 民間共同研究 伊賀 由佳 

流体機械性能予測への応用も考慮

したキャビテーション流れ解析技

術に関する研究 

共同研究 民間共同研究 太田 信 

ヒト軟組織の機械的特性と摩擦挙

動を再現する臓器モデルを造形す

るためのハイドロゲル プリン

タの開発

共同研究 民間共同研究 太田 信 
血管モデルの製造プロセス

開発とその評価

共同研究 民間共同研究 石本 淳 先端ろう付け解析技術の構築 

共同研究 
国立研究開発法人

宇宙航空研究開発

機構 

小林 秀昭 

ロケットエンジン燃焼器内計測に

おける定量化手法の構築に関する

研究

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 
、 、 、 及び ガス

を用いた微細加工技術の研究

共同研究 民間共同研究 内一 哲哉 
配管減肉モニタリングによる配管

破損確率評価（その２）

共同研究 民間共同研究 小原 拓 
分子動力学的手法による液体置換

挙動の解明

共同研究 民間共同研究 石本 淳 
他に先駆けた、トライボロジ解析

ソルバの開発

共同研究 民間共同研究 下山 幸治 サブオービタル宇宙飛行機の開発

共同研究 民間共同研究 丸田 薫 

高圧縮・高膨張比ガソリンエンジ

ン実現のための燃焼反応メカニズ

ムの解明

共同研究 民間共同研究 下山 幸治 サブオービタル宇宙飛行機の開発

共同研究 民間共同研究 大林 茂 
流体シミュレーションのデータ同

化に関する研究 

共同研究 民間共同研究 安西 眸 
流体シミュレーション計算による

観劇に関するコロナ対策検証 

共同研究 民間共同研究 中村 寿 
アンモニア 混焼に関する基礎

研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 中村 寿 
次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 民間共同研究 石本 淳 先端ダイキャスト 解析技術の

開発
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－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
丸田 薫 

次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
丸田 薫 

次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
中村 寿 

次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
森井 雄飛 

萌芽的研究（燃焼）：数値解析

を用いたナノ秒パルス放電プラズ

マを用いた着火現象の基礎研究

共同研究 民間共同研究 早川 晃弘 炎光のシミュレーション

共同研究 民間共同研究 菊川 豪太 
分子動力学による接着シミュレー

ション

共同研究 民間共同研究 大林 茂 

小型・低負荷空調ユニットの熱流

動可視化と高精度予測及び最適化

研究

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 
ナノサイズ表面構造が発現する特

性の調査研究

共同研究 民間共同研究 中村 寿 
都市ガス火炎を対象とした簡略化

反応機構の検討

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
森井 雄飛 

萌芽的研究（燃焼）：量子コン

ピュータへの適用に向けた格子ボ

ルツマン法の燃焼場への応用

共同研究 民間共同研究 安西 眸 
外科手術のための医療 画像支

援システムの開発 

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 エッチング加工の量産技術開発 

共同研究 民間共同研究 高奈 秀匡 
家庭用不織布マスクの微粒子飛散

抑止効果の検証 

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 

上 の低損傷エッチングの

均一性及び再現性向上に関する研

究

共同研究 一般財団法人日本

宇宙フォーラム 
丸田 薫 

燃焼の限界に関する統一理論構築

のための極低流速・低ルイス数対

向流火炎 

共同研究 民間共同研究 佐藤 岳彦 

大気圧プラズマ流による高加速寿

命試験装置内混送流の挙動の解析

に関する研究 
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－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
丸田 薫 

次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
丸田 薫 

次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
中村 寿 

次世代自動車等の開発加速化に係

るシミュレーション基盤構築に関

連した研究

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
森井 雄飛 

萌芽的研究（燃焼）：数値解析

を用いたナノ秒パルス放電プラズ

マを用いた着火現象の基礎研究

共同研究 民間共同研究 早川 晃弘 炎光のシミュレーション

共同研究 民間共同研究 菊川 豪太 
分子動力学による接着シミュレー

ション

共同研究 民間共同研究 大林 茂 

小型・低負荷空調ユニットの熱流

動可視化と高精度予測及び最適化

研究

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 
ナノサイズ表面構造が発現する特

性の調査研究

共同研究 民間共同研究 中村 寿 
都市ガス火炎を対象とした簡略化

反応機構の検討

共同研究 自動車用内燃機関

技術研究組合 
森井 雄飛 

萌芽的研究（燃焼）：量子コン

ピュータへの適用に向けた格子ボ

ルツマン法の燃焼場への応用

共同研究 民間共同研究 安西 眸 
外科手術のための医療 画像支

援システムの開発 

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 エッチング加工の量産技術開発 

共同研究 民間共同研究 高奈 秀匡 
家庭用不織布マスクの微粒子飛散

抑止効果の検証 

共同研究 民間共同研究 寒川 誠二 

上 の低損傷エッチングの

均一性及び再現性向上に関する研

究

共同研究 一般財団法人日本

宇宙フォーラム 
丸田 薫 

燃焼の限界に関する統一理論構築

のための極低流速・低ルイス数対

向流火炎 

共同研究 民間共同研究 佐藤 岳彦 

大気圧プラズマ流による高加速寿

命試験装置内混送流の挙動の解析

に関する研究 

 

－ －

（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

共同研究 民間共同研究 小原 拓 
分子動力学的手法による液体置換

挙動の解明 

共同研究 民間共同研究 永井 大樹 
自励振動ヒートパイプの作動液挙

動シミュレータの開発（ ）

共同研究 民間共同研究 佐藤 岳彦 
大気圧プラズマの応用に関わる研

究 

計
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－ －

受託事業費
（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 事業名 研究題目 受入金額

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会 
太田 信 

令和２年度二国間交流事業（マレ

ーシアとの共同研究） 

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会
小宮 敦樹 

令和２年度二国間交流事業（南ア

フリカとの共同研究） 

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会 
小宮 敦樹 

令和２年度国際共同研究事業（中

国との国際共同研究プログラム） 

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会 
馬渕 拓哉 

令和２年度二国間交流事業（イン

ドネシア との共同研究）

受託事業

国立研究開発法

人科学技術振興

機構 

馬渕 拓哉 
さくらサイエンスプラン（日本・ア

ジア青少年サイエンス交流事業）

受託事業
（独立行政法

人国際協力機構）
服部 裕司

令和２年度インド工科大学ハイデ

ラバード校日印産学研究ネットワ

ーク構築支援プロジェクト（流体

研） 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 
エレクトロスピニングにおける紡

糸条件及び紡糸性の関係解明並び

にその因子計測システムの構築

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 マスク性能評価 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 

ナノ結晶薄帯製造における熱流体

シミュレーション技術に関する指

導 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 医療用マスクの製造 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 

エレクトロスピニングにおける紡

糸条件及び紡糸性の関係解明並び

にその因子計測システムの構築 

計

 
 
 
 

－60－



 

－ －

受託事業費
（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 事業名 研究題目 受入金額

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会 
太田 信 

令和２年度二国間交流事業（マレ

ーシアとの共同研究） 

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会
小宮 敦樹 

令和２年度二国間交流事業（南ア

フリカとの共同研究） 

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会 
小宮 敦樹 

令和２年度国際共同研究事業（中

国との国際共同研究プログラム） 

受託事業
独立行政法人日

本学術振興会 
馬渕 拓哉 

令和２年度二国間交流事業（イン

ドネシア との共同研究）

受託事業

国立研究開発法

人科学技術振興

機構 

馬渕 拓哉 
さくらサイエンスプラン（日本・ア

ジア青少年サイエンス交流事業）

受託事業
（独立行政法

人国際協力機構）
服部 裕司

令和２年度インド工科大学ハイデ

ラバード校日印産学研究ネットワ

ーク構築支援プロジェクト（流体

研） 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 
エレクトロスピニングにおける紡

糸条件及び紡糸性の関係解明並び

にその因子計測システムの構築

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 マスク性能評価 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 

ナノ結晶薄帯製造における熱流体

シミュレーション技術に関する指

導 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 医療用マスクの製造 

学術指導 民間企業 高奈 秀匡 

エレクトロスピニングにおける紡

糸条件及び紡糸性の関係解明並び

にその因子計測システムの構築 

計

 
 
 
 

 

－ －

預り補助金
（単位：千円）

種目 相手機関等 研究代表者 研究事項 受入金額

預り補助金

公益財団法人

ふくい産業支援

センター

石本 淳

戦略的基盤技術高度化支援事業 サ

ポイン

中小企業経営支援等対策費補助金

「微量液滴アトマイズ法による金

属粉末の革新的製造技術開発」

計

寄附金の受入

一般社団法人日本鉄鋼協会 一般社団法人ターボ機械協会

株式会社東北テクノアーチ 株式会社ダイセル

公益財団法人マツダ財団

石油資源開発株式会社 技術本部 技術研究所 公益財団法人スズキ財団

応用地質株式会社 エネルギー事業部 一般財団法人 機器研究会

公益財団法人インテリジェント・コスモス学術振興財

東京エレクトロン テクノロジーソリューションズ株式会社

計 千円
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－ －

６．受賞等

学会賞等（教職員）

 
氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究

受賞

年月日

椋平 祐輔 令和 年度科学技術分野の文

部科学大臣表彰若手科学者賞

地下開発時の誘発地震の発生機構

解明と抑制技術に関する研究

手塚 卓也 令和 年度科学技術分野の文

部科学大臣表彰研究支援賞

温度分布制御マイクロリアクタに

よる反応動力学研究への貢献

髙山 和喜 瑞宝中綬章 長年にわたる学術研究ならびに教

育に対する功労とその顕著な功績

年度日本伝熱学会学術

賞

分子動力学解析を介したミクロな

力学と熱力学の統合による濡れの

物理の解明

鈴木 杏奈 会頭特

別賞

地域社会の問題解決に向けた積極

果敢な活動を通じて社会に持続的

なインパクトを与えることのでき

る地域に好循環を起こす若者と認

められた

西山 秀哉 年度日本混相流学会業績

賞

混相プラズマ流動の学理構築とそ

の先端応用

岡島 淳之介 ターボ機械協会小宮功労賞 ターボ機械協会活動で活躍した若

手会員を報奨するための若手功労

表彰

徳増 崇 年度日本機械学会流体

工学部門一般表彰（フロンテ

ィア表彰）

分子スケールの流動現象の数値シ

ミュレーションを次世代電池の技

術開発に応用するなど、流体工学分

野において先駆的・先導的な役割を

果たした

小林 秀昭 年度日本燃焼学会論文賞 詳細反応機構を用いたアンモニア

／天然ガス混焼ガスタービン燃焼

器の低 燃焼方法に関する研究

小林 秀昭

早川 晃弘

年度日本燃焼学会論文賞

太田 信 日本機械学会フェロー 機械及び機械システムとその関連

分野において顕著な貢献
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－ －

６．受賞等

学会賞等（教職員）

 
氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究

受賞

年月日

椋平 祐輔 令和 年度科学技術分野の文

部科学大臣表彰若手科学者賞

地下開発時の誘発地震の発生機構

解明と抑制技術に関する研究

手塚 卓也 令和 年度科学技術分野の文

部科学大臣表彰研究支援賞

温度分布制御マイクロリアクタに

よる反応動力学研究への貢献

髙山 和喜 瑞宝中綬章 長年にわたる学術研究ならびに教

育に対する功労とその顕著な功績

年度日本伝熱学会学術

賞

分子動力学解析を介したミクロな

力学と熱力学の統合による濡れの

物理の解明

鈴木 杏奈 会頭特

別賞

地域社会の問題解決に向けた積極

果敢な活動を通じて社会に持続的

なインパクトを与えることのでき

る地域に好循環を起こす若者と認

められた

西山 秀哉 年度日本混相流学会業績

賞

混相プラズマ流動の学理構築とそ

の先端応用

岡島 淳之介 ターボ機械協会小宮功労賞 ターボ機械協会活動で活躍した若

手会員を報奨するための若手功労

表彰

徳増 崇 年度日本機械学会流体

工学部門一般表彰（フロンテ

ィア表彰）

分子スケールの流動現象の数値シ

ミュレーションを次世代電池の技

術開発に応用するなど、流体工学分

野において先駆的・先導的な役割を

果たした

小林 秀昭 年度日本燃焼学会論文賞 詳細反応機構を用いたアンモニア

／天然ガス混焼ガスタービン燃焼

器の低 燃焼方法に関する研究

小林 秀昭

早川 晃弘

年度日本燃焼学会論文賞

太田 信 日本機械学会フェロー 機械及び機械システムとその関連

分野において顕著な貢献

 
 
 
 

 

－ －

講演賞等（教職員）

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

小宮 敦樹

渡邉 崚

守谷 修一

令和元年度日本機械学会熱工

学部門講演論文表彰

神田 雄貴

藤田 昂志 第 回宇宙科学技術連合講演

会若手奨励賞優秀論文

光学式モーションキャプチャによる

慣性センサの精度評価

 
 

学会賞等（学生等）

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

杉田 透 東北大学 周年フォトコン

テスト（秋冬）入賞

プラズマが照らす夜

Prix de thèse 2019

Mobilité

伊神 翼 自動車技術会

大学院研究奨励賞

低速風洞におけるカーボンナノチュ

ーブ感温塗料を用いた動的な境界層

遷移計測の評価

木村 周平 工学部長賞 学部 年間における成績優秀な学生

を表彰

松原 幸世 工学部長賞 学部 年間における成績優秀な学生

を表彰

伊神 翼 東北大学総長賞 本学の教育目標にかない、かつ、学

業成績が特に優秀な学生を表彰

槙井 大輝 機械機能創成専攻長賞 卓越した学業成績であると認められ

た機械機能創成専攻の大学院修了生

を表彰

曽根 一輝 日本機械学会畠山賞 年制大学機械系学科卒業者で人

格、学業ともに優秀な学生を表彰
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－ －

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

木幡 明日花 日本機械学会畠山賞 年制大学機械系学科卒業者で人

格、学業ともに優秀な学生を表彰

乗松 慧生 日本機械学会畠山賞 年制大学機械系学科卒業者で人

格、学業ともに優秀な学生を表彰

楊 寧 日本機械学会三浦賞 日本国内の大学院機械工学系の当該

年度修了者で、人格、学業ともに最

も優秀と認められた学生を表彰

 
 

講演賞等（学生等）

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

伊神 翼 第 回可視化情報シンポジウ

ム

学生プレゼンテーションコン

テスト・ベストプレゼンテーシ

ョン賞

非定常 計測における動的モード

分解のデータ取得条件の調査

石川 恭平

青木 晃司 第 回環境科学討論会

優秀ポスター賞

水圧による断層すべり挙動解明の為

の 解析を用いた実験的研究

村上 雄紀

山下 裕史

周 新武
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－ －

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

木幡 明日花 日本機械学会畠山賞 年制大学機械系学科卒業者で人

格、学業ともに優秀な学生を表彰

乗松 慧生 日本機械学会畠山賞 年制大学機械系学科卒業者で人

格、学業ともに優秀な学生を表彰

楊 寧 日本機械学会三浦賞 日本国内の大学院機械工学系の当該

年度修了者で、人格、学業ともに最

も優秀と認められた学生を表彰

 
 

講演賞等（学生等）

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

伊神 翼 第 回可視化情報シンポジウ

ム

学生プレゼンテーションコン

テスト・ベストプレゼンテーシ

ョン賞

非定常 計測における動的モード

分解のデータ取得条件の調査

石川 恭平

青木 晃司 第 回環境科学討論会

優秀ポスター賞

水圧による断層すべり挙動解明の為

の 解析を用いた実験的研究

村上 雄紀

山下 裕史

周 新武

 
 
 
 

 

－ －

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

田中 寛人

安達 拓矢

濱島 優大 日本航空宇宙学会北部支部

年講演会ならびに第２回

再使用型宇宙輸送系シンポジ

ウム学生賞

低速域における次世代再突入カプセ

ル表面の流れ場の可視化

中山 愛理 Ä

張 書睿 日本非破壊検査協会 安全・安

心な社会を築く先進材料・非破

壊計測技術ミニシンポジウム

新進賞

竹下 直輝 日本非破壊検査協会 安全・安

心な社会を築く先進材料・非破

壊計測技術ミニシンポジウム

新進賞

電磁パルス音響法による金属 金属

接着接合マルチマテリアル

 
 

その他

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

菊川豪太 東北大学ディスティングイッ

シュトリサーチャー

有機分子修飾技術による単分子層で

の界面特性のコントロール

高奈秀匡 東北大学ディスティングイッ

シュトリサーチャー

機能性流体工学を基盤とした環境お

よび新材料創製への応用展開

中村 寿 東北大学ディスティングイッ

シュトリサーチャー

ゼロエミッション燃焼と発火ゼロへ

の挑戦

船本 健一 東北大学ディスティングイッ

シュトリサーチャー

生体内現象の再現と細胞動態の制御

－生体模擬チップで病気・障害のメ

カニズムを解明する－

椋平祐輔 東北大学ディスティングイッ

シュトリサーチャー

地下開発時の誘発地震の発生機構解

明と抑制技術に関する研究
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－ －

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

大林 茂 東北大学リサーチプロフェッ

サー

専門分野において高い研究業績を有

し、かつ一定額以上の外部資金獲得

が見込まれる者又は一定額以上の資

金が措置される特定プロジェクトの

代表者その他特定プロジェクトにお

いて中心的な役割を担う教授に対

し、その活動をサポートする
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－ －

氏 名 受賞名（機関・団体） 受 賞 対 象 の 研 究
受賞

年月日

大林 茂 東北大学リサーチプロフェッ

サー

専門分野において高い研究業績を有

し、かつ一定額以上の外部資金獲得

が見込まれる者又は一定額以上の資

金が措置される特定プロジェクトの

代表者その他特定プロジェクトにお

いて中心的な役割を担う教授に対

し、その活動をサポートする

 
 

 

－ －

７．教育活動

大学院研究科・専攻担当

本研究所の教員は、東北大学大学院工学研究科・環境科学研究科・情報科学研究科・

医工学研究科に所属し、各専攻の大学院生の講義および研究指導を行っている。

（研究科） （専 攻） （担 当 教 員）

工学 機械機能創成 准教授 高奈 秀匡

教授 小宮 敦樹

教授 伊賀 由佳

教授 内一 哲哉

教授 丸田 薫 准教授 中村 寿

准教授 三木 寛之

教授 佐藤 岳彦

ファインメカニクス 教授 小原 拓

准教授 菊川 豪太

准教授 米村 茂

教授 徳増 崇

教授 寒川 誠二

航空宇宙工学 教授 大林 茂

准教授 下山 幸治

教授 小林 秀昭 准教授 早川 晃弘

教授 永井 大樹

環境科学 先進社会環境学 教授 伊藤 高敏

情報科学 システム情報科学 教授 石本 淳

応用情報科学 教授 服部 裕司 准教授 廣田 真

医工学 医工学 教授 早瀬 敏幸 准教授 船本 健一

教授 太田 信
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－ －

大学院担当授業一覧

（研究科） （科 目） （担 当 教 員）

工学 基盤流体力学 佐藤 岳彦・永井 大樹・服部 裕司

工学 熱科学・工学 小林 秀昭・丸田 薫・中村 寿

工学 熱科学・工学 小原 拓・小宮 敦樹・菊川 豪太

工学 生物の構造と機能 太田 信

工学 機械システム保全学 内一 哲哉・三木 寛之

工学 衛星工学 永井 大樹

工学 数理流体力学 服部 裕司・廣田 真

工学 流体設計情報学 大林 茂・下山 幸治

工学 バイオメカニクス特別講義Ⅰ 太田 信

工学 機能性流体工学 佐藤 岳彦・高奈 秀匡

工学・情報科学 応用流体力学 石本 淳・伊賀 由佳

工学・情報科学 数理流体力学 服部 裕司・廣田 真

工学・環境科学 地殻エネルギー抽出工学 伊藤 高敏

工学 エネルギー学セミナー
丸田 薫・内一 哲哉・伊賀 由佳・小宮 敦樹・

高奈 秀匡・中村 寿・三木 寛之

工学 知的メカノシステム工学セミナー 佐藤 岳彦・早瀬 敏幸・太田 信・船本 健一

工学 ナノメカニクスセミナー 小原 拓・徳増 崇・寒川 誠二・菊川 豪太

工学 航空システムセミナー 大林 茂・永井 大樹・下山 幸治

工学 宇宙システムセミナー 小林 秀昭

工学 知能流体システム学特論 佐藤 岳彦・丸田 薫・小宮 敦樹

工学 ナノ流動学特論 徳増 崇

環境科学 エネルギー資源学特論 伊藤 高敏

環境科学 国際エネルギー環境学特論 伊藤 高敏

情報科学 システム情報科学ゼミナール 石本 淳

情報科学 システム情報科学研修 石本 淳

情報科学 システム情報科学研修 石本 淳

情報科学 応用情報科学ゼミナール 服部 裕司・廣田 真

情報科学 応用情報科学研修 服部 裕司・廣田 真

情報科学 応用情報科学研修 服部 裕司・廣田 真

医工学 医工材料力学 太田 信

医工学 生体力学 太田 信

医工学
医療機器レギュラトリ―サイエン

ス
早瀬 敏幸・太田 信・船本健一

医工学 生体流動システム医工学特論 早瀬 敏幸・太田 信・船本健一
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－ －

大学院担当授業一覧

（研究科） （科 目） （担 当 教 員）

工学 基盤流体力学 佐藤 岳彦・永井 大樹・服部 裕司

工学 熱科学・工学 小林 秀昭・丸田 薫・中村 寿

工学 熱科学・工学 小原 拓・小宮 敦樹・菊川 豪太

工学 生物の構造と機能 太田 信

工学 機械システム保全学 内一 哲哉・三木 寛之

工学 衛星工学 永井 大樹

工学 数理流体力学 服部 裕司・廣田 真

工学 流体設計情報学 大林 茂・下山 幸治

工学 バイオメカニクス特別講義Ⅰ 太田 信

工学 機能性流体工学 佐藤 岳彦・高奈 秀匡

工学・情報科学 応用流体力学 石本 淳・伊賀 由佳

工学・情報科学 数理流体力学 服部 裕司・廣田 真

工学・環境科学 地殻エネルギー抽出工学 伊藤 高敏

工学 エネルギー学セミナー
丸田 薫・内一 哲哉・伊賀 由佳・小宮 敦樹・

高奈 秀匡・中村 寿・三木 寛之

工学 知的メカノシステム工学セミナー 佐藤 岳彦・早瀬 敏幸・太田 信・船本 健一

工学 ナノメカニクスセミナー 小原 拓・徳増 崇・寒川 誠二・菊川 豪太

工学 航空システムセミナー 大林 茂・永井 大樹・下山 幸治

工学 宇宙システムセミナー 小林 秀昭

工学 知能流体システム学特論 佐藤 岳彦・丸田 薫・小宮 敦樹

工学 ナノ流動学特論 徳増 崇

環境科学 エネルギー資源学特論 伊藤 高敏

環境科学 国際エネルギー環境学特論 伊藤 高敏

情報科学 システム情報科学ゼミナール 石本 淳

情報科学 システム情報科学研修 石本 淳

情報科学 システム情報科学研修 石本 淳

情報科学 応用情報科学ゼミナール 服部 裕司・廣田 真

情報科学 応用情報科学研修 服部 裕司・廣田 真

情報科学 応用情報科学研修 服部 裕司・廣田 真

医工学 医工材料力学 太田 信

医工学 生体力学 太田 信

医工学
医療機器レギュラトリ―サイエン

ス
早瀬 敏幸・太田 信・船本健一

医工学 生体流動システム医工学特論 早瀬 敏幸・太田 信・船本健一

 

－ －

大学院生等の受入

本研究所教員による大学院学生等の受入数を以下に示す。

大学院学生・研究生

 平成
年度

平成
年度

平成
年度

令和
元年度

令和
年度

 大学院前期課程

 大学院後期課程

 研究生

 合計

 
 

研究員
 
 平成

年度
平成

年度
平成

年度
令和

元年度
令和

年度

 特別研究員

 特別研究員

 特別研究員

 外国人特別研究員

 合計

・

 平成
年度

平成
年度

平成
年度

令和
元年度

令和
年度

 （流体科学研究所）

 （卓越した大学院

拠点形成支援補助金）

 合計

修士論文

（題 目） （著 者） 指導教員

工学研究科 機械機能創成専攻   

（ プロー

ブを用いた渦電流試験による磁性構造材料における亀裂の長さサイ

ジング）

張 書睿 内一 哲哉
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－ －

（題 目） （著 者） 指導教員

（窪みを有する壁面近傍における単

一気泡崩壊の流体・材料連成数値解析）

槙井 大輝 伊賀 由佳

電磁超音波共鳴法を用いた配管減肉評価の信頼度推定 岩田 大輝 内一 哲哉

楕円偏光法を用いた微小液滴先行薄膜の濡れ挙動の評価 岡沢 真也 小宮 敦樹

衝突噴流による広範レイリー数自然対流の温度境界層制御 小笠原 直人 小宮 敦樹

翼形のキャビテーション非定常特性に対する能動・受動

制御手法の検討

落合 貴穂 伊賀 由佳

液体ロケットターボポンプに発生するキャビテーション不安定現象

のスリットインデューサによる抑制

金丸 萌菜 伊賀 由佳

渦電流磁気指紋法による炭素鋼の残留応力評価のメカニズム 喜多 青葉 内一 哲哉

温間圧縮せん断法を用いた純銅粉末成形材の機械的特性に及ぼす加

工組織の影響

小柴 悠輔 三木 寛之

ナノ秒パルス放電プラズマを用いた炭化水素燃料の着火過程に関す

る数値的研究

鈴木 麻友 丸田 薫

圧縮せん断法による 複合金属素粉末の合金組織形成と材料特

性の評価

高橋 拓馬 三木 寛之

パルス電気刺激に対する細胞応答のタイムラプス解析 多田 隼都 佐藤 岳彦

簡略化熱モデルによる極低温キャビテーション流れの熱力学的抑制

効果に関する数値解析

中野 仁暉 伊賀 由佳

高温水キャビテーション内部温度計測による熱力学的抑制効果に関

する実験的研究

羽入田 卓 伊賀 由佳

電磁場・熱流動場連成解析による小型永久磁石同期モータの損失予

測と高性能化に関する研究

林 恭佑 高奈 秀匡

渦電流試験法を用いた の繊維ミスアライメント評価の高精度

化

堀部 純矢 内一 哲哉

スーパーリーンバーン実現に向けた最小着火エネルギー遷移に関す

る基礎的研究

向山 泰地 丸田 薫

温度分布制御型マイクロフローリアクタを用いたニトロメタン反応

過程に関する研究

山本 能道 中村 寿

（ 翼形の部分キャビテーショ

ンに対する加熱効果の実験的研究）

楊 寧 伊賀 由佳

マイクロ細孔を用いた空間的物質拡散制御に関する研究 渡邉 崚 小宮 敦樹
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－ －

（題 目） （著 者） 指導教員

（窪みを有する壁面近傍における単

一気泡崩壊の流体・材料連成数値解析）

槙井 大輝 伊賀 由佳

電磁超音波共鳴法を用いた配管減肉評価の信頼度推定 岩田 大輝 内一 哲哉

楕円偏光法を用いた微小液滴先行薄膜の濡れ挙動の評価 岡沢 真也 小宮 敦樹

衝突噴流による広範レイリー数自然対流の温度境界層制御 小笠原 直人 小宮 敦樹

翼形のキャビテーション非定常特性に対する能動・受動

制御手法の検討

落合 貴穂 伊賀 由佳

液体ロケットターボポンプに発生するキャビテーション不安定現象

のスリットインデューサによる抑制

金丸 萌菜 伊賀 由佳

渦電流磁気指紋法による炭素鋼の残留応力評価のメカニズム 喜多 青葉 内一 哲哉

温間圧縮せん断法を用いた純銅粉末成形材の機械的特性に及ぼす加

工組織の影響

小柴 悠輔 三木 寛之

ナノ秒パルス放電プラズマを用いた炭化水素燃料の着火過程に関す

る数値的研究

鈴木 麻友 丸田 薫

圧縮せん断法による 複合金属素粉末の合金組織形成と材料特

性の評価

高橋 拓馬 三木 寛之

パルス電気刺激に対する細胞応答のタイムラプス解析 多田 隼都 佐藤 岳彦

簡略化熱モデルによる極低温キャビテーション流れの熱力学的抑制

効果に関する数値解析

中野 仁暉 伊賀 由佳

高温水キャビテーション内部温度計測による熱力学的抑制効果に関

する実験的研究

羽入田 卓 伊賀 由佳

電磁場・熱流動場連成解析による小型永久磁石同期モータの損失予

測と高性能化に関する研究

林 恭佑 高奈 秀匡

渦電流試験法を用いた の繊維ミスアライメント評価の高精度

化

堀部 純矢 内一 哲哉

スーパーリーンバーン実現に向けた最小着火エネルギー遷移に関す

る基礎的研究

向山 泰地 丸田 薫

温度分布制御型マイクロフローリアクタを用いたニトロメタン反応

過程に関する研究

山本 能道 中村 寿

（ 翼形の部分キャビテーショ

ンに対する加熱効果の実験的研究）

楊 寧 伊賀 由佳

マイクロ細孔を用いた空間的物質拡散制御に関する研究 渡邉 崚 小宮 敦樹

 

－ －

（題 目） （著 者） 指導教員

工学研究科 ファインメカニクス専攻

（ハイブリット太陽電池のための 薄膜の物性評価）

寒川 誠二

分子動力学法を用いた水和ナフィオン膜内部におけるセリウムイオ

ン輸送現象の解析

石川 恭平 徳増 崇

陽解法による超音波計測融合血流解析手法に関する基礎的研究 木村 清一 早瀬 敏幸

（量子化学反応経路計算と反応分子動力学法によるモノ

マーの分子構造が架橋高分子の熱機械特性に及ぼす影響の解明）

高 志文 菊川 豪太

全固体リチウムイオン電池高分子電解質膜内部のイオン輸送に関す

る分子動力学的解析

中島 光輝 徳増 崇

自己組織化単分子膜界面における固液親和性・界面エネルギーに関

する分子動力学的研究

新田 則佳 小原 拓

（固液界面の

熱輸送に界面活性剤分子の質量や固体との親和性が与える影響に関

する分子動力学的研究）

鮑 允皓 小原 拓

固液界面近傍のナノスケール領域における水の物質輸送特性に関す

る分子動力学的研究

早坂 裕真 小原 拓

自己組織化単分子膜界面における熱流束スペクトル解析を用いた熱

輸送特性の解明

森田 修匠 菊川 豪太

（固液界面での熱輸

送特性に対する表面粗さと液体分子長の影響に関する分子動力学的

研究）

李 一凝 小原 拓

工学研究科 航空宇宙工学専攻

（低速風洞における を用いた境界

層遷移計測の評価）

伊神 翼 永井 大樹

月面での高効率熱制御を目指した二相メカニカルポンプループシス

テムの設計検討と評価

安里 輪 永井 大樹

（複合 代替モデルによる設計最適化の効率化）

下山 幸治
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（題 目） （著 者） 指導教員

燃焼シミュレーション予測精度向上のためのデータ同化適用の研究 稲村 麟 大林 茂

噴流せん断乱流と予混合火炎との相互作用に関する研究 加藤 元規 小林 秀昭

同軸気流噴射弁の噴霧性能ならびに燃焼特性に与える液体物性値お

よび噴射弁構造の影響

柴崎 絢史 小林 秀昭

弾道飛行装置を用いた自由飛翔する円柱表面の圧力分布測定 田中 直樹 永井 大樹

低レイノルズ数におけるプロペラ後流中の翼面上の流れ場構造の研

究

林 孝亮 永井 大樹

（モー

ド分解を用いた遷音速ジェット騒音発生に関わる流体構造抽出手法

の開発）

森田 聖大 大林 茂

低レイノルズ数における同軸反転ロータの性能に関する実験的研究 山口 敦士 永井 大樹

スワールバーナーにおける液体アンモニア噴霧燃焼の安定化と燃焼

生成ガス特性に関する研究

山下 裕史 小林 秀昭

展開式柔軟膜翼を用いた超小型火星飛行機の概念設計とその実現性

の評価

李 本茂 永井 大樹

自励振動ヒートパイプの起動特性改善に向けた実験的研究 渡邊 健斗 永井 大樹

環境科学研究科 先進社会環境学専攻

物体周り流れのオンデマンド 次元動的可視化システムの開発 木下 泰典 伊藤 高敏

竜巻などに見られる鉛直渦度発生メカニズムの研究 高橋 翠 伊藤 高敏

木星大気中の大規模渦構造の数値シミュレーション研究 中澤 亮 伊藤 高敏

情報科学研究科 システム情報科学専攻

プリンタ内金属粒子挙動に関するマルチスケール混相流動解析 赤尾 拓郎 石本 淳

非定常流路変化を伴う弾性流体潤滑に関する流体－構造連成解析 鳴海 雄大 石本 淳

情報科学研究科 応用情報科学専攻

物体周り流れのオンデマンド 次元動的可視化システムの開発 木下 泰典 服部 裕司

竜巻などに見られる鉛直渦度発生メカニズムの研究 高橋 翠 服部 裕司

木星大気中の大規模渦構造の数値シミュレーション研究 中澤 亮 服部 裕司

医工学研究科 医工学専攻

脈拍数計測に基づく日常連続血圧推定デバイスに関する基礎的研究 黒江 聡嗣 早瀬 敏幸 
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（題 目） （著 者） 指導教員

燃焼シミュレーション予測精度向上のためのデータ同化適用の研究 稲村 麟 大林 茂

噴流せん断乱流と予混合火炎との相互作用に関する研究 加藤 元規 小林 秀昭

同軸気流噴射弁の噴霧性能ならびに燃焼特性に与える液体物性値お

よび噴射弁構造の影響

柴崎 絢史 小林 秀昭

弾道飛行装置を用いた自由飛翔する円柱表面の圧力分布測定 田中 直樹 永井 大樹

低レイノルズ数におけるプロペラ後流中の翼面上の流れ場構造の研

究

林 孝亮 永井 大樹

（モー

ド分解を用いた遷音速ジェット騒音発生に関わる流体構造抽出手法

の開発）

森田 聖大 大林 茂

低レイノルズ数における同軸反転ロータの性能に関する実験的研究 山口 敦士 永井 大樹

スワールバーナーにおける液体アンモニア噴霧燃焼の安定化と燃焼

生成ガス特性に関する研究

山下 裕史 小林 秀昭

展開式柔軟膜翼を用いた超小型火星飛行機の概念設計とその実現性

の評価

李 本茂 永井 大樹

自励振動ヒートパイプの起動特性改善に向けた実験的研究 渡邊 健斗 永井 大樹

環境科学研究科 先進社会環境学専攻

物体周り流れのオンデマンド 次元動的可視化システムの開発 木下 泰典 伊藤 高敏

竜巻などに見られる鉛直渦度発生メカニズムの研究 高橋 翠 伊藤 高敏

木星大気中の大規模渦構造の数値シミュレーション研究 中澤 亮 伊藤 高敏

情報科学研究科 システム情報科学専攻

プリンタ内金属粒子挙動に関するマルチスケール混相流動解析 赤尾 拓郎 石本 淳

非定常流路変化を伴う弾性流体潤滑に関する流体－構造連成解析 鳴海 雄大 石本 淳

情報科学研究科 応用情報科学専攻

物体周り流れのオンデマンド 次元動的可視化システムの開発 木下 泰典 服部 裕司

竜巻などに見られる鉛直渦度発生メカニズムの研究 高橋 翠 服部 裕司

木星大気中の大規模渦構造の数値シミュレーション研究 中澤 亮 服部 裕司

医工学研究科 医工学専攻

脈拍数計測に基づく日常連続血圧推定デバイスに関する基礎的研究 黒江 聡嗣 早瀬 敏幸 

 

－ －

（題 目） （著 者） 指導教員

大動脈弁形状が左心室・大動脈系血流場に及ぼす影響に関する数値

解析

小坂 修太 早瀬 敏幸 

（オプティカルフロー法を用いた 画像からの血流推定）

木幡 雄太郎 太田 信 

血管内微小環境を再現するマイクロ流体デバイスの開発と血管内皮

細胞の動態に関する研究

髙橋 直之 船本 健一 

フラッシュの放出条件最適化による血管内

視鏡視野の改良に対する研究

三塚 康平 太田 信 

博士論文

（題 目） （著 者） 指導教員

工学研究科 機械機能創成工学専攻

プラズマ模擬ナノ秒パルス電流の細胞応答に

おける役割

張 家興 佐藤 岳彦 

（多層マイクロチャネルにおける

沸騰伝熱特性と促進に関する研究）

西村 祐輔 小宮 敦樹 

工学研究科 ファインメカニクス工学専攻
 

界面

活性剤が吸着した固液界面の熱輸送特性に関する分子動力学的研

究

小原 拓 

工学研究科 航空宇宙工学専攻

アンモニア メタン混合燃料における火炎の基礎特性と燃焼化学反

応に関する研究

小林 秀昭 

（ウェーブライダーコン

セプトに基づく低ブーム超音速旅客機のための多目的ベイズ最適

化）

下山 幸治 
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（題 目） （著 者） 指導教員

環境科学研究科 先進社会環境学専攻

（エネルギー資源開発のための

超臨界流体を用いたフラクチャリング効果の数値解析による検討）

劉 百龍 伊藤 高敏

医工学研究科 医工学専攻

（ディープラーニングを用いた循環器系疾患の診断

と治療）

太田 信 

（冠動

脈瘤の評価と冠動脈バイパス治療に対する数値解析）

王 浩然 太田 信 
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（題 目） （著 者） 指導教員

環境科学研究科 先進社会環境学専攻

（エネルギー資源開発のための

超臨界流体を用いたフラクチャリング効果の数値解析による検討）

劉 百龍 伊藤 高敏

医工学研究科 医工学専攻

（ディープラーニングを用いた循環器系疾患の診断

と治療）

太田 信 

（冠動

脈瘤の評価と冠動脈バイパス治療に対する数値解析）

王 浩然 太田 信 

 

－ －

学部担当授業一覧

（学 科） （科 目） （担 当 教 員）

材料力学 伊藤 高敏

流体力学 大林 茂・永井 大樹

流体力学 （ 佐藤 岳彦

数学 服部 裕司・太田 信

数学 （ ） 下山 幸治

数学 菊川 豪太

力学 内一 哲哉

力学（ 三木 寛之

電磁気学 内一 哲哉

熱力学 中村 寿・小林 秀昭・丸田 薫

熱力学 （ ） 徳増 崇

材料力学 伊藤 高敏

伝熱学 小原 拓

伝熱学（ ） 小宮 敦樹

流体力学 石本 淳・伊賀 由佳・廣田 真

流体力学 （ ） 米村 茂・船本 健一

計算力学 伊藤 高敏

数値流体力学 高奈 秀匡

制御工学 早瀬 敏幸

燃焼工学 小林 秀昭・丸田 薫・中村 寿

熱・物質輸送論 菊川 豪太

電気電子回路 寒川 誠二
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社会貢献

令和２年度には、下記の市民講座や出前授業といった社会貢献活動を実施し、啓発活

動を推進した。

 鈴木 杏奈：【 共催】 ミーティング特別編～科学技術×ソーシャルインパクト～，「日

本の未来、ワク湧くさせよう！温泉で！ －資源利用と地域づくりの最適化」，

年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 菊川 豪太：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター，実験家のためのデータ駆動科学

オンラインセミナーシミュレーション科学とデータ科学の融合，「自己組織化マップ を用

いたデータ駆動型材料スクリーニング：分子シミュレーションとデータ科学の狭間」， 年

月 日，オンライン，参加人数 名．

 大林 茂：日本学術会議総合工学委員会科学的知見の創出に資する可視化分科会，公開シンポ

ジウム：科学的知見の創出に資する可視化 ： エリアモデルと新たな計算パラダイム，パ

ネル討論「 エリアモデルから新しい可視化パラダイム像を探る」， 年 月 日， ，

参加人数 名．

 大林 茂：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター，実験家のためのデータ駆動科学オ

ンラインセミナー実験とシミュレーションを繋ぐデータ同化，「実験とシミュレーションを繋ぐ

データ同化の可能性」， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 焼野 藍子：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター，実験家のためのデータ駆動科学

オンラインセミナー実験とシミュレーションを繋ぐデータ同化，「データ同化を適用した事例紹

介」， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 船本 健一：青森県立弘前高等学校職業人講話，「医工学研究者のしごと」， 年 月 日，参

加人数 名．

 大林 茂：武蔵野大学数理工学シンポジウム ，「航空機設計とシミュレーション」， 年

月 日，オンライン，参加人数 名．

 大林 茂：日本機械学会関西支部第 回講習会『実務者のための流体解析技術の基礎と応用』

（ネット配信 ），「フルードインフォマティクス 」， 年 月 日，参加人数 名．

 鈴木 杏奈：東北大学地域イノベーション推進部，「 × する地域資源活用を考えるグル

ープワーク」， 年 月 日，仙台，参加人数 名．

 スーパーコンピューティング会議 ， 年 月 日～ 日，アメリカ（オンライ

ン）．

 内一 哲哉：東北電力株式会社，電気機械設備保守入門（ ， 年 月 日．

 下山 幸治：日本テクノセンター＜オンラインセミナー＞，「多目的最適設計」の基礎・手法と

実設計への活かし方， 年 月 日，オンライン．

 鈴木 杏奈：サイエンスアゴラ ，「 若手研究者との対話で考える東北地方のポテンシャ

ル」，オンライン，参加人数 名．

 鈴木 杏奈： ～意志ある科学者と共に社会実装プランで未来を描く３日間

～，「『 × 』をよりサスティナブルな取り組みへ！」， 年 月 日～ 年

月 日，オンライン，参加人数 名．

 内一 哲哉：東北大学第 回公開講座『今、エネルギーを考える』， 年 月 日，オンライン，

参加人数 名．

 下山 幸治：日本機械学会計算力学部門解析・設計の代替モデリング研究会第 回研究会，「代

替モデルの応用事例に関する昨今の動向」， 年 月 日，オンライン．

 大林 茂：日本機械学会流体工学部門講習会 講習会流体とインフォマティクス，「フル

ードインフォマティクス 」， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 下山 幸治：日本機械学会流体工学部門講習会 講習会流体とインフォマティク，「流体

解析・設計における不確かさの定量的評価」， 年 月 日，オンライン．

 伊賀 由佳：メカジョ未来フォーラム ， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．
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社会貢献

令和２年度には、下記の市民講座や出前授業といった社会貢献活動を実施し、啓発活

動を推進した。

 鈴木 杏奈：【 共催】 ミーティング特別編～科学技術×ソーシャルインパクト～，「日

本の未来、ワク湧くさせよう！温泉で！ －資源利用と地域づくりの最適化」，

年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 菊川 豪太：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター，実験家のためのデータ駆動科学

オンラインセミナーシミュレーション科学とデータ科学の融合，「自己組織化マップ を用

いたデータ駆動型材料スクリーニング：分子シミュレーションとデータ科学の狭間」， 年

月 日，オンライン，参加人数 名．

 大林 茂：日本学術会議総合工学委員会科学的知見の創出に資する可視化分科会，公開シンポ

ジウム：科学的知見の創出に資する可視化 ： エリアモデルと新たな計算パラダイム，パ

ネル討論「 エリアモデルから新しい可視化パラダイム像を探る」， 年 月 日， ，

参加人数 名．

 大林 茂：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター，実験家のためのデータ駆動科学オ

ンラインセミナー実験とシミュレーションを繋ぐデータ同化，「実験とシミュレーションを繋ぐ

データ同化の可能性」， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 焼野 藍子：東北大学研究推進・支援機構知の創出センター，実験家のためのデータ駆動科学

オンラインセミナー実験とシミュレーションを繋ぐデータ同化，「データ同化を適用した事例紹

介」， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 船本 健一：青森県立弘前高等学校職業人講話，「医工学研究者のしごと」， 年 月 日，参

加人数 名．

 大林 茂：武蔵野大学数理工学シンポジウム ，「航空機設計とシミュレーション」， 年

月 日，オンライン，参加人数 名．

 大林 茂：日本機械学会関西支部第 回講習会『実務者のための流体解析技術の基礎と応用』

（ネット配信 ），「フルードインフォマティクス 」， 年 月 日，参加人数 名．

 鈴木 杏奈：東北大学地域イノベーション推進部，「 × する地域資源活用を考えるグル

ープワーク」， 年 月 日，仙台，参加人数 名．

 スーパーコンピューティング会議 ， 年 月 日～ 日，アメリカ（オンライ

ン）．

 内一 哲哉：東北電力株式会社，電気機械設備保守入門（ ， 年 月 日．

 下山 幸治：日本テクノセンター＜オンラインセミナー＞，「多目的最適設計」の基礎・手法と

実設計への活かし方， 年 月 日，オンライン．

 鈴木 杏奈：サイエンスアゴラ ，「 若手研究者との対話で考える東北地方のポテンシャ

ル」，オンライン，参加人数 名．

 鈴木 杏奈： ～意志ある科学者と共に社会実装プランで未来を描く３日間

～，「『 × 』をよりサスティナブルな取り組みへ！」， 年 月 日～ 年

月 日，オンライン，参加人数 名．

 内一 哲哉：東北大学第 回公開講座『今、エネルギーを考える』， 年 月 日，オンライン，

参加人数 名．

 下山 幸治：日本機械学会計算力学部門解析・設計の代替モデリング研究会第 回研究会，「代

替モデルの応用事例に関する昨今の動向」， 年 月 日，オンライン．

 大林 茂：日本機械学会流体工学部門講習会 講習会流体とインフォマティクス，「フル

ードインフォマティクス 」， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 下山 幸治：日本機械学会流体工学部門講習会 講習会流体とインフォマティク，「流体

解析・設計における不確かさの定量的評価」， 年 月 日，オンライン．

 伊賀 由佳：メカジョ未来フォーラム ， 年 月 日，オンライン，参加人数 名．

 

－ －

 下山 幸治：東北大－東芝意見交換会，「流体解析・設計のためのデータ駆動型アプローチ」，

年 月 日．

 伊賀 由佳：日立 講演，「東北大学教授伊賀氏に聞く～働き方・子育てとは～」， 年

月 日，オンライン，参加人数 名．
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Ａ．令和２年の研究発表 
   以下に各研究分野の研究発表をまとめる｡なお､著者が複数分野にわたっている  

ものについては重複して掲載されている｡ 
 
  
A.1 電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Jíří Jeništa, Hidemasa Takana, Hideya Nishiyama, Milada Bartlová, Vladimir Aubrecht, 

Anthony B. Murphy : Modelling of inhomogeneous mixing of plasma species in argon-steam 

arc discharge for broad range of operating conditions, European Physical Journal D, Vol. 

74, (2020), 22. 

2. Hidemasa Takana, Mengfei Guo : Numerical simulation on electrostatic alignment control 

of cellulose nano-fibrils in flow, Nanotechnology, Vol. 31, No. 20, (2020), 205602. 

3. Satoshi Uehara, Hidemasa Takana : Surface cooling by dielectric barrier discharge plasma 

actuator in confinement channel, Journal of Electrostatics, Vol. 104, (2020), 103417. 

4. C. A. Bernard, H. Takana, G. Diguet, K. Ravi, O. Lame, K. Ogawa, J.-Y. Cavaillé :Thermal 

gradient of in-flight polymer particles during cold spraying, Journal of Materials 

Processing Technology, Vol. 286, (2020), 116805. 

5. Heather G. Wise, Hidemasa Takana, Fumio Ohuchi, Anthony B. Dichiara : Field-Assisted 

Alignment of Cellulose Nanofibrils in a Continuous Flow-Focusing System, ACS Applied 

Materials & Interfaces, Vol. 12, No. 25, (2020), pp. 28568-28575. 

6. H. Takana, K. Yamamoto, T. Makino and M. Kanakubo : Improvement of CO2 absorption by ionic 

liquid electrospray, Europhysics Letters, Vol. 131, No. 3, (2020), 34002. 

国際会議での発表 

1. C. A. Bernard, H. Takana, G. Diguet, K. Ravi, O. Lame, K. Ogawa, J.-Y. Cavaille : Evolution 

of the temperature of a polymeric particle during cold-spray, Abstract Book of LyonSE&N 

- ELyT Workshop 2020, #24, (2020), pp. 49-50. 

2. Jíří Jeništa, Shiu-Wu Chau, Hidemasa Takana, Hideya Nishiyama, Milada Bartlov, Vladimír 

Aubrecht, Anthony B Murphy : Modeling of Argon-Steam Thermal Plasma Flow for Abatement 

of Fluorinated Compounds, Proceedings of the 17th International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS5-4, (2020), pp. 210-211. 

3. Nozomi Takeuchi, Shoya Yamazaki, Sota Imaizumi, Hidemasa Takana : Cavitation Flow to 

Generate Plasma in Organic Solvent for Carbon Particle Synthesis, Proceedings of the 17th 

International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS5-7, (2020), pp. 216-217. 

4. Ryo Sasaki, Takayasu Fujino, Hidemasa Takana, Hiromichi Kobayashi : Study on MHD Annular 

Flows Driven by Rotating Co-axial Cylinder Proceedings of the 17th International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS5-9, (2020), pp. 220-221. 

5. Miku Okura, Hidemasa Takana, Xinyue Wang, Yue Huang, Fumio S. Ohuchi, Rei Furukawa : 

Property Investigation of Imidazolium-Acetate Based Ionic Liquids Using Experimental 

Measurements and Machine Learning, Proceedings of the 17th International Conference on 

Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS5-11, (2020), pp. 224-225. 

6. Heather Wise, Hidemasa Takana, Anthony Dichiara :Aligned Conductive Composite Filaments 

using Field Assisted Flow Focusing System, Proceedings of the 17th International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS5-13, (2020), pp. 227-228. 

7. Hidemasa Takana, Ryo Sato :Numerical Simulation on Orientation Control of Cellulose Nano 

Fibril by Electric Field during Flow Focusing, Proceedings of the 17th International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS5-15, (2020), pp. 231-232. 

8. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 

Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, Hitomi Anzai : Science of Ultrafine 
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Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27. 

9. Miku Okura, Hidemasa Takana, Xinyue Wang, Yue Huang, Fumio Ohuchi, Xinyue Wang, Rei 

Furukawa : CO2 Detection Using an Ionic Liquid-Core Fiber-Optic Structure and Material 

Optimization Using Machine Learning, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-46, (2020), pp. 79-80. 

10. Nozomi Takeuchi, Shoya Yamazaki, Sota Imaizumi, Hidemasa Takana : Control of reaction 
field in cavitation plasma for high-speed and eco-friendly synthesis of carbon catalysts, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-47, (2020), pp. 81-82. 

11. Keegan Orr, Xin Yang, Ilya Gulko, Igor V. Adamovich, Hidemasa Takana : Formation and 
Propagation of Ionization Waves During Ns Pulse Breakdown in Plane-to-Plane Geometry, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-48, (2020), pp. 83-84. 

12. Hidemasa Takana, Takayasu Fujino : Development of Numerical Modeling on Enhancement of 
CO2 Absorption by Ionic Liquid Electrospray, Proceedings of the 20th International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-49, (2020), pp. 85-86. 

13. Sooseok Choi, Hidemasa Takana : Numerical Simulation of a Thermal Plasma Reactor for the 
Wastes to Energy, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-50, (2020), pp. 87-88. 

14. Hiromichi Kobayashi, Hidemasa Takana, Ryo Sasaki, Takayasu Fujino : Study on MHD phenomena 
in Co-axial Energy Conversion Device, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-51, (2020), pp. 89-90. 

15. Anthony Dichiara, Heather G. Wise, Hidemasa Takana : Multifunctional hybrid filaments 
comprising aligned nanocellulose and carbon nanotubes synthesized by a field-assisted 

flow focusing method, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-81, (2020), pp. 140-140. 

16. Chrystelle Bernard, Hidemasa Takana, Olivier Lame, Kazuhiro Ogawa, Jean-Yves Cavaille : 
Computational Simulation on Particle Laden Flow during Polymer Cold-Spray Process, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, OS20-1, (2020), pp. 178-179. 

17. Hidemasa Takana, Mengfei Guo : Response Characteristics of Cellulose Nanofibril under 
AC Electric Field during Flow Focusing, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-2, (2020), pp. 180-181. 

国内会議での発表 

1. 大倉美紅，古川怜，大内二三夫，高奈秀匡：イオン液体を用いた導波型二酸化炭素センサー，

第69回高分子学会年次大会，1Pf072, (2020)． 

2. 福森賢, 高奈秀匡：ナノ繊維配向における流路形状依存性に関する数値シミュレーション，混

相流シンポジウム2020講演論文集，0085，(2020)． 

3. 佐々木亮, 藤野貴康, 高奈秀匡, 小林宏充：MHD相互作用下での回転同軸二重円筒内層流の理論

解析，電気学会新エネルギー・環境研究会，(2020)． 

4. 福森賢, 高奈秀匡：二伸長流動場を用いたナノ繊維配向に与える流路形状依存性，日本機械学

会第98期流体工学部門講演会予稿集，OS08-04，(2020)． 

 
A.2 融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

オリジナル論文（英語）  
1. Pravin Ananta Kadu, Yasuhiko Sakai, Yasumasa Ito, Koji Iwano, Masatoshi Sugino, Takahiro 

Katagiri, Toshiyuki Hayase, Koji Nagata : Application of spectral proper orthogonal 

decomposition to velocity and passive scalar fields in a swirling coaxial jet, Physics 

of Fluids, Vol. 32, No. 1, (2020), 015106. 

2. Toshiyuki Hayase : Blood pressure estimation based on pulse rate variation in a certain 
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Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27. 

9. Miku Okura, Hidemasa Takana, Xinyue Wang, Yue Huang, Fumio Ohuchi, Xinyue Wang, Rei 

Furukawa : CO2 Detection Using an Ionic Liquid-Core Fiber-Optic Structure and Material 

Optimization Using Machine Learning, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-46, (2020), pp. 79-80. 

10. Nozomi Takeuchi, Shoya Yamazaki, Sota Imaizumi, Hidemasa Takana : Control of reaction 
field in cavitation plasma for high-speed and eco-friendly synthesis of carbon catalysts, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-47, (2020), pp. 81-82. 

11. Keegan Orr, Xin Yang, Ilya Gulko, Igor V. Adamovich, Hidemasa Takana : Formation and 
Propagation of Ionization Waves During Ns Pulse Breakdown in Plane-to-Plane Geometry, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-48, (2020), pp. 83-84. 

12. Hidemasa Takana, Takayasu Fujino : Development of Numerical Modeling on Enhancement of 
CO2 Absorption by Ionic Liquid Electrospray, Proceedings of the 20th International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-49, (2020), pp. 85-86. 

13. Sooseok Choi, Hidemasa Takana : Numerical Simulation of a Thermal Plasma Reactor for the 
Wastes to Energy, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-50, (2020), pp. 87-88. 

14. Hiromichi Kobayashi, Hidemasa Takana, Ryo Sasaki, Takayasu Fujino : Study on MHD phenomena 
in Co-axial Energy Conversion Device, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-51, (2020), pp. 89-90. 

15. Anthony Dichiara, Heather G. Wise, Hidemasa Takana : Multifunctional hybrid filaments 
comprising aligned nanocellulose and carbon nanotubes synthesized by a field-assisted 

flow focusing method, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-81, (2020), pp. 140-140. 

16. Chrystelle Bernard, Hidemasa Takana, Olivier Lame, Kazuhiro Ogawa, Jean-Yves Cavaille : 
Computational Simulation on Particle Laden Flow during Polymer Cold-Spray Process, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, OS20-1, (2020), pp. 178-179. 

17. Hidemasa Takana, Mengfei Guo : Response Characteristics of Cellulose Nanofibril under 
AC Electric Field during Flow Focusing, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-2, (2020), pp. 180-181. 

国内会議での発表 

1. 大倉美紅，古川怜，大内二三夫，高奈秀匡：イオン液体を用いた導波型二酸化炭素センサー，

第69回高分子学会年次大会，1Pf072, (2020)． 

2. 福森賢, 高奈秀匡：ナノ繊維配向における流路形状依存性に関する数値シミュレーション，混

相流シンポジウム2020講演論文集，0085，(2020)． 

3. 佐々木亮, 藤野貴康, 高奈秀匡, 小林宏充：MHD相互作用下での回転同軸二重円筒内層流の理論

解析，電気学会新エネルギー・環境研究会，(2020)． 

4. 福森賢, 高奈秀匡：二伸長流動場を用いたナノ繊維配向に与える流路形状依存性，日本機械学

会第98期流体工学部門講演会予稿集，OS08-04，(2020)． 

 
A.2 融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

オリジナル論文（英語）  
1. Pravin Ananta Kadu, Yasuhiko Sakai, Yasumasa Ito, Koji Iwano, Masatoshi Sugino, Takahiro 

Katagiri, Toshiyuki Hayase, Koji Nagata : Application of spectral proper orthogonal 

decomposition to velocity and passive scalar fields in a swirling coaxial jet, Physics 

of Fluids, Vol. 32, No. 1, (2020), 015106. 

2. Toshiyuki Hayase : Blood pressure estimation based on pulse rate variation in a certain 
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period, Scientific Reports, Vol. 10, (2020), 1410. 

3. Rei Koens, Yugo Tabata, Jean C. Serrano, Satoshi Aratake, Daisuke Yoshino, Roger Kamm, 

Kenichi Funamoto : Microfluidic platform for three-dimensional cell culture under 

spatiotemporal heterogeneity of oxygen tension, APL Bioengineering, Vol. 4, No. 1, (2020), 

016106 (11 pages). 

4. Daisuke Yoshino, Kenichi Funamoto, Kakeru Sato, Kenry, Masaaki Sato, Chwee Teck Lim : 

Mechanism driving hydrostatic pressure-promoted endothelial tube formation, 

Communications Biology, Vol. 3, (2020), 152. 

5. Yoshinari Hashimoto, Akitoshi Matsui, Toshiyuki Hayase, Manabu Kano : Real-Time 

Estimation of Molten Steel Flow in Continuous Casting Mold, Metallurgical and Materials 

Transactions B: Process Metallurgy and Materials Processing Science, Vol. 51, No. 2, 

(2020), pp. 581-588. 

6. Hyeono Nam, Kenichi Funamoto, Jessie S. Jeon : Cancer cell migration and cancer drug 

screening in oxygen tension gradient chip, Biomicrofluidics, Vol. 14, No. 4, (2020), 

044107. 

7. Asahi Tazaki, Shintaro Takeuchi, Suguru Miyauchi, Lucy T. Zhang, Ryo Onishi, Takeo 

Kajishima : Fluid permeation through a membrane with infinitesimal permeability under 

Reynolds lubrication, Journal of Mechanics, Vol. 36, No. 5, (2020), pp. 637-648. 

8. Yi Zhou, Koji Nagata, Yasuhiko Sakai, Tomoaki Watanabe, Yasumasa Ito and Toshiyuki 

Hayase : Energy transfer in turbulent flows behind two side-by-side square cylinders, 

Journal of Fluid Mechanics, Vol. 903, (2020), A4. 

国際会議での発表 

1. Jean-Paul Rieu, Kenichi Funamoto : Reduced oxygen availability triggers aerotactic 

migration of Dictyostelium, Abstract book of the LyonSEN - ELyT Workshop 2020, #11, (2020), 

pp. 27-28. 

2. Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase : Ultrasonic-Measurement-integrated Blood Flow 

Analysis Based on Lagrange Multiplier Method: Formulation and Fundamental Examination, 

10th International Conference on Biomedical Engineering and Technology (ICBET2020), 

(2020). 

3. Ryuji Sugawara, Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase, Kenichi Funamoto : Fundamental study 

of the blood flow field in the left ventricle with aortic regurgitation, Proceedings of 

the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS9-8, (2020), 

pp. 304-305. 

4. Soshi Kuroe, Toshiyuki Hayase, Suguru Miyauchi, Akihiko Sato, Daisuke Ito, Shunkei Pak, 

Osamu Iwamoto, Ryosuke Hirohata : Development of Wearable Device for Daily Continuous 

Blood Pressure Estimation Based on Pulse Rate Measurement: Effect of Pulse Rate 

Measurement Interval, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS9-10, (2020), pp. 308-309. 

5. Satoshi Aratake, Daisuke Yoshino, Kenichi Funamoto : Changes of migration speed of breast 

cancer cells by oxygen sensing, Proceedings of the 17th International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS11-2, (2020), pp. 336-337. 

6. Satomi Hirose, Jean-Paul Rieu, Kenichi Funamoto : Evaluation of Dictyostelium migration 

under oxygen concentration gradient, Proceedings of the 17th International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS11-3, (2020), p. 338. 

7. Naoyuki Takahashi, Satomi Hirose, Jean-Paul Rieu, Kenichi Funamoto : Measurement of 

oxygen tension in microfluidic device by using oxygen-sensing film, Proceedings of the 

17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS11-4, (2020), pp. 

339-340. 

8. Masataka Nikaido, Suguru Miyauchi, Kenichi Funamoto, Toshiyuki Hayase : Mass transport 

analysis in a tumor microenvironment using finite element method, Proceedings of the 17th 

International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS11-8, (2020), pp. 
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347-348. 

9. Seiichi Kimura, Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase, Kosuke Inoue : Development of 

Correction Method of Aliasing in Two-Dimensional Ultrasonic-Measurement-Integrated 

Blood Flow Analysis System based on Explicit Method, Proceedings of the Seventeenth 

International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS13-11, (2020), pp. 

392-393. 

10. Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase : Ultrasonic-Measurement-Integrated Blood Flow 

Analysis Based on Lagrange Multiplier Method: Application to an Unsteady Problem, 

Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS13-12, (2020), pp. 394-395. 

11. Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase, Xizhuo Jiang, Yiannis Ventikos : Mathematical Modeling 
of the Glycocalyx Based on the Molecular Dynamics for Blood Flow Analysis Considering 

Microstructures on Blood Vessel Walls: Fundamental Analysis for a Couette Flow between 

Lipid Membranes, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI2020), Sendai, CRF-7, (2020), p. 12. 

12. Kenichi Funamoto, Eugenia Corvera Poiré : Endothelial cell migration under oscillatory 
flow, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-10, (2020), pp. 16-17. 

13. Momoko Sato, Yuuka Sakamaki, Mai Inagaki, Kenichi Funamoto, Masanori Tachikawa : 3D human 
blood-brain barrier chip for central nervous system drug development, Proceedings of the 

20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-11, 

(2020), pp. 18-19. 

14. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 
Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27. 

15. Ryo Torii, Kenichi Funamoto : Novel experimental-computational research framework for 
in-depth understanding of cancer mechanobiology, Proceedings of the 20th International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-30, (2020), pp. 48-49. 

16. Misa Kawaguchi, Tomohiro Fukui, Kenichi Funamoto, Miho Tanaka, Mitsuru Tanaka, Shigeru 
Murata, Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase : Experimental study on the radial particle 

distributions of neutrally buoyant spheres in a dilute suspension flow through a circular 

microchannel, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-96, (2020), pp. 167-168. 

17. Yasuhiko Sakai, Yasumasa Ito, Koji Iwano, Toshiyuki Hayase, Yi Zhou, Kenji Kito : Fluid 
Dynamics and Energy/scalar Transport in Coexisting Flows of Turbulence and 

Non-turbulence: Cases of Dual-wake Flow and Plane Jet, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-100, 

(2020), pp. 175-176. 

18. Olivier Cochet-Escartin, Satomi Hirose, Kenichi Funamoto, Christophe Anjard, Jean-Paul 
Rieu : Hypoxia triggers collective aerotactic migration in Dictyostelium discoideum, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, OS20-7, (2020), pp. 190-191. 

国内会議での発表 

1. 二階堂正隆，宮内優，早瀬敏幸，武田智文：有限要素法による腫瘍微小血管における物質輸送

解析，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会講演論文集，109，(2020)． 

2. 菅原竜志，宮内優，早瀬敏幸，高田剛志：大動脈弁閉鎖不全症が左心室内血流場に及ぼす影響

に関する数値解析，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会講演論文集，110，(2020)． 

3. 廣瀬理美，Jean-Paul Rieu，船本健一：酸素に依存する細胞運動の機序解明を目的とした細胞

性粘菌の走気性の観察，生体医工学シンポジウム2020，2A24，(2020)． 
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347-348. 

9. Seiichi Kimura, Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase, Kosuke Inoue : Development of 

Correction Method of Aliasing in Two-Dimensional Ultrasonic-Measurement-Integrated 

Blood Flow Analysis System based on Explicit Method, Proceedings of the Seventeenth 

International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS13-11, (2020), pp. 

392-393. 

10. Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase : Ultrasonic-Measurement-Integrated Blood Flow 

Analysis Based on Lagrange Multiplier Method: Application to an Unsteady Problem, 

Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS13-12, (2020), pp. 394-395. 

11. Suguru Miyauchi, Toshiyuki Hayase, Xizhuo Jiang, Yiannis Ventikos : Mathematical Modeling 
of the Glycocalyx Based on the Molecular Dynamics for Blood Flow Analysis Considering 

Microstructures on Blood Vessel Walls: Fundamental Analysis for a Couette Flow between 

Lipid Membranes, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI2020), Sendai, CRF-7, (2020), p. 12. 

12. Kenichi Funamoto, Eugenia Corvera Poiré : Endothelial cell migration under oscillatory 
flow, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-10, (2020), pp. 16-17. 

13. Momoko Sato, Yuuka Sakamaki, Mai Inagaki, Kenichi Funamoto, Masanori Tachikawa : 3D human 
blood-brain barrier chip for central nervous system drug development, Proceedings of the 

20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-11, 

(2020), pp. 18-19. 
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International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-6, (2020), 

pp. 10-11. 

22. Xiaorui Song, Xuezhen Wang, Shigang Wang, Chunyu Zhu, Gaoyang Li, Hitomi Anzai, Aike Qiao, 
and Makoto Ohta : A Machine-learning Approach for Computation of Cardiovascular Function 

Parameters from Pulse Wave of Limbs, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-8, (2020), pp. 13-14. 

23. Yuri Mukai, Tatsuki Kikegawa, Makoto Ohta, and Kenji Etchuya : The Role of Signal-anchor 
Region of Type II Transmembrane Protein in Subcellular Localization, Proceedings of the 

Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-9, (2020), p. 15. 

24. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 
Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27. 

25. Naohiro Kobayashi, Ryota Nagano, Makoto Ito, Yasutomo Shimizu, Simon Tupin, Makoto Ohta : 
Development and Eveluation of PVA-H 3D Printed Blood Vessel Biomodels with Several 

Stiffness, International Mechanical Engineering Congress and Exposition (IMECE2020), 

(2020). 

26. Zi Wang, Narendra Kurnia Putra, Kako Yamasaki, Naofumi Ohtsu, Hisatoshi Kobayashi, Makoto 
Ohta : Endothelial Cells Distribution on the Stent Strut with Surface Treatment after 

the Flow Exposure, The 4th Symposium for The Core Research Cluster for Materials Science 

and the 3rd Symposium on International Joint Graduate Program in Materials Science 

“Create New Value of Materials Science through Broad Collaboration”, (2020). 

27. Yutaro Kohata, Hitomi Anzai, Makoto Ohta, Meghane Decroocq, Carole Frindel, Simon Rit : 
A study on Optical Flow Method for Hemodynamics Estimation, Proc. 2nd International 

Symposium on Computational Biofluid 2020, (2020). 

28. Kazuki Takeda, Hitomi Anzai, Mingzi Zhang, Kohei Mitsuzuka, Wang Haoran, Ai Kajiyama, 
Makoto Ohta : CFD analysis of AVF for hemodialysis, Proc. 2nd International Symposium 

on Computational Biofluid 2020, (2020). 

29. Tomoaki Yamazaki, Ryuhei Yamaguchi, Gaku Tanaka, Makoto Ohta : Flow characteristics in 
Full-scale Patient Specific Aneurysm in Basilar Artery, Proc. 2nd International Symposium 

on Computational Biofluid 2020, (2020). 

30. Nadia Shaira Shafii, Ryuhei Yamaguchi, Ahmad Zahran Md Khudzari, Makoto Ohta, Kahar 
Osman : One way characteristics in Patient Specific Aneurysm in MCA, Poc. 2nd 

International Symposium on Computational Biofluid 2020, (2020). 

31. Hitomi Anzai, Mingzi Zhang, Narendra Kurnia Putra, Makoto Ohta : Optimization of stent 
structure based on blood flow simulation, Proc. 2nd International Symposium on 

Computational Biofluid 2020, (2020). 

32. Fangjia Pan, Makoto Ohta , Hitomi Anzai, Shunji Mugikura, Naoko Mori : The influence 
brought by specific boundary conditions on vascular simulations, Proc. 2nd International 

Symposium on Computational Biofluid 2020, (2020). 

33. Ryuhei Yamaguchi, Tomoaki Yamazaki, Nadia Shaira Shafii, Gaku Tanaka, Makoto Ohta : WSS 
and Frequency Characteristics in Patient-Specific Aneurysm in MCA, Proc. 2nd 

International Symposium on Computational Biofluid 2020, (2020). 

国内会議での発表 

1. 太田信：(骨)モデルの国際標準を進めるWG14への参加の勧め，医用立体モデルコンソーシアム 

2020年度総会・講演会，(2020)． 

2. 戴晨鳴，吉田洋，松永忠雄，鶴岡典子，于凱鴻，清水康智，太田信，庄島正明，高嶋一登，原

田香奈子，益田泰輔，新井史人，芳賀洋一：マイクロセンサを搭載した血管モデル，生体医工
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学シンポジウム2020，(2020)． 

3. 太田信，Tupin Simon，安西眸，于凱鴻，Zhang Mingzi，戸塚厚，小助川博之：生体組織モデル

を用いた医療機器開発へ参加のお誘い，第61回日本脈管学会総会，(2020)． 

4. 太田寛人，高嶋一登，芳賀洋一，戴晨鳴，太田信，庄島正明：血管内治療デバイス留置シミュ

レータの開発（デバイスパラメータの影響），日本機械学会第31回バイオフロンティア講演会，

2C11，(2020)． 

5. M. S. S. Hashuro，Simon Tupin，井上浩介，早瀬敏幸，太田信：超音波血管撮像用PVA-Hモデ

ルの開発，日本超音波医学会第93回学術集会，1-04(c1)-2，(2020)． 

6. 池谷直紀，山崎智晧，田中学，山口隆平，太田信：変形を伴う中大脳動脈瘤内の流れの挙動，

日本機械学会第31回バイオフロンティア講演会講演論文集，1B15，(2020)． 

7. 山崎智晧，岡崎陽大，田中学，太田信，石田藤磨，山口隆平：4次元血管造影法に基づく脳底動

脈瘤における血流挙動の数値解析，日本機械学会第31回バイオフロンティア講演会講演論文集，

1B19，(2020)． 

8. 大石卓弥，高嶋一登，葭仲潔，干凱鴻，太田信，森浩二，当麻直樹：血管内治療デバイス留置

シミュレータの開発（コイル接触力とカテーテルの動作の評価），日本機械学会第31回バイオ

フロンティア講演会講演論文集，2C13，(2020)． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 岡本吉弘，庄島正明，新妻邦泰，太田信，植松美幸，迫田秀行，配島由二：コイル塞栓術におけ

る脳血管内治療医の注視点の特徴と経験症例数との関係，人工臓器（日本人工臓器学会），Vol. 

49，No. 2，(2020)． 

  
A.4 航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Ryoichi Yoshimura, Aiko Yakeno, Shigeru Obayashi, Takashi Misaka : Application of 

observability Gramian to targeted observation in WRF data assimilation, Tellus A: Dynamic 

Meteorology and Oceanography, Vol. 72, No. 1, (2020), pp. 1-11. 

2. Takayoshi Kubota, Yusuke Mizuno, Shun Takahashi, Ryota Asa, Reina Sagara, Yuji Kodama, 

Shigeru Obayashi : Prediction of Rubber Friction on Wet and Dry Rough Surfaces Using Flow 

Structure Coupling Simulation, Mechanisms and Machine Science, Vol. 75, (2020), pp. 

449-463. 

3. Ryota Kikuchi, Takashi Misaka, Shigeru Obayashi : Real-Time Prediction of Wind and 

Atmospheric Turbulence Using Aircraft Flight Data, Mechanisms and Machine Science, Vol. 

75, (2020), pp. 475-487. 

4. Takayuki Nagata, Mamoru Hosaka, Shun Takahashi, Ken Shimizu, Kota Fukuda, Shigeru 

Obayashi : A simple collision algorithm for arbitrarily shaped objects in particle‐

resolved flow simulation using an immersed boundary method, International Journal for 

Numerical Methods in Fluids, Vol. 92, No. 10, (2020), pp. 1256-1273. 

5. Shoko Sawada, Takayuki Itoh, Takashi Misaka, Shigeru Obayashi, Tobias Czauderna and 

Kingsley Stephens : Streamline pair selection for comparative flow field visualization, 

Visual Computing for Industry, Biomedicine, and Art, Vol. 3, No. 1, (2020), pp. 1-12. 

6. Masahide Kuwata, Sho Yokota, Hideo Sawada, Yoshiaki Abe, Aiko Yakeno, Taku Nonomura, 

Keisuke Asai, Shigeru Obayashi : Drag Coefficients of Circular Cylinders with Fineness 

Ratios of less than 0.50 measured by 0.1 and 0.3 m Magnetic Suspension and Balance Systems, 

2020 American Institute of Aeronautics and Astronautics Forum, (2020). 

7. Ryoichi Yoshimura，Aiko Yakeno，Shigeru Obayashi，Takashi Misaka，Ryota Kikuchi : Data 

Assimilation for Clear Air Turbulence by Upstream LIDAR Observation, 2020 American 

Institute of Aeronautics and Astronautics AVIATION Forum, ASE-05, (2020). 

8. Takuto Kobayashi, Kazuya Seo, Shoya Kaneda, Kasumi Sasaki, Kento Shinji, Shogo Oyama, 

Hiroyuki Okuizumi, Yasufumi Konishi, Hiroaki Hasegawa and Shigeru Obayashi : Measurement 

of the Aerodynamic Forces Acting on a  Non-Spinning Javelin Using an MSBS, Proceedings 

of the 13th conference of the International Sports Engineering Association (ISEA 2020), 
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Online, Vol. 49, (2020), 144. 

9. Yuki Kataoka, Hiroaki Hasegawa, Masahide Murakami, Kazuya Seo and  Shigeru Obayashi : 

Flow Behavior Caused by Air Permeability of Ski Jumping Suit Fabric, Proceedings of the 

13th conference of the International Sports Engineering Association (ISEA 2020), Online, 

Vol. 49, (2020), 109. 

オリジナル論文（英語以外） 

1. 石出忠輝，髙木保鑑，大坪咲智，下山幸治，大林茂：複数の前縁フラップの組合せによるデル

タ翼空力特性の改善，実験力学，Vol. 20，No. 2，(2020)，pp. 101-108． 

国際会議での発表 

1. Shota Morita, Aiko Yakeno, Christophe Bogey, Shigeru Obayashi :Application of the modal 

decomposition technique to a subsonic jet numerical database, Abstract Book of LyonSE&N 

- ELyT Workshop 2020, P2, (2020), pp. 72-74. 

2. Y. Abe, S. Yokota, T. Nonomura, H. Sawada, A. Yakeno, K. Asai, S. Obayashi : Aerodynamic 

Characteristics of Circular Cylinders with Fineness Ratios Lower than 0.5 Measuredby a 

Magnetic Suspension and Balance System, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS6-3, (2020), pp. 238-239. 

3. M. Horiguchi, Y. Saito,T. Nonomura, K. Asai, Y. Konishi, H. Okuizumi, H. Sawada, S. 

Obayashi : Wind-tunnel Experiment of Square-Cylinder Model in 1.0-mMagnetic Suspension 

and Balance System, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS6-6, (2020), p. 245. 

4. S. Morita, A. Yakeno, C. Bogey, S. Obayashi : Clarification of Flow Structure Using DMD 

for Aeroacoustics of a Subsonic Jet Related Flow Instability, Proceedings of the 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-44, 

(2020), pp. 569-570. 

5. R. Inamura, A. Yakeno, S. Obayashi, N. Watanabe, N. Kurimoto, S. Skeen : Prediction of 

Spray Field Using Data Assimilation of  Schlieren Image Velocimetry, Proceedings of the 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-51, 

(2020), pp. 583-584. 

6. Daisuke Yariwake, Yuki Kamiyama, Edyta Dzieminska, Aiko Yakeno, Yoshiaki Abe, Shigeru 

Obayashi : 2D Numerical Analysis of Propeller-Wing Interaction with Morphing Flap, 

Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS18-65, (2020), pp. 613-614. 

7. H. Yamashita, B. Kern, S. Obayashi, T. Misaka, T. Ukai : Sonic-boom Evaluation in Realistic 

Atmospheres: Introduction of the SEIRA Project, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-29, (2020), 

p. 47. 

8. K. Chiba, H. Ishikawa, Y. Oba, S. Obayashi : Integrated Analysis of an Operating Jet Engine 

with an Airframe - A First Attempt, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-33, (2020), pp. 54-55. 

9. D. Sasaki, R. Naganuma, T. Takase, N. Hayashi, K. Mizumoto, T. Akasaka, M. Okamoto, S. 

Takahashi, S. Obayashi, K. Shimoyama : Study on Aerodynamic Effect of Corrugation at Low 

Reynolds Numbers, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-34, (2020), pp. 56-57. 

10. C. Lai, H. Fu, Z. Ling, Y. Zhou, S. Obayashi : Numerical Study on Backward-facing Step 
Flow Separation Control by SDBD Plasma Aerodynamic Actuation, Proceedings of the 

Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-35, (2020), pp. 58-59. 

11. S. Morizawa, R. Sakai, R. Kikuchi, D. Yamabata, S. Obayashi : Proposal for the 
Transportation System with a Roadable Aircraft between Isolated Islands in Okinawa, 

Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-36, (2020), pp. 60-61. 
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Flow Behavior Caused by Air Permeability of Ski Jumping Suit Fabric, Proceedings of the 

13th conference of the International Sports Engineering Association (ISEA 2020), Online, 

Vol. 49, (2020), 109. 
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1. 石出忠輝，髙木保鑑，大坪咲智，下山幸治，大林茂：複数の前縁フラップの組合せによるデル

タ翼空力特性の改善，実験力学，Vol. 20，No. 2，(2020)，pp. 101-108． 

国際会議での発表 

1. Shota Morita, Aiko Yakeno, Christophe Bogey, Shigeru Obayashi :Application of the modal 

decomposition technique to a subsonic jet numerical database, Abstract Book of LyonSE&N 

- ELyT Workshop 2020, P2, (2020), pp. 72-74. 

2. Y. Abe, S. Yokota, T. Nonomura, H. Sawada, A. Yakeno, K. Asai, S. Obayashi : Aerodynamic 

Characteristics of Circular Cylinders with Fineness Ratios Lower than 0.5 Measuredby a 

Magnetic Suspension and Balance System, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS6-3, (2020), pp. 238-239. 

3. M. Horiguchi, Y. Saito,T. Nonomura, K. Asai, Y. Konishi, H. Okuizumi, H. Sawada, S. 

Obayashi : Wind-tunnel Experiment of Square-Cylinder Model in 1.0-mMagnetic Suspension 

and Balance System, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS6-6, (2020), p. 245. 

4. S. Morita, A. Yakeno, C. Bogey, S. Obayashi : Clarification of Flow Structure Using DMD 

for Aeroacoustics of a Subsonic Jet Related Flow Instability, Proceedings of the 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-44, 

(2020), pp. 569-570. 

5. R. Inamura, A. Yakeno, S. Obayashi, N. Watanabe, N. Kurimoto, S. Skeen : Prediction of 

Spray Field Using Data Assimilation of  Schlieren Image Velocimetry, Proceedings of the 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-51, 

(2020), pp. 583-584. 

6. Daisuke Yariwake, Yuki Kamiyama, Edyta Dzieminska, Aiko Yakeno, Yoshiaki Abe, Shigeru 

Obayashi : 2D Numerical Analysis of Propeller-Wing Interaction with Morphing Flap, 

Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS18-65, (2020), pp. 613-614. 

7. H. Yamashita, B. Kern, S. Obayashi, T. Misaka, T. Ukai : Sonic-boom Evaluation in Realistic 

Atmospheres: Introduction of the SEIRA Project, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-29, (2020), 

p. 47. 

8. K. Chiba, H. Ishikawa, Y. Oba, S. Obayashi : Integrated Analysis of an Operating Jet Engine 

with an Airframe - A First Attempt, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-33, (2020), pp. 54-55. 

9. D. Sasaki, R. Naganuma, T. Takase, N. Hayashi, K. Mizumoto, T. Akasaka, M. Okamoto, S. 

Takahashi, S. Obayashi, K. Shimoyama : Study on Aerodynamic Effect of Corrugation at Low 

Reynolds Numbers, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-34, (2020), pp. 56-57. 

10. C. Lai, H. Fu, Z. Ling, Y. Zhou, S. Obayashi : Numerical Study on Backward-facing Step 
Flow Separation Control by SDBD Plasma Aerodynamic Actuation, Proceedings of the 

Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-35, (2020), pp. 58-59. 

11. S. Morizawa, R. Sakai, R. Kikuchi, D. Yamabata, S. Obayashi : Proposal for the 
Transportation System with a Roadable Aircraft between Isolated Islands in Okinawa, 

Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-36, (2020), pp. 60-61. 
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12. S. Hamada, A. Yakeno, B. Nugroho, S. Obayashi : Ultra-fine Surface Roughness Effect on 
Boundary Layer Transition, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-37, (2020), p. 62. 

13. S. Nara, Y. Kawamoto, S. Takahashi, S. Obayashi : Non-newtonian Multiphase Flow Using 
Immersed Boundary Method, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-38, (2020), pp. 63-64. 

14. T. Ishide, Y. Takagi, S. Otsubo, H. Izumi, K. Shimoyama, S. Obayashi : Development of 
a Small Birdlike High-performance Flying Robot, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-39, (2020), 

pp. 65-66. 

15. Y. Kamiyama, D. Yariwake, E. Dzieminska, A. Yakeno, Y. Abe, S. Obayashi : Investigations 
on Aerodynamic Effect of Morphing Flap and Distributed Propulsion System, Proceedings 

of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-40, (2020), pp. 67-68. 

16. Y. Kataoka, H. Hasegawa, K. Seo, S. Obayashi : Improvement of Aerodynamics of Objects 
Clothed with Air Permeable Fabrics, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-41, (2020), pp. 69-70. 

17. Shingo Hamada, Aiko Yakeno, Shigeru Obayashi, Bagus Nugroho : Small wavy roughness effect 
on T-S wave and three-dimensional transition by Direct Numerical Simulation, 73rd Annual 

Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics, (2020). 

国内会議での発表 

1. 大谷清伸，小川俊広，丹波高裕，杉山勇太：衝撃波圧力低減に関わる水液滴と衝撃波干渉現象，

2019年度衝撃波シンポジウム，2B2-3，(2020)． 

2. 大谷清伸，小川俊広，中川敦寛，阿部淳：爆風に伴う衝撃波圧力からの防御方法に関する基礎

研究，2019年度衝撃波シンポジウム，1B1-4，(2020)． 

3. 大林茂：可視化応用，公開シンポジウム 科学的知見の創出に資する可視化 (4)：「6 エリアモ

デルと新たな計算パラダイム」， (2020)． 

4. 吉村僚一，焼野藍子，菊地亮太，三坂孝志，大林茂：ライダ観測データ同化を用いた乱気流数

値計算手法の開発，JpGU-AGU Joint Meeting 2020，ACG58-P02，(2020)． 

5. 大谷清伸，小川俊広，丹波高裕，杉山勇太：水液滴との干渉による衝撃波低減に関する研究，

混相流シンポジウム2020，0076，(2020)． 

6. 大谷清伸，小川俊広，中川敦寛，阿部淳：円管内形状の異なる閉空間内発生水中衝撃波挙動に

関する研究，日本機械学会2020年度年次大会，J02405，(2020)． 

7. 野本京佑，焼野藍子，大林茂：1A12 BOXFUN及びFaSTARによるNASA-CRMの空力解析，流体力学講

演会/航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム2020オンライン，(2020)． 

8. 大林茂：航空機設計とシミュレーション，武蔵野大学数理工学シンポジウム2020，(2020)． 

9. 大林茂：設計に役立つ最適化とは，第5回EOIシンポジウム（オンライン），(2020)． 

10. 大谷清伸，小川俊広，阿部淳，中川敦寛：多層網媒体との干渉による衝撃波低減に関する研究，

火薬学会2020年度秋季研究発表会，29，(2020)． 

11. 吉村僚一，鈴木健斗，焼野藍子，大林茂，菊地亮太，伊藤純至：2014年12月16日に発生した晴

天乱気流事例のLES解析，第22回非静力学モデルに関するワークショップ，(2020)． 

12. 片岡裕樹，長谷川裕晃，村上正秀，瀬尾和也，大林茂：通気性パッチワークスキージャンプス

ーツの空力改善への可能性，日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナミ

クス2020，B-5-3，(2020)． 

13. 佐々木香澄，小西康郁，奥泉寛之，大林茂：多目的遺伝的アルゴリズムを用いたターボジャブ

における最適投擲条件の探索，日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナ

ミクス2020，B-6-3，(2020)． 

14. 焼野藍子：壁乱流の秩序構造発生のダイナミクスと予測制御，大阪大学MMDSモデリング部門ワ

ークショップ「工学と数学の接点を求めて」，(2020)． 

15. 四方一真，田中直樹，高橋幸一，小川俊広，大谷清伸，藤田昂志，永井大樹，山田和彦：深宇

宙からのサンプルリターンに向けた次世代再突入カプセルの弾道飛行装置を用いた自由飛行試
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験，令和2年度宇宙航行の力学シンポジウム，(2020)． 

16. 吉村僚一，鈴木健斗，焼野藍子，大林茂，菊地亮太，伊藤純至：2014年12月16日に発生した晴

天乱気流事例のWRF-LESによる解析，日本気象学会東北支部気象研究会，(2020)． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 岩渕秀, 焼野藍子, 大林茂, 吉村僚一, 菊地亮太：羽田空港の格納庫後流中を飛行する着陸機
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Numerical Simulation of Mass Transfer and Structural Change with Solid-gas Reaction in 

a Full-scale Porous Model, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-86, (2020), pp. 149-150. 

14. Atsuki Komiya, Ryo Watanabe, Yuki Kanda, Juan Felipe Torres Alvarez, Sébastien Livi : 
Effect of Micropores Patterning in Separated Plate on Protein Hindered Diffusion 

Phenomena, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, OS20-9, (2020), pp. 194-195. 

15. Takahiro Adachi, Widiast Toshiharu, Kana Akinaga, Atsuki Komiya : Stability and 

Transition to Turbulence of Taylor Vortex in a Gap between Rotating Two Cones, Proceedings 

of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

OS20-10, (2020), pp. 196-197. 

16. Yusuke Nishimura, Yuki Kanda, Junnosuke Okajima, Atsuki Komiya : Investigation of 
Convective Boiling Phenomena in Layered-Parallel Microchannels, Proceedings of the 31st 

International Symposium on Transport Phenomena (ISTP-31), (2020), ISTP15. 

国内会議での発表 

1. 伊藤春輝，神田雄貴，小宮敦樹：マランゴニ対流場での二酸化炭素吸収過程の濃度場・流動場

計測，第20回日本伝熱学会東北支部学生発表会講演論文集，(2020)，pp. 4-5． 

2. Qinxue Nie，神田雄貴，小宮敦樹：位相シフトエリプソメータを用いた揮発性液滴の固気液界

面における先行液膜の動的挙動計測，第20回日本伝熱学会東北支部学生発表会講演論文集，

(2020)，pp. 6-7． 

3. 庄司衛太，金子峻大，米村建哉，久保正樹，塚田隆夫，小宮敦樹：Si基板上のSiO2ナノ粒子／

PDMS懸濁液の微視的濡れ挙動の測定，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集, A325，(2020)． 

4. 神田雄貴，小宮敦樹：二酸化炭素ハイドレート分解界面近傍における非定常熱物質輸送の定量

計測と分解の律速評価，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，F312，(2020)． 

5. 西村祐輔，岡島淳之介，大内琢也，小宮敦樹：異径多層マイクロチャネル構造を有したヒート

シンクによる対流沸騰伝熱促進，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，G333，(2020)． 

6. 古川琢磨，江目宏樹，岡島淳之介，小宮敦樹，円山重直：高濃度ふく射性媒体中における自然

対流境界層の発達機構に関する研究，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，H332，(2020)． 

7. 沼澤結，松川嘉也，松下洋介，青木秀之，小宮敦樹：三成分系の拡散におけるStefan-Maxwell

式とCorrection velocityを用いた近似式の比較，化学工学会第51回秋季大会講演論文集，M125，

(2020)． 

8. 小笠原直人，神田雄貴，Juan Felipe Torres Albarez，小宮敦樹：衝突噴流による高Rayleigh

数自然対流の温度境界層制御，日本機械学会熱工学コンファレンス2020講演論文集，E213，

(2020)． 

9. 渡邉崚，Juan Felipe Torres Alvarez，神田雄貴，小宮敦樹：マイクロ細孔を利用したタンパ

ク質の物質拡散制御の可能性評価，日本機械学会熱工学コンファレンス2020講演論文集，F125，

(2020)． 

10. 栗谷京生，落合耕太朗，Golap Kalita，種村眞幸，小宮敦樹，菊川豪太，小原拓，山下一郎，
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Fumio S. Ohuchi，Meyya Meyyappan，寒川誠二，鷲尾勝由，岡田健：グラフェン上における液

体流動発電の出力密度定量，応用物理学会第75回東北支部学術講演会論文集，4aB02，(2020)． 

 

A.10 先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Yusuke Nishimura, Junnosuke Okajima, Takuya Oouchi, Atsuki Komiya : Evaluation of forced 

convective boiling heat transfer with layered parallel microchannels, Journal of Thermal 

Science and Technology, Vol. 15, No. 1, (2020), 20-00019. 

2. J. Okajima, T. Okabe, N. Miyamoto, T. Morimoto, K. Tsunoda, N. Hatakeyama : Experimental 

and numerical evaluation of temperature variation by frictional heating at the interface 

between snow and ski, Journal of Biomechanical Science and Engineering, Vol. 15, No. 1, 

(2020), 19-00507. 

3. T. Okabe, J. Okajima, T. Fujimura, S. Aiba, S. Maruyama : Numerical simulation of effects 

of bioheat transfer characteristics of malignant melanoma on thermal conductivity 

measurements, Critical Reviews in Biomedical Engineering, Vol. 48, No. 2, (2020), pp. 

95-109. 

4. H. Gonome, T. Nagao, Y. Takagi, M. Ono, T. Kogawa, S. Moriya, J. Okajima : Protection 

from thermal radiation of hazardous fires: Optimizing microscale droplet size in mist 

barriers using radiative transfer analysis, Process Safety and Environmental Protection, 

Vol. 143, (2020), pp. 114-120. 

5. R. V. Fursenko, V. M. Chudnovskii, S. Minaev, J. Okajima : Mechanism of high velocity 

jet formation after a gas bubble collapse near the micro fiber immersed in a liquid, 

International Journal of Heat and Mass Transfer, Vol. 163, (2020), 120420. 

6. K. Sugaya, T. Ochiai, J. Okajima, Y. Iga : Experimental Study of Break-off Frequency in 

Cavitation Disappearance Phenomenon on NACA16-012 Hydrofoil, Proceedings of 18th 

International Symposium on Transport Phenomena and Dynamics of Rotating Machinery, (2020), 

ISROMAC2019-00142. 

7. Sota Kondo, Moena Kanamaru, Satoshi Kawasaki, Yuka Iga : Influence of Rotational Speed 

of an Inducer on the Propagation Velocity of Super-synchronous Rotating Cavitation, 

Proceedings of 18th International Symposium on Transport Phenomena and Dynamics of 

Rotating Machinery (ISROMAC18), (2020). 

オリジナル論文（英語以外） 

1. 佐々木裕章，古屋修，伊賀由佳：液滴衝撃エロージョンの進行メカニズムに関する数値的研究，

ターボ機械，Vol. 48，No. 1，(2020)， pp. 47-52． 

2. 薄井友彦，伊賀由佳：油中翼列における気体性キャビテーションモデルの検証，ターボ機械，

Vol. 48，No. 10，(2020)，pp. 40-48． 

国際会議での発表 

1. J. Okajima : Researches on biomedical applications from the viewpoint of heat transfer, 

International Workshop and School of Young Scientists: Theory, experiments and numerical 

simulations of reaction-diffusion systems in applications for biotechnology, biomedicine 

and energy production, (2020). 

2. V. M. Chudnovskii, M. Guzev, J. Okajima, D. Tereshko : Numerical Modeling of Biofluid 

Dynamics in a Cavity with Applications to Laser Cyst Obliteration, Proceedings of the 

Seventheenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS9-5, (2020), 

p. 299. 

3. Moena Kanamaru, Asuka Kowata, Satoshi Kawasaki, Yuka Iga : Numerical study of slit 

position for suppression effect on cavitation instabilities in inducers, Proceedings of  

the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-15, (2020), 

pp. 506-507. 

4. Satoshi Uehara, Sayaka Kamata, Tomoki Nakajima, Yuka Iga, Seiji Kanazawa, and Takehiko 

Sato : Improvement of Pressure Measurement Method in a Laser-Induced Cavitation Bubble, 
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Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-16, (2020), p. 26. 

5. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 

Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27.  

6. T. Ochiai, E. Kadivar, K. Sugaya, J. Okajima, Y. Iga : Active and Passive Control of 

Unsteady Cavitation on a Hydrofoil, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-61, (2020), p. 108. 

7. E. Dats, S. Minaev, J. Okajima, T. Miroshnichenko : Sporadic Propagation of Spatiotemporal 

Patterns in a Plankton Model, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-71, (2020), pp. 123-124. 

8. H. Gonome, Y. Takagi, T. Nagao, M. Ono, T. Kogawa, J. Okajima : Radiative transfer analysis 

in soot smoke and water mist for development of thermal barrier fire extinguishing devices, 

Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-72, (2020), pp. 125-126. 

9. J. Okajima, R. V. Fursenko, S. Mokrin, V. Gubernov, S. Minaev : Modeling on Boiling and 

Bubble Dynamics Induced by Laser Emitted from Optical Fiber, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-73, (2020), 

p. 127. 

10. Kenji Takahashi, Takahiro Adachi, Takeshi Akinaga, Kana Akinaga, Junnosuke Okajima, 
Atsuki Komiya : Development of Spinning Device Using Filmwise Pumping-up Mechanism with 

Induction Heating and Rotating Cone, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-74, (2020), p. 128. 

11. T. Okabe, Y. Akiyama, J. Okajima, M. Shirota : Study of Hydrothermal Behaviors of Impinging 
Droplets on a Heated Wall, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-75, (2020), p. 129. 

12. Takuma Kogawa, Junnosuke Okajima, Atsuki Komiya, Shigenao Maruyama : Experimental 
Evaluation of Objective Function for Perdition of IR Camera’s Sensitivity, Proceedings 

of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-76, (2020), pp. 130-131. 

13. J. Okajima, M. Ito, Y. Iga : Influence of Heat Transfer from Heated NACA0015 Hydrofoil 
on Cavitating Flow, Proceedings of 18th International Symposium on Transport Phenomena 

and Dynamics of Rotating Machinery, ISROMAC2020-00019, (2020). 

国内会議での発表 

1. 金森潤，足立高弘，岡島淳之介：回転円すいによる膜状および糸状揚水の揚水開始回転数と無

次元化，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会講演論文集，123，(2020)． 

2. 近江春祐，足立高弘，岡島淳之介：誘導加熱を用いた回転円すいディスク式薄膜揚水蒸発機構

に必要な消費トルク，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会講演論文集，124，(2020)． 

3. 金丸萌菜，川崎聡，伊賀由佳：スリットインデューサによる低流量条件下での揚程安定化に関

する研究，ターボ機械協会第83回総会講演会，B07，(2020)． 

4. 岡島淳之介，伊藤成紀，伊賀由佳：加熱された翼形からの伝熱がキャビテーション流れへ及ぼ

す影響，ターボ機械協会第83回総会講演会，B11，(2020)． 

5. 岡島淳之介：移動接触線蒸発モデルによるメニスカス近傍の蒸発現象への接触線速度の影響評

価，第57回日本伝熱シンポジウム，G314，(2020)． 

6. 岡島淳之介：沸騰現象の直接数値シミュレーションにむけたアプローチ，第7.5回相変化界面研

究会，(2020)． 

7. 上原聡司，佐藤岳彦，鎌田さやか，中嶋智樹，金澤誠司，伊賀由佳，ファーラット モハメッド：

レーザー誘起気泡中の圧力測定，日本機械学会第98期流体工学部門講演会，OS06-16，(2020)． 
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Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-16, (2020), p. 26. 

5. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 

Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27.  

6. T. Ochiai, E. Kadivar, K. Sugaya, J. Okajima, Y. Iga : Active and Passive Control of 

Unsteady Cavitation on a Hydrofoil, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-61, (2020), p. 108. 

7. E. Dats, S. Minaev, J. Okajima, T. Miroshnichenko : Sporadic Propagation of Spatiotemporal 

Patterns in a Plankton Model, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-71, (2020), pp. 123-124. 

8. H. Gonome, Y. Takagi, T. Nagao, M. Ono, T. Kogawa, J. Okajima : Radiative transfer analysis 

in soot smoke and water mist for development of thermal barrier fire extinguishing devices, 

Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-72, (2020), pp. 125-126. 

9. J. Okajima, R. V. Fursenko, S. Mokrin, V. Gubernov, S. Minaev : Modeling on Boiling and 

Bubble Dynamics Induced by Laser Emitted from Optical Fiber, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-73, (2020), 

p. 127. 

10. Kenji Takahashi, Takahiro Adachi, Takeshi Akinaga, Kana Akinaga, Junnosuke Okajima, 
Atsuki Komiya : Development of Spinning Device Using Filmwise Pumping-up Mechanism with 

Induction Heating and Rotating Cone, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-74, (2020), p. 128. 

11. T. Okabe, Y. Akiyama, J. Okajima, M. Shirota : Study of Hydrothermal Behaviors of Impinging 
Droplets on a Heated Wall, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-75, (2020), p. 129. 

12. Takuma Kogawa, Junnosuke Okajima, Atsuki Komiya, Shigenao Maruyama : Experimental 
Evaluation of Objective Function for Perdition of IR Camera’s Sensitivity, Proceedings 

of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-76, (2020), pp. 130-131. 

13. J. Okajima, M. Ito, Y. Iga : Influence of Heat Transfer from Heated NACA0015 Hydrofoil 
on Cavitating Flow, Proceedings of 18th International Symposium on Transport Phenomena 

and Dynamics of Rotating Machinery, ISROMAC2020-00019, (2020). 

国内会議での発表 

1. 金森潤，足立高弘，岡島淳之介：回転円すいによる膜状および糸状揚水の揚水開始回転数と無

次元化，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会講演論文集，123，(2020)． 

2. 近江春祐，足立高弘，岡島淳之介：誘導加熱を用いた回転円すいディスク式薄膜揚水蒸発機構

に必要な消費トルク，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会講演論文集，124，(2020)． 

3. 金丸萌菜，川崎聡，伊賀由佳：スリットインデューサによる低流量条件下での揚程安定化に関

する研究，ターボ機械協会第83回総会講演会，B07，(2020)． 

4. 岡島淳之介，伊藤成紀，伊賀由佳：加熱された翼形からの伝熱がキャビテーション流れへ及ぼ

す影響，ターボ機械協会第83回総会講演会，B11，(2020)． 

5. 岡島淳之介：移動接触線蒸発モデルによるメニスカス近傍の蒸発現象への接触線速度の影響評

価，第57回日本伝熱シンポジウム，G314，(2020)． 

6. 岡島淳之介：沸騰現象の直接数値シミュレーションにむけたアプローチ，第7.5回相変化界面研

究会，(2020)． 

7. 上原聡司，佐藤岳彦，鎌田さやか，中嶋智樹，金澤誠司，伊賀由佳，ファーラット モハメッド：

レーザー誘起気泡中の圧力測定，日本機械学会第98期流体工学部門講演会，OS06-16，(2020)． 
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その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 宮川和芳，伊賀由佳，堀口祐憲，川北千春：キャビテーションによる流体励振力予測，タ－ボ

機械，Vol. 48，No. 9，(2020)，pp. 33-44． 

  
A.11 計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Kosei Nishikawa, Kodai Konno, Yuji Hattori : Assessment of immersed boundary method as 

a tool for direct numerical simulation of aeroacoustic sound, Journal of Fluid Science 

and Technology, Vol. 15, No. 1, (2020), JFST0004. 

2. Hiroshi Koizumi, Yuji Hattori : Structures of wing-tip vortices at low Reynolds numbers 

and their modelling, Fluid Dynamics Research, Vol. 52, No. 4, (2020), 045503. 

3. A. Sescu, M. Afsar, Y. Hattori : Streaks in high-speed boundary layers: Assessment via 

the full nonlinear boundary-region equations, AIAA Scitech 2020 Forum, AIAA 2020-0830, 

(2020). 

国際会議での発表 

1. J. Blake, A. Sescu, D. Thompson, Y. Hattori : Predicting Jet Noise With a Coupled LES 

Synthetic Turbulence Method, Proceedings of the Seventeenth International Conference on 

Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS15-8, (2020), pp. 434-435. 

2. M. Hirota, Y. Ide, Y. Hattori : Modeling of Nonlinear Crossflow Instability in 

Three-dimensional Boundary Layer, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS16-1, (2020), pp. 462-463. 

3. O. Es-Sahli, A. Sescu, M. Z. Afsar, Y. Hattori, M. Hirota : Control of Streamwise Vortices 

Developing in Compressible Boundary Layers, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS16-2, (2020), pp. 464-465. 

4. K. Nakayama, S. Saeki, K. Kondoh, Y. Hattori : An Invariant Key Flow for Vortex Generation 

in Terms of Local Flow Geometry, Proceedings of the Seventeenth International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS16-4, (2020), pp. 468-469. 

5. R. Tabata, S. Iwagami, T. Kobayashi, K. Takahashi, Y. Hattori : Numerical Analysis of 

Air-Jet Instrument’s Sound Sources by Compressible Direct Numerical Simulation, 

Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS16-6, (2020), pp. 472-473. 

6. Y. Hattori, Y. Sato : Reduction of Aeroacoustic Sound using Porous Materials: Comparison 

between Macroscopic and Microscopic Models, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS16-7, (2020), pp. 474-475. 

7. G. T. Jamaat, Y. Hattori : Investigation of the Effect of the Forcing Function on the 

Burgers Equation, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-49, (2020), pp. 579-580. 

8. A. Sescu, M. Z. Afsar, S. Bhushan, Y. Hattori, M. Hirota : Active Control of High-speed 

Boundary Layer Flows, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-79, (2020), pp.136-137. 

9. C. Chang, S. G. Llewellyn Smith, Y. Hattori : Vortex-current Filaments with Buoyancy, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-82, (2020), pp. 141-142. 

10. R. Sumita, R. Tabata, T. Kobayashi, K. Takahashi, Y. Hattori : Numerical Study of a French 
Horn Mouthpiece with Compressible Direct Numerical Simulation, Proceedings of the 20th 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-97, (2020), 

pp. 169-170. 

11. K. Nakayama, K. Doi, Y. Hattori : Analysis of a Vortical Axis based on Local Axis Geometry, 
Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-98, (2020), pp. 171-172. 

12. Y. Hattori, I. Delbende, M. Rossi : Instability and Wave Interactions in Helical Vortices, 
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Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-99, (2020), pp. 173-174. 

13. Y. Hattori, Y. Sato : Comparison between Microscopic and Macroscopic Models of Porous 
Materials in Aerodynamic Sound Generated from a Flow past a Cylinder, 73rd Annual Meeting 

of the APS Division of Fluid Dynamics, (2020). 

14. A. Sescu, O. Es-Sahli, M. Afsar, Y. Hattori, M. Hirota : Effect of wall cooling or heating 
on streaks streamwise vortices developing in compressible boundary layers, 73rd Annual 

Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics, (2020). 

15. O. Es-Sahli, A. Sescu, M. Afsar, Y. Hattori, M. Hirota : Investigation of an Optimal 
Control Approach in the Context of Compressible Boundary Region Equations, 73rd Annual 

Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics, (2020). 

16. J. Blake, A. Sescu, D. Thompson and Y. Hattori : Analysis of a Coupled LES-Synthetic 
Turbulence Modeling Approach for Jet Noise Prediction, 73rd Annual Meeting of the APS 

Division of Fluid Dynamics, (2020). 

国内会議での発表 

1. Yuji Hattori：Curvature Instability，In honor of Professor Yasuhide Fukumoto on his 

sixtieth birthday, (2020)． 

2. 廣田真，P. J. Morrison，W. Horton，服部裕司：磁気ヘリシティ入射と緩和の拡張MHDシミュ

レーション，日本物理学会第75回年次大会，(2020)． 

3. 服部裕司，廣田真：双曲型不安定性による成層流中の渦列の不安定化過程，日本物理学会第75

回年次大会，(2020)． 

4. 服部裕司，Ivan Delbende，Maurice Rossi：らせん渦の不安定性の数値解析，日本物理学会2020

年秋季大会，(2020)． 

5. 廣田真：拡張MHD方程式の線形安定性に対する変分原理と自己共役性，日本物理学会2020年秋季

大会，(2020)． 

6. 服部裕司，Ivan Delbende，Maurice Rossi：軸流をもつらせん渦の線形不安定性の数値解析，

日本流体力学会年会2020，(2020)． 

7. 服部裕司：らせん渦の不安定化過程の直接数値シミュレーション，第34回数値流体力学シンポ

ジウム，A05-4，(2020)． 

8. 廣田真，井手優紀，服部裕司：横流れ不安定性のDNSに基づいた三次元境界層遷移モデルの構築，

第34回数値流体力学シンポジウム，A06-3，(2020)． 

 

A.12 非平衡分子気体流研究分野(Non-Equilibrium Molecular Gas Flow Laboratory) 

国際会議での発表 

1. Clint John Cortes Otic and Shigeru Yonemura : Self-propulsion of an Object Placed Close 

to Heated Substrate with Surface Microstructure, Proceedings of Seventeenth 

International Conference on Flow Dynamics (ICFD20120), Sendai, OS11-7, (2020), pp. 

345-346. 

2. Pavel Vashchenkov, Yevgeniy Bondar and Shigeru Yonemura : Numerical Investigation of 

Pressure Distribution in a Microchannel by the DSMC method, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-95, (2020), 

pp. 165-166. 

国内会議での発表 

1. オティック・クリントジョン，李祥偉，米村茂：液槽とそれに滴下された液滴の間のマイクロ

気体膜に関する数値的研究，日本混相流学会混相流シンポジウム2020講演論文集，0139，(2020)． 

2. オティック・クリントジョン，米村茂：異なる表面微細構造がもたらす接線方向Knudsen力への

影響，日本機械学会2020年度年次大会講演論文集，J05214，(2020)． 

3. オティック・クリントジョン，米村茂：異なる表面微細構造によって誘起される接線方向クヌ

ッセン力に関する研究，日本流体力学会年会2020講演論文集，274，(2020)． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 米村茂，川越吉晃，竹野貴法，三木寛之，高木敏行：特集：フルードパワーにおけるトライボロ

－108－



- 108 - 
 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 
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ジー，部分研磨ダイヤモンド膜により誘起されるマイクロ・ナノ気体潤滑，油空圧技術，Vol. 59，

No. 7，(2020)，pp. 10-16． 

 

A.13 分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Hiroki Matsubara, Gota Kikugawa, Takeshi Bessho, Taku Ohara : Evaluation of thermal 

conductivity and its structural dependence of a single nanodiamond using molecular 

dynamics simulation, Diamond & Related Materials, Vol. 102, (2020), 107669. 

2. Xiao Liu, Donatas Surblys, Yoshiaki Kawagoe, Abdul Rafeq Bin Saleman, Hiroki Matsubara, 

Gota Kikugawa, Taku Ohara : A molecular dynamics study of thermal boundary resistance 

over solid interfaces with an extremely thin liquid film, International Journal of Heat 

and Mass Transfer, Vol. 147, (2020), 118949. 

3. Donatas Surblys, Taro Yamada, Bo Thomsen, Tomonori Kawakami, Isamu Shigemoto, Jun Okabe, 

Takafumi Ogawa, Masahiro Kimura, Yuji Sugita, Kiyoshi Yagi : Amide A band is a fingerprint 

for water dynamics in reverse osmosis polyamide membranes, Journal of Membrane  Science, 

Vol. 596, (2020), 117705. 

4. Xiao Liu, Donatas Surblys, Yoshiaki Kawagoe, Abdul Rafeq Bin Saleman, Hiroki Matsubara, 

Gota Kikugawa, Taku Ohara : Erratum to “A molecular dynamics study of thermal boundary 

resistance over solid interfaces with an extremely thin liquid film” (International 

Journal of Heat and Mass Transfer (2020) 147, (S0017931019306490), 

(10.1016/j.ijheatmasstransfer.2019.118949)) , International Journal of Heat and Mass 

Transfer, Vol. 150, (2020), 119307. 

5. Yasutaka Yamaguchi, Hiroki Kusudo, Donatas Surblys, Takeshi Omori, Gota Kikugawa : 

Erratum: “Interpretation of Young’s equation for a liquid droplet on a flat and smooth 

solid surface: Mechanical and thermodynamic routes with a simple Lennard-Jones liquid” 

[J. Chem. Phys. 150, 044701 (2019)], The Journal of Chemical Physics, Vol. 152, No. 17, 

(2020), 179901. 

6. Yoshiaki Kawagoe, Donatas Surblys, Hiroki Matsubara, Gota Kikugawa, Taku Ohara : 

Cross-Plane and In-Plane Heat Conductions in Layer-by-Layer Membrane: Molecular Dynamics 

Study, Langmuir, Vol. 36, No. 23, (2020), pp. 6482-6493. 

7. Kei Kuriya, Kotaro Ochiai, Golap Kalita, Masaki Tanemura, Atsuki Komiya, Gota Kikugawa, 

Taku Ohara, Ichiro Yamashita, Fumio S. Ohuchi, M. Meyyappan, Seiji Samukawa, Katsuyoshi 

Washio, Takeru Okada : Output density quantification of electricity generation by flowing 

deionized water on graphene, Applied Physics Letters, Vol. 117, No. 12, (2020), 123905. 

8. Hiroki Matsubara, Gota Kikugawa, Taku Ohara : Comparison of molecular heat transfer 

mechanisms between water and ammonia in the liquid states, International Journal of 

Thermal Sciences, Vol. 161, (2020), 106762 (7 pages). 

9. Yuting Guo, Donatas Surblys, Hiroki Matsubara, Yoshiaki Kawagoe, Taku Ohara : Molecular 

Dynamics Study on the Effect of Long-Chain Surfactant Adsorption on Interfacial Heat 

Transfer between a Polymer Liquid and Silica Surface, The Journal of Physical Chemistry 

C, Vol. 124, No. 50, (2020), pp. 27558-27570. 

国際会議での発表 

1. Takamasa Saito, Eita Shoji, Masaki Kubo, Takao Tsukada, Gota Kikugawa, Donatas Surblys : 

Evaluation of the Work of Adhesion at Organic-modified Al2O3/Organic Solvent Interface 

by Molecular Dynamics Simulation, Proceedings of the Seventeenth International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-10, (2020), pp. 496-497. 

国内会議での発表 

1. 鮑允皓，松原裕樹，川越吉晃，Donatas Surblys，郭玉婷，小原拓：固液界面熱輸送に及ぼす界

面吸着分子の影響に関する分子動力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A112，

(2020)． 

2. 李一凝，Donatas Surblys，松原裕樹，川越吉晃，郭玉婷，小原拓：固液界面での界面熱コンダ
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クタンスに対する表面粗さと液体分子長の影響に関する分子動力学研究，第57回日本伝熱シン

ポジウム講演論文集，A113，(2020)． 

3. 郭玉婷，Surblys Donatas，川越吉晃，松原裕樹，小原拓：Molecular dynamics investigation 

of the effect of surfactant adsorption on reducing contact thermal resistance between 

two solid surfaces，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A123，(2020)． 

4. Surblys Donatas，Müller-Plathe Florian，小原拓：Dry-surface法による遮蔽クーロン相互作

用を有する界面の付着仕事算出，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A124，(2020).  

5. 川越吉晃，Surblys Donatas，松原裕樹，菊川豪太，岡部朋永，小原拓：交互累積膜内の面内お

よび面垂直方向熱輸送に関する分子動力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A131，

(2020)． 

6. 松原裕樹，伊藤豪志，小原拓：パラフィン-ナノグラフェンコンポジット中の熱輸送に対する分

子スケール描像，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A133，(2020).  

7. 山本幸宏，藤原邦夫，植木祥高，小原拓，芝原正彦：ナノ粒子懸濁液のエネルギー輸送機構に

関する分子動力学的研究，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，K1419，(2020)． 

8. 斎藤高雅，庄司衛太，久保正樹，塚田隆夫，菊川豪太，Surblys Donatas：有機分子修飾アルミ

ナ表面/有機溶媒間の付着仕事に関する分子動力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文

集，K1420，(2020)． 

9. 中野雄大，Surblys Donatas，菊川豪太，小原拓：水/IPA液置換挙動の分子動力学解析，第57

回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D321，(2020)． 

10. Surblys Donatas，Müller-Plathe Florian，小原拓：Dry-surface法による遮蔽クーロン相互作

用を有する系の固液界面の付着仕事算出，日本流体力学会年会2020，(2020)． 

11. Bistafa Carlos，Surblys Donatas，大森健史，山口康隆：OH終端されたシリカ表面上の濡れに

関する理論解析，日本流体力学会年会2020，(2020)． 

12. 斎藤高雅，庄司衛太，久保正樹，塚田隆夫，菊川豪太，Surblys Donatas：分子動力学計算によ

る付着仕事に基づいた有機分子修飾Al2O3/有機溶媒界面の親和性評価，化学工学会第51回秋季

大会，(2020)． 

13. 松原裕樹，小原拓：平衡分子動力学シミュレーションによるパラフィン/ナノグラフェンコンポ

ジット有効熱伝導率の評価，第41回日本熱物性シンポジウム講演論文集，(2020)． 

14. 八木貴志，山下雄一郎，佐藤正秀，Leton Chandra Saha，菊川豪太，小原拓：PEG基自己組織化

単分子層修飾によるAu/水界面の熱抵抗低減，第41回日本熱物性シンポジウム講演論文集，B312， 

(2020)． 

15. 栗谷京生，落合耕太朗，Golap Kalita，種村眞幸，小宮敦樹，菊川豪太，小原拓，山下一郎，

Fumio S. Ohuchi，Meyya Meyyappan，寒川誠二，鷲尾勝由，岡田健：グラフェン上における液

体流動発電の出力密度定量，応用物理学会第75回東北支部学術講演会論文集，4aB02，(2020)． 

16. 小原拓：固液界面における分子伝熱現象，第10回相変化界面研究会，(2020)． 

 
A.14 量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Kiyoto Kawai, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Molecular Dynamics Analysis of Proton 

Diffusivity in Hydrated Nafion Membranes Contaminated with Ferrous Ions, Macromolecular 

Theory and Simulations, Vol. 29, No. 1, (2020), 1900047. 

2. Naoya Uene, Hideki Takeuchi, Yasutaka Hayamizu and Takashi Tokumasu : Study of reflection 

models of gas molecules on water adsorbed surfaces in high-speed flows, Journal of Fluid 

Science and Technology, Vol. 15, No. 1, (2020), 19-00198. 

3. Takuya Mabuchi, Sheng-Feng Huang and Takashi Tokumasu : Nafion Ionomer Dispersion in 

Mixtures of 1-Propanol and Water Based on the Martini Coarse-Grained Model, Journal of 

Polymer Science, Vol. 58, No. 3, (2020), pp. 487-499. 

4. Takuya Mabuchi, Sheng-Feng Huang and Takashi Tokumasu : Dispersion of Nafion Ionomer 

Aggregates in 1-Propanol/Water Solutions: Effects of Ionomer Concentration, 

Macromolecules, Vol. 53, No. 9, (2020), pp. 3273-3283. 

5. Akinori Fukushima, Hironori Sakai and Takashi Tokumasu : Ab initio studies of the effect 
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of the fluorination on deprotonation reaction of the benzene sulfonic acid, Journal of 

Molecular Modeling, Vol. 26, No. 6, (2020), 127. 

6. Tomohiro Matsuda, Koichi Kobayashi, Takuya Mabuchi, Gen Inoue and Takashi Tokumasu : 

Multiscale Simulation of Proton Transport in the Catalyst Layer with Consideration of 

Ionomer Thickness Distribution, ECS Transactions, Vol. 98, No. 9, (2020), pp. 187-196. 

7. Kyohei Ishikawa, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Molecular Analysis of Cerium Ion 

Transport Properties in Polymer Electrolyte Membrane, ECS Transactions, Vol. 98, No. 9, 

(2020), pp. 439-446. 

8. Kyohei Ishikawa, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Analysis of Water Cluster 

Structures and Mass Transport in Polymer Electrolyte Membranes Containing Cerium Ions 

Using Molecular Dynamics Simulations, 燃料電池, Vol. 20, No. 2, (2020), pp. 76-84. 

9. Hiroki Nagashima, Shin-ichi Tsuda and Takashi Tokumasu : An evaluation of the 

self-diffusion coefficient of liquid hydrogen via the generic van der Waals equation of 

state and modified free volume theory, Chemical Physics, Vol. 539, (2020), 110952. 

国際会議での発表 

1. Takashi Tokumasu, and Patrice Chantrenne : Simulation of Carbon electro-diffusion in Iron 

with phase change, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, #28, (2020), p. 

57. 

2. Takuya Mabuchi, and Takashi Tokumasu : Coarse-Grained  Molecular  Dynamics  Study  of 

Polymer Self-assembly in Dispersions for Polymer Electrolyte Fuel Cells, Abstract Book 

of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, #30, (2020), p.59. 

3. William Goncalves, Takuya Mabuchi, and Takashi Tokumasu : Mechanical behavior of hydrated 

PFSA membranes at nanoscale: from elasticity to rupture, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT 

Workshop 2020, P5, (2020), p. 79. 

4. Takashi Tokumasu and Patrice Chantrenne : Prediction of thermal and mechanical properties 

of Silica Aerogel using atomic scale simulations, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT 

Workshop 2020, P8, (2020), p. 84. 

5. Naoya Uene, Takuya Mabuchi, Masaru Zaitsu, Shigeo Yasuhara and Takashi Tokumasu : Reactive 

Force-Field Molecular Dynamics Study of the Silicon-Germanium Deposition Processes by 

Plasma Enhanced Chemical Vapor Deposition, International Conference on Simulation of 

Semiconductor Processes and Devices (SISPAD) 2020, (2020). 

6. Kyohei Ishikawa, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Analysis of the Influence of Cerium 

Ions on Mass Transport Properties in Polymer Electrolyte Membrane by Molecular Dynamics 

Simulation, 238th ECS Meeting, (2020). 

7. Koki Nakajima, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Molecular Analysis of Li ion 

Transport Characteristics in Polymer Electrolytes of All Solid-State Lithium ion Battery, 

238th ECS Meeting, (2020). 

8. Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Molecular Dynamics Study of Ionomer Aggregate 

Structure During Solvent Evaporation, 238th ECS Meeting, (2020). 

9. Tomohiro Matsuda, Koichi Kobayashi, Takuya Mabuchi, Gen Inoue and Takashi Tokumasu : 

Multiscale Simulation of Proton Transport in the Catalyst Layer with Consideration of 

Ionomer Thickness Distribution, 238th ECS Meeting, (2020). 

10. Yujie Li, Kyohei Ishikawa, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Numerical simulation 
of cerium ion migration and distribution in a polymer electrolyte membrane, 238th ECS 

Meeting, (2020). 

11. Naoya Uene, Takuya Mabuchi, Masaru Zaitsu, Shigeo Yasuhara and Takashi Tokumasu : Reactive 
Force-Field Molecular Dynamics Study of SiGe Thin Film Growth in Plasma Enhanced Chemical 

Vapor Deposition Processes, 238th ECS Meeting, (2020). 

12. Naoya Uene, Takuya Mabuchi, Masaru Zaitsu, Shigeo Yasuhara and Takashi Tokumasu : Reactive 
Force-Field Molecular Dynamics Study of SiGe Thin Film Growth in Plasma Enhanced Chemical 

Vapor Deposition Processes, Proceedings of the Seventeenth International Conference on 
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Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-17, (2020), pp. 510-511. 

13. Rikki Tanaka, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Molecular Dynamics Study of Proton 
Transport in Water Filled Carbon Nanotubes, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-41, (2020), pp. 563-564. 

14. Akinori Fukushima and Takashi Tokumasu : Modeling of the Contact Line and Contact Angle 
Dynamics based on the Molecular Dynamics Simulation, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-88, (2020), 

pp. 153-154. 

15. Hiroki Nagashima, Jeongmin Ahn and Takashi Tokumasu : Analysis of Transport Phenomena 
of Oxygen Ion in Dual-phase Electrolyte Material, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-89, (2020), 

pp. 155-156. 

16. Hiroya Mikami, Shinichiro Wakashima and Takashi Tokumasu : MD Analysis of Formation 
Process of PEFC’s Catalyst Layer, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-90, (2020), p. 157. 

17. Ryuji Takahashi, Hiroki Nagashima, Takashi Tokumasu and Shin-ichi Tsuda : Molecular 
Kinetic Analysis of Quantum Effect on Bubble Nucleation in Liquid Hydrogen, Proceedings 

of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-91, (2020), pp. 158-159. 

18. Satoru Kaneko, Rieko Sudo, Shigeo Yasuhara, Tamio Endo, Manabu Yasui, Masahito Kurouchi, 
Musa Can, Shalima Shawuti, Yoshimi Nakamaru, Chiemi Kokubun, Kayoko Konda and Takashi 

Tokumasu : Lattice Constant between Magnesium Oxide Thin Film Deposited on Silicon 

Substrate, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-92, (2020), pp. 160-161. 

19. Yusuke Kosaki, Hideki Takeuchi, Ikuya Kinefuchi and Takashi Tokumasu : Scattering 
Properties of Gas Molecules on Interfaces of Nanostructures using Molecular Dynamics 

Analysis, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-93, (2020), p. 162. 

20. Rizky Ruliandini, Nasruddin and Takashi Tokumasu : Performance of 2D Nanomaterials as 
an Additive in Fatty Acid Methyl Ester (FAME) based Biolubricant: Molecular Dynamic 

Simulation, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-94, (2020), pp. 163-164. 

国内会議での発表 

1. 馬渕拓哉，徳増崇：粗視化分子動力学法を用いた水・アルコール混合溶液中におけるアイオノ

マー分散構造の解析，第26回燃料電池シンポジウム講演予稿集，第57回日本伝熱シンポジウム

講演論文集，C211，(2020)． 

2. 石川恭平，馬淵拓哉，徳増崇：高分子電解質膜内部におけるセリウムイオン輸送特性の分子論

的解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，C332，(2020)． 

3. 上根直也，馬渕拓哉，財津優，安原重雄，徳増崇：CVDプロセスにおける表面反応機構の分子動

力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D314，(2020)． 

4. 髙橋竜二，永島浩樹，徳増崇，渡邉聡，津田伸一：液体水素の量子性が気泡核生成微視的過程

に及ぼす影響の分子論的検討，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D324，(2020)． 

5. 徳増崇，馬渕拓哉：PEFC高分子電解質膜・アイオノマー内部における物質輸送現象の分子動力

学的解析，第69回高分子討論会講演予稿集，T69-1473，(2020)． 

6. 中島光輝，馬渕拓哉，徳増崇：全固体リチウムイオン電池高分子電解質膜内部のイオン輸送に

関する分子論的解析，第11回マイクロ・ナノ工学シンポジウム講演予稿集，26P3-MN3-4, (2020)． 

7. 石川恭平，馬渕拓哉，徳増崇：水和ナフィオン膜内部におけるセリウムイオン輸送の分子論的

解析，第11回マイクロ・ナノ工学シンポジウム講演予稿集，26P3-MN3-7，(2020)． 

8. 徳増崇，上根直也，馬渕拓哉，財津優，安原重雄：反応性力場分子動力学法計算および量子化

学計算を活用したCVD/ALD薄膜堆積機構の解析，電子情報通信学会シリコン材料・デバイス研究

会，(2020)． 
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Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-17, (2020), pp. 510-511. 

13. Rikki Tanaka, Takuya Mabuchi and Takashi Tokumasu : Molecular Dynamics Study of Proton 
Transport in Water Filled Carbon Nanotubes, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-41, (2020), pp. 563-564. 

14. Akinori Fukushima and Takashi Tokumasu : Modeling of the Contact Line and Contact Angle 
Dynamics based on the Molecular Dynamics Simulation, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-88, (2020), 

pp. 153-154. 

15. Hiroki Nagashima, Jeongmin Ahn and Takashi Tokumasu : Analysis of Transport Phenomena 
of Oxygen Ion in Dual-phase Electrolyte Material, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-89, (2020), 

pp. 155-156. 

16. Hiroya Mikami, Shinichiro Wakashima and Takashi Tokumasu : MD Analysis of Formation 
Process of PEFC’s Catalyst Layer, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-90, (2020), p. 157. 

17. Ryuji Takahashi, Hiroki Nagashima, Takashi Tokumasu and Shin-ichi Tsuda : Molecular 
Kinetic Analysis of Quantum Effect on Bubble Nucleation in Liquid Hydrogen, Proceedings 

of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-91, (2020), pp. 158-159. 

18. Satoru Kaneko, Rieko Sudo, Shigeo Yasuhara, Tamio Endo, Manabu Yasui, Masahito Kurouchi, 
Musa Can, Shalima Shawuti, Yoshimi Nakamaru, Chiemi Kokubun, Kayoko Konda and Takashi 

Tokumasu : Lattice Constant between Magnesium Oxide Thin Film Deposited on Silicon 

Substrate, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-92, (2020), pp. 160-161. 

19. Yusuke Kosaki, Hideki Takeuchi, Ikuya Kinefuchi and Takashi Tokumasu : Scattering 
Properties of Gas Molecules on Interfaces of Nanostructures using Molecular Dynamics 

Analysis, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-93, (2020), p. 162. 

20. Rizky Ruliandini, Nasruddin and Takashi Tokumasu : Performance of 2D Nanomaterials as 
an Additive in Fatty Acid Methyl Ester (FAME) based Biolubricant: Molecular Dynamic 

Simulation, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-94, (2020), pp. 163-164. 

国内会議での発表 

1. 馬渕拓哉，徳増崇：粗視化分子動力学法を用いた水・アルコール混合溶液中におけるアイオノ

マー分散構造の解析，第26回燃料電池シンポジウム講演予稿集，第57回日本伝熱シンポジウム

講演論文集，C211，(2020)． 

2. 石川恭平，馬淵拓哉，徳増崇：高分子電解質膜内部におけるセリウムイオン輸送特性の分子論

的解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，C332，(2020)． 

3. 上根直也，馬渕拓哉，財津優，安原重雄，徳増崇：CVDプロセスにおける表面反応機構の分子動

力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D314，(2020)． 

4. 髙橋竜二，永島浩樹，徳増崇，渡邉聡，津田伸一：液体水素の量子性が気泡核生成微視的過程

に及ぼす影響の分子論的検討，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D324，(2020)． 

5. 徳増崇，馬渕拓哉：PEFC高分子電解質膜・アイオノマー内部における物質輸送現象の分子動力

学的解析，第69回高分子討論会講演予稿集，T69-1473，(2020)． 

6. 中島光輝，馬渕拓哉，徳増崇：全固体リチウムイオン電池高分子電解質膜内部のイオン輸送に

関する分子論的解析，第11回マイクロ・ナノ工学シンポジウム講演予稿集，26P3-MN3-4, (2020)． 

7. 石川恭平，馬渕拓哉，徳増崇：水和ナフィオン膜内部におけるセリウムイオン輸送の分子論的

解析，第11回マイクロ・ナノ工学シンポジウム講演予稿集，26P3-MN3-7，(2020)． 

8. 徳増崇，上根直也，馬渕拓哉，財津優，安原重雄：反応性力場分子動力学法計算および量子化

学計算を活用したCVD/ALD薄膜堆積機構の解析，電子情報通信学会シリコン材料・デバイス研究

会，(2020)． 
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9. 田中陸機，馬渕拓哉，Yushi Zang，Bruce Hinds，徳増崇：ナフィオン/カーボンナノチューブ

複合膜中におけるプロトン輸送性に関する分子論的解析，第34回数値流体力学シンポジウム講

演予稿集，B08-1，(2020)． 

10. 北快理，馬渕拓哉，Patrice Chantrenne，徳増崇：電場下における鉄内部の炭素拡散に関する

分子論的解析，第34回数値流体力学シンポジウム講演予稿集，B08-2，(2020)． 

11. 垣内彰太，高橋竜二，永島浩樹，徳増崇，渡邉聡，津田伸一：液体水素の量子性が気液平界面

における蒸発係数に及ぼす影響の分子動力学解析，第34回数値流体力学シンポジウム講演予稿

集，B10-1，(2020)． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 徳増崇：マイクロ・ナノ熱流体，機械工学年鑑2020，第22章 22.4，(2020)． 

 
A.15 生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Satoshi Uehara, Akira Sato, Tetsuji Shimizu, and Takehiko Sato : Non-contact measurement 

of electric charges on water surface supplied with plasma, Journal of Electrostatics, 

Vol. 103, (2020), 103414. 

2. Kairi Muramatsu, Takehiko Sato, Tomoki Nakajima, Toshikatsu Nagasawa, Tatsuyuki Nakatani, 

and Shigeru Fujimura : Sterilization in liquids by air plasma under intermittent discharge, 

Mechanical Engineering Journal, Vol. 7, No. 1, (2020), 19-00431. 

3. Tetsuji Shimizu, Naoya Kishimoto, and Takehiko Sato : Effect of electrical conductivity 

of water on plasma-driven gas flow by needle-water discharge at atmospheric pressure, 

Journal of Electrostatics, Vol. 104, (2020), 103422. 

4. Chia-Hsing Chang, Ken-ichi Yano, and Takehiko Sato : Nanosecond pulsed current under 

plasma-producing conditions induces morphological alterations and stress fiber formation 

in human fibrosarcoma HT-1080 cells, Archives of Biochemistry and Biophysics, Vol. 681, 

(2020), 108252. 

5. Ryosuke Honda, Shota Sasaki, Keisuke Takashima, Makoto Kanzaki, Takehiko Sato, and 

Toshiro Kaneko : Characterization of middle-molecule introduction into cells using 

mm-scale discharge in saline, Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 59, No. 4, (2020), 

040904. 

6. Mu-Chien Wu, Satoshi Uehara, Jong-Shinn Wu, Yun Chen Xiao, Tomoki Nakajima, and Takehiko 

Sato : Dissolution enhancement of reactive chemical species by plasma-activated 

microbubbles jet in water, Journal of Physics D: Applied Physics, Vol. 53, No. 48, (2020), 

485201. 

7. Kosuke Tachibana, Takahiro Koshiishi, Takashi Furuki, Ryuta Ichiki, Seiji Kanazawa, 

Takehiko Sato, and Jerzy Mizeraczyk : A new measurement method of DC corona-discharge 

characteristics using repetitive ramp and triangular voltages, Journal of Electrostatics, 

Vol. 108, (2020), 103525. 

8. Chia-Hsing Chang, Ken-ichi Yano, and Takehiko Sato : Distinct biological actions of 

electrical and chemical factors of cold atmospheric pressure plasma and their synergistic 

cytotoxic effects, International Journal of Plasma Environmental Science and Technology, 

Vol. 14, No. 3, (2020), e03004. 

国際会議での発表 

1. Hayato Tada, Satoshi Uehara, Chia-Hsing Chang, and Takehiko Sato : Development of 

Analyzing Method for Cancer Cell Migration Using Long-term Time-lapse, Proceedings of 

the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS8-6, (2020), 

p. 273. 

2. Mu-Chien Wu, Satoshi Uehara, Takehiko Sato, Tomoki Nakajima, and Jong-Shinn Wu : 

Comparison of the Concentration of Reactive Chemical Species in Water by Plasma Jet and 

Plasma-activated Microbubbles Jet, Proceedings of the 17th International Conference on 

Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS8-7, (2020), pp. 274-275. 
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3. Siwei Liu, Yunchen Xiao, Satoshi Uehara, Tomoki Nakajima, and Takehiko Sato : Liquid 

Discharge Characteristics Under Exposure to Ultraviolet-rays for Observation of Hydrated 

Electron, Proceedings of the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS8-13, (2020), pp. 284-285. 

4. Chia-Hsing Chang, Ken-ichi Yano, and Takehiko Sato : Nanosecond Pulsed Current Under 

Plasma-producing Conditions Induces Morphological Alterations in Human Fibrosarcoma 

Cells, Proceedings of the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS8-15, (2020), p. 287. 

5. Yunchen Xiao, Siwei Liu, Tomoki Nakajima, and Takehiko Sato : Experimental Observation 

on Characteristics of High-Speed Mist, Proceedings of the 17th International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-54, (2020), p. 589. 

6. Mu-Chien Wu, Satoshi Uehara, Tomoki Nakajima, Takehiko Sato, and Jong-Shinn Wu : 

Concentration Enhancement of Reactive Chemical Species by Plasma-activated Microbubbles 

Jet in a Water Recirculation System, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-12, (2020), pp. 19-20. 

7. Po-Chien Chien, C. Y. Chen, Takehiko Sato, and Yun-Chien Cheng : The Effects of 

Atmospheric-pressure Cold Plasma Generated Electrical Field, Short-life Species, and 

Long-life Species on Cancer Cells, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-13, (2020), pp. 21-22. 

8. Shota Yamauchi, Kazuaki Abe, Yuya Oishi, Ippei Yagi, Satoshi Uchida, and Takehiko Sato : 

Numerical Analyses of Transport Characteristics of Discharge Species Generated by Cold 

Atmospheric Plasma on Cell Membrane using Fluid Model and Molecular Dynamics, Proceedings 

of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-14, (2020), pp. 23-24. 

9. Satoshi Uehara, Takahito Akimura, Tomoki Nakajima, Kiyonobu Ohtani, Outi Supponen, 

Mohamed Farhat, and Takehiko Sato : Characteristics of Jetting from Micro Cavitation 

Bubbles, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-15, (2020), p. 25. 

10. Satoshi Uehara, Sayaka Kamata, Tomoki Nakajima, Yuka Iga, Seiji Kanazawa, and Takehiko 
Sato : Improvement of Pressure Measurement Method in a Laser-Induced Cavitation Bubble, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-16, (2020), p. 26. 

11. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 
Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27. 

国内会議での発表 

1. 二階堂慎一，杉本俊之，佐藤岳彦：分割接地電極を用いた沿面放電進展時の誘導電流観測，令

和2年電気学会全国大会，(2020)． 

2. 戸田和希，内田諭，杤久保文嘉，佐藤岳彦：量子化学計算を用いた活性酸素種と膜構成分子の

反応挙動解析，第67回応用物理学会春季講演会予稿集(DVD)，14p-PB4-1，(2020)． 

3. 佐藤岳彦，村松海里，中嶋智樹，藤村茂：小型密閉型大気圧プラズマ水中滅菌装置の開発，第

30回環境工学総合シンポジウム2020講演論文集，305，(2020)． 

4. Mu-Chien Wu，上原聡司，中嶋智樹，Chia-Hsing Chang，Jong-Shinn Wu，佐藤岳彦：高速流を

用いたプラズママイクロバブル生成デバイスによる水質浄化，第30回環境工学総合シンポジウ

ム2020講演論文集，307，(2020)． 

5. 二階堂慎一，杉本俊之，佐藤岳彦：帯電した絶縁フィルムの表面で起こる沿面放電の誘導電流

観測，2020年度電気関係学会東北支部連合大会，F02，(2020)． 

6. 吉木宏之，乙坂謙次，佐藤岳彦，中嶋智樹，上原聡司：細径金属パイプ電極から噴出する大気

圧Heマイクロプラズマの流れ解析，静電気学会東北・関西・九州支部合同研究会／第435回生存
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3. Siwei Liu, Yunchen Xiao, Satoshi Uehara, Tomoki Nakajima, and Takehiko Sato : Liquid 

Discharge Characteristics Under Exposure to Ultraviolet-rays for Observation of Hydrated 

Electron, Proceedings of the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS8-13, (2020), pp. 284-285. 

4. Chia-Hsing Chang, Ken-ichi Yano, and Takehiko Sato : Nanosecond Pulsed Current Under 

Plasma-producing Conditions Induces Morphological Alterations in Human Fibrosarcoma 

Cells, Proceedings of the 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS8-15, (2020), p. 287. 

5. Yunchen Xiao, Siwei Liu, Tomoki Nakajima, and Takehiko Sato : Experimental Observation 

on Characteristics of High-Speed Mist, Proceedings of the 17th International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-54, (2020), p. 589. 

6. Mu-Chien Wu, Satoshi Uehara, Tomoki Nakajima, Takehiko Sato, and Jong-Shinn Wu : 

Concentration Enhancement of Reactive Chemical Species by Plasma-activated Microbubbles 

Jet in a Water Recirculation System, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-12, (2020), pp. 19-20. 

7. Po-Chien Chien, C. Y. Chen, Takehiko Sato, and Yun-Chien Cheng : The Effects of 

Atmospheric-pressure Cold Plasma Generated Electrical Field, Short-life Species, and 

Long-life Species on Cancer Cells, Proceedings of the 20th International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-13, (2020), pp. 21-22. 

8. Shota Yamauchi, Kazuaki Abe, Yuya Oishi, Ippei Yagi, Satoshi Uchida, and Takehiko Sato : 

Numerical Analyses of Transport Characteristics of Discharge Species Generated by Cold 

Atmospheric Plasma on Cell Membrane using Fluid Model and Molecular Dynamics, Proceedings 

of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-14, (2020), pp. 23-24. 

9. Satoshi Uehara, Takahito Akimura, Tomoki Nakajima, Kiyonobu Ohtani, Outi Supponen, 

Mohamed Farhat, and Takehiko Sato : Characteristics of Jetting from Micro Cavitation 

Bubbles, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-15, (2020), p. 25. 

10. Satoshi Uehara, Sayaka Kamata, Tomoki Nakajima, Yuka Iga, Seiji Kanazawa, and Takehiko 
Sato : Improvement of Pressure Measurement Method in a Laser-Induced Cavitation Bubble, 

Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), 

Sendai, CRF-16, (2020), p. 26. 

11. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 
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Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 
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国内会議での発表 

1. 二階堂慎一，杉本俊之，佐藤岳彦：分割接地電極を用いた沿面放電進展時の誘導電流観測，令

和2年電気学会全国大会，(2020)． 

2. 戸田和希，内田諭，杤久保文嘉，佐藤岳彦：量子化学計算を用いた活性酸素種と膜構成分子の

反応挙動解析，第67回応用物理学会春季講演会予稿集(DVD)，14p-PB4-1，(2020)． 

3. 佐藤岳彦，村松海里，中嶋智樹，藤村茂：小型密閉型大気圧プラズマ水中滅菌装置の開発，第

30回環境工学総合シンポジウム2020講演論文集，305，(2020)． 

4. Mu-Chien Wu，上原聡司，中嶋智樹，Chia-Hsing Chang，Jong-Shinn Wu，佐藤岳彦：高速流を
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6. 吉木宏之，乙坂謙次，佐藤岳彦，中嶋智樹，上原聡司：細径金属パイプ電極から噴出する大気
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国大会，24aA-5，(2020). 
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10. 上原聡司，佐藤岳彦，鎌田さやか，中嶋智樹，金澤誠司，伊賀由佳，ファーラット モハメッド：

レーザー誘起気泡中の圧力測定，日本機械学会第98期流体工学部門講演会，OS06-16，(2020). 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 佐藤岳彦：プラズマ流による殺菌・ウイルス不活化法，フルードパワーシステム「フルードパ

ワーのクリーン化技術最前線」，Vol. 51，No. 4，(2020)，pp. 172-176． 

2. 佐藤岳彦：環境工学を取り巻く状況，機械工学年鑑2020，第11章 11.1，(2020)． 

3. 竹内希，見市知昭，上原聡司，佐藤岳彦：プラズマによる水中有機物の分解と水中殺菌，静電

気学会誌，Vol. 44，No. 6，(2020)，pp. 230-238． 
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オリジナル論文（英語） 

1. Xiao Liu, Donatas Surblys, Yoshiaki Kawagoe, Abdul Rafeq Bin Saleman, Hiroki Matsubara, 

Gota Kikugawa, Taku Ohara : A molecular dynamics study of thermal boundary resistance 

over solid interfaces with an extremely thin liquid film, International Journal of Heat 

and Mass Transfer, Vol. 147, (2020), 118949. 

2. Hiroki Matsubara, Gota Kikugawa, Takeshi Bessho, Taku Ohara : Evaluation of thermal 

conductivity and its structural dependence of a single nanodiamond using molecular 

dynamics simulation, Diamond & Related Materials, Vol. 102, (2020), 107669. 

3. Xiao Liu, Donatas Surblys, Yoshiaki Kawagoe, Abdul Rafeq Bin Saleman, Hiroki Matsubara, 

Gota Kikugawa, Taku Ohara : Erratum to “A molecular dynamics study of thermal boundary 

resistance over solid interfaces with an extremely thin liquid film” (International 

Journal of Heat and Mass Transfer (2020) 147, (S0017931019306490), 

(10.1016/j.ijheatmasstransfer.2019.118949)), International Journal of Heat and Mass 

Transfer, Vol. 150, (2020), 119307. 

4. Yasutaka Yamaguchi, Hiroki Kusudo, Donatas Surblys, Takeshi Omori, Gota Kikugawa : 

Erratum: “Interpretation of Young’s equation for a liquid droplet on a flat and smooth 

solid surface: Mechanical and thermodynamic routes with a simple Lennard-Jones liquid” 

[J. Chem. Phys. 150, 044701 (2019)], The Journal of Chemical Physics, Vol. 152, No. 17, 

(2020), 179901. 

5. Yue Huang, Jingtian Zhang, Edwin S. Jiang, Yutaka Oya, Akinori Saeki, Gota Kikugawa, 

Tomonaga Okabe, Fumio S. Ohuchi : Structure-Property Correlation Study for Organic 

Photovoltaic Polymer Materials Using Data Science Approach heat conduction: A molecular 

dynamics study of linear and branched polyethylenimine, Journal of Physical Chemistry 

C, Vol. 124, (2020), pp. 12871-12882. 

6. Yoshiaki Kawagoe, Donatas Surblys, Hiroki Matsubara, Gota Kikugawa, Taku Ohara : 

Cross-Plane and In-Plane Heat Conductions in Layer-by-Layer Membrane: Molecular Dynamics 

Study, Langmuir, Vol. 36, No. 23, (2020), pp. 6482-6493. 

7. Kei Kuriya, Kotaro Ochiai, Golap Kalita, Masaki Tanemura, Atsuki Komiya, Gota Kikugawa, 

Taku Ohara, Ichiro Yamashita, Fumio S. Ohuchi, M. Meyyappan, Seiji Samukawa, Katsuyoshi 

Washio, Takeru Okada : Output density quantification of electricity generation by flowing 

deionized water on graphene, Applied Physics Letters, Vol. 117, No. 12, (2020), 123905. 

8. Hiroki Matsubara, Gota Kikugawa, Taku Ohara : Comparison of molecular heat transfer 

mechanisms between water and ammonia in the liquid states, International Journal of 
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Thermal Sciences, Vol. 161, (2020), 106762 (7 pages). 

国際会議での発表 

1. Takamasa Saito, Eita Shoji, Masaki Kubo, Takao Tsukada, Gota Kikugawa, Donatas Surblys : 

Evaluation of the Work of Adhesion at Organic-modified Al2O3/Organic Solvent Interface 

by Molecular Dynamics Simulation, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-10, (2020), pp. 496-497. 

2. Takuma Hori, Gota Kikugawa, Ichiro Ueno, Yoichiro Matsumoto : Molecular Dynamics 

Simulation on Surface Nanobubble at the Graphite-water Interface with Pentanol 

Surfactants, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-87,(2020), pp. 151-152. 

国内会議での発表 

1. Leton Chandra Saha，菊川豪太：Poly (ethylene glycol)系自己組織化単分子膜/水界面におけ

る熱輸送に関する分子動力学シミュレーション，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A114，

(2020)． 

2. 川越吉晃，Surblys Donatas，松原裕樹，菊川豪太，岡部朋永，小原拓：交互累積膜内の面内お

よび面垂直方向熱輸送に関する分子動力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，A131，

(2020)． 

3. 斎藤高雅，庄司衛太，久保正樹，塚田隆夫，菊川豪太，Surblys Donatas：有機分子修飾アルミ

ナ表面/有機溶媒間の付着仕事に関する分子動力学解析，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文

集，K1420，(2020)． 

4. 菊川豪太，国枝宏之，ZHAO Yinbo，大矢豊大，岡部朋永：エポキシ架橋高分子材料の熱機械特

性に関する反応分子動力学シミュレーション，第57回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D233，

(2020)． 

5. 中野雄大，Surblys Donatas，菊川豪太，小原拓：水/IPA液置換挙動の分子動力学解析，第57

回日本伝熱シンポジウム講演論文集，D321，(2020)． 

6. 菊川豪太：自己組織化マップ(SOM)を用いたデータ駆動型材料スクリーニング: 分子シミュレー

ションとデータ科学の狭間，実験家のためのデータ駆動科学オンラインセミナー「シミュレー

ション科学とデータ科学の融合」，(2020)． 

7. 新田則佳，菊川豪太：分子動力学法による自己組織化単分子膜表面上の液滴に対する濡れ特性

の評価，日本流体力学会年会2020講演論文集，(2020)． 

8. 斎藤高雅，庄司衛太，久保正樹，塚田隆夫，菊川豪太，Surblys Donatas：分子動力学計算によ

る付着仕事に基づいた有機分子修飾Al2O3/有機溶媒界面の親和性評価，化学工学会第51回秋季

大会，(2020)． 

9. 八木貴志，山下雄一郎，佐藤正秀，Leton Chandra Saha，菊川豪太，小原拓：PEG基自己組織化

単分子層修飾によるAu/水界面の熱抵抗低減，第41回日本熱物性シンポジウム講演論文集，B312，

(2020)． 

10. 栗谷京生，落合耕太朗，Golap Kalita，種村眞幸，小宮敦樹，菊川豪太，小原拓，山下一郎，

Fumio S. Ohuchi，Meyya Meyyappan，寒川誠二，鷲尾勝由，岡田健：グラフェン上における液

体流動発電の出力密度定量，応用物理学会第75回東北支部学術講演会論文集，4aB02，(2020)． 

11. ZHAO Yinbo，菊川豪太，岸本直樹，川越吉晃，白須圭一，岡部朋永：量子化学反応経路計算と

分子動力学シミュレーションによる多成分系エポキシ樹脂の熱機械特性の解析，第34回数値流

体力学シンポジウム講演論文集，B08-4，(2020)． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 大矢豊大，菊川豪太：自己組織化マップを用いた多目的材料設計，日本接着学会誌，Vol. 56，

No. 11，(2020)，pp. 423-430． 

 

A.17 グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Wook Kim, Takeru Okada, Seiji Samukawa, Dukhyun Cho : Neutral Beam Aided Surface 

Modification for Controlling Triboelectric Behavior, Lecture Notes in Electrical 

Engineering, Vol. 588, (2020), pp. 346-350. 
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8. 斎藤高雅，庄司衛太，久保正樹，塚田隆夫，菊川豪太，Surblys Donatas：分子動力学計算によ
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単分子層修飾によるAu/水界面の熱抵抗低減，第41回日本熱物性シンポジウム講演論文集，B312，
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10. 栗谷京生，落合耕太朗，Golap Kalita，種村眞幸，小宮敦樹，菊川豪太，小原拓，山下一郎，

Fumio S. Ohuchi，Meyya Meyyappan，寒川誠二，鷲尾勝由，岡田健：グラフェン上における液

体流動発電の出力密度定量，応用物理学会第75回東北支部学術講演会論文集，4aB02，(2020)． 

11. ZHAO Yinbo，菊川豪太，岸本直樹，川越吉晃，白須圭一，岡部朋永：量子化学反応経路計算と
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その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 大矢豊大，菊川豪太：自己組織化マップを用いた多目的材料設計，日本接着学会誌，Vol. 56，

No. 11，(2020)，pp. 423-430． 

 

A.17 グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Wook Kim, Takeru Okada, Seiji Samukawa, Dukhyun Cho : Neutral Beam Aided Surface 

Modification for Controlling Triboelectric Behavior, Lecture Notes in Electrical 

Engineering, Vol. 588, (2020), pp. 346-350. 
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2. Niraj Man Shrestha, Prerna Chauhan, Yuen-Yee Wong, Yiming Li, Seiji Samukawa, Edward Yi 

Chang : Low resistive InGaN film grown by metalorganic chemical vapor deposition, Vacuum, 

Vol. 171, (2020), 108974. 

3. Hua-Hsuan Chen, Susumu Toko, Daisuke Ohori, Takuya Ozaki, Mitsuya Utsuno, Tomohiro Kubota, 

Toshihisa Nozawa, Seiji Samukawa : Growing low-temperature, high-quality silicon-dioxide 

films by neutral-beam enhanced atomic-layer deposition, Journal of Physics D: Applied 

Physics, Vol. 53, No. 1, (2020), 015204. 

4. D. Ohori, S. Takeuchi, M. Sota, T. lshida, Y. Li, J.-H. Tarng, K. Endo, S. Samukawa : 

Highly Water-Repellent Nanostructure on Quartz Surface Based on Cassie-Baxter Model With 

Filling Factor, IEEE Open Journal of Nanotechnology, Vol. 1, (2020), pp. 1-5. 

5. M. Lee, Y. Li, M. Chuang, D. Ohori, S.Samukawa : Numerical Simulation of Thermal 

Conductivity of SiNW-SiGe0.3 Composite for Thermoelectric Applications, IEEE 

Transactions on Electron Devices, Vol. 67, No. 5, (2020), pp. 2088-2092. 

6. Firman Mangasa Simanjuntak, Takeo Ohno, Sridhar Chandrasekaran, Tseung-Yuen Tseng and 

Seiji Samukawa : Neutral oxygen irradiation enhanced forming-less ZnO-based transparent 

analog memristor devices for neuromorphic computing applications, Nanotechnology, Vol. 

31, No. 26, (2020), 26LT01. 

7. Daisuke Ohori, Takahiro Sawada, Kenta Sugawara, Masaya Okada, Ken Nakata, Kazutaka Inoue, 

Daisuke Sato, Hideyuki Kurihara and Seiji Samukawa : Atomic-layer etching of GaN by using 

an HBr neutral beam, Journal of Vacuum Science & Technology A, Vol. 38, No. 3, (2020), 

032603. 

8. Xin Huang, Daisuke Ohori, Ryoto Yanagisawa, Roman Anufriev, Seiji Samukawa, and Masahiro 

Nomura : Coherent and Incoherent Impacts of Nanopillars on the Thermal Conductivity in 

Silicon Nanomembranes, ACS Applied Materials & Interfaces, Vol. 12, No. 22, (2020), pp. 

25478-25483. 

9. N. Thoti, Y. Li, S. R. Kola and S. Samukawa : Optimal Inter-Gate Separation and Overlapped 

Source of Multi-Channel Line Tunnel FETs, IEEE Open Journal of Nanotechnology, Vol. 1, 

(2020), pp. 38-46. 

10. Tomoki Harada, Tsubasa Aki, Daisuke Ohori, Seiji Samukawa, Tetsuo Ikari, Atsuhiko 
Fukuyamaa : Decreasing of the thermal conductivity of Si nanopillar/SiGe composite films 

investigated by using a piezoelectric photothermal spectroscopy, Japanese Journal of 

Applied Physics, Vol. 59, No. SI, (2020), SIIE05. 

11. Wataru Mizubayashi, Hiroshi Oka, Takahiro Mori, Yuki Ishikawa, Seiji Samukawa and 
Kazuhiko Endo : Performance improvement of Ge fin field-effect transistors by 

post-fin-fabrication annealing, Japanese Journal of Applied Physics, Vol. 59, No. SK, 

(2020), SKKA08. 

12. Kexiong Zhang, Tokio Takahashi, Daisuke Ohori, Guangwei Cong, Kazuhiko Endo, Naoto 
Kumagai, Seiji Samukawa, Mitsuaki Shimizu and Xuelun Wang : High-quality nanodisk of 

InGaN/GaN MQWs fabricated by neutral-beam-etching and GaN regrowth: towards directional 

micro-LED in top-down structure, Semiconductor Science and Technology, Vol. 35, No. 7, 

(2020), 075001. 

13. Niraj Man Shrestha, Yiming Li, Chao-Hsuan Chen, Indraneel Sanyal, Enn-Hawn Tarng, Jen-Inn 
Chyi, and Seiji Samukawa : Design and Simulation of High Performance Lattice Matched 

Double Barrier Normally Off AlInGaN/GaN HEMTs, IEEE Journal of the Electron Devices 

Society, Vol. 8, (2020), pp. 873-878. 

14. Kei Kuriya, Kotaro Ochiai, Golap Kalita, Masaki Tanemura, Atsuki Komiya, Gota Kikugawa, 
Taku Ohara, Ichiro Yamashita, Fumio S. Ohuchi, M. Meyyappan, Seiji Samukawa, Katsuyoshi 

Washio, and Takeru Okada : Output density quantification of electricity generation by 

flowing deionized water on graphene, Applied Physics Letters, Vol. 117, No. 12, (2020), 

123905. 

15. Min-Hui Chuang, Daisuke Ohori, Yiming Li, Kuan-Ru Chou, and Seiji Samukawa : Fabrication 
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and simulation of neutral-beam-etched silicon nanopillars, Vacuum, Vol. 181, (2020), 
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3. Hongjun Sun, Hiroyuki Kosukegawa, Toshiyuki Takagi, Tetsuya Uchimoto, Mitsuo Hashimoto, 

Naoki Takeshita, Yoshikazu Ohara, Philippe Guy, Mickael Lallart : Signal evaluation of 
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11. Takuma Takahashi, Hiroyuki Miki, Sho Takeda, Noboru Nakayama, Hiroyuku Takeishi : Effects 
of Shear Deformation on Mechanical Properties of Cu-Zn Alloy Thin Plate Formed by 

Compression Shearing Method, Proceedings of the Seventeenth International Conference on 
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7. 中本裕之，Guy Philippe，高木敏行，内一哲哉：非廃炉措置における配管減肉の予測とモニタ

リングに基づく配管システムのリスク管理（5）粗面で反射した超音波とその周波数分析による

粗さ評価，日本原子力学会2020春の年会，2C07，(2020)． 

8. 武田翔，三木寛之，内一哲哉，中山昇，武石洋征：圧縮せん断法によるアルミニウムドープ酸

化亜鉛粉末の薄板材への固化成形，2020年度日本機械学会年次大会講演論文集，J04302，(2020)． 

9. 大木弘樹，三浦永理，山﨑徹，三木寛之：常温圧縮せん断法によるTi-Mg複合材料の創製，日本

金属学会2020年秋期講演（第167回）大会，(2020)． 

10. 三木寛之：国際共同研究に基く時期記憶合金の基礎と応用研究，第2回ASMA Webセミナー，(2020)． 

11. 高橋拓馬，三木寛之，武田翔，中山昇，武石洋征：素粉末混合法を用いた圧縮せん断法による

Cu-Zn合金薄板の成形，第71回塑性加工連合講演会講演論文集，236，(2020)，pp. 113-114． 

12. 小柴悠輔，三木寛之，武田翔，中山昇：温間圧縮せん断法を用いた純銅粉末成形材における機

械的特性評価，第71回塑性加工連合講演会講演論文集，237，(2020)，pp. 115-116． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 孫宏君，高木敏行，内一哲哉：電磁超音波を用いた配管減肉測定技術，検査技術，Vol. 25，No. 

1，(2020)，pp. 11-16． 

2. 米村茂，川越吉晃，竹野貴法，三木寛之，高木敏行：特集：フルードパワーにおけるトライボ

ロジー，部分研磨ダイヤモンド膜により誘起されるマイクロ・ナノ気体潤滑，油空圧技術，Vol. 

59，No. 7，(2020)，pp. 10-16． 

 

A.21 混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Naoya Ochiai and Jun Ishimoto : Numerical analysis of the effect of bubble distribution 

on multiple-bubble behavior, Ultrasonics Sonochemistry, Vol. 61, (2020), 104818. 

2. Eitaro Koya, Masahiko Nakagawa, Shinya Kitagawa, Jun Ishimoto, Yoshikatsu Nakano, Naoya 

Ochiai : CFD Analysis of Mechanisms Underlying the Porosity-reducing Effect of Atomized 

Flows in High-pressure Die Cast Products, MATEC Web of Conferences, Vol.326, (2020), 

06006. 

3. Yusuke Naito, Romain Montini, Hirochika Tanigawa, Jun Ishimoto, Masami Nakano and Katsuya 

Hirata : Experiment and Numerical Analysis of a Rotating Hollow Cylinder in Free Flight, 

Advances in Hydroinformatics, (2020), pp. 923-936. 

国際会議での発表 

1. M. Nagata , H. Tanigawa, J. Ishimoto, M. Nakano, T. Noguchi, K. Hirata : On a Rotating 

Hollow Cylinder in Flight, Proceedings of the 17th International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS1/3-2, (2020), pp. 94-95. 

2. S. Oki, Y. Tanzawa, J. Ishimoto : Visualization of Flow Pattern of Saturated Steam for 

－127－



- 128 - 
 

Gas-Liquid Two-Phase Flow, Proceedings of the 17th International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS1/3-3, (2020), pp. 96-97. 

3. A. Rahman, A. Nishiyama, T. Elguedj, J. Ishimoto : Elucidation of the Pathophysiology 

of Skin Sodium and Water Metabolism, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-8, (2020), pp. 192-193. 

4. J. Ishimoto and T. Elguedj : Coupled Computing of Fluid-Structure Interaction Problems 

for Multiphase Energy Systems, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-12, (2020), pp. 200-201. 

国内会議での発表 

1. 大槻拓史，小笠原直樹，石本淳，仲野是克，福田葉一郎：マイクロ溝部における溶融ろう材の

表面張力流れに関する数値解析，混相流シンポジウム2020講演論文集，(2020)． 

 

A.22 流動システム評価研究分野 (Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Bhaawan Gupta, Benjamin Ducharne, Tetsuya Uchimoto, Gael Sebald, Takamichi Miyazaki, 

Toshiyuki Takagi : Non-destructive testing on creep degraded 12% Cr-Mo-W-V ferritic test 

samples using Barkhausen noise, Journal of Magnetism and Magnetic Materials, Vol. 498, 

(2020), 166102 (10 pages). 

2. Hongjun Sun, Ryoichi Urayama, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi, Mitsuo Hashimoto : 

Small electromagnetic acoustic transducer with an enhanced unique magnet configuration, 

NDT & E International, Vol. 110, (2020), 1102205 (9 pages). 

3. Shejuan Xie, Lei Zhang, Ying Zhao, Xiaogang Wang, Yuying Kong, Qiang Ma, Zhenmao Chen, 

Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : Features extraction and discussion in a novel 

frequency-band-selecting pulsed eddy current testing method for the detection of a 

certain depth range of defects, NDT & E International, Vol. 111, (2020), 102211 (12 pages). 

4. Hongjun Sun, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : New Combination of Magnet and Coil of 

Electromagnetic Acoustic Transducer for Generating and Detecting Rayleigh Wave, IEEE 

Transactions on Ultrasonics, Ferroelectrics, and Frequency Control, Vol. 67, No. 4, 

(2020), pp. 832-839. 

5. Xudong Li, Lei Xue, Zhenmao Chen, Yudong Pan, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 

Analysis method for magneto-mechanical coupled vibration of the in-vessel structures 

considering halo current effect and application to HL-2M tokamak, Fusion Engineering and 

Design, Vol. 156, (2020), 111612 (6 pages). 

6. Xudong Li, Cuxiang Pei, Shejuan Xie, Zhenmao Chen, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 

A Stable FEM-BEM Hybrid Method for the Numerical Simulation of Magnetomechanical Coupled 

Problem With Both Inductive and Conductive Current Excitations Aiming to Application to 

Tokamak In-Vessel Structures, IEEE Transactions on Plasma Science, Vol. 48, No. 8, (2020), 

pp. 2902-2907. 

7. Zongfei Tong, Shejuan Xie, Haochen Liu, Weixu Zhang, Cuixiang Pei, Yong Li, Zhenmao Chen, 

Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : An efficient electromagnetic and thermal modelling 

of eddy current pulsed thermography for quantitative evaluation of blade fatigue cracks 

in heavy-duty gas turbines, Mechanical Systems and Signal Processing, Vol. 142, (2020), 

106781 (14 pages). 

8. Hiroyuki Miki, Eijiro Abe, Sho Takeda, Makoto Ohtsuka, Manfred Kohl : Metamagnetic shape 

memory alloy thin plates consolidated by compression shearing method at room temperature 

for thermal energy harvesting device, Sensors and Materials, Vol. 32, No. 8 (3), (2020), 

pp. 2867-2875. 

9. Hiroyuki Kosukegawa, Yuta Kiso, Mitsuo Hashimoto, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 

Evaluation of detectability of differential type probe using directional eddy current 

for fibre waviness in CFRP, Philosophical Transactions of the Royal Society A: 

Mathematical, Physical and Engineering Sciences, Vol. 378, No. 2182, (2020), 20190587 
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Gas-Liquid Two-Phase Flow, Proceedings of the 17th International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS1/3-3, (2020), pp. 96-97. 

3. A. Rahman, A. Nishiyama, T. Elguedj, J. Ishimoto : Elucidation of the Pathophysiology 

of Skin Sodium and Water Metabolism, Proceedings of the Twentieth International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-8, (2020), pp. 192-193. 

4. J. Ishimoto and T. Elguedj : Coupled Computing of Fluid-Structure Interaction Problems 

for Multiphase Energy Systems, Proceedings of the Twentieth International Symposium on 

Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-12, (2020), pp. 200-201. 

国内会議での発表 

1. 大槻拓史，小笠原直樹，石本淳，仲野是克，福田葉一郎：マイクロ溝部における溶融ろう材の

表面張力流れに関する数値解析，混相流シンポジウム2020講演論文集，(2020)． 

 

A.22 流動システム評価研究分野 (Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Bhaawan Gupta, Benjamin Ducharne, Tetsuya Uchimoto, Gael Sebald, Takamichi Miyazaki, 

Toshiyuki Takagi : Non-destructive testing on creep degraded 12% Cr-Mo-W-V ferritic test 

samples using Barkhausen noise, Journal of Magnetism and Magnetic Materials, Vol. 498, 

(2020), 166102 (10 pages). 

2. Hongjun Sun, Ryoichi Urayama, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi, Mitsuo Hashimoto : 

Small electromagnetic acoustic transducer with an enhanced unique magnet configuration, 

NDT & E International, Vol. 110, (2020), 1102205 (9 pages). 

3. Shejuan Xie, Lei Zhang, Ying Zhao, Xiaogang Wang, Yuying Kong, Qiang Ma, Zhenmao Chen, 

Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : Features extraction and discussion in a novel 

frequency-band-selecting pulsed eddy current testing method for the detection of a 

certain depth range of defects, NDT & E International, Vol. 111, (2020), 102211 (12 pages). 

4. Hongjun Sun, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : New Combination of Magnet and Coil of 

Electromagnetic Acoustic Transducer for Generating and Detecting Rayleigh Wave, IEEE 

Transactions on Ultrasonics, Ferroelectrics, and Frequency Control, Vol. 67, No. 4, 

(2020), pp. 832-839. 

5. Xudong Li, Lei Xue, Zhenmao Chen, Yudong Pan, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 

Analysis method for magneto-mechanical coupled vibration of the in-vessel structures 

considering halo current effect and application to HL-2M tokamak, Fusion Engineering and 

Design, Vol. 156, (2020), 111612 (6 pages). 

6. Xudong Li, Cuxiang Pei, Shejuan Xie, Zhenmao Chen, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 

A Stable FEM-BEM Hybrid Method for the Numerical Simulation of Magnetomechanical Coupled 

Problem With Both Inductive and Conductive Current Excitations Aiming to Application to 

Tokamak In-Vessel Structures, IEEE Transactions on Plasma Science, Vol. 48, No. 8, (2020), 

pp. 2902-2907. 

7. Zongfei Tong, Shejuan Xie, Haochen Liu, Weixu Zhang, Cuixiang Pei, Yong Li, Zhenmao Chen, 

Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : An efficient electromagnetic and thermal modelling 

of eddy current pulsed thermography for quantitative evaluation of blade fatigue cracks 

in heavy-duty gas turbines, Mechanical Systems and Signal Processing, Vol. 142, (2020), 

106781 (14 pages). 

8. Hiroyuki Miki, Eijiro Abe, Sho Takeda, Makoto Ohtsuka, Manfred Kohl : Metamagnetic shape 

memory alloy thin plates consolidated by compression shearing method at room temperature 

for thermal energy harvesting device, Sensors and Materials, Vol. 32, No. 8 (3), (2020), 

pp. 2867-2875. 

9. Hiroyuki Kosukegawa, Yuta Kiso, Mitsuo Hashimoto, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 

Evaluation of detectability of differential type probe using directional eddy current 

for fibre waviness in CFRP, Philosophical Transactions of the Royal Society A: 

Mathematical, Physical and Engineering Sciences, Vol. 378, No. 2182, (2020), 20190587 
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(17 pages). 

10. Lucas Ollivier-Lamarque, Mickael Lallart, Nicolas Mary, Tetsuya Uchimoto, Sebastien Livi, 
Sabrina Marceline, Hiroyuki Miki : Dielectric analysis of water uptake in polymer coating 

using spatially defined Fick’s law and mixing rule, Progress in Organic Coatings, Vol. 

148, (2020), 105846 (7 pages). 

11. S. Zhang, B. Ducharne, T. Uchimoto, A. Kita, Y. A. Tene Deffo : Simulation tool for the 
Eddy current magnetic signature (EC-MS) non-destructive method, Journal of Magnetism and 

Magnetic Materials, Vol. 513, (2020), 167221 (10 pages). 

12. Hongjun Sun, Hiroyuki Kosukegawa, Mitsuo Hashimoto, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : 
Electromagnetic-pulse-induced acoustic testing for nondestructive testing of plastic 

composite/metal adhesive bonding, International Journal of Hydrogen Energy, Vol. 45, No. 

55, (2020), pp. 31303-31314. 

13. Vladislav Egorov, Olga Maksimova, Irina Andreeva, Hiroshi Koibuchi, Satoshi Hongo, 
Shinichiro Nagahiro, Toshiyuki Ikai, Madoka Nakayama, Shuta Noro, Tetsuya Uchimoto, 

Jean-Paul Rieu : Stochastic fluid dynamics simulations of the velocity distribution in 

protoplasmic streaming, Physics of Fluids, Vol. 32, No. 12, (2020), 121902 (16 pages). 

14. Xiaodong Zhang, Tetsuya Uchimoto, Bin Wu, Toshiyuki Takagi, Benjamin Ducharne, Xiucheng 
Liu, Cunfu He : Improved Dynamic Magnetostriction measurement method based on M-EMAT for 

the characterization of residual strain, International Journal of Applied 

Electromagnetics and Mechanics, Vol. 64, No. 1-4, (2020), pp. 299-306. 

15. Zheng Xie, Yinsong Zhao, Qun Li, Zhenmao Chen, Tetsuya Uchimoto and Toshiyuki Takagi : 
A study on influence of strong magnetic field on fracture of interface crack considering 

magneto-elastic coupling effects, International Journal of Applied Electromagnetics and 

Mechanics, Vol. 64, No. 1-4, (2020), pp. 581-588. 

16. Yingsong Zhao, Cherdpong Jomdecha, Shejuan Xie, Zhenmao Chen, Pan Qi, Shusheng Liao, 
Tetsuya Uchimoto and Toshiyuki Takagi : Reconstruction of complex shaped crack from ECT 

signals based on a fast forward solver using an advanced multi-media element, 

International Journal of Applied Electromagnetics and Mechanics, Vol. 64, No. 1-4, (2020), 

pp. 621-629. 

17. Xinwu Zhou, Ryoichi Urayama, Tetsuya Uchimoto and Toshiyuki Takagi : Application of 
back-propagation neural networks to defect characterization using eddy current testing, 

International Journal of Applied Electromagnetics and Mechanics, Vol. 64, No. 1-4, (2020), 

pp. 817-825. 

国際会議での発表 

1. Hongjun Sun, Hiroyuki Kosukegawa, Toshiyuki Takagi, Tetsuya Uchimoto, Mitsuo Hashimoto, 

Naoki Takeshita, Yoshikazu Ohara, Philippe Guy, and Mickael Lallart : Signal evaluation 

of electromagnetic pulse-induced acoustic testing for adhesive bonding, Abstract Book 

of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, #6, (2020), pp. 18-19. 

2. Tomoya Soma, Toshiyuki Takagi, Tetsuya Uchimoto, and Shichao Cai : Advancement of acoustic 

emission inspection using system invariant analysis technology, Abstract Book of LyonSE&N 

- ELyT Workshop 2020, #9, (2020), pp. 24-25. 

3. Benjamin Ducharne, Tetsuya Uchimoto, Gael Sebald, and Toshiyuki Takagi : Printed 

electronic for electromagnetic nondestructive testing, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT 

Workshop 2020, #20, (2020), pp. 41-42. 

4. Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Eri Tokuda, Toshiyuki Takagi, Takashi Iijima, Hirotoshi 

Enoki, Damien Fabrégue : Evaluation of Phase Transformation by Eddy Current Testing in 

Hydrogen Embrittlement Testing of Austenitic Stainless Steel, Abstract Book of LyonSE&N 

- ELyT Workshop 2020, #21, (2020), pp. 43-44. 

5. Hiroyuki Kosukegawa, Mitsuo Hashimoto, Tetsuya Uchimoto, and Toshiyuki Takagi : High 

Frequency Eddy Current Testing for Fiber Waviness, Misorientation, Hardening Degree in 

Carbon Fiber Reinforced Plastic, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, P9, 
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(2020), p. 85. 

6. Gael Sebald, Tetsuya Uchimoto, Benjamin Ducharne, and Toshiyuki Takagi : Magnetic control 

for high chromium steel creep, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, P11, (2020), 

pp. 87-88. 

7. Lucas Ollivier-Lamarque, Mickaël Lallart, Nicolas Mary, Tetsuya Uchimoto, Sabrina 

Marcelin, Hiroyuki Miki, Sébastien Livi : Water uptake assessment in polymer coating from 

dielectric measurements using local mixing rule coupled with Cole-Cole equation, 

Eurocorr2020 Abstract, (2020). 

8. Junya Horibe, Hiroyuki Kosukegawa, Tetsuya Uchimoto, Mitsuo Hashimoto, Toshiyuki Takagi : 

Applicability of Eddy Current Testing Using the Directional Magnetic Flux for Inspection 

of Fiber Misorientation in Cross-ply CFRP, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-2, (2020), pp. 480-481. 

9. Xinwu Zhou, Ryoichi Urayama, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : Convolution 

Neural Network Model for Automatic Signal Analysis in Eddy Current Testing, Proceedings 

of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-4, 

(2020), pp. 484-485. 

10. Aoba Kita, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto : The Effect of Surface Treatment on Evaluation 
of Plastic Deformation of Carbon Steels by Eddy Current Magnetic Signature, Proceedings 

of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-6, 

(2020), pp. 488-489. 

11. Yusuke Koshiba, Hiroyuki Miki, Sho Takeda, Noboru Nakayama : Effect of Warming Process 
on Mechanical Strength and Microstructure in Consolidated Copper Powder by Compression 

Shearing Method, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics 

(ICFD2020), Sendai, OS18-7, (2020), pp. 490-491. 

12. Daiki Iwata, Tetsuya Uchimoto, Sho Takeda, Diguet Gildas, Alan Erwan, Yuichi Hirose : 
Investigation of the Factors Determining Spectrum of Electromagnetic Acoustic Resonance 

on Thickness Measurement of Corroded Carbon Steel Specimen, Proceedings of the 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-8, (2020), 

pp. 492-493. 

13. Takuma Takahashi, Hiroyuki Miki, Sho Takeda, Noboru Nakayama, Hiroyuku Takeishi : Effects 
of Shear Deformation on Mechanical Properties of Cu-Zn Alloy Thin Plate Formed by 

Compression Shearing Method, Proceedings of the Seventeenth International Conference on 

Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-9, (2020), pp. 494-495. 

14. Shurui Zhang, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi, Mitsuo Hashimoto : Length 
Sizing of Cracks in Ferromagnetic Structural Materials by Eddy Current Testing Using 

Directivity of TR Probe, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-13, (2020), pp. 502-503. 

15. Lucas Ollivier-Lamarque, Tetsuya Uchimoto, Mickael Lallart, Nicolas Mary, Sabrina 
Marcelin, Sebastien Livi : Water Uptake Monitoring in Epoxy-amine Polymer by Combining 

Dielectric and Gravimetric Analysis, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-64, (2020), pp. 611-612. 

16. Minoru Goto, Hiroyuki Miki, Kosuke Ito, Sho Takeda : Study on the Function of Au-DLC 
Nano-composite Coatings Acting as Thermosensor in the Sliding Interface under Severe 

Corrosive Conditions, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-67, (2020). pp. 119-120. 

17. Vladislav Egorov, Olga Maksimova, Irina Andreeva, Hiroshi Koibuchi, Satoshi Hongo, 
Shinichiro Nagahiro, Toshiyuki Ikai, Madoka Nakayama, Shuta Noro, Tetsuya Uchimoto, 

Jean-Paul Rieu : Stochastic Fluid Dynamics Simulations of Velocity Distribution in 

Protoplasmic Streaming, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-3, (2020), pp. 182-183. 

18. Gildas Diguet, Hina Miyauchi, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Nicolas Mary, Toshiyuki 
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(2020), p. 85. 

6. Gael Sebald, Tetsuya Uchimoto, Benjamin Ducharne, and Toshiyuki Takagi : Magnetic control 

for high chromium steel creep, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, P11, (2020), 

pp. 87-88. 

7. Lucas Ollivier-Lamarque, Mickaël Lallart, Nicolas Mary, Tetsuya Uchimoto, Sabrina 

Marcelin, Hiroyuki Miki, Sébastien Livi : Water uptake assessment in polymer coating from 

dielectric measurements using local mixing rule coupled with Cole-Cole equation, 

Eurocorr2020 Abstract, (2020). 

8. Junya Horibe, Hiroyuki Kosukegawa, Tetsuya Uchimoto, Mitsuo Hashimoto, Toshiyuki Takagi : 

Applicability of Eddy Current Testing Using the Directional Magnetic Flux for Inspection 

of Fiber Misorientation in Cross-ply CFRP, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-2, (2020), pp. 480-481. 

9. Xinwu Zhou, Ryoichi Urayama, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi : Convolution 

Neural Network Model for Automatic Signal Analysis in Eddy Current Testing, Proceedings 

of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-4, 

(2020), pp. 484-485. 

10. Aoba Kita, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto : The Effect of Surface Treatment on Evaluation 
of Plastic Deformation of Carbon Steels by Eddy Current Magnetic Signature, Proceedings 

of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-6, 

(2020), pp. 488-489. 

11. Yusuke Koshiba, Hiroyuki Miki, Sho Takeda, Noboru Nakayama : Effect of Warming Process 
on Mechanical Strength and Microstructure in Consolidated Copper Powder by Compression 

Shearing Method, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics 

(ICFD2020), Sendai, OS18-7, (2020), pp. 490-491. 

12. Daiki Iwata, Tetsuya Uchimoto, Sho Takeda, Diguet Gildas, Alan Erwan, Yuichi Hirose : 
Investigation of the Factors Determining Spectrum of Electromagnetic Acoustic Resonance 

on Thickness Measurement of Corroded Carbon Steel Specimen, Proceedings of the 

Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-8, (2020), 

pp. 492-493. 

13. Takuma Takahashi, Hiroyuki Miki, Sho Takeda, Noboru Nakayama, Hiroyuku Takeishi : Effects 
of Shear Deformation on Mechanical Properties of Cu-Zn Alloy Thin Plate Formed by 

Compression Shearing Method, Proceedings of the Seventeenth International Conference on 

Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-9, (2020), pp. 494-495. 

14. Shurui Zhang, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Toshiyuki Takagi, Mitsuo Hashimoto : Length 
Sizing of Cracks in Ferromagnetic Structural Materials by Eddy Current Testing Using 

Directivity of TR Probe, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-13, (2020), pp. 502-503. 

15. Lucas Ollivier-Lamarque, Tetsuya Uchimoto, Mickael Lallart, Nicolas Mary, Sabrina 
Marcelin, Sebastien Livi : Water Uptake Monitoring in Epoxy-amine Polymer by Combining 

Dielectric and Gravimetric Analysis, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS18-64, (2020), pp. 611-612. 

16. Minoru Goto, Hiroyuki Miki, Kosuke Ito, Sho Takeda : Study on the Function of Au-DLC 
Nano-composite Coatings Acting as Thermosensor in the Sliding Interface under Severe 

Corrosive Conditions, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-67, (2020). pp. 119-120. 

17. Vladislav Egorov, Olga Maksimova, Irina Andreeva, Hiroshi Koibuchi, Satoshi Hongo, 
Shinichiro Nagahiro, Toshiyuki Ikai, Madoka Nakayama, Shuta Noro, Tetsuya Uchimoto, 

Jean-Paul Rieu : Stochastic Fluid Dynamics Simulations of Velocity Distribution in 

Protoplasmic Streaming, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced 

Fluid Information (AFI-2020), Sendai, OS20-3, (2020), pp. 182-183. 

18. Gildas Diguet, Hina Miyauchi, Sho Takeda, Tetsuya Uchimoto, Nicolas Mary, Toshiyuki 
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Takagi : EMAR Measurements of a Carbon Steel Thinning in a Corrosive Environment, 

Proceedings of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, OS20-4, (2020), pp. 184-185. 

国内会議での発表 

1. 石橋昴也，中本裕之，Guy Philippe，高木敏行，内一哲哉：周期的な傷をもつ粗面で反射した

超音波の減衰，2019年度計測自動制御学会関西支部・システム制御情報学会シンポジウム，

(2020)，pp. 73-74． 

2. 後藤悠介，武田翔，内一哲哉，高木敏行，森谷信一，竹腰正雄，佐藤英一：渦電流試験法によ

る再使用ロケットエンジン燃焼室銅合金の損傷・劣化評価，日本機械学会東北学生会第50回卒

業研究発表講演会，103，(2020)． 

3. 武田翔，内一哲哉，高木敏行，相馬知也，蔡世超：インバリアント分析技術を用いたアコース
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会・講演会講演論文集，147，(2020)． 

5. 徳田衣莉，武田翔，内一哲哉，高木敏行，榎浩利，飯島高志：電磁非破壊評価による水素曝露
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局所的な減肉部の厚さ測定の高度化，日本機械学会東北支部第55期総会・講演会，149，(2020)． 

7. 内一哲哉，高木敏行，孫宏君，浦山良一，手塚晃世：廃炉措置における配管減肉の予測とモニ

タリングに基づく配管システムのリスク管理 (4) 電磁超音波試験法による配管減肉測定の高

信頼化，日本原子力学会2020春の年会，2C06，(2020)． 

8. 中本裕之，Guy Philippe，高木敏行，内一哲哉：廃炉措置における配管減肉の予測とモニタリ

ングに基づく配管システムのリスク管理（5）粗面で反射した超音波とその周波数分析による粗

さ評価，日本原子力学会2020春の年会，2C07，(2020)． 

9. 中本裕之，Philippe Guy，高木敏行，内一哲哉：周期的な傷をもつ粗面における反射による超

音波衰退の影響，第64回システム制御情報学会研究発表講演会 (SCI’20)，GS03-3，(2020)，

pp. 106-107． 

10. 瀬戸顕文，小助川博之，橋本光男，内一哲哉，高木敏行：自己誘導標準比較方式を用いた渦電

流試験によるCFRP内部の異物の検出，2020年度非破壊検査総合シンポジウム講演概要集，(2020)，

pp. 249-250． 

11. 武田翔，三木寛之，内一哲哉，中山昇，武石洋征：圧縮せん断法によるアルミニウムドープ酸

化亜鉛粉末の薄板材への固化成形，2020年度日本機械学会年次大会講演論文集，J04302，(2020)． 

12. 内一哲哉，武田翔，徳田衣莉，高木敏行，山本宏樹，飯島高志，榎浩利：電磁非破壊評価を用

いたオーステナイト系ステンレス鋼の水素脆性試験における相変態評価，日本鉄鋼協会第180

回秋季講演大会材料の組織と特性部会／計測・制御・システム工学部会シンポジウム，(2020)． 

13. 内一哲哉，Gildas Diguet，高木敏行，橋本光男，浦山良一：廃止措置における配管減肉の予測

とモニタリングに基づく配管システムのリスク管理 (10) 電磁超音波共鳴法による配管減肉の

モニタリング，日本原子力学会2020年秋の大会予稿集，3D04，(2020)． 

14. 中本裕之，Philippe Guy，高木敏行，内一哲哉：廃止措置における配管減肉の予測とモニタリ

ングに基づく配管システムのリスク管理 (11) 周期的な傷をもつ粗面での反射による広帯域超

音波への影響，日本原子力学会2020年秋の大会予稿集，3D05，(2020)． 

15. 高橋拓馬，三木寛之，武田翔，中山昇，武石洋征：素粉末混合法を用いた圧縮せん断法による

Cu-Zn合金薄板の成形，第71回塑性加工連合講演会講演論文集，236，(2020)，pp. 113-114． 

16. 小柴悠輔，三木寛之，武田翔，中山昇：温間圧縮せん断法を用いた純銅粉末成形材における機

械的特性評価，第71回塑性加工連合講演会講演論文集，237，(2020)，pp. 115-116． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 孫宏君，高木敏行，内一哲哉：電磁超音波共鳴法による配管減肉モニタリング技術，検査技術，

Vol. 21，No. 1，(2020)，pp. 11-16． 
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A.23 マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

オリジナル論文（英語） 

1. Yoshiaki Abe, Ziyao Sun, Feng Xiao : Boundary variation diminishing algorithm for 

high-order local polynomial-based schemes, International Journal for Numerical Methods 

in Fluids, Vol. 93, No. 3, (2020), pp. 892-907. 

2. Hikaru Aono, Hiroaki Fukumoto, Yoshiaki Abe, Makoto Sato, Taku Nonomura, Kozo Fujii : 

Separated Flow Control of Small Horizontal-Axis Wind Turbine Blades Using Dielectric 

Barrier Discharge Plasma Actuators, Energies, Vol. 13, No. 5, (2020), 1218. 

3. Yoshiaki Abe, Takayuki Konishi, Tomonaga Okabe : Numerical Simulation of Wake Deflection 

Control around NACA0012 Airfoil Using Active Morphing Flaps, Journal of Flow Control, 

Measurement & Visualization, Vol. 8, No. 3, (2020), pp. 121-133. 

4. Masahide Kuwata, Sho Yokota, Hideo Sawada, Yoshiaki Abe, Aiko Yakeno, Taku Nonomura, 

Keisuke Asai, Shigeru Obayashi : Drag Coefficients of Circular Cylinders with Fineness 

Ratios of less than 0.50 measured by 0.1 and 0.3 m Magnetic Suspension and Balance Systems, 

AIAA Scitech 2020 Forum, AIAA 2020-1325, (2020). 

5. Yoshiaki Abe, Takayuki Konishi, Tomonaga Okabe : Dynamics of Wake-Vortices Deflection Over 

an Airfoil Using Active Morphing Flaps, 73rd Annual Meeting of the APS Division of Fluid 

Dynamics, (2020). 

国際会議での発表 

1. Iori Shoji, Yoshiaki Abe, and Tomonaga Okabe : Fully Partitioned Fluid-structure 

Interaction Analysis for Aircraft Wings, Abstract Book of LyonSE&N - ELyT Workshop 2020, 

P3, (2020), pp. 75-76. 

2. Yoshiaki Abe : Simulations of Flow over Low-Pressure Turbine Blades with PyFR, PyFR 

Symposium, (2020). 

3. Y. Abe, S. Yokota, T. Nonomura, H. Sawada, A. Yakeno, K. Asai, S. Obayashi : Aerodynamic 

Characteristics of Circular Cylinders with Fineness Ratios Lower than 0.5 Measuredby a 

Magnetic Suspension and Balance System, Proceedings of the Seventeenth International 

Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS6-3, (2020), pp. 238-239. 

4. Daisuke Yariwake, Yuki Kamiyama, Edyta Dzieminska, Aiko Yakeno, Yoshiaki Abe, Shigeru 

Obayashi : 2D Numerical Analysis of Propeller-Wing Interaction with Morphing Flap, 

Proceedings of the Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020), 

Sendai, OS18-65, (2020), pp. 613-614. 

5. Yoshiaki Abe, Freddie D. Witherden, Kazuhiko Komatsu, Brian C. Vermeire, Peter E. Vincent, 

Kozo Fujii : High-fidelity Flow Simulation around a Low-pressure Turbine Blade and 

Cross-platform Implementation with PyFR, Proceedings of the Twentieth International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-28, (2020), p. 46. 

6. Y. Kamiyama, D. Yariwake, E. Dzieminska, A. Yakeno, Y. Abe, S. Obayashi : Investigations 

on Aerodynamic Effect of Morphing Flap and Distributed Propulsion System, Proceedings 

of the Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, 

CRF-40, (2020), pp. 67-68. 

国内会議での発表 

1. 脇村尋，Deng Xi，阿部圭晃，肖鋒：BVD原理に基づくβ可変THINC法による衝撃波捕獲スキーム，

第34回数値流体力学シンポジウム，C06-4，(2020)． 

2. 長谷沼毅，阿部圭晃，岡部朋永：低レイノルズ数円柱後流に置かれた二次元剛体翼の振動特性，

第34回数値流体力学シンポジウム，D03-2，(2020)． 

 

A.24 次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

オリジナル論文（英語） 

1. Y. Uwamino, M. Fujiwara, H. Tomizaki, K. Ohtani, K. Makihara : Damage of twisted tape 

tethers on debris collision, International Journal of Impact Engineering, Vol. 137, 

(2020), 103440. 
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2. T. Nagata, A. Noguchi, T. Nonomura, K. Ohtani, K. Asai : Experimental investigation of 

transonic and supersonic flow over a sphere for Reynolds numbers of 103—105 by free‐

flight tests with schlieren visualization, Shock Waves, Vol. 30, No. 2, (2020), pp. 

139-151. 

3. T. Tamba, Y. Sugiyama, K. Ohtani, K. Wakabayashi : Experimental investigation of blast 

wave pressure mitigation by water droplets interaction, Science and Technology of 

Energetic Materials, Vol. 81, No. 1, (2020), pp. 29-31. 

4. K. Shinji, H. Nagaike, T. Nonomura, K. Asai, H. Okuizumi, Y. Konishi and H. Sawada : 

Aerodynamic Characteristics of Low-Fineness-Ratio Freestream-Aligned Cylinders with 

Magnetic Suspension and Balance System, AIAA Journal, Vol. 58, No. 8, (2020), pp. 

3711-371. 

5. Qingyu Wang, Takuji Nakashima, Chenguang Lai, Hidemi Mutsuda, Taiga Kanehira, Yasufumi 

Konishi, and Hiroyuki Okuizumi : Modified Algorithms for Fast Construction of Optimal 

Latin-Hypercube Design, IEEE Access, Vol. 8, (2020), pp. 191644-491658. 

6. Takuto Kobayashi, Kazuya Seo, Shoya Kaneda, Kasumi Sasaki, Kento Shinji, Shogo Oyama, 

Hiroyuki Okuizumi, Yasufumi Konishi, Hiroaki Hasegawa and Shigeru Obayashi : Measurement 

of the Aerodynamic Forces Acting on a  Non-Spinning Javelin Using an MSBS, Proceedings 

13th conference of the International Sports Engineering Association, Vol. 49, No. 144, 

(2020). 

オリジナル論文（英語以外） 

1. 中川敦寛，大谷清伸，八木橋真央，佐久間篤，刈部博，Rocco Armonda，久志本成樹，冨永悌二：

blast-induced traumatic brain injury (bTBI): 損傷機序と病態，Neurosurgical Emergency，

Vol. 25，No. 2，(2020)，pp. 195-202． 

国際会議での発表 

1. Hideki Kiritani, Naoki Tanaka, Kiyonobu Ohtani, Koji Fujita, Hiroki Nagai : Transonic 

Flow Field Analysis of a Free Flight Capsule using Ballistic Range, Proceedings of AIAA 

Scitech 2020, AIAA 2020-1990, (2020). 

2. M. Horiguchi, Y. Saito, T. Nonomura, K. Asai, Y. Konishi, H. Okuizumi, H. Sawada, S. 

Obayashi : Wind-tunnel Experiment of Square-Cylinder Model in 1.0-m Magnetic Suspension 

and Balance System, Proceedings of the Seventeenth International Conference on Fluid 

Dynamics (ICFD2020), Sendai, OS6-6, (2020), p. 245. 

3. M. Okuno, R. Nishikawa, O. Terashima, Y. Konishi : Relation between Flow-induced Vibration 

and Noise Generation of a Fluttering Flag in a Free Stream, Proceedings of the Seventeenth 

International Conference on Fluid Dynamics (AFI-2020), Sendai, CRF-42, (2020), pp. 71-72. 

4. Satoshi Uehara, Takahito Akimura, Tomoki Nakajima, Kiyonobu Ohtani, Outi Supponen, 

Mohamed Farhat, and Takehiko Sato : Characteristics of Jetting from Micro Cavitation 

Bubbles, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information 

(AFI-2020), Sendai, CRF-15, (2020), p. 25. 

5. Takehiko Sato, Masao Watanabe, Takeru Yano, Yuka Iga, Kazumichi Kobayashi, Toshiyuki 

Hayase, Jun Ishimoto, Makoto Ohta, Atsuki Komiya, Hidemasa Takana, Kiyonobu Ohtani, 

Junnosuke Okajima, Satoshi Uehara, Suguru Miyauchi, and Hitomi Anzai : Science of 

Ultrafine Droplet and High Speed Impact, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-17, (2020), p. 27. 

6. D. Numata, K. Ohtani : Development of Multi-Color Pressure-Sensitive Paint for Ballistic 

Range Experiment, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-21, (2020), p. 33. 

7. F. Wang, Y. Yoshitomi, F. Iwasaki, T. Mizukaki, K. Ohtani : Flight attitude stabilizing 

by side-jet generated by detached shock pulsation, Proceedings of the 20th International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-22, (2020), pp. 34-35. 

8. G. Yamada, S. Takahashi, K. Ohtani : Ballistic Range Experiment of a Hypersonic Free Flight 

Cylinder in Argon, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 
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Information (AFI-2020), Sendai, CRF-23, (2020), pp. 36-37. 

9. H. Ogawa, C. Fujio, B. Shoesmith, S. Mölder, E. Timofeev, G. Shoev, K. Ohtani : Centreline 

Reflection of Axisymmetric Shock Waves in Supersonic Ring Wedge Intakes, Proceedings of 

the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-24, 

(2020), pp. 38-39. 

10. H. Tomizaki, R. Kobyashi, M. Suzuki, N. Karasawa, K. Ohtani, K. Makihara : Damage 
Assessment for Twisted Tape Tether on Space Debris, Proceedings of the 20th International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-25, (2020), pp. 40-41. 

11. K. Kitagawa, H. Ueda, K. Ohtani, Y. Konishi : Study on improvement of washing effect for 
textile using the underwater explosion, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-26, (2020), pp. 42-43. 

12. Kenichi Sakamoto, Yosuke Sato, Takeharu Sakai and Kiyonobu Ohtani : Experimental and 
Numerical Study of Shock Wave Attenuation in a Shock Tube, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-27, (2020), 

pp. 44-45. 

13. T. Ukai, H. Nakagawa, K. Ohtani : A Numerical Investigation of the Turbulence Effect on 
Pressure Rise Time, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Senda, CRF-32, (2020), pp. 52-53. 

14. M. Yamagishi, Y. Yahagi, M. Ota, Y. Hirose, S. Udagawa, T. Inage, S. Kubota, K. Fujita, 
K. Ohtani, H. Nagai : Qualitative Density Measurement of Wake Region behind Re-entry 

Capsule: Improvements in Accuracy of 3D Reconstruction by Evaluating the View-Angle of 

Measurement System, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-57, (2020), pp. 101-102. 

国内会議での発表 

1. 西川礼恩，寺島修，小西康郁：一様流中の旗から発生する空力音に関する研究，日本機械学会

北陸信越支部総会・講演会講演論文集，K021，(2020)． 

2. 菊池崇将，瀬名駿太，森川大地，大谷清伸，村松旦典：Autodynを用いた高速水中突入現象の数

値模擬，2019年度衝撃波シンポジウム，1A3-5，(2020)． 

3. 大谷清伸，小川俊広，中川敦寛，阿部淳：爆風に伴う衝撃波圧力からの防御方法に関する基礎

研究，2019年度衝撃波シンポジウム，1B1-4，(2020)． 

4. 丹波高裕，杉山勇太，大谷清伸，若林邦彦：水緩衝材による爆風低減 －投与形態と充填率の影

響，2019年度衝撃波シンポジウム，2B2-3，(2020)． 

5. 大谷清伸，小川俊広，丹波高裕，杉山勇太：衝撃波圧力低減に関わる水液滴と衝撃波干渉現象，

2019年度衝撃波シンポジウム，2B2-3，(2020)． 

6. 永井大樹，桐谷英樹，藤田昂志，大谷清伸：弾道飛行装置実験により自由飛行するカプセルの

遷音速域における後流の時空間構造の特徴抽出，2019年度衝撃波シンポジウム, (2020)． 

7. 菊池崇将，國分智晴，細野椋大，水書稔治，大谷清伸，村松旦典：点回折干渉計を用いた自由

飛行物体周りの流れ可視化，2019年度衝撃波シンポジウム，P-15，(2020)． 

8. 大谷清伸，小川俊広，丹波高裕，杉山勇太：水液滴との干渉による衝撃波低減に関する研究，

混相流シンポジウム2020，0076，(2020)． 

9. 丹波高裕，杉山勇太，大谷清伸，若林邦彦：気液二相流を伝播する爆風の減衰に関する研究，

混相流シンポジウム2020，0093，(2020)． 

10. 大谷清伸，小川俊広，中川敦寛，阿部淳：円管内形状の異なる閉空間内発生水中衝撃波挙動に

関する研究，日本機械学会2020年度年次大会，J02405，(2020)． 

11. 中川健一，谷川裕晃，小西康郁，奥泉寛之：バドミントンシャトルコック反転挙動時の安定性

における渦の役割，日本流体力学会年会2020講演論文集，(2020)． 

12. 髙木正平，小西康郁，奥泉寛之 稲澤歩：二次元小翼後流における全体不安定の特異点同定実験，

日本流体力学会年会2020講演論文集，(2020)． 

13. 佐々木香澄，小西康郁，奥泉寛之，大林茂：多目的遺伝的アルゴリズムを用いたターボジャブ

における最適投擲条件の探索，日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナ

ミクス2020，U00038，(2020)． 
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Information (AFI-2020), Sendai, CRF-23, (2020), pp. 36-37. 

9. H. Ogawa, C. Fujio, B. Shoesmith, S. Mölder, E. Timofeev, G. Shoev, K. Ohtani : Centreline 

Reflection of Axisymmetric Shock Waves in Supersonic Ring Wedge Intakes, Proceedings of 

the 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-24, 

(2020), pp. 38-39. 

10. H. Tomizaki, R. Kobyashi, M. Suzuki, N. Karasawa, K. Ohtani, K. Makihara : Damage 
Assessment for Twisted Tape Tether on Space Debris, Proceedings of the 20th International 

Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-25, (2020), pp. 40-41. 

11. K. Kitagawa, H. Ueda, K. Ohtani, Y. Konishi : Study on improvement of washing effect for 
textile using the underwater explosion, Proceedings of the 20th International Symposium 

on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-26, (2020), pp. 42-43. 

12. Kenichi Sakamoto, Yosuke Sato, Takeharu Sakai and Kiyonobu Ohtani : Experimental and 
Numerical Study of Shock Wave Attenuation in a Shock Tube, Proceedings of the Twentieth 

International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020), Sendai, CRF-27, (2020), 

pp. 44-45. 

13. T. Ukai, H. Nakagawa, K. Ohtani : A Numerical Investigation of the Turbulence Effect on 
Pressure Rise Time, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Senda, CRF-32, (2020), pp. 52-53. 

14. M. Yamagishi, Y. Yahagi, M. Ota, Y. Hirose, S. Udagawa, T. Inage, S. Kubota, K. Fujita, 
K. Ohtani, H. Nagai : Qualitative Density Measurement of Wake Region behind Re-entry 

Capsule: Improvements in Accuracy of 3D Reconstruction by Evaluating the View-Angle of 

Measurement System, Proceedings of the 20th International Symposium on Advanced Fluid 

Information (AFI-2020), Sendai, CRF-57, (2020), pp. 101-102. 

国内会議での発表 

1. 西川礼恩，寺島修，小西康郁：一様流中の旗から発生する空力音に関する研究，日本機械学会

北陸信越支部総会・講演会講演論文集，K021，(2020)． 

2. 菊池崇将，瀬名駿太，森川大地，大谷清伸，村松旦典：Autodynを用いた高速水中突入現象の数

値模擬，2019年度衝撃波シンポジウム，1A3-5，(2020)． 

3. 大谷清伸，小川俊広，中川敦寛，阿部淳：爆風に伴う衝撃波圧力からの防御方法に関する基礎

研究，2019年度衝撃波シンポジウム，1B1-4，(2020)． 

4. 丹波高裕，杉山勇太，大谷清伸，若林邦彦：水緩衝材による爆風低減 －投与形態と充填率の影

響，2019年度衝撃波シンポジウム，2B2-3，(2020)． 

5. 大谷清伸，小川俊広，丹波高裕，杉山勇太：衝撃波圧力低減に関わる水液滴と衝撃波干渉現象，

2019年度衝撃波シンポジウム，2B2-3，(2020)． 

6. 永井大樹，桐谷英樹，藤田昂志，大谷清伸：弾道飛行装置実験により自由飛行するカプセルの

遷音速域における後流の時空間構造の特徴抽出，2019年度衝撃波シンポジウム, (2020)． 

7. 菊池崇将，國分智晴，細野椋大，水書稔治，大谷清伸，村松旦典：点回折干渉計を用いた自由

飛行物体周りの流れ可視化，2019年度衝撃波シンポジウム，P-15，(2020)． 

8. 大谷清伸，小川俊広，丹波高裕，杉山勇太：水液滴との干渉による衝撃波低減に関する研究，

混相流シンポジウム2020，0076，(2020)． 

9. 丹波高裕，杉山勇太，大谷清伸，若林邦彦：気液二相流を伝播する爆風の減衰に関する研究，

混相流シンポジウム2020，0093，(2020)． 

10. 大谷清伸，小川俊広，中川敦寛，阿部淳：円管内形状の異なる閉空間内発生水中衝撃波挙動に

関する研究，日本機械学会2020年度年次大会，J02405，(2020)． 

11. 中川健一，谷川裕晃，小西康郁，奥泉寛之：バドミントンシャトルコック反転挙動時の安定性

における渦の役割，日本流体力学会年会2020講演論文集，(2020)． 

12. 髙木正平，小西康郁，奥泉寛之 稲澤歩：二次元小翼後流における全体不安定の特異点同定実験，

日本流体力学会年会2020講演論文集，(2020)． 

13. 佐々木香澄，小西康郁，奥泉寛之，大林茂：多目的遺伝的アルゴリズムを用いたターボジャブ

における最適投擲条件の探索，日本機械学会シンポジウム：スポーツ工学・ヒューマンダイナ

ミクス2020，U00038，(2020)． 
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14. 大谷清伸，小川俊広，阿部淳，中川敦寛：多層網媒体との干渉による衝撃波低減に関する研究，

火薬学会2020年度秋季研究発表会，29，(2020)． 

15. 四方一真，田中直樹，高橋幸一，小川俊広，大谷清伸，藤田昂志，永井大樹，山田和彦：深宇

宙からのサンプルリターンに向けた次世代再突入カプセルの弾道飛行装置を用いた自由飛行試

験，令和2年度宇宙航行の力学シンポジウム，(2020)． 

その他解説・総説・大学紀要・著書 

1. 高森浩治，染川大輔，松本知大，木村吉郎，小西康郁：太陽光発電システムの耐風設計に関す

る近年の研究成果，日本風工学会誌，Vol. 45，No. 2，(2020)，pp. 90-95． 

2. 髙木正平，小西康郁，奥泉寛之，稲澤歩：二次元小翼後流における全体不安定の特異点同定実

験，ながれ，Vol. 39，No. 6，(2020)，pp. 304-307． 
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Ｂ．国内学術活動 
 

ＢＢ．．１１  学学会会活活動動（（各各種種委委員員会会等等））へへのの参参加加状状況況  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，日本機械学会プラズマアクチュエータ研究会，委員，2015～2020． 

2. 高奈 秀匡，日本機械学会流体工学部門複雑流体研究会，委員，2015～2020． 

3. 高奈 秀匡，日本機械学会熱工学部門運営委員会，委員，2019～2021． 

4. 高奈 秀匡，電気学会電磁界応答流体によるエネルギー・環境技術の新展開に関する調査専門

委員会，幹事，2019～2022． 

5. 高奈 秀匡，日本フルードパワーシステム学会機能性流体フルードパワーシステムに関する研

究委員会，委員，2019～2022． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，日本機械学会，フェロー，2007～． 

2. 船本 健一，日本超音波医学会，工学フェロー，2016～2021． 

3. 船本 健一，日本機械学会・バイオエンジニアリング部門所属研究会 A-TS 02-04 制御と情報

－生体への応用－研究会，幹事，2019～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，日本機械学会バイオエンジニアリング部門運営委員会，委員，2019～2021． 

2. 太田 信，日本機械学会バイオエンジニアリング部門，広報委員長，2019～2021． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，日本流体力学会，フェロー，2005～． 

2. 大林 茂，日本機械学会，フェロー，2006～． 

3. 大林 茂，日本航空宇宙学会，フェロー，2013～． 

4. 大林 茂，日本計算工学会，フェロー，2019～． 

5. 大林 茂，日本航空宇宙学会，第 51期北部支部長，2020～2021． 

6. 大林 茂，日本流体力学学会，代表会員，2020～2022． 

7. 焼野 藍子，日本航空宇宙学会北部支部，幹事, 2018～． 

8. 焼野 藍子，日本航空宇宙学会男女共同参画委員会，委員, 2019～． 

9. 焼野 藍子，日本流体力学会，代議員, 2020～． 

10. 焼野 藍子，日本機械学会計算力学部門設計と運用に活かすデータ同化研究会，委員，2020～

2021． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 藤田 昂志，日本航空宇宙学会北部支部，幹事，2019～2021． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈, 日本地熱学会, 企画委員, 2018～. 

2. 鈴木 杏奈，日本地熱学会，学会賞選考委員，2020～. 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，進化計算研究会，メンバー，2007～． 

2. 下山 幸治，人工知能学会進化計算フロンティア研究会，専門委員，2009～． 

3. 下山 幸治，日本機械学会計算力学部門設計に活かすデータ同化研究会，委員，2015～2020． 

4. 下山 幸治，日本機械学会宇宙工学部門，地区委員，2016～2020． 

5. 下山 幸治，日本機械学会計算力学部門設計情報駆動学研究会，委員，2016～2021． 

6. 下山 幸治，日本機械学会交通・物流部門，地区委員，2020～． 
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Ｂ．国内学術活動 
 

ＢＢ．．１１  学学会会活活動動（（各各種種委委員員会会等等））へへのの参参加加状状況況  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，日本機械学会プラズマアクチュエータ研究会，委員，2015～2020． 

2. 高奈 秀匡，日本機械学会流体工学部門複雑流体研究会，委員，2015～2020． 

3. 高奈 秀匡，日本機械学会熱工学部門運営委員会，委員，2019～2021． 

4. 高奈 秀匡，電気学会電磁界応答流体によるエネルギー・環境技術の新展開に関する調査専門

委員会，幹事，2019～2022． 

5. 高奈 秀匡，日本フルードパワーシステム学会機能性流体フルードパワーシステムに関する研

究委員会，委員，2019～2022． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，日本機械学会，フェロー，2007～． 

2. 船本 健一，日本超音波医学会，工学フェロー，2016～2021． 

3. 船本 健一，日本機械学会・バイオエンジニアリング部門所属研究会 A-TS 02-04 制御と情報

－生体への応用－研究会，幹事，2019～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，日本機械学会バイオエンジニアリング部門運営委員会，委員，2019～2021． 

2. 太田 信，日本機械学会バイオエンジニアリング部門，広報委員長，2019～2021． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，日本流体力学会，フェロー，2005～． 

2. 大林 茂，日本機械学会，フェロー，2006～． 

3. 大林 茂，日本航空宇宙学会，フェロー，2013～． 

4. 大林 茂，日本計算工学会，フェロー，2019～． 

5. 大林 茂，日本航空宇宙学会，第 51期北部支部長，2020～2021． 

6. 大林 茂，日本流体力学学会，代表会員，2020～2022． 

7. 焼野 藍子，日本航空宇宙学会北部支部，幹事, 2018～． 

8. 焼野 藍子，日本航空宇宙学会男女共同参画委員会，委員, 2019～． 

9. 焼野 藍子，日本流体力学会，代議員, 2020～． 

10. 焼野 藍子，日本機械学会計算力学部門設計と運用に活かすデータ同化研究会，委員，2020～

2021． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 藤田 昂志，日本航空宇宙学会北部支部，幹事，2019～2021． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈, 日本地熱学会, 企画委員, 2018～. 

2. 鈴木 杏奈，日本地熱学会，学会賞選考委員，2020～. 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，進化計算研究会，メンバー，2007～． 

2. 下山 幸治，人工知能学会進化計算フロンティア研究会，専門委員，2009～． 

3. 下山 幸治，日本機械学会計算力学部門設計に活かすデータ同化研究会，委員，2015～2020． 

4. 下山 幸治，日本機械学会宇宙工学部門，地区委員，2016～2020． 

5. 下山 幸治，日本機械学会計算力学部門設計情報駆動学研究会，委員，2016～2021． 

6. 下山 幸治，日本機械学会交通・物流部門，地区委員，2020～． 
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7. 下山 幸治，日本機械学会計算力学部門運営委員会，構成員，2020～． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 早川 晃弘，日本航空宇宙学会北部支部，幹事，2014～． 

2. 早川 晃弘，日本燃焼学会先進的燃焼技術の調査研究，小委員会委員長，2019～2020． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，日本機械学会医工学テクノロジー推進会議，運営委員，2013～． 

2. 小宮 敦樹，日本伝熱学会企画部会，委員，2016～． 

3. 小宮 敦樹，日本伝熱学会，協議員，2017～． 

4. 小宮 敦樹，日本伝熱学会東北支部，監事，2017～． 

5. 小宮 敦樹，日本伝熱学会，特定推進研究企画委員会幹事，2019～． 

6. 小宮 敦樹，日本伝熱学会東北支部，副支部長，2020～． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，ターボ機械協会キャビテーション研究分科会，委員，2012～． 

2. 伊賀 由佳，ターボ機械協会ターボポンプ研究分科会，委員，2012～． 

3. 伊賀 由佳，ターボ機械協会，代議員，2013～2022． 

4. 伊賀 由佳，ターボ機械協会プロペラ研究分科会，委員，2014～． 

5. 伊賀 由佳，ターボ機械協会 HPC 実用化研究分科会，委員，2016～． 

6. 伊賀 由佳，自動車技術会流体技術委員会，委員，2016～． 

7. 伊賀 由佳，ターボ機械協会，理事（編集理事），2017～2022． 

8. 伊賀 由佳，日本混相流学会，論文審査委員，2017～2021． 

9. 伊賀 由佳，日本混相流学会，理事（東北地区担当），2018～2020． 

10. 伊賀 由佳，日本混相流学会，評議員，2018～2021． 

11. 伊賀 由佳，ターボ機械協会国際ジャーナル委員会，委員（専門領域：キャビテーション，CFD，

インデューサ），2019～2020． 

12. 伊賀 由佳，日本混相流学会 ダイバーシティ推進委員会，委員長，2019～2021． 

13. 伊賀 由佳，日本機械学会流体工学部門運営委員会，委員，2019～2021． 

14. 伊賀 由佳，日本機械学会，理事，2020～2021． 

15. 伊賀 由佳，日本機械学会，代表会員，2020～2021． 

16. 伊賀 由佳，日本流体力学会，代議員，2020～2022． 

17. 伊賀 由佳，日本機械学会緊急タスクフォース，委員（新型コロナウィルス感染性拡大防止対

応），2020～2021． 

18. 伊賀 由佳，日本機械学会 2020 年度年次大会企画 WG，委員，2020～2021． 

19. 伊賀 由佳，日本機械学会 2020 年度会員部会，委員，2020～2021． 

20. 伊賀 由佳，日本機械学会流体工学部門技術委員会，委員，2020～2021． 

21. 伊賀 由佳，日本機械学会流体工学部門流れの先進的計測・シミュレーション法と流体情報の

高度利用に関する研究分科会，研究者委員，2020～2022． 

22. 伊賀 由佳，日本混相流学会，総務委員，2020～2021． 

23. 伊賀 由佳，日本混相流学会，混相流シンポジウム実行委員会，2020～2021． 

24. 岡島 淳之介，日本航空宇宙学会北部支部，幹事，2016～． 

25. 岡島 淳之介，日本伝熱学会学生会委員会，委員，2017～． 

26. 岡島 淳之介，日本機械学会熱工学部門相変化界面研究会，委員，2017～． 

27. 岡島 淳之介，日本機械学会熱工学部門運営委員会，委員，2020～． 

28. 岡島 淳之介，日本熱物性学会，評議員，2021～． 

29. 岡島 淳之介，ターボ機械協会キャビテーション研究分科会，委員，2021～． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 服部 裕司，日本機械学会，校閲委員，2009～． 

2. 服部 裕司，日本流体力学会，フェロー会員，2016～． 
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3. 服部 裕司，日本流体力学会，理事，2019～2021． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，日本熱物性学会，会長，2020～2020． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，日本機械学会流体工学部門広報委員会，委員，2013～． 

2. 徳増 崇，燃料電池開発情報センター編集委員会，委員，2015～． 

3. 徳増 崇，日本機械学会流体工学部門，運営委員，2020～2022． 

4. 徳増 崇，日本機械学会 RC286 流れの先進的計測・シミュレーション法と流体情報の高度利用

に関する研究分科会，委員，2020～2022． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，静電気学会バイオ・プラズマプロセス研究委員会，委員，2010～． 

2. 佐藤 岳彦，静電気学会放電プラズマによる水処理研究委員会，委員，2015～． 

3. 佐藤 岳彦，静電気学会運営理事，2017～2021． 

4. 佐藤 岳彦，静電気学会東北支部，支部長，2018～． 

5. 佐藤 岳彦，日本機械学会環境工学部門総務委員会，委員，2020～2021． 

6. 佐藤 岳彦，日本機械学会環境工学部門第 3技術委員会，委員，2020～2022． 

7. 佐藤 岳彦，プラズマ・核融合学会，専門委員会「プラズマによる生体荷電制御の科学」，委員，

2019～2021． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，日本伝熱学会東北支部，幹事，2016～． 

2. 菊川 豪太，日本機械学会運営委員会，委員，2018～． 

3. 菊川 豪太，日本伝熱学会シンポジウム登録・投稿受付システム管理委員会，委員，2018～． 

4. 菊川 豪太，日本熱物性学会，評議委員，2019～2021． 

5. 菊川 豪太，日本機械学会運産業・化学機械と安全部門，代議員，2020～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，電気学会ドライプロセスシンポジウム，論文委員，運営委員，1994～． 

2. 寒川  誠二， International Symposium on Electron-Molecule Collisions and Swarms，

Organizing Committee，1998～． 

3. 寒川 誠二，EU-Japan Joint Symposium on Plasma Processing，Organizing committee，1999

～． 

4. 寒川 誠二，応用物理学会国際マイクロプロセスコンファレンス論文委員，セクションヘッド，

2000～． 

5. 寒川 誠二，インテリジェントナノプロセス研究会，実行委員長，2001～． 

6. 寒川 誠二，International Conference on Solid State Devices and Materials，実行副委員

長，実行委員長，2007～． 

7. 寒川 誠二，応用物理学会，フェロー，2008～． 

8. 寒川 誠二，応用物理学会シリコンテクノロジー分科会，委員長，2011～2024． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，岩の力学連合会国際技術委員会，委員，2009～． 

2. 伊藤 高敏，資源素材学会東北支部，常議員，2012～． 

3. 伊藤 高敏，資源素材学会，代議員，2012～． 

4. 伊藤 高敏，土木学会岩盤動力学に関する研究小委員会，委員，2013～． 

5. 伊藤 高敏，資源素材学会岩盤工学部門委員会，委員長，2017～2021． 

6. 伊藤 高敏，岩の力学連合会，理事長，2019～2021． 

7. 伊藤 高敏，資源素材学会論文賞審査委員会，委員，2020～． 
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3. 服部 裕司，日本流体力学会，理事，2019～2021． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，日本熱物性学会，会長，2020～2020． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，日本機械学会流体工学部門広報委員会，委員，2013～． 

2. 徳増 崇，燃料電池開発情報センター編集委員会，委員，2015～． 

3. 徳増 崇，日本機械学会流体工学部門，運営委員，2020～2022． 

4. 徳増 崇，日本機械学会 RC286 流れの先進的計測・シミュレーション法と流体情報の高度利用

に関する研究分科会，委員，2020～2022． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，静電気学会バイオ・プラズマプロセス研究委員会，委員，2010～． 

2. 佐藤 岳彦，静電気学会放電プラズマによる水処理研究委員会，委員，2015～． 

3. 佐藤 岳彦，静電気学会運営理事，2017～2021． 

4. 佐藤 岳彦，静電気学会東北支部，支部長，2018～． 

5. 佐藤 岳彦，日本機械学会環境工学部門総務委員会，委員，2020～2021． 

6. 佐藤 岳彦，日本機械学会環境工学部門第 3技術委員会，委員，2020～2022． 

7. 佐藤 岳彦，プラズマ・核融合学会，専門委員会「プラズマによる生体荷電制御の科学」，委員，

2019～2021． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，日本伝熱学会東北支部，幹事，2016～． 

2. 菊川 豪太，日本機械学会運営委員会，委員，2018～． 

3. 菊川 豪太，日本伝熱学会シンポジウム登録・投稿受付システム管理委員会，委員，2018～． 

4. 菊川 豪太，日本熱物性学会，評議委員，2019～2021． 

5. 菊川 豪太，日本機械学会運産業・化学機械と安全部門，代議員，2020～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，電気学会ドライプロセスシンポジウム，論文委員，運営委員，1994～． 

2. 寒川  誠二， International Symposium on Electron-Molecule Collisions and Swarms，

Organizing Committee，1998～． 

3. 寒川 誠二，EU-Japan Joint Symposium on Plasma Processing，Organizing committee，1999

～． 

4. 寒川 誠二，応用物理学会国際マイクロプロセスコンファレンス論文委員，セクションヘッド，

2000～． 

5. 寒川 誠二，インテリジェントナノプロセス研究会，実行委員長，2001～． 

6. 寒川 誠二，International Conference on Solid State Devices and Materials，実行副委員

長，実行委員長，2007～． 

7. 寒川 誠二，応用物理学会，フェロー，2008～． 

8. 寒川 誠二，応用物理学会シリコンテクノロジー分科会，委員長，2011～2024． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，岩の力学連合会国際技術委員会，委員，2009～． 

2. 伊藤 高敏，資源素材学会東北支部，常議員，2012～． 

3. 伊藤 高敏，資源素材学会，代議員，2012～． 

4. 伊藤 高敏，土木学会岩盤動力学に関する研究小委員会，委員，2013～． 

5. 伊藤 高敏，資源素材学会岩盤工学部門委員会，委員長，2017～2021． 

6. 伊藤 高敏，岩の力学連合会，理事長，2019～2021． 

7. 伊藤 高敏，資源素材学会論文賞審査委員会，委員，2020～． 
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8. 椋平 祐輔，日本地熱学会国際交流委員会，委員，2018～． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，日本燃焼学会，理事，2011～． 

2. 丸田 薫，自動車技術会東北支部，理事，2012～． 

3. 丸田 薫，自動車技術会，フェロー，2018～． 

4. 丸田 薫，日本燃焼学会，副会長，2019～2021． 

5. 丸田 薫，日本機械学会，2020年度（第 98期）代表会員，2020～2021． 

6. 丸田 薫，日本機械学会 2020年度（第 98期）熱工学部門運営委員会，委員，2020～2021． 

7. 丸田 薫，日本機械学会熱工学部門第 98期運営委員会，委員，2020～2021． 

8. 丸田 薫，自動車技術会，理事，2020～． 

9. 丸田 薫，自動車技術会東北支部，支部長，2020～2022． 

10. 中村 寿，日本機械学会広域融合による次世代エンジンシステム研究分野の創生研究会，委員，

2016～2021． 

11. 中村 寿，日本機械学会産業・化学機械と安全部門，代議員，2018～2020． 

12. 中村 寿，日本燃焼学会学会誌編集委員会，委員，2019～2021． 

13. 中村 寿，日本燃焼学会調査研究「水素・アンモニア（新燃料）】小委員会，委員，2019～2020． 

14. 中村 寿，日本機械学会 RC289「燃焼の計測と数値予測技術の高精度化のための国際協力研究分

科会」，委員，2020～2022． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，日本機械学会材料力学部門 P-SCD406 形状記憶材料の高機能化と応用に関する分科

会，幹事，2018～2021． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，日本機械学会，論文集校閲委員，2001～． 

2. 石本 淳，日本混相流学会，論文審査委員，2012～2021． 

3. 石本 淳，日本機械学会計算力学部門運営委員会，委員，2019～2021． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，日本鋳造工学会鋳鉄品の超音波試験技術者養成講習会実行委員会，委員，2007～． 

2. 内一 哲哉，日本鋳造工学会鋳造品の非破壊材料評価技術研究部会，委員，2008～． 

3. 内一 哲哉，日本保全学会状態把握新技術適用性研究分科会，委員，2008～． 

4. 内一 哲哉，日本保全学会状態監視技術の高度化に関する調査検討分科会，委員，2008～． 

5. 内一 哲哉，日本電気協会原子力規格委員会運転・保守分科会，委員，2014～2023． 

6. 内一 哲哉，日本非破壊検査協会電磁応用現象・解析評価研究委員会，委員，2014～． 

7. 内一 哲哉，日本非破壊検査協会超音波計測に関する萌芽技術研究会，委員，2018～2020． 

8. 内一 哲哉，日本非破壊検査協会先進超音波計測に関する萌芽技術研究会，委員，2020～2022． 

9. 内一 哲哉，日本保全学会東北・北海道支部企画運営委員会，委員長，2020～2022． 

10. 内一 哲哉，日本非破壊検査協会新素材に関する非破壊試験部門，幹事，2020～2021． 

11. 内一 哲哉，日本非破壊検査協会 cosα 法及び二次元検出器によるＸ線応力測定法研究会，委

員，2021～2022． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. 大谷 清伸，日本機械学会材料力学における異分野融合に関する研究会，委員，2015～． 

2. 大谷 清伸，火薬学会，評議委員，2018～． 

3. 大谷 清伸，日本混相流学会，評議委員，2020～2021． 

 

 

 

 

－139－



- 140 - 
 

ＢＢ．．２２  分分科科会会やや研研究究専専門門委委員員会会等等のの主主催催  
（主査を務めた分科会等） 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，制御と情報－生体への応用－研究会，日本機械学会バイオエンジニアリング部門，

2018～2020，委員数 20． 

2. 太田 信，脳神経血管内治療に関する医工学連携研究会，日本機械学会バイオエンジニアリン

グ部門，2016～2020，委員数 20． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，設計と運用に活かすデータ同化研究会，日本機械学会計算力学部門，2020～2024，委

員数 23． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，解析・設計の代替モデリング研究会，日本機械学会計算力学部門，2019～2024，

委員数 60． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，水圧破砕法による初期地圧の測定方法基準化委員会，地盤工学会，2013～，委員

数 13． 

2. 伊藤 高敏，ロックストレス研究委員会，深田地質研究所，2018～，委員数 12． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，マルチスケール混相流と異分野融合科学分科会，日本混相流学会，2017～2021，委

員数 10． 

 

 

 

ＢＢ．．３３  学学術術雑雑誌誌のの編編集集へへのの参参加加状状況況  
（国内のみ。ただし校閲委員は除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2015～2020． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 船本 健一，欧文，Journal of Biomechanical Science and Engineering，Editor，2016～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，日本機械学会，編集委員，2013～． 

2. 太田 信，JSME，Associate Editor，2018～． 

3. 安西 眸，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2020～2020． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2017～2020． 

2. 下山 幸治，日本流体力学会，ながれ編集委員，2020～． 

3. 下山 幸治，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Recent Advances in Flow Dynamics 

2019 Guest Editor，2020～2020． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，和文，日本機械学会論文集，Associate Editor，2014～． 
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ＢＢ．．２２  分分科科会会やや研研究究専専門門委委員員会会等等のの主主催催  
（主査を務めた分科会等） 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，制御と情報－生体への応用－研究会，日本機械学会バイオエンジニアリング部門，

2018～2020，委員数 20． 

2. 太田 信，脳神経血管内治療に関する医工学連携研究会，日本機械学会バイオエンジニアリン

グ部門，2016～2020，委員数 20． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，設計と運用に活かすデータ同化研究会，日本機械学会計算力学部門，2020～2024，委

員数 23． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，解析・設計の代替モデリング研究会，日本機械学会計算力学部門，2019～2024，

委員数 60． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，水圧破砕法による初期地圧の測定方法基準化委員会，地盤工学会，2013～，委員

数 13． 

2. 伊藤 高敏，ロックストレス研究委員会，深田地質研究所，2018～，委員数 12． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，マルチスケール混相流と異分野融合科学分科会，日本混相流学会，2017～2021，委

員数 10． 

 

 

 

ＢＢ．．３３  学学術術雑雑誌誌のの編編集集へへのの参参加加状状況況  
（国内のみ。ただし校閲委員は除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2015～2020． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 船本 健一，欧文，Journal of Biomechanical Science and Engineering，Editor，2016～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，日本機械学会，編集委員，2013～． 

2. 太田 信，JSME，Associate Editor，2018～． 

3. 安西 眸，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2020～2020． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2017～2020． 

2. 下山 幸治，日本流体力学会，ながれ編集委員，2020～． 

3. 下山 幸治，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Recent Advances in Flow Dynamics 

2019 Guest Editor，2020～2020． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，和文，日本機械学会論文集，Associate Editor，2014～． 
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2. 小宮 敦樹，欧文，Journal of Thermal Science and Technology，Editor，2020～． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 廣田 真，欧文，Journal of Fluid Science and Technology，Editor，2020～2020． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，欧文，Thermal Science and Engineering，Editor，2008～． 

2. 小原 拓，欧文，Journal of Thermal Science and Technology，Editor，2008～． 

3. 小原 拓，欧文，Journal of Thermal Science and Technology，Guest Editor，2011～． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，欧文，Special Issue of International Conference on Flow Dynamnics 2020，Chief 

Editor，2020～2020． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，和文，日本伝熱学会，TSE編集委員，2012～2021． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，欧文，Sensors and Materials，Special Issue on Advances in Shape Memory Materials 

Editor，2019～2020． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，和文，混相流，論文審査委員，2010～． 

 

 

 

ＢＢ．．４４  各各省省庁庁委委員員会会・・企企業業・・ＮＮＰＰＯＯ等等（（外外郭郭団団体体をを含含むむ））へへのの参参加加状状況況  
（文部省関係を含む。ただし教育機関は除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター，専門調査員，2012.4

～2021.3． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，TC150，委員，2016.4～． 

2. 太田 信，戦略的国際標準化加速事業・政府戦略分野に係わる国際標準開発活動「バイオセラ

ミックスの整備津学的多能性評価に関する国際標準化」，委員，2019.4～． 

3. 太田 信，民間企業，取締役，2019.3～． 

4. 太田 信，医療用立体モデルコンソーシアム，幹事，2019.8～． 

5. 小助川 博之，民間企業，執行役員兼 CTO，2020.4～． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，株式会社超音速機事業企画，連携研究員，2015.1～． 

2. 大林 茂，一般社団法人高度情報科学技術研究機構アプリケーションソフトウェア利用環境整

備アドバイザリ WG，委員，2016.11～2021.3． 

3. 大林 茂，日本学術会議総合工学委員会科学的知見の創出に資する可視化分科会可視化の新パ

ラダイム策定小委員会，委員，2018.8～2020.8． 

4. 大林 茂，日本学術会議，連携会員，2020.10～2025.3． 

5. 大林 茂，戦略的創造研究推進事業 ACT-X研究領域「AI活用で挑む学問の革新と創成」，領域ア

ドバイザー，2020.6～2022.3． 

6. 大林 茂，気象影響防御技術(WEATHER-Eye)コンソーシアム，乱気流対策専門分科会委員，2020.8
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～2021.3． 

7. 大林 茂，宇宙航空研究開発機構静粛超音速機技術実証に向けた有識者委員会，委員長，2019.10

～2021.3． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 永井 大樹，文部科学省科学技術・宇宙航空科学技術推進委託費書面審査ワーキンググループ，

審査委員，2017.4～． 

2. 永井 大樹，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 宇宙工学委員会，委員，2018.10〜． 

3. 永井 大樹，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 テニュアトラック人事委員会，委員，

2019.6〜． 

4. 永井 大樹，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所，公募型小型計画審査委員，2020.4〜2020.10． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，文部科学省科学技術・学術政策研究所科学技術動向研究センター，専門調査員，

2014.4～2021.3． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，文部科学省科学技術・学術政策研究所科学技術予測センター，専門調査員，2018.4

～2021.3． 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，日本熱科学研究支援機構，副理事長，事務局担当，2016.7～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構，委員，2006.4～． 

2. 寒川 誠二，みずほ情報総研，顧問，2010.4～． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，海洋研究開発機構技術開発推進専門部会，委員，2005.9～． 

2. 伊藤 高敏，深田地質研究所ロックストレス研究委員会，委員長，2018.6～． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，一般社団法人日本国際学生技術研修協会，理事，2013.4～． 

2. 中村 寿，文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター，専門調査員，2014.2～． 

3. 中村 寿，東北電力株式会社火力部火力技術訓練センター，講師，2017.11～． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，文部科学省科学技術・学術政策研究所 科学技術予測センター，専門調査員，2017.4

～2021.3． 

 

 

 

ＢＢ．．５５  特特別別講講演演  
（研究教育機関および学協会での特別講演。民間企業を除く） 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，超音波計測融合血流解析システムの開発，日本超音波医学会第 93 回学術集会，

2020.12.3． 

2. 船本 健一，酸素濃度制御マイクロ流体デバイスを用いた血管微小環境の動態観察，第 43回日

本分子生物学会年会，2020.12.3． 
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～2021.3． 

7. 大林 茂，宇宙航空研究開発機構静粛超音速機技術実証に向けた有識者委員会，委員長，2019.10

～2021.3． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 永井 大樹，文部科学省科学技術・宇宙航空科学技術推進委託費書面審査ワーキンググループ，

審査委員，2017.4～． 

2. 永井 大樹，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 宇宙工学委員会，委員，2018.10〜． 

3. 永井 大樹，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所 テニュアトラック人事委員会，委員，

2019.6〜． 

4. 永井 大樹，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所，公募型小型計画審査委員，2020.4〜2020.10． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，文部科学省科学技術・学術政策研究所科学技術動向研究センター，専門調査員，

2014.4～2021.3． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，文部科学省科学技術・学術政策研究所科学技術予測センター，専門調査員，2018.4

～2021.3． 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，日本熱科学研究支援機構，副理事長，事務局担当，2016.7～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，（独）新エネルギー・産業技術総合開発機構，委員，2006.4～． 

2. 寒川 誠二，みずほ情報総研，顧問，2010.4～． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，海洋研究開発機構技術開発推進専門部会，委員，2005.9～． 

2. 伊藤 高敏，深田地質研究所ロックストレス研究委員会，委員長，2018.6～． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，一般社団法人日本国際学生技術研修協会，理事，2013.4～． 

2. 中村 寿，文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター，専門調査員，2014.2～． 

3. 中村 寿，東北電力株式会社火力部火力技術訓練センター，講師，2017.11～． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，文部科学省科学技術・学術政策研究所 科学技術予測センター，専門調査員，2017.4

～2021.3． 

 

 

 

ＢＢ．．５５  特特別別講講演演  
（研究教育機関および学協会での特別講演。民間企業を除く） 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，超音波計測融合血流解析システムの開発，日本超音波医学会第 93 回学術集会，

2020.12.3． 

2. 船本 健一，酸素濃度制御マイクロ流体デバイスを用いた血管微小環境の動態観察，第 43回日

本分子生物学会年会，2020.12.3． 
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生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，生体組織モデルを用いた医療機器開発へ参加のお誘い，第 61 回日本脈管学会総会，

2020.10.13． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，可視化応用，公開シンポジウム科学的知見の創出に資する可視化(4)：「6 エリアモ

デルと新たな計算パラダイム」Virtual，2020.7.4． 

2. 大林 茂，実験とシミュレーションを繋ぐデータ同化の可能性，TFCセミナー，実験家のための

データ駆動科学オンラインセミナー，2020.8.20． 

3. 大林 茂，航空機設計とシミュレーション，武蔵野大学数理工学シンポジウム 2020，2020.10.15． 

4. 大林 茂，設計に役立つ最適化とは，第 5回 EOIシンポジウム（オンライン），20120.10.21． 

5. 焼野 藍子，データ同化を適用した事例紹介，TFCセミナー，実験家のためのデータ駆動科学オ

ンラインセミナー，2020.8.20． 

6. 焼野 藍子，壁乱流の秩序構造発生のダイナミクスと予測制御，大阪大学 MMDS モデリング部門

ワークショップ「工学と数学の接点を求めて」，2020.11.20． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，資源を活かした地域づくりを目指して，第 13回資源・素材学会東北支部若手の会，

2021.1.28． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，濡れ性評価のためのマイクロ・ナノスケール高精度計測への挑戦，日本冷凍空調学

会調査研究プロジェクト第 1回委員会，2020.6.12. 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 岡島 淳之介，沸騰現象の直接数値シミュレーションにむけたアプローチ，第 7.5 回相変化界

面研究会，2020.7.22． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，固液界面における分子伝熱現象，第 10回相変化界面研究会，2020.12.18． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，PEFC高分子電解質膜・アイオノマー内部における物質輸送現象の分子動力学的解析，

第 69回高分子討論会，2020.9.17． 

2. 徳増 崇，反応性力場分子動力学法計算および量子化学計算を活用した CVD/ALD 薄膜堆積機構

の解析，電子情報通信学会シリコン材料・デバイス研究会，2020.11.20． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，水中プラズマによる気泡生成過程と計測，日本学術振興会産学協力研究委員会「水

の先進理工学」第 183 委員会第 58回研究会，2021.2.18． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，流体圧刺激による断層すべり発生のメカニズムと対策, 資源・素材関係学協会合同

秋季大会，2020.9.8． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 中村 寿，二段低温酸化反応－DME の低温酸化反応に誘起されるメタンの低温酸化反応， 着火

WS「化学反応の視点でエンジンの燃焼について考える」，2020.12.28． 

2. 中村 寿，温度分布制御マイクロフローリアクタを用いたアンモニア燃焼反応機構の開

発,RC289 燃焼の計測と数値予測技術の?精度化のための国際協力研究分科会第 3 回分科会，

2021.2.3． 
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システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，国際共同研究に基く磁気記憶合金の基礎と応用研究，第 2 回 ASMA Web セミナー，

2020.9.25． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，電磁非破壊評価を用いたオーステナイト系ステンレス鋼の水素脆性試験における

相変態評価，日本鉄鋼協会第 180 回秋季講演大会材料の組織と特性部会／計測・制御・システ

ム工学部会シンポジウム，2020.9.18． 

 

 

 

ＢＢ．．６６  国国内内個個別別共共同同研研究究  
（民間等との共同研究、受託研究、寄附金等に該当しない研究で研究費或いは研究者の受け入れが

あるか、または共著論文（講演論文集等を含む）のある共同研究。国内公募研究、国内リーダーシ

ップ研究を除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，コールドスプレープロセスの最適化のための数値実験，東北大学大学院工学研究

科，2006.4～． 

2. 高奈 秀匡，微小空間における微粒子高速ジェット加工の数値実験，東北大学大学院工学研究

科，2006.4～． 

3. 高奈 秀匡，先進歯科治療用パウダージェットディポジション法の最適化，東北大学大学院工

学研究科，2006.4～． 

4. 高奈 秀匡，反応性非平衡プラズマジェットの実時間数値解析，金沢大学理工研究域電子情報

学系，2009.4～． 

5. 高奈 秀匡，イオン液体静電噴霧による二酸化炭素分離吸収の高度化，産業技術総合研究所，

2019.4～． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，超音波計測融合シミュレーション，東北大学加齢医学研究所，2002.4～． 

2. 早瀬 敏幸，がん細胞の摩擦特性，東北大学医学部，2003.4～． 

3. 早瀬 敏幸，リンパの超音波計測融合シミュレーション，東北大学医工学研究科，2005.4～． 

4. 船本 健一，圧力負荷時の血管内皮細胞の動態解析，東京農工大学，2019.11～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，3次元可視化システムを用いた血流数値解析の可視化，東北大学，2009.1～． 

2. 太田 信，アブレーションカテーテルの生体組織への温度分布測定，2011.1～． 

3. 太田 信，副腎診カテ吸引試験，2012.4～． 

4. 太田 信，足モデルの開発，2012.4～． 

5. 太田 信，歯垢除去法の開発，2012.11～． 

6. 太田 信，ステント内流れ計測，2013.4～． 

7. 太田 信，骨髄液流れ，2013.9～． 

8. 太田 信，大動脈瘤用ステントグラフトのインビトロ試験，2015.4～． 

9. 太田 信，3Dプリンタ，2017.2～． 

10. 太田 信，血管内内視鏡，2018.1～． 

11. 太田 信，PVA-H血管モデルの製造プロセス開発とその評価，2019.3～． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 永井 大樹，火星探査航空機に関する研究，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所飛翔工学系，

2010～． 

2. 永井 大樹，宇宙線反粒子探索 GPAS 実験計画，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所学際科学
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システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，国際共同研究に基く磁気記憶合金の基礎と応用研究，第 2 回 ASMA Web セミナー，

2020.9.25． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，電磁非破壊評価を用いたオーステナイト系ステンレス鋼の水素脆性試験における

相変態評価，日本鉄鋼協会第 180 回秋季講演大会材料の組織と特性部会／計測・制御・システ

ム工学部会シンポジウム，2020.9.18． 

 

 

 

ＢＢ．．６６  国国内内個個別別共共同同研研究究  
（民間等との共同研究、受託研究、寄附金等に該当しない研究で研究費或いは研究者の受け入れが

あるか、または共著論文（講演論文集等を含む）のある共同研究。国内公募研究、国内リーダーシ

ップ研究を除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，コールドスプレープロセスの最適化のための数値実験，東北大学大学院工学研究

科，2006.4～． 

2. 高奈 秀匡，微小空間における微粒子高速ジェット加工の数値実験，東北大学大学院工学研究

科，2006.4～． 

3. 高奈 秀匡，先進歯科治療用パウダージェットディポジション法の最適化，東北大学大学院工

学研究科，2006.4～． 

4. 高奈 秀匡，反応性非平衡プラズマジェットの実時間数値解析，金沢大学理工研究域電子情報

学系，2009.4～． 

5. 高奈 秀匡，イオン液体静電噴霧による二酸化炭素分離吸収の高度化，産業技術総合研究所，

2019.4～． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，超音波計測融合シミュレーション，東北大学加齢医学研究所，2002.4～． 

2. 早瀬 敏幸，がん細胞の摩擦特性，東北大学医学部，2003.4～． 

3. 早瀬 敏幸，リンパの超音波計測融合シミュレーション，東北大学医工学研究科，2005.4～． 

4. 船本 健一，圧力負荷時の血管内皮細胞の動態解析，東京農工大学，2019.11～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，3次元可視化システムを用いた血流数値解析の可視化，東北大学，2009.1～． 

2. 太田 信，アブレーションカテーテルの生体組織への温度分布測定，2011.1～． 

3. 太田 信，副腎診カテ吸引試験，2012.4～． 

4. 太田 信，足モデルの開発，2012.4～． 

5. 太田 信，歯垢除去法の開発，2012.11～． 

6. 太田 信，ステント内流れ計測，2013.4～． 

7. 太田 信，骨髄液流れ，2013.9～． 

8. 太田 信，大動脈瘤用ステントグラフトのインビトロ試験，2015.4～． 

9. 太田 信，3Dプリンタ，2017.2～． 

10. 太田 信，血管内内視鏡，2018.1～． 

11. 太田 信，PVA-H血管モデルの製造プロセス開発とその評価，2019.3～． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 永井 大樹，火星探査航空機に関する研究，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所飛翔工学系，

2010～． 

2. 永井 大樹，宇宙線反粒子探索 GPAS 実験計画，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所学際科学
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研究系，2014～． 

3. 永井 大樹，極低温熱制御デバイスの開発，宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所飛翔工学系，

2020～． 

4. 永井 大樹，逆止弁付き自励振動ヒートパイプの研究，宇宙航空研究開発機構研究開発部門，

2017～． 

5. 永井 大樹，多孔質体を用いた蒸発器による加熱部温度一様性の向上に関する研究，宇宙航空

研究開発機構研究開発部門，2019～2020． 

6. 永井 大樹，宇宙での生命維持機構の解明に向けた，超小型衛星 BioCube の開発，東北大学大

学院生命科学研究科，2020～． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，予混合火炎の固有不安定性と非線形挙動，長岡技術科学大学，2003.4～． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，マランゴニ対流現象モデル化研究，2004.4～． 

2. 小宮 敦樹，アルコール系水溶液内物質移動現象に及ぼす外力の影響評価，民間企業，2015.9

～． 

3. 小宮 敦樹，高濃度ナノフルイドの動的界面挙動に関するメゾスコピック解析，2016.4～． 

4. 小宮 敦樹，流体工学におけるトポロジー最適化を応用した AM 製造製品の研究，民間企業，

2017.4～． 

5. 小宮 敦樹，強制対流局所冷却システムに関する研究，民間企業，2018.4～． 

6. 小宮 敦樹，EV 用モータの局所冷却に関する研究，民間企業，2018.4～． 

7. 小宮 敦樹，回転二重円すい間に発生するテイラー渦の安定性と乱流遷移，秋田大学，2019.4

～． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 岡島 淳之介，回転円錐周りの液膜流の二相流数値解析，2012.4～2021.3． 

2. 岡島 淳之介，温室内の熱流動場解析，2012.12～2021.3． 

 

非平衡分子気体流研究分野(Non-Equilibrium Molecular Gas Flow Laboratory) 

1. 米村 茂，ナノポアを有する多孔質体内お流動予測基盤の構築，名古屋大学，2018.4～2021.3． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，ナノ構造化界面における輸送現象，大阪大学，2009.7～． 

2. 小原 拓，ウェットプロセスの分子熱流動，2010.4～． 

3. 小原 拓，分子界面修飾とナノ熱界面材料による固体接合界面熱抵抗低減，宇都宮大学，産総研，

東京理科大学，名古屋大学，2017.11～2023.3． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，液体水素の熱物性に関する分子論的解析，九州大学，信州大学，東京大学，青山学院

大学，2008.4～． 

2. 徳増 崇，水分子ネットワーク構造におけるプロトン輸送特性の解明，東京大学，2009.4～． 

3. 徳増 崇，アニオン界面活性剤の挙動に関する分子論的研究，2009.10～． 

4. 徳増 崇，PEFC 触媒層の酸素, プロトン輸送性能の評価シミュレータの構築，九州大学，2010.4

～． 

5. 徳増 崇，高分子電解質膜内部の水クラスター構造の解明，日本原子力研究所，2011.1～． 

6. 徳増 崇，SiC基板成膜プロセスの量子・分子論的解析，さがみはら表面技術研究所，神奈川県

産業技術センター，ジャパンアドバンストケミカルズ，2013.4～． 

7. 徳増 崇，遷臨界/超臨界状態における酸水素混合系の熱物性解析，九州工業大学，九州大学，

琉球大学，2014.4～． 

8. 徳増 崇，触媒層内酸素輸送抵抗に対する表面散乱の影響，東京大学，高知工業専門学校，2015.4
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～． 

9. 徳増 崇，PEFC 触媒層の酸素, プロトン輸送性能の評価シミュレータの構築，九州大学，2018.4

～． 

10. 徳増 崇，プラズマを用いたサスティナブルアンモニア製造法の開発，米子工業高等専門学校，

2020.10～． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，プラズマ流と水の干渉機構，静岡大学，2007.4～． 

2. 佐藤 岳彦，プラズマ流の細胞反応機構，静岡大学，2009.4～． 

3. 佐藤 岳彦，細胞反応機構に関する研究，信州大学，2009.4～． 

4. 佐藤 岳彦，プラズマを用いたバイオフィルム産生グラム陰性桿菌の環境殺菌に関する研究，東

北薬科大学，2010.4～． 

5. 佐藤 岳彦，プラズマ流によるウイルスの不活性化に関する研究，東北大学，2010.6～． 

6. 佐藤 岳彦，小型プラズマ滅菌装置の開発，民間企業，2013.4～． 

7. 佐藤 岳彦，大気圧プラズマ流の応用開発に関する研究，民間企業，2015.11～． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，熱遷移流に対する分子動力学解析，名古屋大学，2015.4～． 

2. 菊川 豪太，架橋を有する高分子樹脂に関するマルチスケールシミュレーションとデータ科学の

融合による多目的最適設計，東北大学大学院工学研究科，2015.4～． 

3. 菊川 豪太，分子シミュレーションを用いた固液界面のナノスケール気泡形成の解析，東京農工

大学，2019.4～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，アニオンナノケミストリー，2001～． 

2. 寒川 誠二，オンウェハーモニタリングシステムの研究，2001～． 

3. 寒川 誠二，立体構造トランジスタの作製技術の研究，産業技術総合研究所，2005.4～． 

4. 寒川 誠二，中性粒子ビームを用いたドライエッチングに関する研究，民間企業，2008.4～． 

5. 寒川 誠二，プラズマプロセス用ガスの研究，民間企業，2008.4～． 

6. 寒川 誠二，異分野融合型次世代デバイス製造技術開発プロジェクト(BEANS)，技術研究組合

BEANS研究所，2008.7～． 

7. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池，東京大学先端技術研究所，2009.10～． 

8. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池・レーザー，北海道大学，2009.10～． 

9. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池・レーザー，慶應義塾大学，2009.10～． 

10. 寒川 誠二，スパイクニューロンデバイスの基礎検討，九州工業大学，2010.4～． 

11. 寒川 誠二，フォトレジストのプラズマ耐性向上に関する研究，民間企業，2010.4～． 

12. 寒川 誠二，オンウエハーモニタリングの研究，民間企業，2010.4～． 

13. 寒川 誠二，オンウエハーモニタリングの研究，民間企業，2010.4～． 

14. 寒川 誠二，プラズマエッチング・CVDに関する研究，民間企業，2011.4～． 

15. 寒川 誠二，化合物半導体の低ダメージ加工に関する研究，民間企業，2011.4～． 

16. 寒川 誠二，高効率太陽電池のための光マネジメント表面構造に関する研究，東京大学先端科学

技術研究センター，2011.4～． 

17. 寒川 誠二，シリコンフォトニックデバイスの研究，東京大学，2011.4～． 

18. 寒川 誠二，ひずみ導入 Geデバイスの研究，東京都市大学，2011.4～． 

19. 寒川 誠二，中性粒子ビームによる低ダメージ GaN デバイスの研究，東京大学生産技術研究所，

2011.4～． 

20. 寒川 誠二，中性粒子ビーム酸化による高品質 GeO2膜作製および Geトランジスタ作製に関する

研究，東京大学大学院工学研究科，2011.4～． 

21. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池の研究開発，民間企業，2012.4～． 

22. 寒川 誠二，化合物半導体量子ドット太陽電池の開発，民間企業，2012.9～． 

23. 寒川 誠二，エッチング技術指導，2012.10～． 
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～． 

9. 徳増 崇，PEFC 触媒層の酸素, プロトン輸送性能の評価シミュレータの構築，九州大学，2018.4

～． 

10. 徳増 崇，プラズマを用いたサスティナブルアンモニア製造法の開発，米子工業高等専門学校，

2020.10～． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，プラズマ流と水の干渉機構，静岡大学，2007.4～． 

2. 佐藤 岳彦，プラズマ流の細胞反応機構，静岡大学，2009.4～． 

3. 佐藤 岳彦，細胞反応機構に関する研究，信州大学，2009.4～． 

4. 佐藤 岳彦，プラズマを用いたバイオフィルム産生グラム陰性桿菌の環境殺菌に関する研究，東

北薬科大学，2010.4～． 

5. 佐藤 岳彦，プラズマ流によるウイルスの不活性化に関する研究，東北大学，2010.6～． 

6. 佐藤 岳彦，小型プラズマ滅菌装置の開発，民間企業，2013.4～． 

7. 佐藤 岳彦，大気圧プラズマ流の応用開発に関する研究，民間企業，2015.11～． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，熱遷移流に対する分子動力学解析，名古屋大学，2015.4～． 

2. 菊川 豪太，架橋を有する高分子樹脂に関するマルチスケールシミュレーションとデータ科学の

融合による多目的最適設計，東北大学大学院工学研究科，2015.4～． 

3. 菊川 豪太，分子シミュレーションを用いた固液界面のナノスケール気泡形成の解析，東京農工

大学，2019.4～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，アニオンナノケミストリー，2001～． 

2. 寒川 誠二，オンウェハーモニタリングシステムの研究，2001～． 

3. 寒川 誠二，立体構造トランジスタの作製技術の研究，産業技術総合研究所，2005.4～． 

4. 寒川 誠二，中性粒子ビームを用いたドライエッチングに関する研究，民間企業，2008.4～． 

5. 寒川 誠二，プラズマプロセス用ガスの研究，民間企業，2008.4～． 

6. 寒川 誠二，異分野融合型次世代デバイス製造技術開発プロジェクト(BEANS)，技術研究組合

BEANS研究所，2008.7～． 

7. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池，東京大学先端技術研究所，2009.10～． 

8. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池・レーザー，北海道大学，2009.10～． 

9. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池・レーザー，慶應義塾大学，2009.10～． 

10. 寒川 誠二，スパイクニューロンデバイスの基礎検討，九州工業大学，2010.4～． 

11. 寒川 誠二，フォトレジストのプラズマ耐性向上に関する研究，民間企業，2010.4～． 

12. 寒川 誠二，オンウエハーモニタリングの研究，民間企業，2010.4～． 

13. 寒川 誠二，オンウエハーモニタリングの研究，民間企業，2010.4～． 

14. 寒川 誠二，プラズマエッチング・CVDに関する研究，民間企業，2011.4～． 

15. 寒川 誠二，化合物半導体の低ダメージ加工に関する研究，民間企業，2011.4～． 

16. 寒川 誠二，高効率太陽電池のための光マネジメント表面構造に関する研究，東京大学先端科学

技術研究センター，2011.4～． 

17. 寒川 誠二，シリコンフォトニックデバイスの研究，東京大学，2011.4～． 

18. 寒川 誠二，ひずみ導入 Geデバイスの研究，東京都市大学，2011.4～． 

19. 寒川 誠二，中性粒子ビームによる低ダメージ GaN デバイスの研究，東京大学生産技術研究所，

2011.4～． 

20. 寒川 誠二，中性粒子ビーム酸化による高品質 GeO2膜作製および Ge トランジスタ作製に関する

研究，東京大学大学院工学研究科，2011.4～． 

21. 寒川 誠二，量子ドット太陽電池の研究開発，民間企業，2012.4～． 

22. 寒川 誠二，化合物半導体量子ドット太陽電池の開発，民間企業，2012.9～． 

23. 寒川 誠二，エッチング技術指導，2012.10～． 
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24. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2012.12～． 

25. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2012.12～． 
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51. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2013.7～． 

52. 寒川 誠二，エッチングの研究，民間企業，2013.7～． 

53. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2013.10～． 

54. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2013.10～． 

55. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2014.1～． 

56. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2014.1～． 

57. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2014.12～． 

58. 寒川 誠二，熱電変換素子，民間企業，2015.4～． 

59. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2015.4～． 

60. 寒川 誠二，「最先端電池基盤技術の創出」コンソーシアム，民間企業，2015.4～． 

61. 寒川 誠二，成膜技術の研究開発，民間企業，2016.4～． 

62. 寒川 誠二，半導体デバイスプロセス用ガスケミストリーの研究開発，民間企業，2016.5～． 

63. 寒川 誠二，プラズマエッチングにおけるフロロカーボンポリマー制御方法に関する研究，民間

企業，2019.1～2021.3． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，AE に基づく先進地熱貯留層内の圧力と流体移動マッピング技術に関する研究， ，

2003.4～． 

2. 伊藤 高敏，深部地殻応力評価のための BABHY システムの開発に関する研究， ，2006.4～． 

3. 伊藤 高敏，堆積軟岩層を対象にした応力環境評価技術の開発，200607～． 

4. 伊藤 高敏，コア変形法による地殻応力評価法，民間企業，2009.10～． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，高速磁化過程に着目した非線形渦電流法による高クロム鋼のクリープ損傷に伴う組
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織評価，日本原子力研究機構，2006.4～． 

2. 内一 哲哉，非破壊検査によるロケットエンジン累積損傷度測定技術の研究，JAXA，2016.1～． 

3. 内一 哲哉，非破壊検査におけるインバリアント分析適用研究，民間企業，2019.10～2021.3． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. 大谷 清伸，衝撃波基礎物理解明に関する実験および数値解析，民間企業，2009.1～． 

2. 大谷 清伸，Blast wave/衝撃波による脳損傷機序解明，東北大学医学部，2009.8～． 

3. 大谷 清伸，音速近傍での衝撃波離脱距離に関する研究，日本大学，2012.4～． 

 

 

 

ＢＢ．．７７  国国内内公公募募共共同同研研究究  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，藤野 貴康（筑波大学）：イオン液体静電噴霧による二酸化炭素吸収促進に関する

数値モデルの構築，J20I069． 

2. 竹内 希（東京工業大学），高奈 秀匡：高速・低環境負荷での炭素触媒合成を可能とするキャ

ビテーションプラズマ反応場の制御，J20I075． 

3. 小林 宏充（慶應義塾大学），高奈 秀匡：同軸円筒 MHDエネルギー変換機内の電磁流体現象の

研究，J20I089． 

4. 古川 怜（電気通信大学），高奈 秀匡：イオン液体の二酸化炭素吸収による光学特性の解明，

J20I105． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 福井 智宏（京都工芸繊維大学），船本 健一：懸濁液レオロジーの機能的制御を目指した実験

観察ならびに数値解析，J20I059． 

2. 酒井 康彦（名古屋大学），早瀬 敏幸：乱流・非乱流共存流動場における流動構造とエネルギ・

スカラ輸送機構，J20I077． 

3. 立川 正憲（徳島大学），船本 健一：中枢創薬のための三次元ヒト血液脳関門チップの開発，

J20I095． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 田中 学（千葉大学），太田 信：実寸脳動脈瘤壁への壁せん断応力による張力に伴う進展と流

れ不安定性への弾性壁の影響，J20I040． 

2. 池田（向井） 有理（明治大学），太田 信：II型膜貫通タンパク質の細胞内局在化におけるシ

グナルアンカー領域の役割，J20I063． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 石出 忠輝（木更津工業高等専門学校），大林 茂：小鳥型高性能飛行ロボットの開発，J20H001． 

2. 高橋 俊（東海大学），大林 茂：種々の微粒子流れの数値解析法の開発と工学的応用，J20I030． 

3. 長谷川 裕晃（宇都宮大学），大林 茂：通気性のある生地を被覆した物体の空力改善に関する

基礎研究，J20I036． 

4. 千葉 一永（電気通信大学），大林 茂：航空機体と稼働エンジンとの統合解析，J20I093． 

5. Dzieminska Edyta（上智大学），大林 茂：Numerical analysis of a morphing slotted jet flap，

J20I107． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 太田 匡則（千葉大学），永井 大樹：再突入カプセル形状物体後流域の定量的密度計測，J20I023． 

2. 永井 大樹，三坂 孝志（産業技術総合研究所）：データ同化による宇宙機熱システムの高精度

推定手法の確立，J20I025． 

3. 金崎 雅博（東京都立大学），永井 大樹：火星探査航空機高高度試験機の多自由度空力―飛行

－148－



- 148 - 
 

織評価，日本原子力研究機構，2006.4～． 

2. 内一 哲哉，非破壊検査によるロケットエンジン累積損傷度測定技術の研究，JAXA，2016.1～． 

3. 内一 哲哉，非破壊検査におけるインバリアント分析適用研究，民間企業，2019.10～2021.3． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. 大谷 清伸，衝撃波基礎物理解明に関する実験および数値解析，民間企業，2009.1～． 

2. 大谷 清伸，Blast wave/衝撃波による脳損傷機序解明，東北大学医学部，2009.8～． 

3. 大谷 清伸，音速近傍での衝撃波離脱距離に関する研究，日本大学，2012.4～． 

 

 

 

ＢＢ．．７７  国国内内公公募募共共同同研研究究  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，藤野 貴康（筑波大学）：イオン液体静電噴霧による二酸化炭素吸収促進に関する

数値モデルの構築，J20I069． 

2. 竹内 希（東京工業大学），高奈 秀匡：高速・低環境負荷での炭素触媒合成を可能とするキャ

ビテーションプラズマ反応場の制御，J20I075． 

3. 小林 宏充（慶應義塾大学），高奈 秀匡：同軸円筒 MHDエネルギー変換機内の電磁流体現象の

研究，J20I089． 

4. 古川 怜（電気通信大学），高奈 秀匡：イオン液体の二酸化炭素吸収による光学特性の解明，

J20I105． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 福井 智宏（京都工芸繊維大学），船本 健一：懸濁液レオロジーの機能的制御を目指した実験

観察ならびに数値解析，J20I059． 

2. 酒井 康彦（名古屋大学），早瀬 敏幸：乱流・非乱流共存流動場における流動構造とエネルギ・

スカラ輸送機構，J20I077． 

3. 立川 正憲（徳島大学），船本 健一：中枢創薬のための三次元ヒト血液脳関門チップの開発，

J20I095． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 田中 学（千葉大学），太田 信：実寸脳動脈瘤壁への壁せん断応力による張力に伴う進展と流

れ不安定性への弾性壁の影響，J20I040． 

2. 池田（向井） 有理（明治大学），太田 信：II型膜貫通タンパク質の細胞内局在化におけるシ

グナルアンカー領域の役割，J20I063． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 石出 忠輝（木更津工業高等専門学校），大林 茂：小鳥型高性能飛行ロボットの開発，J20H001． 
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連成計算と飛行制御最適化による動的特性理解，J20I104． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 北村 拓也（長崎大学），下山 幸治：深層学習を用いたマルチスケール格子の多目的最適化，

J20H004． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 門脇 敏（長岡技術科学大学），小林 秀昭：水素-空気予混合火炎のダイナミクスに及ぼす熱

損失効果，J20I049． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 松下 洋介（東北大学），小宮 敦樹：実際の構造を反映させた多孔質材料内部の固気反応を伴

う物質移動と構造変化の大規模シミュレーション，J20I026． 

2. 塚田 隆夫（東北大学），小宮 敦樹：表面修飾ナノ粒子サスペンションのナノスケール界面現

象に関する研究，J20I084． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 古川 琢磨（八戸工業高等専門学校），岡島 淳之介：赤外線カメラによる高精度温度測定手法

の確立，J20I034． 

2. 江目 宏樹（山形大学），岡島 淳之介：ふく射熱遮蔽機能を有する消防装置の開発，J20I054． 

3. 足立 高弘（秋田大学），岡島 淳之介：誘導加熱を用いた回転円すいディスク式薄膜揚水蒸発

機構を用いた液糸生成装置の開発，J20I055． 

4. 岡部 孝裕（弘前大学），岡島 淳之介：加熱壁面に衝突する液滴の熱流動様相に関する研究，

J20I073． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 高橋 公也（九州工業大学），服部 裕司：圧縮性 DNSを用いた管楽器の流体音響解析，J20I087． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，武内 秀樹（高知工業高等専門学校）：ナノ構造界面での気体分子散乱特性の分子動

力学解析，J20I010． 

2. 金子 智（神奈川県立産業技術総合研究所），徳増 崇：機能性薄膜のエピタキシャル成長にお

ける量子・分子論的考察，J20I071． 

3. 若嶋 振一郎（一関工業高等専門学校），徳増 崇：固体高分子形燃料電池における触媒層乾燥・

形成プロセスの分子論的解析，J20I092． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，金澤 誠司（大分大学）：水中ストリーマの高速進展機構，J20I014． 

2. 内田 諭（東京都立大学），佐藤 岳彦：プラズマ－生体界面における活性種挙動の数値動力学

的考証，J20I081． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 福山 敦彦（宮崎大学），寒川 誠二：高感度非発光再結合検出による量子ナノ構造におけるフ

ォノン物性の評価，J20I037． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 寺島 洋史（北海道大学），中村 寿：ノッキング末端ガス自着火現象における燃料反応特性の

影響，J20I045． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 後藤 実（宇部工業高等専門学校），三木 寛之：金/硬質炭素ﾅﾉ構造体による腐食環境下にお
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ける摩擦面温度検出機能を有する薄膜しゅう動材料の研究，J20I052． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 丹澤 祥晃（日本工業大学），石本 淳：湿り蒸気の流動状態の解明，J20H003． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. 中川 敦寛（東北大学病院），大谷 清伸：パルスジェットメスの生体硬組織への応用に関する

基礎研究，J20H002． 

2. 沼田 大樹（東海大学），大谷 清伸：飛翔体上の非定常流体場計測のためのマルチカラーＰＳ

Ｐ技術の基礎研究，J20I024． 

3. 酒井 武治（鳥取大学），大谷 清伸：衝撃波減衰に関する実験的数値的研究，J20I033． 

4. 水書 稔治（東海大学），大谷 清伸：離脱衝撃波脈動を利用した側面噴流発生による飛行姿勢

安定，J20I039． 

5. 山田 剛治（東海大学），大谷 清伸：極超音速機周りで生じる高エンタルピー流の特性解明，

J20I056． 

6. 鵜飼 孝博（大阪工業大学），大谷 清伸：ソニックブーム波形の立ち上り時間に及ぼす乱流干

渉の影響，J20I091． 

7. 北川 一敬（愛知工業大学），大谷 清伸：水中爆発を用いた洗浄効果向上の研究，J20I094． 

8. 寺島 修（富山県立大学），小西 康郁：弾性体の変形-周囲流-遠方場音情報の複合動的解析に

よる空力音発生メカニズム解明，J20I096． 

9. 槙原 幹十朗（東北大学），大谷 清伸：デブリ除去のための伝導性テザーの構造形態に関する

実験的研究，J20I099． 

 

 

 

ＢＢ．．８８  国国内内リリーーダダーーシシッッププ共共同同研研究究  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 石本 志高（秋田県立大学），高奈 秀匡：セルロース単繊維創成法に向けた濃度勾配下におけ

るナノ繊維・静電流動場相互作用系の理論構築，J20L080． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 越中谷 賢治（青山学院大学），太田 信：タンパク質 GPI修飾機構の解明および予測法の開発，

J20L031． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 森澤 征一郎（沖縄工業高等専門学校），大林 茂：離島間を結ぶ飛行車両についての実現性の

検討，J20L046． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 永井 大樹，米澤 宏一（電力中央研究所）：火星ヘリの実現を目指した同軸反転ローターの研

究開発，J20L027． 

2. 高橋 俊（東海大学），永井 大樹：自励振動ヒートパイプの設計高精度化に向けた低次元化モ

デルの開発と応用，J20L098． 

3. 松田 佑（早稲田大学），永井 大樹：構造化照明を用いた高精度 PSP計測手法の開発，J20L106． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 佐々木 大輔（金沢工業大学），下山 幸治：数値的・実験的研究による低レイノルズ数領域で

の回転翼・運動翼における動的空力特性の解明，J20L066． 
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ける摩擦面温度検出機能を有する薄膜しゅう動材料の研究，J20I052． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 丹澤 祥晃（日本工業大学），石本 淳：湿り蒸気の流動状態の解明，J20H003． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. 中川 敦寛（東北大学病院），大谷 清伸：パルスジェットメスの生体硬組織への応用に関する

基礎研究，J20H002． 

2. 沼田 大樹（東海大学），大谷 清伸：飛翔体上の非定常流体場計測のためのマルチカラーＰＳ

Ｐ技術の基礎研究，J20I024． 

3. 酒井 武治（鳥取大学），大谷 清伸：衝撃波減衰に関する実験的数値的研究，J20I033． 

4. 水書 稔治（東海大学），大谷 清伸：離脱衝撃波脈動を利用した側面噴流発生による飛行姿勢

安定，J20I039． 

5. 山田 剛治（東海大学），大谷 清伸：極超音速機周りで生じる高エンタルピー流の特性解明，

J20I056． 

6. 鵜飼 孝博（大阪工業大学），大谷 清伸：ソニックブーム波形の立ち上り時間に及ぼす乱流干

渉の影響，J20I091． 

7. 北川 一敬（愛知工業大学），大谷 清伸：水中爆発を用いた洗浄効果向上の研究，J20I094． 

8. 寺島 修（富山県立大学），小西 康郁：弾性体の変形-周囲流-遠方場音情報の複合動的解析に

よる空力音発生メカニズム解明，J20I096． 

9. 槙原 幹十朗（東北大学），大谷 清伸：デブリ除去のための伝導性テザーの構造形態に関する

実験的研究，J20I099． 

 

 

 

ＢＢ．．８８  国国内内リリーーダダーーシシッッププ共共同同研研究究  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 石本 志高（秋田県立大学），高奈 秀匡：セルロース単繊維創成法に向けた濃度勾配下におけ

るナノ繊維・静電流動場相互作用系の理論構築，J20L080． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 越中谷 賢治（青山学院大学），太田 信：タンパク質 GPI修飾機構の解明および予測法の開発，

J20L031． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 森澤 征一郎（沖縄工業高等専門学校），大林 茂：離島間を結ぶ飛行車両についての実現性の

検討，J20L046． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 永井 大樹，米澤 宏一（電力中央研究所）：火星ヘリの実現を目指した同軸反転ローターの研

究開発，J20L027． 

2. 高橋 俊（東海大学），永井 大樹：自励振動ヒートパイプの設計高精度化に向けた低次元化モ

デルの開発と応用，J20L098． 

3. 松田 佑（早稲田大学），永井 大樹：構造化照明を用いた高精度 PSP計測手法の開発，J20L106． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 佐々木 大輔（金沢工業大学），下山 幸治：数値的・実験的研究による低レイノルズ数領域で

の回転翼・運動翼における動的空力特性の解明，J20L066． 
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先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 姜 東赫（埼玉大学），伊賀 由佳：キャビテーション不安定現象の遷移メカニズムの解明，

J20L085． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 中山 雄行（愛知工業大学），服部 裕司：局所軸幾何理論による渦軸の解析と定義，J20L086． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 津田 伸一（九州大学），徳増 崇：極低温液体水素中における気泡初生の量子分子動力学解析，

J20L058． 

2. Akinori Fukushima（福井大学），徳増 崇：Modeling of the contact line and contact angle 

dynamics based on the molecular dynamics simulation，J20L108． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，中谷 達行（岡山理科大学）：水中プラズマによる微細気泡の生成・安定化機構，

J20L013． 

2. 吉木 宏之（鶴岡工業高等専門学校），佐藤 岳彦：細径ノズルから噴射される大気圧マイクロ

プラズマの流れ解析，J20L060． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 堀 琢磨（東京農工大学），菊川 豪太：分子シミュレーションを用いた固液界面のナノスケー

ル気泡形成の解析，J20L072． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 白谷 正治（九州大学），都甲 将：中性粒子ビームを用いたプラズマと触媒の相互作用機構の

解明，J20L038． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 中山 昇（信州大学），三木 寛之：塑性加工された炭素繊維強化熱可塑性プラスチックの内部

欠陥に関する研究，J20L051． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 平田 勝哉（同志社大学），石本 淳：飛行する回転中空円筒の実験と数値解析，J20L067． 
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Ｃ．国際学術活動 
 

ＣＣ．．１１  国国際際会会議議等等のの主主催催  
 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，2nd International Symposium on Computational Biofluid 2020，共同議長，仙台，

2020.12.16． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，KAUST CCRC - TU IFS Hydrogen and Ammonia Workshop，実行委員，サウジアラビ

ア，2020.9.3． 

2. 早川 晃弘，KAUST CCRC - TU IFS Hydrogen and Ammonia Workshop，実行委員，サウジアラビ

ア，2020.9.3． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，The First International Flow Dynamics Webinar，議長，仙台，2020.10.9． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，共同議長，仙

台，2020.10.28～2020.10.30． 

 

 

 

ＣＣ．．２２  海海外外かかららのの各各種種委委員員のの依依頼頼状状況況  
（編集、校閲を除く） 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，ISO，WG14 議長，2018.10～． 

2. 太田 信，ISO，WG15 委員，2018.10～． 

3. 太田 信，ISO/TC150/WG14，Convenor，2019.9～． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，World Geothermal Congress 2020，Technical Committee，2018.5.1～． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，国際燃焼学会（The Combustion Institute)，理事，2008.8～． 

2. 小林 秀昭，The Combustion Institute，副会長，2014～2020． 

3. 早川 晃弘，The Combustion Institute，Colloquium Co-Chair，2019.2～2021.1． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，International Center for Heat and Mass Transfer，Scientific Council，2021.1

～． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，Asian Union of Thermal Science and Engineering，Executive Board Member，2017.11

～． 

2. 小原 拓，International Centre for Heat and Mass Transfer，Scientific Council Member，

2018.6～． 
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Ｃ．国際学術活動 
 

ＣＣ．．１１  国国際際会会議議等等のの主主催催  
 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，2nd International Symposium on Computational Biofluid 2020，共同議長，仙台，

2020.12.16． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，KAUST CCRC - TU IFS Hydrogen and Ammonia Workshop，実行委員，サウジアラビ

ア，2020.9.3． 

2. 早川 晃弘，KAUST CCRC - TU IFS Hydrogen and Ammonia Workshop，実行委員，サウジアラビ

ア，2020.9.3． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，The First International Flow Dynamics Webinar，議長，仙台，2020.10.9． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，共同議長，仙

台，2020.10.28～2020.10.30． 

 

 

 

ＣＣ．．２２  海海外外かかららのの各各種種委委員員のの依依頼頼状状況況  
（編集、校閲を除く） 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，ISO，WG14 議長，2018.10～． 

2. 太田 信，ISO，WG15 委員，2018.10～． 

3. 太田 信，ISO/TC150/WG14，Convenor，2019.9～． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，World Geothermal Congress 2020，Technical Committee，2018.5.1～． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，国際燃焼学会（The Combustion Institute)，理事，2008.8～． 

2. 小林 秀昭，The Combustion Institute，副会長，2014～2020． 

3. 早川 晃弘，The Combustion Institute，Colloquium Co-Chair，2019.2～2021.1． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，International Center for Heat and Mass Transfer，Scientific Council，2021.1

～． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，Asian Union of Thermal Science and Engineering，Executive Board Member，2017.11

～． 

2. 小原 拓，International Centre for Heat and Mass Transfer，Scientific Council Member，

2018.6～． 
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グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，JSAP EU-Japan Joint Symposium on Plasma Processing，フェロー，エグゼクテ

ィブコミッティ，2008.12～． 

2. 寒川 誠二，米国真空学会，フェロー，2009.11～． 

3. 寒川 誠二，American Vacuum Society，フェロー，2009.12～． 

4. 寒川 誠二，American Vacuum Society，Executive Committee，2010.10～． 

5. 寒川 誠二，IEEE International Nanoelectronics Conference，組織委員，2011.4～． 

6. 寒川 誠二，IEEE Nanotechnology Materials and Devices Conference，国際諮問委員，2013.4

～． 

7. 寒川 誠二，台湾交通大學，客員講座教授，2014.1～2020.12． 

8. 寒川 誠二，The Institute of Electrical and Electronics Engineers，ディスティングイッ

シュト・レクチャラー，2019.2～． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，International Society of Rock Mechanics，Member of the ISRM Commission on 

Crustal Stress and Earthquake，2011.10.17～． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，The Combustion Institute，Member of the Fellows of The Combustion Institute 

Selection Committee，2014.8～2020.7． 

2. 丸田 薫，The Institute for Dynamics of Explosions and Reactive Systems，Board of Director，

2015.7～． 

3. 丸田 薫，The Combustion Institute，Fellow，2018.2～． 

4. 丸田 薫，The Institute for Dynamics of Explosions and Reactive Systems，Secretary，

2018.7～． 

5. 丸田 薫，The Combustion Institute，Member of the Finance Committee，2019～． 

6. 丸田 薫，The Combustion Institute，Member of the Program Advisory Committee for the 38th 

International Symposium on Combustion，2019～． 

7. 丸田 薫，The Combustion Institute，Board of Directors，2020.7～． 

8. 丸田 薫，The Combustion Institute，Member of  the Program Advisory Committee for the 

39th International Symposium on Combustion，2021～． 

 

混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，IR4TD, Univ. Kentucky，Collaborative Research Committee，2009.8.1～． 

 

 

 

ＣＣ．．３３  国国際際会会議議へへのの参参加加  
 

国国際際会会議議のの組組織織委委員員会会等等へへのの参参加加状状況況  

（公表された会議資料(Book of Abstract等)に名前が記載されているもの） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，The 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

日本国，2020.10.28～2020.10.30，現地実行委員． 

2. 高奈 秀匡，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本国，

2020.10.28～2020.10.30，セッションオーガナイザー． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 船本 健一，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本国，

2020.10.28～2020.10.30，Microfluidics and Microphysiological Systems セッションオーガ
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ナイザー． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本国，2020.10.28

～2020.10.30，Biomedical Flow Dynamics, Biomolecular Dynamics, Porous Media, Liaison 

Office Session セッションオーガナイザー． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，World Geothermal Congress 2020，2020.3～2020.10，Technical Committee． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，31st International Symposium on Transport Phenomena (ISTP-31)，アメリカ合

衆国，2020.10.16，International Scientific Committee． 

2. 小宮 敦樹，Asian Conference on Thermal Sciences 2020 (ACTS2020)，日本国，2020.11.19，

Executive Committee． 

3. 小宮 敦樹，Asian Thermophysical Properties Conference (ATPC) 2022，日本国，2022.10，

Executive Committee． 

4. 小宮 敦樹，8th International Symposium on Micro and Nano Technologies (ISMNT-8)，日

本国，2021.3，International Scientific Committee． 

5. 小宮 敦樹，12th Australasian Heat and Mass Transfer Conference (12AHMTC)，オーストラ

リア，2022.6，Scientific Committee． 

6. 小宮 敦樹，32nd International Symposium on Transport Phenomena (ISTP-32)，中国，2022.3.19，

International Scientific Committee． 

7. 小宮 敦樹，International Conference on Power Engineering (ICOPE-2021)，日本国，2021.10.17，

組織委員． 

8. 神田 雄貴，Asian Thermophysical Properties Conference (ATPC) 2022，日本国，2022.10，

Local Committee． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，18th International Symposium on Transport Phenomena and Dynamics of Rotating 

Machinery，アメリカ合衆国，2020.11.26，Scientific Committee． 

2. 岡島 淳之介，International Workshop and School of Young Scientists: Theory, experiments 

and numerical simulations of reaction-diffusion systems in applications for biotechnology, 

biomedicine and energy production，ロシア連邦，2020.10.16，Scientific Committee． 

3. 岡島 淳之介，The Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，

日本国，2020.10.28～2020.10.30，Organizing Committee Members． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，The Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本

国，2020.10.28～2020.10.30，Organizing Committee, 論文委員． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，The 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

日本国，2020.10.28～2020.10.30，International Advisory Committee Member． 
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ナイザー． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本国，2020.10.28

～2020.10.30，Biomedical Flow Dynamics, Biomolecular Dynamics, Porous Media, Liaison 

Office Session セッションオーガナイザー． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，World Geothermal Congress 2020，2020.3～2020.10，Technical Committee． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，31st International Symposium on Transport Phenomena (ISTP-31)，アメリカ合

衆国，2020.10.16，International Scientific Committee． 

2. 小宮 敦樹，Asian Conference on Thermal Sciences 2020 (ACTS2020)，日本国，2020.11.19，

Executive Committee． 

3. 小宮 敦樹，Asian Thermophysical Properties Conference (ATPC) 2022，日本国，2022.10，

Executive Committee． 

4. 小宮 敦樹，8th International Symposium on Micro and Nano Technologies (ISMNT-8)，日

本国，2021.3，International Scientific Committee． 

5. 小宮 敦樹，12th Australasian Heat and Mass Transfer Conference (12AHMTC)，オーストラ

リア，2022.6，Scientific Committee． 

6. 小宮 敦樹，32nd International Symposium on Transport Phenomena (ISTP-32)，中国，2022.3.19，

International Scientific Committee． 

7. 小宮 敦樹，International Conference on Power Engineering (ICOPE-2021)，日本国，2021.10.17，

組織委員． 

8. 神田 雄貴，Asian Thermophysical Properties Conference (ATPC) 2022，日本国，2022.10，

Local Committee． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，18th International Symposium on Transport Phenomena and Dynamics of Rotating 

Machinery，アメリカ合衆国，2020.11.26，Scientific Committee． 

2. 岡島 淳之介，International Workshop and School of Young Scientists: Theory, experiments 

and numerical simulations of reaction-diffusion systems in applications for biotechnology, 

biomedicine and energy production，ロシア連邦，2020.10.16，Scientific Committee． 

3. 岡島 淳之介，The Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，

日本国，2020.10.28～2020.10.30，Organizing Committee Members． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，The Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本

国，2020.10.28～2020.10.30，Organizing Committee, 論文委員． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，The 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

日本国，2020.10.28～2020.10.30，International Advisory Committee Member． 
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国国際際会会議議のの参参加加状状況況  

［［国国外外開開催催］］  

（国外で開催された国際会議への参加状況。ただし、参加とは会議に登録し、出席すること。） 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，AIAA SciTech 2021，2021.1.21，アメリカ，共著者，AIAA． 

2. 大林 茂，2020 American Institute of Aeronautics and Astronautics Aviation Forum 2020，

2020.6.17，アメリカ（オンライン），共著者，アメリカ航空宇宙学会． 

3. 焼野 藍子，2020 American Institute of Aeronautics and Astronautics Aviation Forum 2020，

2020.6.17，アメリカ（オンライン），共著者，アメリカ航空宇宙学会． 

4. 焼野 藍子，73rd Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics，2020.11.22～

2020.11.24，アメリカ（オンライン），共著者，アメリカ物理学会． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 藤田 昂志，AIAA SciTech 2021，2021.1.14，アメリカ，講演，AIAA． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，InterPore 2020，2020.8.31～2020.9.4，ベルギー，講演，InterPore． 

2. 鈴木 杏奈, The 42nd New Zealand Geothermal Workshop，2020.11.24～2020.11.26，ニュー

ジーランド（オンライン），共著者，The University of Auckland． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治， Genetic and Evolutionary Computation Conference (GECCO) 2020，2020.7.8～

2020.7.12，メキシコ（オンライン），座長，共著者，ACM． 

2. 下山 幸治，International Joint Conference on Aerospace and Aviation (ICASA) - Mechanical 

and Advance Materials，2020.11.26，インドネシア（オンライン），基調講演，Bandung Institute 

of Technology． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，KAUST CCRC - TU IFS Hydrogen and Ammonia，2020.9.3，サウジアラビア，講演，

King Abdullah University of Science and Technology． 

2. 小林 秀昭，Ammonia Energy Conference 2020，2020.11.17～2020.11.18，アメリカ，講演，

Ammonia Energy Association． 

3. 早川 晃弘，2020 AIChE Annual Meeting，2020.11.16～2020.11.20，アメリカ，講演，AIChE． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，The 31st International Symposium on Transport Phenomena (ISTP31)，2020.10.13

～2020.10.16，アメリカ合衆国（オンライン開催），International Scientific Committee，座

長，共著者，Pacific Center of Thermal Fluids Engineering (PCTFE)． 

2. 神田 雄貴，The 31st International Symposium on Transport Phenomena (ISTP31)，2020.10.13

～2020.10.16，アメリカ合衆国（オンライン開催），共著者，Pacific Center of Thermal Fluids 

Engineering (PCTFE)． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，18th International Symposium on Transport Phenomena and Dynamics of Rotating 

Machinery (ISROMAC18)，2020.11.23～2020.11.26，アメリカ (Web)，共著者． 

2. 岡島 淳之介，International Workshop and School of Young Scientists: Theory, experiments 

and numerical simulations，2020. 10.12～2020. 10.16，ロシア（オンライン），招待講演． 

3. 岡島 淳之介，18th International Symposium on Transport Phenomena and Dynamics of Rotating 

Machinery (ISROMAC18)，2020.11.23～2020.11.26，アメリカ (Web)，講演． 

4. 岡島 淳之介，Science of the Future，2021.11.30～2021.12.03，ロシア（オンライン），メ
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ガグラントプロジェクトの Leading Scientist として招待． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 服部 裕司，73rd Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics，2020.11.22～

2020.11.24，アメリカ合衆国，講演，American Physical Society． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，238th ECS Meeting，2020.10.4～2020.10.9，アメリカ合衆国，共著者，米国電気学

会． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，SC20，2020.11.17～2020.11.19，アメリカ合衆国，研究展示，Association for 

Computing Machinery and the IEEE Computer Society． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 椋平 祐輔，CouFrac 2020，2020.11.11～2020.11.13，韓国，講演． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，Low-Carbon Combustion Joint Meeting of the French and British Sections of The 

Combustion Institute，2020.11.5～2020.11.6，France (online)，共著者，French and British 

Sections of the Conbustion Institute． 

2. 丸田 薫，38th International Symposium on Combustion，2021.1.24～2021.1.29，Australia 

(online, Hybrid Meeting)，座長，共著者，The Combustion Institute． 

3. 丸田 薫， Cardiff-KAUST-Tohoku Early Career Researchers Ammonia Energy Workshop，

2021.2.24～2021.2.25，UK, Saudi Arabia, Japan，共著者，Cardiff University, KAUST, Tohoku 

University． 

4. 中村 寿，IEA Combustion Chemistry Task Workshop，2020.8.17～2020.8.19，アメリカ合衆

国，招待講演，Lawrence Livermore National Laboratory (LLNL)． 

5. 中村 寿，2020 International Space Station Research and Development Conference (ISSRDC)，

2020.9.22～2020.9.24，アメリカ合衆国，共著者，ISS Research and Development Conference 

(ISS R&D)． 

6. 中村 寿，Low-Carbon Combustion Joint Meeting of the French and British Sections of The 

Combustion Institute，2020.11.5～2020.11.6，フランス，共著者，Joint Meeting of the French 

and British Sections of the Coｍbustion Institute． 

7. 中村 寿，38th International Symposium on Combustion，2021.1.24～2021.1.29，オースト

ラリア，共著者，The Combustion Institute． 

8. 中村 寿， Cardiff-KAUST-Tohoku Early Career Researchers Ammonia Energy Workshop，

2021.2.24～2021.2.25，イギリス，サウジアラビア，日本，共著者，Cardiff University, KAUST, 

Tohoku University． 

 

マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

1. 阿部 圭晃，PyFR Symposium，2020.6.18～2020.6.19，イギリス，招待講演，Imperial College 

London． 

2. 阿部 圭晃，73rd Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics，2020.11.21～

2020.11.23，アメリカ合衆国，講演，APS． 
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ガグラントプロジェクトの Leading Scientist として招待． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 服部 裕司，73rd Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics，2020.11.22～

2020.11.24，アメリカ合衆国，講演，American Physical Society． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，238th ECS Meeting，2020.10.4～2020.10.9，アメリカ合衆国，共著者，米国電気学

会． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，SC20，2020.11.17～2020.11.19，アメリカ合衆国，研究展示，Association for 

Computing Machinery and the IEEE Computer Society． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 椋平 祐輔，CouFrac 2020，2020.11.11～2020.11.13，韓国，講演． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，Low-Carbon Combustion Joint Meeting of the French and British Sections of The 

Combustion Institute，2020.11.5～2020.11.6，France (online)，共著者，French and British 

Sections of the Conbustion Institute． 

2. 丸田 薫，38th International Symposium on Combustion，2021.1.24～2021.1.29，Australia 

(online, Hybrid Meeting)，座長，共著者，The Combustion Institute． 

3. 丸田 薫， Cardiff-KAUST-Tohoku Early Career Researchers Ammonia Energy Workshop，

2021.2.24～2021.2.25，UK, Saudi Arabia, Japan，共著者，Cardiff University, KAUST, Tohoku 

University． 

4. 中村 寿，IEA Combustion Chemistry Task Workshop，2020.8.17～2020.8.19，アメリカ合衆

国，招待講演，Lawrence Livermore National Laboratory (LLNL)． 

5. 中村 寿，2020 International Space Station Research and Development Conference (ISSRDC)，

2020.9.22～2020.9.24，アメリカ合衆国，共著者，ISS Research and Development Conference 

(ISS R&D)． 

6. 中村 寿，Low-Carbon Combustion Joint Meeting of the French and British Sections of The 

Combustion Institute，2020.11.5～2020.11.6，フランス，共著者，Joint Meeting of the French 

and British Sections of the Coｍbustion Institute． 

7. 中村 寿，38th International Symposium on Combustion，2021.1.24～2021.1.29，オースト

ラリア，共著者，The Combustion Institute． 

8. 中村 寿， Cardiff-KAUST-Tohoku Early Career Researchers Ammonia Energy Workshop，

2021.2.24～2021.2.25，イギリス，サウジアラビア，日本，共著者，Cardiff University, KAUST, 

Tohoku University． 

 

マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

1. 阿部 圭晃，PyFR Symposium，2020.6.18～2020.6.19，イギリス，招待講演，Imperial College 

London． 

2. 阿部 圭晃，73rd Annual Meeting of the APS Division of Fluid Dynamics，2020.11.21～

2020.11.23，アメリカ合衆国，講演，APS． 
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国国際際会会議議のの参参加加状状況況  

［［国国内内開開催催］］  

（国内で開催された国際会議への参加状況。ただし、参加とは会議に登録し、出席すること。） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，オーガナイザー，座長，共著者，講演，東北大学流体科学研究所． 

2. 高奈 秀匡，20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，組織委員，座長，東北大学流体科学研究所． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 船本 健一，The 17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，オーガナイザー，座長，共著者，講演，東北大学流体科学研究所． 

2. 宮内  優， 10th International Conference on Biomedical Engineering and Technology 

(ICBET2020)，2020.09.15～2020.09.18，講演，CBEES, BBS, 明治大学． 

3. 宮内 優，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，講演，座長，東北大学流体科学研究所． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，14th International Symposium on Advanced Biomedical Ultrasound 2020，2020.9.23，

共著者，日本超音波医学会． 

2. 太田 信，2nd International Symposium on Computational Biofluid 2020，2020.12.16，主

催，UTM-Tohoku University． 

3. 安西 眸，Seventeenth International Conference on Fluid Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，OS9オーガナイザー，東北大学流体科学研究所． 

4. 安西 眸，2nd International Symposium on Computational Biofluid 2020，2020.12.16，Keynote 

speaker，UTM-Tohoku University． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 焼野 藍子，JpGU-AGU Joint Meeting，2020.7.12，共著者，日本アメリカ地球惑星科学連合． 

3. 焼野 藍子，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 藤田 昂志，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，講演，東北大学流体科学研究所． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，JpGU-AGU Joint Meeting 2020，2020.7.12～2020.7.16，講演，共著者，日本地球

惑星科学連合． 

2. 鈴木 杏奈，The 17th International Conference of Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，講演，オーガナイザー，東北大学流体科学研究所． 

3. 鈴木 杏奈，The 20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，講演，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，The 17th International Conference of Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，座長，共著者，東北大学流体科学研究所． 
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高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，The 2nd GAC International Symposium，2020.10.14，講演，グリーンアンモニア

コンソーシアム． 

2. 小林 秀昭，The 17th International Conference of Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，招待講演，東北大学流体科学研究所． 

3. 早川 晃弘，The 17th International Conference of Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，招待講演，東北大学流体科学研究所． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，座長, 共著者，発表者，東北大学流体科学研究所． 

2. 神田 雄貴，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，座長，共著者, 発表者，東北大学流体科学研究所． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 伊賀 由佳，20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

3. 岡島 淳之介，Seventheenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，

2020.10.28～2020.10.30，講演，東北大学流体科学研究所． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 服部 裕司，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，講演, 座長, セッションオーガナイザー，東北大学流体科学研究所． 

2. 廣田 真，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，講演，座長，東北大学流体科学研究所． 

 

非平衡分子気体流研究分野(Non-Equilibrium Molecular Gas Flow Laboratory) 

1. 米村 茂，Seventeenth Inteernational Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 米村 茂，Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，International Conference on Simulation of Semiconductor Processes and Devices，

2020.9.23～2020.10.6，共著者． 

2. 徳増 崇，Seventeenth Inteernational Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，実行委員，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，招待講演, OS8オーガナイザー, 座長, 共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 佐藤 岳彦，20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，講演, 座長, 共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，共著者，座長，東北大学流体科学研究所． 
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高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 小林 秀昭，The 2nd GAC International Symposium，2020.10.14，講演，グリーンアンモニア

コンソーシアム． 

2. 小林 秀昭，The 17th International Conference of Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，招待講演，東北大学流体科学研究所． 

3. 早川 晃弘，The 17th International Conference of Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，招待講演，東北大学流体科学研究所． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，座長, 共著者，発表者，東北大学流体科学研究所． 

2. 神田 雄貴，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，座長，共著者, 発表者，東北大学流体科学研究所． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 伊賀 由佳，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 伊賀 由佳，20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

3. 岡島 淳之介，Seventheenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，

2020.10.28～2020.10.30，講演，東北大学流体科学研究所． 

 

計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 服部 裕司，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，講演, 座長, セッションオーガナイザー，東北大学流体科学研究所． 

2. 廣田 真，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，講演，座長，東北大学流体科学研究所． 

 

非平衡分子気体流研究分野(Non-Equilibrium Molecular Gas Flow Laboratory) 

1. 米村 茂，Seventeenth Inteernational Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 米村 茂，Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，International Conference on Simulation of Semiconductor Processes and Devices，

2020.9.23～2020.10.6，共著者． 

2. 徳増 崇，Seventeenth Inteernational Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，実行委員，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，招待講演, OS8オーガナイザー, 座長, 共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 佐藤 岳彦，20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，講演, 座長, 共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

分子複合系流動研究分野(Molecular Composite Flow Laboratory) 

1. 菊川 豪太，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，共著者，座長，東北大学流体科学研究所． 

 

 

- 159 - 
 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 椋平 祐輔，JpGU-AGU Joint Meeting 2020，2020.7.12～2020.7.16，講演，JpGU． 

2. 椋平 祐輔，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

3. 椋平 祐輔，20th International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI-2020)，

2020.10.28～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，共著者，Institute of Fluid Science, Tohoku University． 

2. 中村 寿，KAUST Tohoku Hydrogen and Ammonia Workshop，2020.9.3，講演，共著者，IFS, King 

Abdullah University of Science and Technology． 

3. 中村 寿，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，座長，共著者，Institute of Fluid Science, Tohoku University． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

2. 三木 寛之，The Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI- 

2020)，2020.10.28～2020.10.30，座長，共著者，現地実行委員，東北大学流体科学研究所． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，The Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI- 

2020)，2020.10.28～2020.10.30，International Advisory Committee member，東北大学流体

科学研究所． 

2. 武田 翔，Seventeenth International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28

～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

1. 阿部 圭晃，17th International Conference on Flow Dynamics (ICFD2020)，2020.10.28～

2020.10.30，講演，座長，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. 大谷 清伸，The Twentieth International Symposium on Advanced Fluid Information (AFI- 

2020)，2020.10.28～2020.10.30，共著者，東北大学流体科学研究所． 

 

 

 

ＣＣ．．４４  国国際際個個別別共共同同研研究究  
（国際公募共同研究、国際リーダーシップ研究を除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，数値シミューションによるバイオマスガス化用水安定化アークの最適化，チェコ

科学アカデミープラズマ物理研究所（チェコ），2006.11～． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. 早瀬 敏幸，パルプ流れの計測融合シミュレーション，スウェーデン王立工科大学（スウェーデ

ン），2008.4～． 

2. 早瀬 敏幸，傾斜遠心力場における平板上の赤血球挙動の数値解析，（スウェーデン），2015.4

～． 

3. 早瀬 敏幸，MR 画像計測に基づく心臓・大動脈系の血流場の数値解析，ブルゴーニュ大学（フ
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ランス），2016.4～． 

4. 船本 健一，酸素制御性能を有するマイクロ流体デバイスの開発，マサチューセッツ工科大学（ア

メリカ合衆国），2011.2～． 

5. 船本 健一，マイクロ流体デバイスを用いた酸素濃度勾配下のがん細胞の挙動観察，Korea 

Advanced Institute of Science and Technology（韓国），2018.2～． 

6. 船本 健一，細胞性粘菌の走気性の解明，Claude Bernard University Lyon 1（フランス），2019.4

～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，脳動脈瘤の血流解析，（スイス），2001.4～． 

2. 太田 信，PVAハイドロゲルの摩擦特性に関する研究，ECL（フランス），2009.1～． 

3. 太田 信，狭窄血流に関する研究，シドニー大学（オーストラリア），2009.1～． 

4. 太田 信，脳動脈瘤用ステントの最適化設計，ジュネーブ大学（スイス），2009.4～． 

5. 太田 信，骨ドリルモデルの開発，（フランス），2011.4～． 

6. 太田 信，コイルモデル内ながれの可視化，（フランス），2012.9～． 

7. 太田 信，FMT，（ベルギー），2017.9～． 

8. 小助川 博之，生体医療用材料の摩擦特性の解明と応用，Ecole Centrale de Lyon（フランス），

2008.4～． 

9. 小助川 博之，Study on Fracture Behaviour of Single Natural Fiber，（インドネシア），2018.4

～． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，マイクロチャネル内での物質拡散場の高精度計測に関する研究，The University of 

New South Wales（オーストラリア），2009.4～． 

2. 小宮 敦樹，立方体閉空間内の自然対流不安定性に関する研究，（フランス），2011.8～． 

3. 小宮 敦樹，選択透過性膜を用いた物質移動制御，INSA Lyon（フランス），2011.11～． 

4. 小宮 敦樹，時間変化を伴う温度境界条件下での閉空間内流動評価，The University of Sydney

（オーストラリア），2016.4～． 

5. 小宮 敦樹，複合伝熱制御技術による金ナノロッドと近赤外線光を用いた低侵襲治療法の開発，

The University of Johannesburg（南アフリカ），2018.4～． 

6. 小宮 敦樹，超臨界流体による汚染土壌の改質・浄化 -高効率分離促進技術の開発-，Chinese 

Academy of Sciences（中国），2020.1～2024.12． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 岡島 淳之介，微小管内における蒸気気泡の相変化熱流動特性に関する研究，（ドイツ），2015.4

～． 

2. 岡島 淳之介，微小重力環境での対流沸騰現象における単一気泡挙動の数値解析，（ドイツ），

2015.10～． 

3. 岡島 淳之介，生態系や相転移における反応拡散ダイナミクス，（ロシア），2019.11～． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，ナノスケールの液中存在下での摩擦現象に関する分子動力学的解析，LaMCoS, 

INSA-Lyon（フランス），2008.4～． 

2. 徳増 崇，固体酸化物形燃料電池の電極材料の輸送特性，Syracuse University（アメリカ合衆

国），2013.4～． 

3. 徳増 崇，金属内部の炭素原子輸送に関する研究，INSA-Lyon（フランス），2019.4～． 

4. 徳増 崇，カーボンナノチューブを利用した高分子電解質膜内部のプロトン輸送現象の解明，

University of Wasington（アメリカ合衆国），2019.4～． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，医療用プラズマの解析，マックス・プランク地球圏外物理研究所（ドイツ），2005.9
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ランス），2016.4～． 

4. 船本 健一，酸素制御性能を有するマイクロ流体デバイスの開発，マサチューセッツ工科大学（ア

メリカ合衆国），2011.2～． 

5. 船本 健一，マイクロ流体デバイスを用いた酸素濃度勾配下のがん細胞の挙動観察，Korea 

Advanced Institute of Science and Technology（韓国），2018.2～． 

6. 船本 健一，細胞性粘菌の走気性の解明，Claude Bernard University Lyon 1（フランス），2019.4

～． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，脳動脈瘤の血流解析，（スイス），2001.4～． 

2. 太田 信，PVAハイドロゲルの摩擦特性に関する研究，ECL（フランス），2009.1～． 

3. 太田 信，狭窄血流に関する研究，シドニー大学（オーストラリア），2009.1～． 

4. 太田 信，脳動脈瘤用ステントの最適化設計，ジュネーブ大学（スイス），2009.4～． 

5. 太田 信，骨ドリルモデルの開発，（フランス），2011.4～． 

6. 太田 信，コイルモデル内ながれの可視化，（フランス），2012.9～． 

7. 太田 信，FMT，（ベルギー），2017.9～． 

8. 小助川 博之，生体医療用材料の摩擦特性の解明と応用，Ecole Centrale de Lyon（フランス），

2008.4～． 

9. 小助川 博之，Study on Fracture Behaviour of Single Natural Fiber，（インドネシア），2018.4

～． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，マイクロチャネル内での物質拡散場の高精度計測に関する研究，The University of 

New South Wales（オーストラリア），2009.4～． 

2. 小宮 敦樹，立方体閉空間内の自然対流不安定性に関する研究，（フランス），2011.8～． 

3. 小宮 敦樹，選択透過性膜を用いた物質移動制御，INSA Lyon（フランス），2011.11～． 

4. 小宮 敦樹，時間変化を伴う温度境界条件下での閉空間内流動評価，The University of Sydney

（オーストラリア），2016.4～． 

5. 小宮 敦樹，複合伝熱制御技術による金ナノロッドと近赤外線光を用いた低侵襲治療法の開発，

The University of Johannesburg（南アフリカ），2018.4～． 

6. 小宮 敦樹，超臨界流体による汚染土壌の改質・浄化 -高効率分離促進技術の開発-，Chinese 

Academy of Sciences（中国），2020.1～2024.12． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 岡島 淳之介，微小管内における蒸気気泡の相変化熱流動特性に関する研究，（ドイツ），2015.4

～． 

2. 岡島 淳之介，微小重力環境での対流沸騰現象における単一気泡挙動の数値解析，（ドイツ），

2015.10～． 

3. 岡島 淳之介，生態系や相転移における反応拡散ダイナミクス，（ロシア），2019.11～． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，ナノスケールの液中存在下での摩擦現象に関する分子動力学的解析，LaMCoS, 

INSA-Lyon（フランス），2008.4～． 

2. 徳増 崇，固体酸化物形燃料電池の電極材料の輸送特性，Syracuse University（アメリカ合衆

国），2013.4～． 

3. 徳増 崇，金属内部の炭素原子輸送に関する研究，INSA-Lyon（フランス），2019.4～． 

4. 徳増 崇，カーボンナノチューブを利用した高分子電解質膜内部のプロトン輸送現象の解明，

University of Wasington（アメリカ合衆国），2019.4～． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，医療用プラズマの解析，マックス・プランク地球圏外物理研究所（ドイツ），2005.9
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～． 

2. 佐藤 岳彦，微細気泡の生体材料への応用に関する研究，スイス連邦工科大学ローザンヌ校（ス

イス），2008.9～． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，パルスプラズマおよび UHF プラズマに関する研究，Bell Laboratories（アメリカ

合衆国），2001.4～． 

2. 寒川 誠二，オンウェハモニタリングに関する研究，LAM Research（アメリカ合衆国），2001.4

～． 

3. 寒川 誠二，パルス時間変調プラズマに関する研究，Applied Materials（アメリカ合衆国），

2001.4～． 

4. 寒川 誠二，プラズマ分析に関する研究，University of Wisconsin-Madison（アメリカ合衆国），

2001.4～． 

5. 寒川 誠二，プラズマ解析に関する研究，Ruhr Universitat Bochum（ドイツ），2001.4～． 

6. 寒川 誠二，中性粒子ビームエッチング装置，University of Houston（アメリカ合衆国），2005.4

～． 

7. 寒川 誠二，負イオンプロセスに関する研究，オープンユニバーシティ・イン・ロンドン（イギ

リス），2006.4～． 

8. 寒川 誠二，アモルファスシリコンの膜中欠陥生成メカニズムに関する共同研究，アイントホー

ヘン大（オランダ），2006.4～． 

9. 寒川 誠二，中性粒子ビームによるグラフェン表面処理およびデバイスの研究，Chang Gung 

University（台湾），2011.4～． 

10. 寒川 誠二，中性粒子ビームによるグラフェン表面処理およびデバイスの研究，Academia SINICA

（台湾），2011.4～． 

11. 寒川 誠二，量子ドットアレイの電子・光特性の理論計算による解明，National Chiao Tung 

University（台湾），2011.4～． 

12. 寒川 誠二，中性粒子ビームによる MOSFET作製技術に関する研究，IBM（アメリカ合衆国），2011.6

～． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，地下き裂の透水性と地殻応力との関係に関する研究，（アメリカ合衆国），1997.4

～． 

2. 伊藤 高敏，冷却に伴うき裂透水性の変化挙動に関する研究，（アメリカ合衆国），2000.4～． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. 三木 寛之，練成物理現象と電磁機能性材料を用いた新規な小型発電システム，Institut 

National des Sciences Appliquees de Lyon (INSA-Lyon)（フランス），2019.9～． 

2. 三木 寛之，熱誘起相転移を駆動力に用いたマイクロ発電デバイスの開発，（中国），2019.9～． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，局所的磁気特性に基づく材料評価，スウェーデン王立工科大学（スウェーデン），

2003.4～． 

2. 内一 哲哉，鋳鉄の磁気特性に関する研究，Hungarian Academy of Sciences（ハンガリー），2003.4

～． 

3. 内一 哲哉，超音波に基づくダイヤモンド薄膜評価に関する研究，成均館大学（韓国），2004.4

～． 

4. 内一 哲哉，鋳鉄の磁気特性に関する研究，Institute of Physics ASCR（チェコ），2005.4～． 
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ＣＣ．．５５  国国際際公公募募共共同同研研究究  
 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. Sooseok Choi（Jeju National University），高奈 秀匡：Numerical Simulation of a Thermal 

Plasma Reactor for the Wastes to Energy，J20I001． 

2. 高奈 秀匡，Igor Adamovich（The Ohio State University）：Electric Field Measurements in 

Nanosecond Pulse Discharges in Atmospheric Pressure Flames for Plasma Assisted 

Flameholding，J20I020． 

3. Anthony B. Dichiara（University of Washington），高奈 秀匡：Multifunctional hybrid 

filaments comprising aligned nanocellulose and carbon nanotubes synthesized by a 

field-assisted flow focusing method，J20I101． 

4. Chrystelle Bernard（東北大学），高奈 秀匡：Numerical modelling of particle-laden effect 

on supersonic flow for cold-spray polymer coating，J20Ly03． 

5. 高奈 秀匡，Florent Dalmas（INSA Lyon）：Response Characteristics of Cellulose Nanofibril 

under AC Electric Field，J20Ly04． 

 

融合計算医工学研究分野(Integrated Simulation Biomedical Engineering Laboratory) 

1. Eugenia Corvera Poiré（National Autonomus University of Mexico），船本 健一：Effects of 

pulsatile flow on endothelial permeabilty and cell motility，J20I048． 

2. 宮内 優，Yiannis Ventikos（University College London）：血管壁上の微細構造を考慮した

血流解析のための分子動力学解析に基づくグリコカリクスの数理モデリング，J20I053． 

3. 鳥井 亮（University College London），船本 健一：Novel experimental-computational 

research framework for in-depth understanding of cancer mechanobiology，J20I070． 

4. Rieu Jean-Paul（University Claude Bernard Lyon 1），船本 健一：Microfluidic Tools to Study 

Aerotaxis in Eukaryotic Cells，J20Ly01． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. Narendra Kurnia Putra（Institut Teknologi Bandung），安西 眸：Numerical Simulations as 

Evaluation Method for Biofluidic Experiments，J20I002． 

2. Tupin Simon Andre，Karim Mazeau（CERMAV-CNRS）：Development of a method for optimizing 

the rheological and optical properties of blood mimicking fluids，J20I042． 

3. Tupin Simon Andre，Khalid M. Saqr（Arab Academy for Science, Technology and Maritime 

Transport）：Towards Next Generation CFD Models of Intracranial Aneurysm (NX-CFD): In-vitro 

validation studies and in-silico benchmarking of intracranial transitional flow，J20I044． 

4. Kahar Osman（Universiti Teknologi Malaysia），太田 信：The Effect of Hypertension and 

Anti-Coagulant to Aneurysm Rupture，J20I047． 

5. Xiaorui Song（Shandong First Medical University & Shandong Academy of Medical Sciences），

太田  信： A machine-learning approach for computation of cardiovascular function 

parameters from pulse wave of limbs，J20I110． 

6. Aike Qiao（Beijing University of Technology），太田 信：Endovascular stent and vessel 

remodelin，J20R001． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. Chenguang Lai（Chongqing University of Technology），大林 茂：The study on the Mechanism 

of Coupling Wall-Effect on Multidirectional Wings based on Multi-Objective Optimization，

J20I009． 

2. Colin Britcher（Old Dominion University），大林 茂：Unsteady Aerodynamics of Axially 

Oriented Low Fineness Ratio Cylinders，J20I062． 

3. 焼野 藍子，Bagus Nugroho（Melbourne University）：Ultra-fine surface roughness effect 

on boundary layer transition，J20I074． 

4. 山下 博（Deutsches Zentrum fur Luft- und Raumfahrt (DLR)），大林 茂：実気象条件下に
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ＣＣ．．５５  国国際際公公募募共共同同研研究究  
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validation studies and in-silico benchmarking of intracranial transitional flow，J20I044． 
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太田  信： A machine-learning approach for computation of cardiovascular function 

parameters from pulse wave of limbs，J20I110． 
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remodelin，J20R001． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. Chenguang Lai（Chongqing University of Technology），大林 茂：The study on the Mechanism 

of Coupling Wall-Effect on Multidirectional Wings based on Multi-Objective Optimization，
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2. Colin Britcher（Old Dominion University），大林 茂：Unsteady Aerodynamics of Axially 
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3. 焼野 藍子，Bagus Nugroho（Melbourne University）：Ultra-fine surface roughness effect 

on boundary layer transition，J20I074． 
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おけるソニックブーム評価関数の開発，J20I088． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. Bok Jik Lee（Seoul National University），永井 大樹：Numerical study on transonic flow 

characteristics over return capsules，J20I004． 

2. 古館 美智子（Chungnam National University），永井 大樹：火星大気突入カプセル周り流れ

の数値解析，J20I035． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，Ruanui Nicholson（The University of Auckland）：New parameterization methods 

for uncertainty quantification of geothermal reservoir models，J20I022． 

2. 鈴木 杏奈，Julien Maes（Heriot-Watt University）：Modelling Core Scale: Investigation 

of Multiscale porosity using 3D printed micromodels，J20I041． 

3. 鈴木 杏奈，James Minto（University of Strathclyde）：データ駆動型複雑媒体内の流動モデ

リング，J20I103． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. Mehrdad Raisee Dehkordi（University of Tehran），下山 幸治：Efficient Uncertainty 

Quantification of Fluid Flow Problems via Combination of Kriging Surrogate Modeling and 

Proper Orthogonal Decomposition，J20I005． 

2. Rhea Liem（Hong Kong University of Science and Engineering (HKUST)），下山 幸治：

Data-driven kriging-variant characterization and construction for complex aerospace 

problems，J20I015． 

3. Lavi Rizki Zuhal（Bandung Institute of Technology），下山 幸治：Development of Deep 

Gaussian Processes for Complex Fluid-Structure Interaction Problems，J20I016． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. Willyanto Anggono（Petra Christian University），早川 晃弘：Study on fundamental 

combustion characteristics of Jatropha surrogate fuel，J20I003． 

2. 小林 秀昭，Dany Escudie（INSA-Lyon）：カーボンフリーアンモニア混焼噴流拡散火炎の安定

性に関する研究，J20Ly06． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，Nicholas Williamson（The University of Sydney）：温度境界条件の時空間変化

による自然対流の挙動評価，J20I097． 

2. Juan Felipe Torres（Australian National University），小宮  敦樹： Interferometric 

measurement of temperature fields in turbulent flows，J20I102． 

3. 小宮 敦樹，Sebastien Livi（INSA Lyon），場の環境変化を利用した膜によるタンパク質輸送

能動制御，J20Ly10． 

4. 足立 高弘（秋田大学），小宮 敦樹：回転二重円すい間に発生するテイラー渦の安定性と乱流

遷移，J20Ly11． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. Evgeniy Dats（Institute of Applied Mathematics FEB RAS），岡島 淳之介：The dynamic behavior 

of marine ecosystems in the complex flows，J20I008． 

2. 伊賀 由佳，Ebrahim Kadivar（University of Duisburg-Essen）：翼形に発生する非定常キャビ

テーションの能動・受動制御，J20I109． 

3. 岡島 淳之介，Roman Fursenko（Institute of Theoretical and Applied Mechanics, Siberian 

Branch of the Russian Academy of Sciences）：Modeling on boiling and bubble dynamics induced 

by laser emitted from optical fiber，J20R003． 
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計算流体物理研究分野(Computational Fluid Physics Laboratory) 

1. 服部 裕司，Adrian Sescu（Mississippi State University）：超音速境界層のアクティブ層流

制御技術の開発，J20I028． 

2. 服部 裕司，Ivan Delbende（LIMSI）：らせん渦における不安定性と波の相互作用の解明，J20I032． 

3. Stefan Llewellyn Smith（University of California, San Diego），服部 裕司：Buoyant magnetic 

filaments，J20I064． 

 

非平衡分子気体流研究分野(Non-Equilibrium Molecular Gas Flow Laboratory) 

1. 米村 茂，Yevgeniy Bondar（Khristianovich Institute of Theoretical and Applied Mechanics 

(ITAM), Russian Academy of Science）：Numerical study on gas lubrication system using 

micro/nanoscale dimples，J20I057． 

 

生体ナノ反応流研究分野(Biological Nanoscale Reactive Flow Laboratory) 

1. 佐藤 岳彦，Mohamed Farhat（Ecole Polytechnique Federale de Lausanne (EPFL)）：レーザ

ー誘起気泡内の圧力測定法の開発，J20I011． 

2. Jong-Shinn Wu（National Chiao Tung University），佐藤 岳彦：An Innovative Method of 

Generating Plasma Microbubbles in Flowing Water，J20I082． 

3. Yun-Chien Cheng（National Chiao Tung University），佐藤 岳彦：Individual effects of 

plasma-generated electrical field, short-life species, and long-life species on cell-3rd 

year，J20I083． 

4. 佐藤 岳彦，渡部 正夫（北海道大学）：超微小液滴と高速衝突の科学，J20J001． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. Yiming Li（National Chiao-Tung University），寒川 誠二：Numerical simulation of GaN-based 

high-electron-mobility transistors fabricated by neutral beam etching，J20I065． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 仲田 典弘（Massachusestts Institute of Technlogy），椋平 祐輔：Detecting and locating 

microseismic events at Groningen as a natural laboratory for understanding induced 

seismicity mechanisms，J20I068． 

2. 椋平 祐輔，Justin Rubinstein（USGS）：Estimation of fracture permeability by integrating 

microseismic observational data and reservoir engineering modeling，J20I076． 

3. 伊藤 高敏，Ma Xiaodong（ETH Zurich）：Application of core-based inversion to reconstruct 

stress field in an underground geoscience laboratory，J20I100． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. Jeongmin Ahn（Syracuse University），中村 寿：Solid Oxide Fuel Cells Replacement of a 

Traditional Catalytic Converter，J20I018． 

2. Olivier Mathieu（Texas A&M University），中村 寿：Experimental and Chemical Kinetics 

Modeling Study of nitromethane in shock tubes and a micro-flow reactor with a controlled 

temperature profile，J20I078． 

3. Jeongmin Ahn（Syracuse University），丸田 薫：An electrically efficient self-sustained 

microcombustion/flame-assisted fuel cell (FFC) system，J20R002． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. Vladimir Khovaylo（National University of Science and Technology “MISiS”），三木 寛

之：Thermal conductivity reduction and carrier concentration optimization for development 

of nanocomposite materials with enhanced thermoelectric figure of merit，J20I007． 

2. Mickael Lallart（LGEF INSA Lyon），三木 寛之：Thermal AcTuation and energy hArvesting 

using MultIphysic alloys，J20Ly05． 
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地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 
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2. 椋平 祐輔，Justin Rubinstein（USGS）：Estimation of fracture permeability by integrating 

microseismic observational data and reservoir engineering modeling，J20I076． 

3. 伊藤 高敏，Ma Xiaodong（ETH Zurich）：Application of core-based inversion to reconstruct 

stress field in an underground geoscience laboratory，J20I100． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. Jeongmin Ahn（Syracuse University），中村 寿：Solid Oxide Fuel Cells Replacement of a 

Traditional Catalytic Converter，J20I018． 

2. Olivier Mathieu（Texas A&M University），中村 寿：Experimental and Chemical Kinetics 

Modeling Study of nitromethane in shock tubes and a micro-flow reactor with a controlled 

temperature profile，J20I078． 

3. Jeongmin Ahn（Syracuse University），丸田 薫：An electrically efficient self-sustained 

microcombustion/flame-assisted fuel cell (FFC) system，J20R002． 

 

システムエネルギー保全研究分野(System Energy Maintenance Laboratory) 

1. Vladimir Khovaylo（National University of Science and Technology “MISiS”），三木 寛

之：Thermal conductivity reduction and carrier concentration optimization for development 

of nanocomposite materials with enhanced thermoelectric figure of merit，J20I007． 

2. Mickael Lallart（LGEF INSA Lyon），三木 寛之：Thermal AcTuation and energy hArvesting 

using MultIphysic alloys，J20Ly05． 
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混相流動エネルギー研究分野(Multiphase Flow Energy Laboratory) 

1. 石本 淳，Thomas Elguedj（INSA-Lyon & LaMCoS Lab）：混相エネルギーシステムにおける流体

－構造体連成コンピューティング，J20Ly07． 

2. Rahman Asadur（香川大学），石本 淳：病態における皮膚におけるナトリウムや水の代謝変化

の関与の解明，J20Ly08． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. Chen Zhenmao（Xi'an Jiaotong University），内一 哲哉：Evaluation of Defects In CFRP 

Material Based on High Freqnency Eddy Current Testing Method，J20I021． 

2. Mary Nicolas（ELyTMaX, CNRS, Tohoku University, Universite de Lyon），内一 哲哉：Ionic 

Liquid Polymer for corrosion resistance applications，J20Ly02． 

3. 鯉渕 弘資（仙台高等専門学校（名取）），内一 哲哉：原形質流動の速度分布に関する確率論

的流体力学シミュレーション，J20Ly09． 

 

マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

1. 阿部 圭晃，Peter Vincent（Imperial College London, Aeronautics）：大規模並列計算にお

ける cross-platformの利用を想定した乱流流入アルゴリズムの研究と低圧タービン翼周り流れ

への適用，J20R004． 

 

次世代流動実験研究センター(Advanced Flow Experimental Research Center) 

1. Hideaki Ogawa（九州大学），大谷 清伸：Characterisation and behaviour of centreline shock 

reflection in axisymmetric supersonic intakes，J20I079． 

 

 

 

ＣＣ．．66  国国際際リリーーダダーーシシッッププ共共同同研研究究  
 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 坂上 博隆（University of Notre Dame），永井 大樹：モーションキャプチャーPSP 法を用い

た弾道飛行装置での再突入模型の圧力分布計測，J20L017． 

 

自然構造デザイン研究分野(Design of Structure and Flow in the Earth Laboratory) 

1. 鈴木 杏奈，Roland N. Horne（Stanford University）：Geothermal Onsen Seminar，J20L050． 

 

非平衡分子気体流研究分野(Non-Equilibrium Molecular Gas Flow Laboratory) 

1. Vladimir Saveliev（Institute of Ionosphere, National Center of Space Researches and 

Technologies），米村 茂：Development of Conservative Kinetic Force Method Near Equilibrium，

J20L006． 

 

量子ナノ流動システム研究分野(Quantum Nanoscale Flow Systems Laboratory) 

1. 徳増 崇，Jeongmin Ahn（Syracuse University）：Analysis of transport phenomena of oxygen 

ion in dual-phase electrolyte material，J20L012． 

2. 徳増 崇，Nasruddin Yusuf Rodjali（Universitas Indonesia）：Comparison between h-BN and 

Mxene as promising 2D materials for biolubricant additives: Molecular Dynamic Simulation 

Perspective，J20L019． 
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ＣＣ．．７７  特特別別講講演演  
（研究教育機関および学協会での特別講演。民間企業を除く） 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 安西 眸，Optimization of Stent Structure Based on Blood Flow Simulation，2nd International 

Symposium on Computational Biofluid 2020，日本国，2020.12.16． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，An Overview of MSBS Activities at Tohoku University，AIAA SciTech Forum and 

Exposition (Virtual Event)，アメリカ，2021.1.20． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，Data-Driven Analysis and Design in Mechanical and Aerospace Engineering，

International Joint Conference on Aerospace and Aviation (ICASA) - Mechanical and Advance 

Materials Research Exchange (MATRIX) 2020，インドネシア，2020.11.26． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 早川 晃弘，Experimental Investigation of Laminar Burning Velocity of Ammonia/air 

Premixed Flames Under Elevated Temperature Conditions，The 17th International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本国，2020.10.30． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 岡島 淳之介，Researches on Biomedical Applications from the Viewpoint of Heat Transfer，

International Workshop and School of Young Scientists: Theory, experiments and numerical 

simulations of reaction-diffusion systems in applications for biotechnology, biomedicine 

and energy production，ロシア，2020.10.12． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，A Breakthrough in Rock Stress Measurement Applicable Deep and High Temperature 

Environment，International Conference on Coupled Processes in Fractured Geological Media: 

Observation, Modeling, and Application (CouFrac)，韓国，2020.11.12． 

2. 椋平 祐輔，The Physics of Induced Seismicity Discovered by Geomechanics and Microseismic 

Analysis，International Conference on Coupled Processes in Fractured Geological Media: 

Observation, Modeling, and Application (CouFrac)，韓国，2020.11.13． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 中村 寿，Chemical Kinetics Studies Using Micro Flow Reactor with Temperature Gradient 

-Fundamentals and Example of Ammonia Combustion-，IEA Combustion Chemistry Task Workshop，

アメリカ，2020.8.18． 

 

マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

1. 阿部 圭晃，Simulations of Flow over Low-Pressure Turbine Blades with PyFR，PyFR Symposium 

2020，イギリス，2020.6.19． 
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ＣＣ．．７７  特特別別講講演演  
（研究教育機関および学協会での特別講演。民間企業を除く） 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 安西 眸，Optimization of Stent Structure Based on Blood Flow Simulation，2nd International 

Symposium on Computational Biofluid 2020，日本国，2020.12.16． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，An Overview of MSBS Activities at Tohoku University，AIAA SciTech Forum and 

Exposition (Virtual Event)，アメリカ，2021.1.20． 

 

流動データ科学研究分野(Fluids Engineering with Data Science Laboratory) 

1. 下山 幸治，Data-Driven Analysis and Design in Mechanical and Aerospace Engineering，

International Joint Conference on Aerospace and Aviation (ICASA) - Mechanical and Advance 

Materials Research Exchange (MATRIX) 2020，インドネシア，2020.11.26． 

 

高速反応流研究分野(High Speed Reacting Flow Laboratory) 

1. 早川 晃弘，Experimental Investigation of Laminar Burning Velocity of Ammonia/air 

Premixed Flames Under Elevated Temperature Conditions，The 17th International Conference 

on Flow Dynamics (ICFD2020)，日本国，2020.10.30． 

 

先進流体機械システム研究分野(Advanced Fluid Machinery Systems Laboratory) 

1. 岡島 淳之介，Researches on Biomedical Applications from the Viewpoint of Heat Transfer，

International Workshop and School of Young Scientists: Theory, experiments and numerical 

simulations of reaction-diffusion systems in applications for biotechnology, biomedicine 

and energy production，ロシア，2020.10.12． 

 

地殻環境エネルギー研究分野(Energy Resources Geomechanics Laboratory) 

1. 伊藤 高敏，A Breakthrough in Rock Stress Measurement Applicable Deep and High Temperature 

Environment，International Conference on Coupled Processes in Fractured Geological Media: 

Observation, Modeling, and Application (CouFrac)，韓国，2020.11.12． 

2. 椋平 祐輔，The Physics of Induced Seismicity Discovered by Geomechanics and Microseismic 

Analysis，International Conference on Coupled Processes in Fractured Geological Media: 

Observation, Modeling, and Application (CouFrac)，韓国，2020.11.13． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 中村 寿，Chemical Kinetics Studies Using Micro Flow Reactor with Temperature Gradient 

-Fundamentals and Example of Ammonia Combustion-，IEA Combustion Chemistry Task Workshop，

アメリカ，2020.8.18． 

 

マルチフィジックスデザイン研究分野(Multi-Physics Design Laboratory) 

1. 阿部 圭晃，Simulations of Flow over Low-Pressure Turbine Blades with PyFR，PyFR Symposium 

2020，イギリス，2020.6.19． 
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ＣＣ．．８８  学学術術雑雑誌誌のの編編集集へへのの参参加加状状況況  
（国際雑誌のみ。ただし校閲委員を除く） 

 

電磁機能流動研究分野(Electromagnetic Functional Flow Dynamics Laboratory) 

1. 高奈 秀匡，Applied Science and Convergence Technology，Editor，2019～2022． 

 

生体流動ダイナミクス研究分野(Biomedical Flow Dynamics Laboratory) 

1. 太田 信，Technology and Healthcare，Deputy Editors-in-Chief，2015～． 

 

航空宇宙流体工学研究分野(Aerospace Fluid Engineering Laboratory) 

1. 大林 茂，Progress in Aerospace Sciences，編集委員会委員，2002～． 

 

宇宙熱流体システム研究分野(Spacecraft Thermal and Fluids Systems Laboratory) 

1. 藤田 昂志，Recent Advances in Flow Dynamics 2020 (JFST)，Editor，2019～2021． 

 

伝熱制御研究分野(Heat Transfer Control Laboratory) 

1. 小宮 敦樹，Journal of Flow Visualization and Image Processing，Editor，2018～2021． 

2. 小宮 敦樹，Engineered Science Energy & Environment，Editorial Board，2019～2021． 

 

分子熱流動研究分野(Molecular Heat Transfer Laboratory) 

1. 小原 拓，ISRN Mechanical Engineering，Editor，2010～． 

2. 小原 拓，Scientific World Journal，Editorial Board Member，2012～． 

3. 小原 拓，International Journal of Heat and Mass Transfer，Editor，2019～2021． 

 

グリーンナノテクノロジー研究分野(Green Nanotechnology Laboratory) 

1. 寒川 誠二，Journal of Physics D，Editor Board Member，2007～． 

2. 寒川 誠二，IEEE Transactions on Nanotechnology (TNANO)，Associate Editor，2015～2020． 

3. 寒川 誠二，IEEE Open Journal of Nanotechnology，Editor in Chief，2020～． 

 

エネルギー動態研究分野(Energy Dynamics Laboratory) 

1. 丸田 薫，Progress in Energy and Combustion Science，Editorial Board，2006～2021． 

2. 丸田 薫，Combustion, Explosion, and Shock Waves，Editorial Board（International Editorial 

Counsil)，2009～2021． 

3. 丸田 薫，Combustion Science and Technology，Associate Editor，2016～2021． 

 

流動システム評価研究分野(Mechanical Systems Evaluation Laboratory) 

1. 内一 哲哉，NDT & E International, Elsevier，Editorial Board，2017～． 
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